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全国有数の観光地 として脚光を浴びている当町伊豆長岡町は、源

氏再興ゆかりの地 として、また霊峰富士 を望む歴史 と自然 に恵 ま

れ、さらには農耕文化の花開いた時代の文化遺産である横穴群が各

所に存在 し、埋蔵文化財の包蔵地 としても知 られているところであ

ります。

このたび、未知の貴重な文化財に光を当て、その保護施策を講ず

べ く昭和52年 より4か年計画で発掘調査を実施 し、 ここに大北横穴

群の報告書が見事に完成刊行 されましたことは、誠に喜びにたえま

せん。

この大北横穴群は、当所北江間の南面する山林中腹にあり、発掘

調査は斎藤忠氏を団長に、長田実氏を副団長にお願い し、その指揮

のもとに静岡県教育委員会文化課、植松章八、佐藤達雄、山下晃の

諸先生が担当され、また土地所有者伊奈昌孝氏のあたたかい御理解

を賜わり、地元の方々の熱心な御協力で進められ、かつてない詳細

な研究検討が行われ、多大な収穫をおさめることができたのであり

ます。

いうまで もなく、文化財は我々の遠い祖先の貴重なる遺産であり

まして、地域の誕生 と発展の跡を究めることは、今の時代を背負 う

我々の重大な責務であると考えます。

ここに、調査に御協力をいただいた多 くの方々に深甚なる謝意を

表すると共に、本報告書が当町及び周辺地域の歴史解明と堀I土を育

む資料 として広 く活用されることを切望 して発刊 の序 といた しま

す。

昭和 56年 3月

伊豆長岡町長 松 本 重 造



伊豆長岡町にある大北横穴群の調査は、昭和 52年 12月 に着手さ

れ、同 55年 7月 に終了 した。恐 らく、一横穴群について、 このよ

うな長期にわたる発掘調査が行われた事例は比較的少いであろう。

この間、我々は、寒気のきびしい12月 にも、暑熱のはげしい 7・ 8

月にも、 この横穴群の調査にた くましく力をつ くしたのであった。

そ して、48基 にわたる横穴を確認するとともに、その形態を詳細に

把握 した。 しかも、火葬骨を納めた石櫃を23例 ほど検出 したほか、

特異な構造をもつ超小型横穴の存在を明確に した。横穴 というと、

とか く土葬による墓 と認識 され勝ちであるが、本大北横穴群は、土

葬墓のほかに、 これ らの火葬墓をも含み、一地域における土葬か ら

火葬への転移の問題にも重要な資料を提供 し、かつ、火葬の特殊な

方法のあったことを示唆する内容を秘めていることもわかった。 こ

の点、 この種の調査の中で画期的な成果を収めたものと自負する次

第であり、文化財 としての大北横穴群の価値がきわめて高いもので

あることを強調する所以で もある。

このような意義をもたらした大北横穴群の調査には、多 くの人々

の力があった。私を助けられた副団長の長田実氏や調査員の小野弘

氏をはじめ、県教育委員会の植松章八・ 佐藤達雄・ 山下晃諸氏及び

多 くの調査の方々の協力、終始事務的な処理をつづけられた町教育

委員会の内田微夫氏の好意、さらに土地所有者伊奈昌孝氏のご理解

と地元の方々のあたたかい芳情 とは、大北横穴群を前景 とした富士

山の崇高な姿にはじめて接 したときの印象の強烈 さとともに、いつ

までも、記憶に残 るものとなるであろう。

ここに協力された多 くの方々に感謝の言葉をささげたい。

昭和56年 3月

大北横穴群発掘調査団長 斎 藤 忠



例

1 本書は、昭和52年 12月 から、55年 8月 まで (延 133日 間)に実施された、静岡県田方郡伊豆長岡町
北江間字男坂に所在する大北横穴群の発掘調査報告である。

2 発掘調査は、昭和52～ 55年度のⅣ次にわたって、国および静岡県の補助金を得て、伊豆長岡町教育
委員会が調査主体となって実施したものである。

3 発掘調査に関連して、既に次の年次概報が刊行されているが、本書はこれらを総収するとともに若
千を補正した正報告であり、本編でもある。

『大北横穴群 I』  伊豆長岡町教育委員会 昭和53年

『大北横穴群Ⅱ』 伊豆長岡町教育委員会 昭和54年

『大北横穴群Ⅲ』 伊豆長岡町教育委員会 昭和55年

4 発掘調査は、調査団長 斎藤忠(静岡県文化財保護審議会委員)、 副調査団長 長田実 (静岡県文化
財保護審議会委員)の両氏を委嘱して実施されたが、それらの関係者の名簿は巻末に付した。

5 本書の執筆は次の通りである。
斎藤 忠 ……第V章第 2節 第Ⅵ章
長田 実……第V章第 6節

埴原和郎……第Ⅳ章第 4節

小野 弘……第Ⅱ章第 1節

高橋 豊……第Ⅱ章第 1節 第V章第 5節

植松章八……第Ⅱ章第 2節 第Ⅲ章第 1節 第 2節 第Ⅳ章第 1節 第 3節 第V章第 1節

第 4節

佐藤達雄……第 I章第 1節 第 2節 第 3節 第Ⅲ章第 1節 第Ⅳ童第 2節 第V章第 3節

付載 1

山下 晃………第Ⅲ章第 1節

大川敬夫……第Ⅲ章第 1節

渡辺康弘……第Ⅲ章第 1節 第Ⅳ章第 1節 付載 2

内田倣夫……第 I章第 1節

うち、第Ⅲ章第 1節については、 5名で執筆しその各分担は文末に記した。

また、出土遺物のうち人骨類については、東京大学理学部人類学教室の埴原和郎博土に鑑定を願い、

その成果および所見についての玉稿をいただき、本書に収めた。

6 測図および遺物の整理は主に植松・佐藤・渡辺があたり、川崎陽子・鈴木清子 。丹嶋かつ子の協力
を得た。

7 本書の編集は、斎藤団長の指示のもとに植松・佐藤があたった。
8 編集にあたっては、各執筆者の文章を、斎藤団長がその責任において若子の補正加除を加え、あわ

H



せて文体・用語の統一もはかった。

9 発掘調査の1資料のうち、出土品は伊豆長岡町教育委員会に.図面および写真類は静岡県教育委員会
に、カラースライドは各一部ず

|つ
保管される。

10 なお、本横穴群は、さきに指定された大1師山横穴群、新たに発見されて前者に接する大〕と東横穴群、

割山横穴群とともに、 北`江間横穴群、の名称で、現在、国の史跡指定が確定されているが、本報告
書の名は従来の概報と同じく、「大Jヒ横穴群」とした。

11 本調査および本報告刊行に関
―
する事務は伊豆長岡町教育委員会があたった。
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Ⅲ-5号 石櫃  (29号横穴出土)身

Ⅲ-5号 石櫃  石櫃内火葬骨出土状態

Ⅲ-6号 石櫃  (29号横穴出土)

Ⅲ-7号 石櫃  (29号横穴出土)

Ⅲ-8号 石櫃  (30号横穴出土)・ 栓
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Ⅲ-10号石櫃  (34号横穴出土)

Ⅲ-11号 石櫃  (36号横穴出土)

Ⅲ-12号石櫃

Ⅲ-13号石櫃  (18-2号横穴出土)、 方孔部拡大

石櫃内火葬骨

横穴内ノミ痕状態

割 山 横 穴群  6号横穴

割 山 横 穴 群  6号横穴出土石櫃 1

割 山 横 穴群  6号横穴出土石櫃2

割 山 横 穴 群  6号横穴出土石櫃3

大北東横穴群
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第 I章 調  査 の

第 1節 調査の目的と調査に至る経過

近年、北伊豆地域の横穴調査は、その輪を広げ、かつ保存対策が着々と進められている。函南町柏谷

横穴群の調査 (昭和48年 3月、49年 7月 )と 国史跡指定 (昭和51年 2月 )、伊豆長岡町大師山横穴群の調
註 1

査 (昭 49年 11月 )と国史跡指定 (昭 51年 12月 )、 沼津市江ノ浦横穴群の分布調
奪ま
県史跡指定である。

註 2

これらの横穴群は、いずれもかなり以前よリー般に知られ、特に前二者は明治年間より中央の学界に

おいて注目されていたものであった。しかし、今回調査対象とした大北横穴群は、幕末に既に知られて
註 4

いたらしいが、注目されはじめたのは比較的新しく、昭和 36年刊行の『伊豆長岡町の史跡及び名勝』 (伊
註 5

豆長岡町教育委員会刊)に 30数基の存在が報じられ、「近き将来総合的な発掘調査がなされなければな

らない古墳群である。」と指摘されているのが近年文献で取りあげられた最初のものであろう。昭和 47

年の県内全域の分布調査の際には「藪で確認困難な状態である。 9基確認……」と報告されている。

昭和 49年 11月 、斎藤忠 。長田実両先生を依嘱して、静岡県教育委員会及び伊豆長岡町教育委員会共

催による、大師山横穴群の調査が実施された。これを契機として、周辺の同時代の様相を把握すること
註 6

が大きな課題となり、まず、その分布状況の実態把握が地元に委ねられた。町文化財専門委員小野弘・

久保田健治氏等は精力的に北江間の分布調査を行い、割山 (珍場東洞)横穴群、大北東横穴群が次々と

第 1図 位 置 図
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発見されていった。
註 7

大北地域においては、昭和51年 1月 末から2月 初めにかけて分布調査が行われ、さらに 3月 初旬から

中旬にかけて、 2回にわたり、町教育委員会職員をまじえて各横穴へ番号をつけての詳細分布調査が行
われた。

昭和52年 1月 下旬、県文化財保護審議会委員、斎藤忠 。長田実先生が現地を視察し、今後の取り扱い

の方向について協議がもたれた。ここで、昭和 52年度の国および県の補助金を申請し、横穴群の範囲確

認と概要の把握の調査を実施する方針が打ち出された。

同年 3月 には分布地域全域の下刈りを、 5月 には各横穴の標柱の設置作業が進められ、町文化財指定
の準備を進めた。 5月 19日 には文化庁の小林達雄調査官の視察もうけた。

9月 初旬、斎藤忠博士 。長田実先生 。県及び町教育委員会 。地元大北区等関係者が集まっての打ち合

せ会がもたれ、調査についての全体計画、53年度調査計画が検討された。この席上で、調査は 3ケ年計

画とすることが打ち出された。

調査は、伊豆長岡町教育委員会が調査主体となり、大北横穴群調査団を編成して行われた。調査団長

斎藤忠 。副団長 長田実の両氏、調査には県教育委員会文化課の山下晃・植松章八・佐藤達雄の三氏が
あたった。

なお、大北という名称は正式な字名ではないが、北江間の中心という意味で大正期より地元で使用さ

れているものであり、本横穴も大北にある横穴rと して、大北横穴群と一般によばれてきていたものであ

る。

第 2節 調 査 の 方 法

調査前の地形測量は業者に委託して実施した。調査はこの地形測量の際の測点BMをその まま使用し、
横穴実測に際しては補助点を適宜設定した。

KBMl-29,973 Tb、 KBM2-35,760阿 、KBM3-44,622印 、KBM4-29,175η

横穴の番号は分布調査の際のものをそのまま踏襲している。分布調査の際には不明確なものは、12-
2号のように枝番をつけて保留しており、かなりの数にのばっていた。その後の調査で確認できたもの

は、とりあえずそのまま枝番をつけて呼称することとした。しかし調査が長期にわたったため、これら

の呼称が固定してしまった観があり、番号をつけ直すと資料操作に混乱をきたすので、変則的ではある

がそのまま用いることとした。

実測図は10分の 1縮尺を原則とし、大型の横穴 (1・ 2・ 3・ 32号横穴)のみ20分の 1縮尺とした。

また、小型横穴・ ミニ横穴等は 2分の 1縮尺で実測した。側壁・天丼部分の実測は形態上特徴あるもの

のみにとどめた。全体図は20分の 1縮尺で作成し、階段・通路状遺構もこの中に記入した。遺物の実測

は実大を原則とし大型の一部の石櫃については 2分の 1縮尺とした。これにより詳細なノミの観察が可

能となった。

写真は大型カメラ (ビュー 5× 7、 4× 5)、 中型カメラ (6× 7 1眼 レフ)、 小型カメラ (35翻
1眼 レフ)を使用し、遺構等は主として中型カメラで撮影、小型カメラはスライド及びメモ用とした。

また必要に応じて 6× 7判のスライ ドも作成している。

なお、実測図は全てマイクロフィルムに撮影し原図の保管と利用の便をはかっている。
註 8
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第 3節  調 査 の 経 過

調査は昭和52年から昭和55年までⅣ次にわたって実施した。以下その概要を述べる。

第 二次調査

昭和52年 12月 14日 ～27日 、昭和53年 2月 10日 ～ 3月 1日 の 2回 に分けて実施した。調査対象は 1号～

20号横穴で、本横穴群の西側のグループでA群と呼んで横穴の密集している部分である。

12月 14日 、調査関係者は伊豆長岡町役場に集合、打合せののち器材点検、現地にて明日からの発掘の

準備をする。翌 15日 、 9時、調査に先だち、慰霊祭をとりおこない、あわせて調査の無事を祈る。調査

は、 1～ 3号横穴より着手する。上段のためほとんど開口しており、流入上がわずかに認められる程度

であった。各横穴の作業の経過は別表に示す通りである。

12月 17日 には、 8・ 9号横穴の調査にはいる。 9号横穴右側撹乱層中より小さな穴を穿った切石が検

出された。 I-2号 石櫃である。これから続々と石櫃が検出され、第 I次の調査では表採も合めて 8個

を数える。

12月 18日 、 1・ 2号の実測を完了し3号横穴実測に入る。除々に下段にと調査範囲を拡大。 7・ 10

11-1・ 11-2・ 12-1号の調査に入る。 11-2号と 12号横穴との間に新たに横穴を発見 12-2

号横穴とする。

12月 27日 、 4・ 12-1・ 12-2の各横穴の実測を完了。年内の調査を終了する。

2月 20日 調査を再開。今回は調査地域の地形測量を主体に進める。 (縮尺
1んo等高線 50側 )。 また併行

して、 15号・ 16号・ 17号横穴にも着手。

17号横穴墓前域のブナの木を倒すと、左側袖部壁に10× 10 clp前後の方形の小穴が発見された。奥行き

は21 clLあ まり。内部には黒褐色のやわらかな土がつまっていたが、特に遺物らしきものは認められない。

超小型横穴である。11-1号、11-2号横穴とあわせて注目されるところである。

3月 1日 、13-1号、17号横穴の実測を最後に、今年度調査を終了。最終的には今回18基の横穴の調

査を実施した。

第 1表 第二次調査経過表 (昭和52年度)
月 日

階女 え
2/15 16 17 18 19 20

21   22  23  24  25  26  27
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第■次調査

昭和53年 7月 18日 から8月 12日 まで延25日 間実施された。調査の対象は、第 1次調査区の東下方にあ

り第 I次調査で注目されながら手の及ばなかった18-1号横穴、横穴群のほぼ中央に位置し屋根形の造

り出しのある32号横穴、東側の切り立った崖面に掘肖」されている21～ 26号横穴のグループ、である。こ

のうち22号横穴は岩盤の崩落の危険があるため対象外とし都合10基の調査を実施した。作業の経過は表

に示す通りである。

7月 18日 、教育委員会に集合し打ち合わせをし、器材の点検・準備をするとともに、現地では下草刈

り、調査前の写真撮影を行った。 19日 午前 9時、墓前祭を行い、実質的な調査にはいり、21-1号、21

-2号、32号横穴に手をつけはじめた。21-1、 21-2、 32号の各横穴が清掃され姿をあらわしたとこ
ろで、 7月 22日 には文化庁阿部義平調査官の視察をうけた。

7月 25日 より24号横穴の調査に着手。崩落礫を取り除いた段階で石櫃のあることを確認する。流入

土は約20帥 と厚 く石櫃はわずかに上部を見せている状態であった。27日 、流入土を除去していく作業中

24号横穴内の石櫃正面に『若舎人』の文字が刻んであるのを発見、これ以後は24号の調査を中心に全体

の作業が進められた。このため当初予定 していた18-2号の調査は石櫃の存在を確認した段階で途中で

断念せざるを得なかった。Ⅱ-1号石櫃とした24号横穴の石櫃は大型の箱形で方形の割り込みを有して
おり蓋はすでに失われていた。石櫃は実決J、 採拓等詳細な検討を加えた上で、アクリル樹脂製ケースを

かぶせて横穴内に安置し、さらに開口部には壁を傷つけない方法で鉄柵を設けて、当面の保存方法を講

じた。

また 8月 4日 小雨の中を、伊豆長岡町古奈で現に採石業を営んでおられる小川敬造・丸山幸の両氏が

来跡され、直接現地の状況をみながら石屋の道具や技術についてお話をうかがうことができた。非常に

興味深い内容で両氏より教示をうけた諸点を中心にして第V章第 3節でまとめている。

8月 上旬には発掘作業はほぼ終了し、実測等詳細な検討の段階にはいったので、これと併行 して 8月

7日 より完掘状態の地形測を開始し、 9日 に終了した。 8月 12日 には墓前で盛大な供養祭を挙行して調

査を完了した。

なおこの間に、 8月 1日 夜、大北区公民館で斉藤忠団長による講演会を開催し、『若舎人』亥J銘石櫃の

発見を報告した。公民館はあふれる聴衆で盛況であった。

第 2表 第二次調査経過表 (昭和53年度)
月 日
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第Ⅲ次調査

調査に先だって、昭和 54年 7月 12日 、大北横穴群の基本的な取り扱いについての打ち合せを行い、①

3年計画を 4年に延長し、昭和54年度にC群及びB群の調査、55年度にB群の一部の調査及び整理・報

告書刊行とすること、②調査の終了をまって、国指定史跡の申請をして保存措置を講ずること、の基本

方針が決定された。

調査は、昭和54年 7月 23日 から8月 31日 までにわたって延40日 間実施した。

対象は、本横穴群の北限を構成する27号横穴から北のグループ (27～ 31号横穴)、 32号 横穴を中心と

して下段に続くグループ (18-2号 。33～ 41号横穴)である。内31号横穴は崩壊の危険が大きいため開

口部の確認にとどめ、また、40041号横穴は最下段に位置するため、作業手順のうえからみあわせ、都

合 12基の調査を実施した。

7月 23日 、現地に集合し打合せののち、器材の点検、雑木 。革・竹等の伐採、調査前の状況写真の撮

影等を行う。午後 1時、関係者参列して慰霊祭ののち調査にはいる。

まず、27号横穴より調査をはじめ、伐採終了とともに28～ 30号横穴のグループに着手。各横穴より次

々と石櫃を検出。27号横穴より 3、 29号横穴 3、 30号横穴 2と このグループだけで石櫃は 8を数える。

これに併行して、31号横穴より北側を中心にして所在確認調査を行う。尾根の稜線まで大きく伐採し、

横穴の可能性のありそうな所をチェックして試掘したが、いずれも横穴とは認められない。以前に横穴

の可能性ありとして枝番をつけて留保した、27-2・ 30-2・ 31-2号横穴等もいずれも横穴ではない

ことが判明した。この結果31号横穴を本横穴群の北限と判断してよいものといえる。

7月 末には、33号横穴以下のB群にも着手。 8月 はじめには、今回の対象区域全域に作業が広げられ

た。石櫃は総数13(内 2は表採)を数える。

8月 14日 、未開封であったⅢ-4号・ Ⅲ-5号・ Ⅲ-8号石櫃を、町長・教育長・調査団長・ 副団長

以下関係者及び現場に来られた東京大学文学部考古学研究室上野佳也助教授ほかの方々立会いのもとに

蓋をあける。いずれも人骨が遺存、特にⅢ-5号石櫃の人骨の保存状況は非常に良好である。さっそく
実測するとともに、8月 18日 には、東京大学理学部人類学教室・埴原和郎教授に現地においでいただき、

鑑定・指導を受ける。

8月 の後半には各横穴の実測にはいり、石櫃の実測も併行して進める。 8月 27日 までに各横穴の実測

をほぼ終了、 8月 31日 、盛大に慰霊祭を行うとともに、斎藤団長による現地説明会を行い、現地調査を

終了した。本説明会は、 I～ Ⅲ次調査の ｀まとめ、として、とくに計画したもので、大北区をはじめ地

元の方 多々数が参加された。この席で、町教育委員会は、大北区及び地主伊奈昌孝氏に感謝状を贈呈した。

第3表 第Ⅲ次調査経過表 (昭和54年度)
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第Ⅳ次調査

昭和55年 7月 15日 ～ 8月 8日 (延 24日 間)実施した。調査の目的は、本横穴群最下段の確認と、これ
までの調査での問題点の検討と補足である。

7月 15日 、現地に集合し今までの実測図等を検討、補足作業をはじめる。検討すべき問題点として残

っていた最大のものは、A群における階段と通路の表現である。第 I次調査では50分の 1縮尺で地形図

を作成したため、これらの詳細について表現することができなかった。そこで、これらの部分について

は20分の 1縮尺図を作成し、階段 。通路の検討と認定の作業を行った。

この間、小野・高橋は地質関係の調査を行った。凝灰岩の層理 。断裂の走向・傾斜を測定し、横穴の

配置との関連、及び横穴が掘撃されている江ノ浦凝灰岩の分布と横穴群との関係等の問題について調査

した。

7月 21日、慰霊祭ののちに40号・ 41号の調査にはいる。横穴をおおっていた枯葉を取り除き崩落上を

除去する。その結果、41号としたものは横穴ではないことが判明、また40号 も墓前域を全面破壊されて

いることがわかった。玄室内には多量の礫が投げ込まれたような状態で入りこんでおり、残存状況は悪

いかと思われたが、これを取り除くと、 10 clp程度の流入上があり、須恵器芥蓋 。身、長頸対等が検出さ

れた。これらの処理に2日 を要し、 7月 24日 40号横穴調査終了。これより下段については凝灰岩の露頭

はなく、傾斜もゆるやかとなり、ボーリングステッキによる確認調査においてもそれらしきものは認め

られず、本40号横穴が最下段のものと考えられる。

7月 28日 4号横穴の調査にはいる。第 I次調査で封鎖石部分の調査を未了として残していたところで

ある。封鎖石を除去し、玄室内を清掃、実測図を作成した。

発掘作業がほぼ終了したので、 7月 30日供養祭を行い、Ⅳ次にわたった発掘調査を終了した。補足作

業はその後も継続し、 8月 8日 に全ての作業を終了した。

また、調査の最後にあたって、今まで木杭であった、P3、 P5、 SBl、 NBと の4本のポイントをコ

ンクリー トの永久杭に打ちかえた。

周辺横穴群の踏査は、長田副団長と小野を中心として 9～ 12月 の間、断続的に実勉した。またこの間、

各調査員も必要に応じて踏査を実施している。この踏査の中で、横根沢 A、 竹の花、鏡池等の横穴群を

新発見 し、総計46ケ所の横穴群を確認、北伊豆の横穴群の概要を把握し得たものと考えられる。

第 4表 第Ⅳ次調査経過表 (昭和55年度)
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遺物整理は第Ⅱ次調査よりはじめ各調査に併行 して水洗 。注記を完了。現地調査を終了後は静岡に持

ち帰 り、接合・ 復元 。実測を行 った。石櫃については持ち運び困難なⅡ-1、 Ⅲ-2、 Ⅲ-4、 Ⅲ-5、

Ⅲ-10号石櫃等については現地で実測、その他小型のものについては持ち帰 り実測 。写真撮影を実施 し

た。

また、関連調査として昭和 54年 12月 10日 ～ 12月 22日 、割山 (大師山西)横穴群の調査が実施され

ている。石櫃をもっている横穴があるということで、以前か ら関心をひいていた横穴群である。伊豆長

岡町教育委員会主催で、横穴群の全体測量と第 6号横穴の発掘調査を実施 した。 (付載 1参照)

大北東横穴群については、第Ⅳ次調査終了後の昭和55年 9月 、雑木を伐採 し、業者に依託 して測量を

行い、同年 12月 周辺横穴群踏査の作業の中で各横穴を略測 し測量図を補正 して完成させた。 この横穴群

も石櫃をもっており、また、非常に小型の横穴を含んでいる。(付載 2参照 )

註 1 静岡県教育委員会 。函南町教育委員会の共催で、昭和48年測量、昭和49年 4基の発掘及び清掃実測が実施

された。それぞれ報告書が刊行されている。山内昭二『柏谷百穴測量調査報告』静岡県教委・函南町教委・

昭和48年、山内昭二他『伊豆柏谷百穴』静岡県教委・函南町教委 昭和50年

2 6基の発掘・清掃実測を実施した。斎藤忠。平野吾郎ほか『大師山横穴群」伊豆長岡町教育委員会 昭和

51年

3 沼津市教育委員会が実施し、 4群醜基の横穴と3基の円墳が確認された。沼津市歴史民俗資料館 F江 ノ浦

横穴群・古墳群測量調査報告書J沼津市教育委員会 昭和50年

4 大野延太郎 (雲外)「 伊豆国横穴を観る」『東京人類学会雑誌』 200号 明治35年

5 『伊豆国君澤郡北江間村地誌御調書上帳」嘉永 2年 (1849)6月 に村内の岩窟が挙げられており、大北横

穴群とおもわれるものは31を数え上げている。相原隆三氏の教示による。

6 この調査中、周辺遺跡踏査の一貫として、斎藤忠団長は、大北横穴群を訪れている。

7 近年は里に近い山林でも下刈り等の手入れをしない所が多く、笹や蔓の密生により、横穴の分布調査は特

に困難をきわめる。これらの悪条件の中でこの基礎作業に従事された町文化財保護審議会委員ほかの町文化

財関係者に深く感謝したい。

8 マイクロフィルムはアパチュアカードを使用、各図面ごとに一葉とし、他の遺跡の資料とともに県教育委

員会文化課で統一録管している。またこれを利用して、原図の1/2縮尺のコピーを作成し通常の利用に供して

いる。
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第 二次調査

現地説明会

第二次調査

現地説明会

第Ⅱ次調査

実   測

第■次調査

文化庁阿部技官視察

第Ⅱ次調査

墓 前 祭

第Ⅱ次調査

24号横穴石櫃実測

第Ⅲ次調査

27号横穴発掘

第Ⅲ次調査

埴原博士人骨調査
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主早
一１Ｔ
■ 環

第 1節 自 然 環 境

1 大北横穴群をとりまく地理的環境
大北横穴群は、北江間の後背湿地型地形を眼下に、鷲頭山塊支脈の南斜面に構築されている。

沼津の南、北伊豆の基部には、西に駿河湾を臨み、東に狩野川の流れを擁し、狩野川の沖積平野に埋

没し、沖積面と入り組んだ境界をみせる急峻な山地よりなる。この山地は、沼津市の香貫山 178η から

南に、徳倉山 156れ 、鷲頭山 392碗 を主峯とし大平山 356η・大嵐山 191η と東へ延びる鷲頭山塊、南

の伊豆長岡地域の花坂の大堤山 273η の山塊、葛城山 452η の山塊を経て、達磨山へと連なっている。

そのうち徳倉山から大堤山の地域をこの報告書では一応静浦山地と呼称する。静浦山地は新第二系中新

統の
｀
静浦層群、、沼津地質図幅にみる江ノ浦凝灰岩層が山麓に、中復以上には、これを貫く鮮新統の火

註 1

山岩類が山頂、尾根に突出し、深く浸食を受けて急峻な山容をみせている。

静浦山地は、沼津市の香貫山 178ηから南に、徳倉山 156れ 、鷲頭山 392れを主峯とし大平山 356阿

。大嵐山 191阿 と東へ延びる鷲頭山塊、南の伊豆長岡地域の花坂の大堤山 273ηの山塊、葛城山 452η

の山塊を経て、達磨山へと連なっている。

静浦山地から東へ延びる数本の山脚のつくる、東に開いた谷は、沖積層に埋没され、北上する狩野川

の自然堤防にせきとめられ、徳倉・ 大平・北江間の後背湿地型地形をみせている。中でも、北江間の後

背湿地型地形は、東西に細長くのび、海へは、山道を 1肋、海抜60れ程の峠を越せば出られるほど奥深

い。この北江間の後背湿地型地形を南に、鷲頭山一大平山一大嵐山と静浦山地にみる大きな東西性の尾

根が、比較的急な南斜面をみせ、東へのびるのをみる。中復以上には安山岩及び同火山角礫岩がみられ、

山麓には凝灰岩層をみる。大北横穴群は、海抜 15～ 45η の、この凝灰岩層に構築されている。

2 大北横穴群周辺の地質
北伊豆の横穴群が構築されている岩類の多くは、静浦層群を構成する第二系中新統の凝灰岩類と、箱

根火山西麓に広 く分布する、流出年代 49,000± 700年 B.P.の箱根新期軽石流である。

凝灰岩類に構築された横穴は、大北横穴群、大師山横穴群をはじめ、沼津から大仁の宗光寺守木におよ

ぶ広い地域に多数知られている。これら横穴の基盤をなす凝灰岩は、沼津地質図幅では江ノ浦凝灰岩層

と呼ばれ、本文では静浦層群の凝灰岩層に相当する。凝灰岩の岩相は多様であり、静浦山地の海岸沿い

には、斜交葉理ををみる江ノ浦白色凝灰岩層が露出し、静浦山地の東麓には、これと異質な暗灰色で、

安山岩質角礫と淡黄灰色の凝灰岩片が同質細粒物質で膠結された大井凝灰角礫岩層や、緑色をおび雑色

性の日守凝灰岩層をみる。また南の伊豆長岡から守木にかけては、長岡凝灰岩を主体とする緑色凝灰岩

層をみる。

これら凝灰岩層には、これを貫く火山岩類の貫入に伴う展張応力や、別の断層運動により生じた、規

則的に広がる断裂 (割れ日)をみる。この断裂は、横穴の構築に少なからず影響を与えているようにお

もわれる。

もう1つの、横穴の構築基盤、箱根新期軽石流は上部・下部両軽石流に分けられる。 3～ 18 clpの 新鮮

で溌泡のよい灰白色軽石と安山岩片よりなる下部軽石流には柏谷の百穴の例をみる。上部軽石流は、狩

野川流域では段丘堆石物を構成するのをみる。北江間の後背湿地型地形の最奥部、放水路沿いや長岡温
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泉の台地に、この軽石流をみるが、横穴の構築をみない。

3 大北横穴群の構築基盤にみられる地質学的特徴
大北横穴群の構築された凝灰岩には、はっきりした層理の発達をみないが、粒径 l clE前 後の緑色、雑

色性凝灰岩岩片や安山岩岩片からなる、 10～ 20 clBの厚さの粗粒凝灰岩層に注目すると、わずかに、東へ、

右下がりに、しかも北側へ傾くのをみる。つまり、基盤の凝灰岩の走向・傾斜はN60°～40°W、 15° NEで

ある。地層の走向・傾斜と横穴の配列との関係は不明である。

大北横穴群の構築をみる凝灰岩は、江ノ浦白色凝灰岩層に相当し、一見塊状均質にみえるが、岩相は

部分によってかなり変化に富む。混入する相当大きな安山岩片も、一般には変朽の程度が進んでおり、

周囲との区別がつきにくく、硬さも同じで、したがって、横穴の占地構築にあたっては大師山横穴群の

場合と異なり層準を特に選択したという形跡はみられない。

大北の凝灰岩層には多くの 断裂 (割れ目)が走るのをみる。南江間の大男山の東麓を北上し、大北と

日守岩崎との間をぬけるとおもわれる南北性の断層は、これと平行し、雁行する多くの小断層を伴う。

さらに、鷲頭山塊上部を構成する安山岩類、岩株の貫入に伴う展張応力により、大小様々な断裂 (割れ

目)が発達するのをみる。第 2図は、本横穴群の中、西の端にみられるA群の横穴群を南から撮ったも

ので、凝灰岩にみられる断裂 (割れ日)と 横穴の配列分布との関係がよく表われている。横穴の占地構

築されている斜面は35°～45° と急斜面で、表上が薄いことからしても、基盤の岩石が露出していたと考

えられる。断裂 (割れ日)の面の広がる方向は、 N50°～70° W、 これと交叉するN10°～30° Eの 2方向

に卓越する傾向をみせている。また 断裂 (割れ目)が集中、交叉する部分は侵食が進み、溝をなしてお

り、深い溝と溝の間の尾根は、
｀
馬の背、状に露岩が突出するのをみる。

｀
馬の背、状に突出する露岩の

部分は、断裂が少なく、岩盤が塊状をなしている。大北の横穴は、この部分に、横穴の主軸方向が破砕

の著しい溝の部分にかかることを避けて、構築を進めている。しかも、山腹斜面の最大傾斜方向に向っ

て掘り進み、墓前域を構築するための排石量を少なくする結果となっている。大北横穴群の配列は、極

めて密集複雑な配列をしている点に特色がある。北伊豆の横穴群は一般に横の配列で 1段ないし2～ 3

段のものが多いが、本群ではこうした配列が凝灰岩の層理、断裂の走向・傾斜によるものとはいえない。

,,

4頭

/

第 2図 大北横穴群・ A群にみられる横穴の配列と断裂 (割れ目)

一齢
一韓一

との関係模式図
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第 2節 歴史的環境

1 周辺の遺跡と ｀北江間横穴群″

周辺の遺跡からみることにするが、横穴群については
｀
第V章第 6節北伊豆の横穴群について″ で詳

細に報告されるので、ここでは重複を避けつつ、やや視点をかえて検討してみたい。

周辺の遺跡のうち、本横穴群成立の歴史的背景となり得るものとして、まず、弥生～古墳時代遺跡、

なかでもいわゆる集落遺跡がある。こうした遺跡として、釜石場 (南江間)・ 町屋 (南江間)。 鳥井前 (南

江間)・ 花の木 (北江間)。 長塚 (北江間)。 珍野 (北江間)の各遺跡を列挙することができる。もち

ろん多くは内容不明瞭といわざるを得ないが、それでも、金石場・鳥井前・花の木・珍野遺跡について

は、多少の資料が明らかになっている。

釜石場遺跡は、大男山の中腹、海抜 150れ ほどの通称「馬の背場」と呼ばれる平坦地に立地する。大
再Ll

北横穴群とは江間低地をはさんだ反対側ということになり、約 25筋 前後の距離を測る。昭和32年 7月

に、 2日 間の発掘調査を実勉したが、その契機は畑地開墾によるという。上師器類が出土したが、遺構

等は確認できなかったとのことである。

鳥井前遺跡は、『静岡県史』第一巻において、「この地 (江間村をさす)も原史時代遺跡の多いところ
註 2

であるが、江間尋常小学校付近から縄文式や弥生式上器が、土師器などを伴って地中から出ている。現

品は同小学校に保管されている。」と指摘されて注目されるが、その中心部が、昭和 52年に約 150πほ

ど緊急発掘調査された。調査は加藤学園考古学研究所の小野真一氏が担当して、現在整理報告準備中で
註 3

あるが、住居跡 8軒が発見され、その時期は 4～ 9世紀であったというから、古墳時代の当初から平安

時代まで及ぶということになる。また付近には弥生中期・後期の上器出土地点もあるとのことである。

大北横穴群から東南約 1.5肋 ほどの距離を測るが、それは狩野川の自然堤防上で、花の木遺跡の南方と

いうことになる。

花の木遺跡は、狩野川の左岸、江間平野の北東隅で、大嵐山麓に接した大北集落の東側にあたる。大
註 4

北横穴群からは、直線で約 1肋ほど東行 したところということになる。ここが耕地整理をうけることに

なって、遺跡が発見され、昭和29年 3月 、4日 間にわたる発掘調査が実施された。これによって、折り

重なった 300個前後の上師器、ガラス小玉・臼玉のほか、数個の須恵器が伴出したが、遺構は確認でき

なかった。これについて、調査にあたった、日本大学の軽部慈恩氏と長岡中学校の斉藤宏氏は、「おそらく

窯場の倉庫か、売場のような所」と推定したが、小野真一氏はこれを「今日の知見からすれば、集落址

に接近して設けられた祭礼場の跡と考えるべきであろう。」としている。土器類の年代は和泉式から鬼高
註 5

1式を主体とするが、伴出した須恵器類は小野氏により図示されている。当地方では最古にちかいタイ

プと認め得るものであろう。

珍野遺
聰齢
、現狩野川放水路の工事によって、昭和27年 と昭和36年に遺跡が発見され、とくに後者で

は緊急調査が実施された。かなり多量な土器類や木器類が出土 したが、時期としては縄文晩期から弥生。

古墳時代までを合んだもので、ほぼ継続性が認め得るようであった。立地としては、大北横穴群とは江

間低地を挟んだ南反対側で、約 2肺に満たない距離を測って、山麓に形成された小舌状台地であった。

また、本遺跡の西側には長塚遺跡があって、やはり狩野川放水路線内に発見されているが、両者の遺跡

範囲等はきわめて不明確とされている。

以上の 4遺跡によって、江間低地とその周辺部における弥生時代から古墳時代にいたる遺跡をみたの

であるが、ここではさらに古墳を検討しておく必要があろう。江間周辺においては、豆塚古墳(南江間)

と箱根山古墳群 (北江間)を列挙できる。

― ■ ―
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第 3図 箱根山古墳群出土土器実測図
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第 4図 大師山横穴群出土土器実測図
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豆塚古墳は、式内社徳高神社といわれる豆塚神社の境内にある小円墳である。未発掘で、現状では 1
註 7

基 しか確認できない。本大北横穴群か ら、東南方向へ約 1肺ほど、大男山の山麓部末端に位置するとい

える。

箱根山古墳群は、字小山根にあることから小山古墳群とも称されてきた。大正ごろから、伊奈重美氏
註 8

宅地内の裏山一帯から須恵器等が出上 しているとのことで、ここにかなり多くの古墳が群集 しているよ

うである。現状でも、横穴式石室の断面らしきものを観ることができる。ここは、大嵐山の山裾にひろ

がる低地に突出する残丘状の小丘で、本人北横穴群からはわずか 500阿 ほどの距離しかない。本調査中

に、伊奈重美氏所蔵資料を整理実測して、第 3図に掲げた。

採集資料ではあるが、箱根山古墳群に限られるものであることは確実である点重要といえる。まず、

注目されるのは須恵器蓋lTh類で時期的には、 6世紀中葉に比定できるものから、 7世紀中葉ごろまでを

合むようで、器類もバラエティーに富んでいる。土師器不類にも注目できるが、胴下半部をヘラケズリ

した形跡が明らかといえる。

本古墳群の出土資料からすると、江間地域における群集墳は 6世紀中葉には成立することになる。こ

れは、愛鷹山麓地方における群集墳の成立が、富士市東端から沼津市西端の船津～石川付近で、たぶん

6世紀中葉といえる状況と見事に一致することになる。すなわち、愛鷹山麓で群集墳が成立するそのほ

ぼ同時期に、当江間地域にも箱根山古墳群が成立するといえるのである。そして、その終末は、資料で

観る限り7世紀中葉であって、 7世紀後葉になると、本大北横穴群をはじめとする横穴群の隆盛期とな

るらしいのである。あるいは、これほど図式的に示すことは避けるべきであるかも知れないが、北伊豆

地方において横穴群の密集する南地区とでもいうべき本江間地区の群集墳は、広く愛鷹山麓地方とほぼ

同一といえる成立・発展・ 終末のテンポを基本的には歩んだものと認めてよいようである。

つぎに、窯の壇 (南江間)窯跡についてみる。窯の壇窯跡は、本大北横六群から南東へ約 1助前後で、

狩野川の自然堤防の縁辺にあ肇そ、それは先の花の木・鳥井前遺跡とかなり隣接する位置関係を有する。

確認された範囲でも、南北約 500η ほどもあって、多数の窯跡が営まれたものと推定し得る。瓦陶窯跡

と解されている。

また、本窯跡から南西 2助ほどに、花坂島橋 (花坂)・ 屋敷台 (長岡)・ 牛ケ原 (長岡)の窯跡が集

中する地点がある。昭和29年に二島市誌編纂事業として日本大学の軽部慈恩氏により、昭和49年に沼津
註10

女子高校の郷土研究部・考古学研究所の秋本真澄氏によって調査されたりした窯跡を合むものである。
註 11

ここからは、三島国分寺をはじめ、市ケ原廃寺、塔ノ森廃寺 (以上三島市)・ 宗光寺 (大仁町)に製品

が供給されているという。(第 5図に町教育委員会保管資料を示す。)

以上によって、大北横穴群の景観をつくる江間低地とその周辺の概略を述べてみた。これによると、

縄文晩期は、江間低地のいわば奥端部を占める珍野遺跡において確認されるが、弥生中期以降になると、

その入口部の自然堤防上にも鳥井前遺跡等が形成されるようになる。その際注目されるのは、前者の珍

野遺跡が古墳時代初頭まで継続 して終るのに対 して、後者の鳥井前遺跡をはじめ花の木遺跡等も合む自

然堤防上の遺跡群は、古墳時代から歴史時代にまで継続して盛えるものとなる。すなわち、江間低地が

人々の生活基盤としての生産性を有し得るようになったのは縄文晩期以降のことらしく、その自然堤防

上における本格的な集落形成はたぶん弥生時代に入ってからといえるようである。

こうした歴史的背景のもとに、 6世紀中葉ごろになると、後期群集墳がこの地にも成立 。発展するよ

うになり、やがて 7世紀中葉以降になると、｀北江間横穴群
″の成立がみられるようになる。いうまでも

註12

なく北江間横穴群とは、北江間地域に密集する横穴群の総称で、大きく大北横穴群グループと大師山横

穴群グループに分けることも可能である。前者は東から西へ約 800統 ほどの範囲に、女坂 (2基 )。 大嵐

(4基 )。 大北東 (15基 )。 大北 (47基 )・ 大北西 (2基)の各横穴群、計 5横穴群 70基が密集する。後
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者は、そこから約 450乳前後離れて、やはり東から

西へ約 400Rほ どの範囲に、横根沢B(2基 )・ 横根
尺A(3基 )。 大師山 (10基 )・ 割山 (14基 )・ 東洞

(2基)の諸横穴群、計 5横穴群 31基がみられる。

総数は 10横穴群、 101基 という確認数になるが、各

横穴群の詳細は第V章第 6節に述べる。

2 国部郷里制

本大北横穴群の所在する伊豆長岡町は、律令時代、

伊豆国田方郡に属する。こ でゝは、
｀
和名類衆抄、を

中心に、当時の地方組織の復元を試みたいと思う。

そもそも、伊豆国は、『旧事紀』「国造本紀」に「神

功皇后御代、物部連祖変鉾命八世孫、若建命定賜国

造難波朝御世、隷駿河国、飛鳥朝分置如故」とある。

すなわち、仲哀天皇の神功皇后の時初めて伊豆国が

置かれ、物部氏の一族が国造に任ぜられたが、それ

は難波朝 (孝徳天皇)の大化改新の際に一旦駿河に

合併され、さらに飛鳥朝 (天武天皇)で再分割され

たというのである。『旧事紀』の信憑性について問題

があるとしても、一応参考にされるものであろう。ま

た、『扶桑略記』にも「天武天皇九年庚辰七月、兄I酸

河二郡琶伊豆国」と記して、天武天皇 9年 (西暦 681

年)に伊豆国が独立したことを述べるが、これも一

応参考となるものであろう。

第 6図 伊豆国 郡郷里要図

こうした経過をもつと考えられる伊豆国は、『和名

類衆抄』に至ると、次の郡郷里から構成されるようになる。

田方郡 新居・小河・真見・佐婆・鏡作・茨城 。依馬・八邦・ 狩野・天野・吉妾・有雑 (塀 )・ 久侵

那賀郡 井田・那賀・石火

賀茂郡 賀茂・月間・川津・三嶋・ 大社
これによると、田方郡は 13里で上郡、那賀郡は 3里で小郡、賀茂郡は 5里で下郡となる。また、伊豆国

府および田方郡家は、大仁町田京、後三島市というのが、『増訂豆州志稿』に記され、また『静岡県
割

第二巻もこれに従う通説だが、『三島市
翻 lFは

強くこれを批判して当初からの三島説を主張している。

その三島では、市ケ原廃寺・塔之森廃寺・天神原廃寺・伊豆国分寺等が白鳳～天平期寺院として、田京

では宗光寺廃寺が白鳳期寺院として注目される。そして、この両地への瓦供給地が本江間付近であるこ

とはすでに述べた。

いま、これらの郷里を可能な限り現在地に比定 し地図上におとしてみた。なかには、やや疑間を合む
註16

要素もあるが、大略の傾向は知り得よう。ところで、こうした状況を示すその時期については、「大体に

9世紀から 10世紀前半、特に 9世紀前
普♯
とみなし得る可能性が強いようである。すなわち、 8世紀に

おける郷里の状況を反映した 9世紀前半の様相を記載するものと解し得よう。

こゝで注目されるのが
｀
依馬、で、現江間、いうまでもなく本横穴群の所在地である。近隣では、茨

城と天野が目立つ。茨城は、現韮山町原木に比定されるが、江間とは狩野川を挟んだ対岸で、東方約 2

脇ほどとなる。天野は、現伊豆長岡町天野とされて、江間から約 4脇前後南方にあたる。また、八邦を
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現韮山町山本に仮定すると、それは東方約 4肋 ほどとなる。

ところで、本横穴群を合む北伊豆地方横穴群の年代決定を、一定の精密さで試みようとすると、確実

といえる伴出土器はきわめて少い。それでも、現状では、総体的に 7世紀後葉から8世紀にかけてであ

ろうとすれば、一応無理ないところといえる。すると、倭名類衆抄に残された、伊豆国田方郡の状況は、

8世紀に全盛を謳歌した本地方横穴群を直接に形成した郷里の様相ということになる。

また、第V章で詳細に検討される北伊豆地方横穴群の分布が、田方郡の領域とほぼ一致したものとなる

点も注目に値する。このことは、天武天皇 9年 (西暦 681年)す なわち、 7世紀後葉に伊豆国が駿河国
から再分割されるという、そうした歴史的背景にあるものが、本地方横穴群の隆盛と共通する基盤から

発展するものであろうと解 したいのである。

註1 伊豆長岡町史跡名勝調査委員会『伊豆長岡町の史跡及び名勝』伊豆長岡町教育委員会 昭和36年
2 静岡県『静岡県史』第一巻 昭和 5年

3 調査者小野真一氏の教示による。
4 註 1文献に同じ。

5 小野真一「伊豆長岡町花ノ木出上の須恵器」『静岡県考古学会シンポジューム 2、 須恵器一―古代陶質土器
――の編年』 静岡県考古学会 昭和54年

6 註 1文献、小野真―・ 笹津備詳「伊豆長岡町珍野遺跡出土弥生土器」『駿豆考古』第 5号『伊豆国珍野遺跡
略報』沼津女子商業高等学校考古館

7 註 1文献

8 同上

9 同上

10 軽部慈恩「大化の改新から奈良平安時代にかけての二島地方」『三島市誌』上巻 昭和33年 二島市
■ 秋本真澄「伊豆長岡町花坂島橋窯l■調査報告」『駿豆の遺跡研究』12)昭和51年 加藤学園沼津女子商業学校郷
土研究部

12 斎籐忠他『大師山横穴群』静岡県文化財調査報告第14集 静岡県教育委員会 昭和51年
13 秋山富南・萩原正平・正夫『増訂豆州志稿』

14 静岡県『静岡県史』第二巻 昭和 6年

15 註10文献

16 『増訂豆州志稿』静岡県『静岡県史』第二巻 昭和11年

若林淳之『静岡県の歴史』山川出版社 昭和45年

を参考として比定してみたが、うち、いくつか問題となる郷名が残る。 ｀鏡作″について、『増訂豆州志稿』
は現沼津市香貫を比定し、『県史』は「伊豆国府楊原神社と関係あるか」を理由に「函南村の内か」と比定す

るが、いずれもや I無理したもの よゝうである。こ でゝは、一応 玉`造
″
(駿河郡)と対になるよう香貫説を

とってみた。ついで
｀
有雑 (排)〃については、『伊東市史』(伊東市教育委員会 昭和33年)によって、現伊東

市宇佐美付近とし、
｀
八邦
″
|こ ついては、小野真一氏 (『蛭ケ島』韮山町教育委員会 昭和54年)に よって、邦

は
｀
牧、で現韮山町山木付近という説があることから一応図示しておいた。

17 池辺爾『和名類乗抄郡郷里騨名考證』吉川弘文社 昭和56年
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第 IⅡ 章

第 1節 横穴の構造と遺物の出土状態

1号 横 穴 (第 7図・図版 8)

本横穴は、大北横穴群中、最西端に位置する。調査前は、完全に開回しており、玄室内の埋土はみら

れなかった。ただ若子の上砂と封鎖石に使用されていたと思われる礫が墓前域の左側部分にみられた。

玄室 :長さ 4.67れ、開口部巾 168阿 、同高さ 126η 、中央部巾 2.42 Tb、 同高さ 1.77阿 、奥壁巾3.12れ、

同高さ 1 97 Tbで 、その平面形はフラスコ型を呈する。ただ、細かくみれば開口部付近の左側壁が大きく

外に弯曲して歪みをみせる状況で、左右の均衡がややくずれている。この部分が封鎖部とみられる。

奥壁は、やや弯曲し、床面との傾斜度 (奥壁下部と最高部を結ぶ線に対し、床面との角度)は、76°で、

天丼部及び床面の傾斜も加わって、かなり内傾している。横断面形はアーチ型を呈している。

側壁は、右壁が左壁に比してやや急傾斜となっている状況で、天丼部の構造も右側が左側よりやや高

くつくられるが、こうした側壁・天丼部のあり方は前述の開口部付近での左右側壁の歪みに連るもので

あろう。その横断面形は底面を広くとるアーチ型で、床中に対して高さは約 312の比率となる。
天丼部は、奥壁からやや外弯 し弧をえがきながらその開口部側ではかなり強い急傾斜となる。

床面は平坦で整形等のノミ痕はほとんどみられない。横断面形からみると、床面はとくに開口部付近

でやや凹状を呈している。縦断面では、床はかなり急傾斜で、開田部付近は奥壁部より約 50伽下る。

開口部の上部は剥落し、当初の状況は明確ではない。壁は左右対象とならず、左壁がやや短かいこと

はすでに述べたが、地形に左右されたとも、隣接する2号横穴に左右されたとも考えられる。

墓前域 :両袖をもつ台形で、左側は隣接する2号横穴の墓前域の前端部通路を一部切って設計された

可能性もある。長さは 173η とみて、その前よりの最大巾 lη前後の緩斜面を通路とみておく。

床面は玄室内傾斜がほぼ連続する状況であるが、その傾斜はやや強まって 10° を測る。床面の左半部

には巾 lη 前後の広 く浅い溝かともいえる状況がみられた。これを墓道と認めるかどうかやや躊躇した

が、強いて認定することとした。同様に、床面両側端部に破線で図化した部分も、やや無理していわゆ

る
｀
床面緩斜面

〃
としておく。前より通路の 2号横穴側東端部に階段 1段を認定しておきたい。

出土遺物 :墓前域左側よりほぼ床面に接して土師器丹塗り郭片 。須恵器邦片等が出土 している。(山下)

2号 横 穴 (第 8図・ 図版 9・ 10)

本横穴は、 1号横穴の左やや上に位置し、隣接している。内部に造付けの棺をもつことによって、本

横穴群中では特異な存在のものである。調査前は、完全に開日し、墓前域も完全に露出していた。

玄室 :長 さ 5.24れ 、開口部巾 1.24η 、同高さ 155れ 、中央部巾 2.16れ 、同高さ 1,90碗 、奥壁巾2.90η、

同高さ2.16'である。平面形は、一部に造付けの棺もあるが、全体的にはフラスコ型といえる。

奥壁部には、床面から高さ 1窮程の所に棺の上面があり、横位置に棺身が割り抜かれている。したが

って、奥壁最奥部は、低いものとなっている。奥壁は石棺により変形されているが、基本的にはアーチ

型をしている。壁面の整形には、巾3.O clv、 4.0働 、4.5師 の3種のノミが使用されている。ノミは、刃を立

てて、大部分壁面に対して右上方から下方へ打ち込んでおり、ノミを細かく何度も打ち込んで整形する

方法がとられている。荒い整形である。側壁の広がりは、左右やや不均衡で、左側が開口部より奥壁に

かけて、そのまま、ほぼ直線的に延びているのに対 し、右側は、開田部より60cllあ たりから、やや広が
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りを増 し、棺身の近くで、方向を変えて、奥壁に向かうという胴張りをしている。この両側壁の変化は、

左側壁のクラックと、棺蓋の搬入との関連の中で、必要にせまられた状況と思われる。右側壁の、棺身

に近い所は、中45～ 4.6師 のノミを、上方より下方に打ち込み、棺身横では、中 45師 のノミを、ほぼ水

平に奥壁の方向に打ち込んでいる。左側壁は棺近くからクラツクが入り、開口部にかけて剥落が大きい。

棺身横あたりでは、その整形は、右側壁とほぼ同じである。

天丼部は、一部剥落がみられるが、縦断面からみると、奥壁部より開口部にかけて、ほぼ、13°の傾斜

をもって下る。横断面形からみれば、天丼部は、ほぼアーチ型を呈するが、奥壁部棺座付近から玄室中

央にかけては、中央部がより高められている。天丼部の整形は、巾45師 のノミを主に使用し、開口部

より奥に向けて、刃痕は長い。また棺付近の天丼部には、巾 3 clBの ノミで、上方から下方への整形がみ

られ、ノミ痕が交差している。開田部に比 して、奥壁の整形は丁寧である。

床面は、造付け石棺付近で、左側壁側が右側壁側より若干低 く掘られており、こうした状況は開口部

付近にまで及んでいるように観察された。排水を考慮 した構造とみてよいものであろう。ノミ痕は脇刃

によるV字状痕を認めるが、風化による摩滅が激しい。

開口部は、天丼部がほぼ原形にちかいものと観察されるが、両側壁の袖部は大きく剥落している。風

化も激しく、そのため整形手法の把握は不可能であった。

墓前域 :平面形はほぼ台形を呈 し、両袖部が大きく開くタイプである。長さは 2.86η で 1号横穴より

やや長い形態となる。

床面は玄室の床面傾斜がそのまま延長する状況で 3°を測る。床面左半部には排水溝があり、全長 4.2

η・巾50～ 100c12で 、深さ30～ 50 clL前後の大規模なものである。溝底は断面V字状を呈するが一部U字

状となって、巾 5.5c12前後の明瞭なノミ痕を認め得る。明ら力鞘こ人為的なものと扱ってよく、その先端は

9号横穴の右側に達する。

床面の両側端部には、中50～ 60 cln前後の緩斜面が認められた。墓前域側壁の垂直面から平地な床面に移

行した部分に設けられた構造と判断できる。

本墓前域の前方には、巾50～ 90帥前後のかなり強い傾斜面があってその先端が自然傾斜に入っていた。

この人為的な傾斜面を通路と認めておくが、その東端部には 4段の階段状構造があって 3号横穴墓前域

に連絡する。

造付棺 :棺身は、玄室床面により、 197bほ どの高さをもった棺座面に、横位置に割り抜かれている。

棺座上面は、ほぼ水平で、棺座中央部上面から天丼までは、 1_15れである。右側壁側は、壁画がやや不鮮

明である。棺座上面は、蓋受け部が、一段低 くつけられている。蓋受け部の整形は、中 3師 のノミを使

用し、かなり丁寧である

これらの蓋受け部から蓋の寸法を復元すれば、長さ 2.30η程、巾80c12ほ どの平面形をもつものであり、

高さは、側壁の傾斜等から考えると、40 cll前後になると思われる。この棺蓋の一部が、墓前域右前方に

存在 した。急傾斜面にあるため、全体を明確に把握できないが一端が比較的良く残っているため、ほぼ

その全体像を推定できる。蓋は、横穴本体と同じ岩質で、切妻の屋根形で、現在長さは66師、巾は80印、

高さは40伽 、蓋頂部には、巾12卸の平坦部があり、そこから両側50°の傾斜で、ほぼ直線的に下る。屋

根の斜面は、53 clBと なる。蓋の内側は、割り抜きがなく、平坦と思われる。棺身は、当横穴の主軸方位

に対し、直角に割り抜かれている。即ち、棺の主軸方位は、N-59° ―Eであった。
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第7図  1号横穴実測図
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棺の内法は中央部で、長さ 199,5印 を測り、巾 (奥行)は、中央部で、 565印を測る。ただ、棺下部

は、上部に対しやや袋状を呈し、広まっている。深さは、中央部で、53釦である。棺内床面は、棺内側

壁面の整形に比し、かなり凹凸が激 しく、粗雑で左側壁側から右側壁側にかけて、ほぼ 4° の傾斜を も

って下っている。なかでも、その左端部は中35 clB前後で約 5伽前後高くつくられる平坦面が設けられて

いるものと観察された。こうした状況から本石棺の埋葬法を推定すると、頭を左側壁側に安置したもの

と思われる。棺内の整形は、主として巾4.5卸のノミを上方から下方へ打ち込んでいる。 (山下 )

3号 横 穴 (第 8図・図版H・ 12)
本横穴は、 2号横穴の左側に位置し、規模からいっても、本横穴群中最大のものである。調査前、玄

室内は、ほぼ完全に開口しており、埋土はみられなかった。ただ開口部付近、右側から墓前域にかけて

は、大きく崩壊して原形を失い、かなりな埋没によって、開口部がやや狭くなっていた。

玄室 :長さ 8.16η 、開口部巾 2.00η 、同高さ 181れ 、中央部巾 2.52第 、同高さ 2.13η 、奥壁巾2.55η、

同高さ 2.04孵で現開口部より奥へ 2れ あたりまでは、右側壁部分で、クラックのための変形その他があ

るが、その平面形は、フラスコ型を呈している。

奥壁の形態はアーチ型で、やや外湾し、床面との傾斜度は、79° 30′であった整形は、中央部やや左上

から右下にかけて、大きくクラックが入り、天丼の最高部を、このクラックにあわせた形跡がみられる。

壁面左側は、岩質がもろく、整形も粗雑で、作業中崩れたとみられる個所もある。特に左側壁との接触

部分は、顕者で、クラック部分に、意識的にさけた状態がみられる。右側部分は、岩盤も固く、ノミ痕

も明瞭で、その中は、5,7、 5.8、 6.O clLが みられる。ノミの使用法も、右側部分が、奥壁に対しほぼ直角

あるいは、刃をやや上方から下へ刃を向けており、ノミ痕の走行も、短かい。

玄室の横断面を見ると、比較的均衡のとれたアーチ型を呈 しているが、奥壁部付近では、右側壁は、

やや直線的で、天丼部との接点もかなり明瞭な稜をつけているに対し、左側壁においては、一部剥落も

あり、中程から、かなり内傾を強めている。天丼部の最高部が中心よりやや左側に来ていること等を考

えると、掘削途中での岩盤の剥落防止に伴なう一種の設計変更か、剥落による変形と考えられる。

側壁部の整形は、右側壁では、ノミの脇刃で整形し、ノミ痕は、細巾 (1～ 2.5帥 巾)の線状となり、

左側壁では、刃を壁面に平行させ、ノミ痕も、 3～ 6.4帥 と広巾をなし、両側壁とも、奥壁部に近づく

につれ、その整形は丁寧である。多く使用されているノミ巾は、 6.0例 である。

天丼部の整形は、ノミの脇刃で行ない、深いV字状を呈し、その痕は右側から奥壁最高部に向い、こ

の部分の天丼は、開口部へ約 12° と、やや急傾斜である。その先約 2れ は、中 5.7～ 6.0釦 のノミを主に使

用し、整形も良好で、この間の天丼は、開日部へ約 1.5° と、水平に近い。

床面は、中央部でゆるやかな凹状を呈し、左側壁よりが、右側壁よりに対し、やや高いが、全体的に

は、 5°の傾斜をもって、開口部へと下っている。床面の整形は粗雑で、凹凸が激しい。

開口部付近は、剥落が大きく、特に壁部分は激しい。

墓前域 :平面形は台形で、大きく両袖を有するタイプである。調査前の状況は厚い埋没土と崩壊礫

によって覆われていたことはすでに述べたが、この下部には、右側よりで床面に密着して封鎖状態の残

存と推定される状況がみられた。

玄室と本墓前城を明瞭に区別する施設等は設けないで、玄室床面からスムーズに連結して床面をつく

る。この床面左平面に巾80～ 90 clp前後、深さ数帥から7.8 clE前 後の溝状遺構かと思われる状況があった。

ここではかなり意識的になるがこれを墓道と認めておきたい。また、床面の両側端部に略三角形状の緩

斜面が比較的良好な形態を残 していた。

本墓前域の前側には、一段低 くつくられた巾 lm数 10卸 ほどの施設があり、その西端部は 2号横穴に
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連絡する 3段の階段もあって、全体に若千の段差はもつが通路と認めた。

出土遺物 :開口部右平面の封鎖石の残存に伴出して、須恵器蓋郭・腺・長頸対がほぼ一括で出土した。

(山下)

4号 横 穴 (第 9図 。図版13)

本横穴は 3号横穴の東側 3阿前後の位置にあり、レベルとしては、それより2η低 くつくられている。

調査着手前の状況としては、約 60 cllほ どが開口していた。内部 Iよ、土砂、礫が開口部付近にわずかに堆

積していた。

玄室 :長 さ335印、開口部巾 1.10η 、中央部中 1.62η 、奥壁巾 1.74れ である。平面形はフラスコ型を

呈し、床面の傾斜はかなり強い。横断面形は、奥壁 。中央部・開口部とも、アーチ形を呈している。形

状は、平面では 1号横穴にも類似して、主軸に対し、面側の壁が対称につくられ、整った形である。開

口部上面は、巾28clp程垂直に整形し、その上部には、巾19師、長さ 2‐ 前後の平坦部が造り出されている。

ノミは、巾ほぼ 5釦 前後のものが多 く、奥壁ではいわゆる「打ち込み型」が多い。その剥離の方向

も左右又は下方向が多く、右壁よりでは左斜め下方向、左壁よりでは右斜め下方向に打ち込みがみられ

る。これらは明らかに奥壁と両壁との境を意識し打ち込まれたものと思われるが、右壁側が明瞭な区画

をなしているのに対し、左壁側はこれに比べると不明瞭なものである。両側壁では天丼部との境に、開

口部から奥壁に向って水平に「V字状型」の打ち込みがみられ、他は開口部から奥壁にむかうにしたが

ってやや下る傾向がある。天丼部では開口部から奥壁に向っての「V字状型」であり、その整形はかな

り粗雑である。床面も天丼部と同様ではあるが、凹凸は天丼部に比べて少ない。

封鎖施設 :開 口部から奥より60 clB前後の位置に、2枚の板状立石がある⑤この板状立石は 50× 60例

前後の大石を横位に立て並べたもので、あたかも玄室への進入を阻むかのようであった。本立石の前よ

りには約 40卸 ほどの間隙をおいて径40～ 50c12ほ どの大円礫が並置されており、ここにはや ′ゝよヽさくなる

礫群が密積されていた。

こうした施設を封鎖施設と認めておくが、調査によれば本封鎖石はほぼ床面直上と認め得る状況なが

ら、その下部に数 cln前後の黒色土を敷き込んでいた。この黒色上には人骨細片をかなり多量に合む状況

からすれば、本封鎖石は追葬の最後の段階の姿を残すものとして扱ってよいようである。

本横穴群中、封鎖施設が残ったきわめて数少い例ということになる。

墓前域 :平面形をほ 長ゞ方形につくる形状で、長さ 138れ 、最大巾 2.19れを測るが、その形状は右奥

から、中央部へと大きく連なるクラックにより破壊をうけているようであった。

本墓前域は、大きくわけて墓道・排水溝および墓道外の平坦面から形成されている状況であった。

墓道は、玄室狽1壁がそのま 延ゝ長して段差を設けた構造で、巾は90～ 1 10 clnほ どを測った。うち、左

側壁例はきわめて明瞭な段差を有していたが、右側壁例は弱くそのうえクラックによる破壊が目立って

認定に隣躇したが、それでも同様に判断してみた。

墓道の中央には、巾20～ 35 clB前後で深さも10 clEに満たない溝状遺構があった。先端部はクラックに

より消失するが、いわゆる排水溝と扱っておく。また、この墓道の外縁部は開口部のつくる袖部との通

路に平坦面をつくり出していた。

特徴的なのは本墓道の先端部である。約 20c12前 後の狭いものであるが、玄室から延長される墓前域の

傾斜が稜をもって明確に変化して、墓前域床面より強い傾斜面を造り出している。この部分に通路を比

定 してみたが、すると、その床下側 (5号横穴側)に認定された階段とスムーズに連絡し、23号横穴方

向へ至ることになる。こうした墓道内を横断する通路の設定は他に例をみないが、それでも状況からす

れば以上のあり方を認めてよいようである。
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出土遺物 :玄室内から人骨片および土師器必類が出土し、開口部付近では、須恵器・土師器郭類等が

発見された。また、墓前域左撹乱部からも土師器必破片 (図版64-13)が出上している。 (大川)

7号 横 穴 (第 11図・図版15)

本横穴は、 3号横穴の下段にあって、右上に 8号横穴、左下に14号横穴と隣接する位置を占める。調
査前、 3分の 1ほ ど開口しており、奥壁部は 5釦、玄室中央部で20c12前後の埋上がみられたが、墓前域

は埋没していた。

玄室 :長 さ 2.17れ 、開口部巾 1.06‐ 、同高さ 0,99旬、中央部巾 1.12れ、同高さ 1.02れ 、奥壁巾0.69れ、

同高さ0.78碗 。平面形は、一応長方形に分類 しているが、きわめて特徴的な形態が目立っていた。それ

は右側壁の中央部や 後ゝよりに、約 20師 ほどの張り出しがみられることであるが、しかもいわゆる胴張

り状ではなくて三角形状に突出しているものであった。あるいは、隣接する8号横穴との連結を避ける

ための設計変更の結果からかとも推定されたが、それほど近接しているわけではない。

奥壁は、床面中に対し、高さのある、やや胴長な台形を呈している。奥壁面はやや内湾した形態で、

床面から30伽 ほど高い部位が奥壁の最深部となるが、その傾斜は93° であった。整形は左側から中央部

にかけてクラックが入り、一部に剥落もみられるが、中 5.O cllで刃先にやや丸味をもったノミを使用 し

ている。ノミ痕は打ち込み痕が目立つ。

側壁を横断面からみると、開日部付近では、一部剥落もみられるが、均衡のとれた台形を呈している。

右側壁における整形は、比較的良好で、巾5伽のノミの刃を壁面に平行にして使用している箇所がみら

れる。ノミ痕は、全体的には、開口部より奥壁部にかけて、約 16° で下っているが、開口部付近は、上

部はほぼ水平、下部は 20° となる。奥壁部付近の整形は、やや粗雑で、ノミ痕は明瞭に残っており、中

央部で 11° 、下部で 22° で下っている。ノミ巾は 5釦 前後で左側壁は、クラックの関係もあって、 や

や粗雑である。開口部より 1.6η前後までは、脇刃でかなり良く整形されているが、それより奥壁部 に

かけては、右側壁と同じく粗雑で、意図的な結果とみなし得る可能性がある。

天丼部の形状も右側壁の張り出しに影響された痕跡が、約 5c12ほ どの段差として残っている。整形は、

協刃の使用がめだち、意識的に深いV字状を残 し、特に奥壁部の近くでは、凹凸が激しい。

床面の凹凸は激しいが、全体的には平坦で、奥壁部より開口部にかけて、約 6° の傾斜で下る。

開口部は左側壁の上半部を大きく剥落するが、右側壁および天丼部ではわずかな剥落をみる。整形に

使用されているノミは、中 5,O CIB一種である。開口部の正面上部にはいわゆる上部平坦面が認 め られる

が、それは高さ38 cllほ どの垂直面とその上部の傾斜面によって構成している。開口部より墓前域にかけ

て、わずかではあるが、両袖がある。

封鎖施設 :開 口部付近から玄室内約 1印 にわたり、最高 35 clB前 後の高さで、礫群が発見された。径 30

～ 40 clnのやや大型のもろい岩片を中心に、かなりの土砂が小岩片とともに、混入していた。この状況を

封鎖石とみなすと一部が玄室内に50伽前後崩落しているものと思われる。また、板状のやや大型の礫が

2枚ほど玄室寄りの所にあったことなどから、 4号横穴のような板状石による区画の存在も推定し得る。

墓前域 :平面形を長方形につくる方形区画墓前域である。床面の左右両端部は基本的には10～ 20c12

前後の段差によって区画されるが、一部には数 clzほ どの段差をそれと認めざるを得ない箇所もある。前

端部は崩落により中央部の大部を失うが、左端部の数十clnは数師ほどの段差ながら残存していた。

本墓前域は、左外に特殊な付属施設を伴っていた。すなわち、床面の右外は、 8号横穴墓前域ないし

階段・通路から本墓前域床面をつくる急傾斜面となっているのみであったが、左外には緩斜面と溝を一

体とする施設がみられた。その施設は墓前域床面より約 30 clE前後高いレベルをもつ緩斜面が縦40～ 60

師前後 。横 90働前後の範囲にあり、その上方にはこれを造り出すための垂直面が、その下方には中6.O clB
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第■図 7号横穴実測図

のノミによる一撃で大きく打ち欠かれた平坦面 (大 ノミ痕跡)が約 10数 c12ほ ど低い位置にあった。こう

した施設と 7号墓前域床面との間に、巾10数 cll、 最深 5 cll前後で長さ90～ 100 clpほ どの溝状遺構が認め

られた。なお、この前方は通路となっていたが、剥落によりその大半を失っていた。

ところで、以上の内容をもつ本付属施設については、その意味づけあるいは解釈について判断に迷う

状況がめだった。まず、溝状遺構については、墓前域床面より6～ 8働前域高い位置にあることからそ

の排水の機能を果し得ないことは確実である。一方大ノミ痕跡を緩斜面に伴う構造の一部とみると、溝

状遺構もこれらに伴う区画といい得ることになる。こうしたあり方は 9号墓前域右側の様相にも共通す

るが、すると、通路は溝状遺構の前よりということになって、そのほとんどは剥落により欠失したと解

されることになる。この場合、通路の14号から7号墓前域への連絡はややスムースを欠 くことになる欠

点がある。現況からみると、本大ノミ痕跡は 7号墓前域前側に設けられた道路の東端部を占める階段で

あって、この解釈によれば、14号横穴面から7号横穴への連続性はきわめてスムースなものとなる。た

だ、溝状遺構についての意味づけがかなりむずかしくなってしまう。あるいは、本大ノミ痕跡は、以上

の両側の機能を兼ねて果したとしてもよいかも知れない。また、緩斜面の機能については、一応、 9号

横穴墓前域右側の施設に共通するものとしておきたい。

通路については、墓前域および付属施設の前方部に巾30～ 40 cllの平坦部が東西両鈴部に残存するも

のと認定した。

そうした墓前域の状況に玄室の条件も配慮すると、本横穴が 8号横穴よりも新しく構築された可能性

は指摘し得るかも知れない。
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第12図  8号横穴実測図

出土遺物 :玄室内の封鎖石寄りの床面に接して字形の須恵器の高台付長頸対 (図版65-24)が 出上し、

墓前域からは須恵器の裏片等が出土した。                        (山 下)

8号 横 穴 (第 12図・図版16)
本横穴は、 7号横穴の右上、 9号横穴の左下に隣接している。ともに通路 。階段を経て連絡している
が、その様相は、低い 7号 。高い 9号にはさまれで本横穴が存在するといえる。調査前、 3分の 1ほ ど

開日しており、奥壁部で 15 cll前後、開口部内側で 30 cln前後の埋土がみられた。

玄室 :長さ 1.36何 、開口部巾 0.74れ、同高さ 0,75れ、中央部巾 0.83印、同高さ 0,85れ 、奥壁部 0,80れ、

同高さ 0,81旬 。平面形はほぼ長方形、横断面は、奥壁は台形、中央・ 開口部は方形をなす。 |

奥壁は、床面から天丼までのほぼ中心付近でややふくらんで胴張りした形状を呈し、その整形は、巾

4.5～ 46釦 のノミを使用するが、かなり粗雑である。

側壁はとくにその奥半部が奥壁とともに粗雑な造りで、各部に歪みがみえる。整形は、中44師 及び

4.5 clB前後のノミを使用し、特に左壁に良く残っている。ノミも壁面に平行に使用しているものが目立

ち、ノ ミ痕はほぼ水平である。巾 44 cllの ノミは、先が少し丸くなり、刃こばれ (4箇所)がみられ

る。右壁と比し、比較的よく整形されている。右壁は風化が進行 し、ノミ痕も切瞭でない。ノミ痕の傾

斜はゆるやかで、ほぼ水平に使用されたものが多い。下部の形は粗雑である。また右壁の開口部附近は、

凹凸が激しく、ノミ痕もV字状で 4～ 4.5師 の深さを測るものもみられる。

天丼部は、中 4.5師前後のノミをを用し、天丼面に対し、ほぼ平行 して進めている。 刃は中央部で、
2箇所刃こばれがある。天丼部を縦断面形でみると、奥半部でやはり歪みがみられる。

片面は、凹凸がきわめて強く、脇刃で実施した後、床面に刃を平行にして調整した所も一部みられる。

ノミ痕も多くV字状で、深い所は、a5～ 4.5例 もある。整形は、右側に比し、左側は良好である。 ノミ
刃巾は、明確にし得なかったが、刃こばれのしているものを使用している。床面の傾斜はなく水平で 0°

十
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を測る。ヽ

開口部は、左袖部下半がその大部分を剥落によら失っている。床面には10伽前後の明瞭な段差があり

ここが墓道の奥端となっている。

墓前域 :平面形を長方形とする方形区画墓前域を認めた。

床面の中央部に大きく墓道がある。前述の開口部床面段差から発するもので、基本的にはラッパ状に

形態を示すが、やや歪みをみせる。それでも、その墓道の右外側に 5～ 10 clTと いえる段差が廻って明瞭

な区画を残し、方形区画墓前域と認められた。この場合、墓前域床面とその中央部墓道との区別は、や

や高いレベルで残された床面にV字状のノミを用いて横穴の主軸と直交する方位に4本の荒い剥離痕

を残していた。こうした状況は左側でも同様で、墓道の左側壁がかなり外に寄るためか、墓前域区画と

の識別は困難であるが、それでも前端部に大きなノミ痕 2条がみられて共通していた。

また、この方形区画の左右の外側には、ともに床面より10 cln余 も高い平坦面がみられた。ここでは墓

前域外として扱っておきたい。

石櫃 :石櫃は、開口部直下、その一部を床面の段差の部分に位置づけ、一部、下部に板状の石を据え、

方孔部を上面にする横位置で栓も挿入した状態で発見された。

出土遺物 :開 口部附近の墓前域を中心に、須恵器の大型甕片が検出された。 (山下 )

9号 横 穴 (第 13図 。図版17)

本横穴は 8号横穴の右上に隣接し、それは 7・ 809号 と続 く一連の横穴群の最上部にあって、 2・
3号横穴の直下段に位置するものとなる。 7・ 8号横穴等とは道路・ 階段により連結 して 1つの組み合

わせを形成している。調査前、 2分の 1ほ ど開口し、開田部分で40 clT程の埋上があり、奥壁付近の 1阿

ほどは、床面がすでに露出していた。

玄室 :長さ 261れ、開口部巾 0.96η、同高さ 0,95η 、中央部巾 1.09η 、同高さ 0.86η、奥壁中1,04η、

同高さ 0,39η 。開口部より奥壁狽1が若千広がる形態であるが、全体的には、その平面形は長方形である。

奥壁は高さのきわめて低い横広の台形で歪みも目立 つている。整形は、巾 2.6～ 2.7 clBのノミで、凹凸

は激しくやや粗雑である。ノミ痕は、上部 Iま縦、右側は奥壁に面して左下り、左側はその逆、中央下部

では水平か、やや右下りが多い。奥壁と床面との傾斜度は、93° とやや開いている。

玄室の横断面形は、奥壁 。中央・ 開口部とも台形となる。左側壁の整形は、巾は不明確だが 4,0伽 以

上のノミで脇刃を多く使用している。壁面の凹凸は激しく、 2～ 3帥の凹凸部もみられる。ノミ痕は、

中央部で 16°前後、開口部付近では、ほぼ水平から10°前後で下り、ほぼ一定方向である。右側壁は一部

剥落もみられる。ノミ痕は、奥壁より1仰 ほどが、脇刃を主に使用する状況は左側壁と同様であるが、

上方へ打ち上げたものもあって、菱形状の交差を示している点では相違がめだつ。中央部から開口部に

かけては、脇刃使用が多く、荒 く、凹凸も激しい。開口部付近も脇刃を中心として整形し、ノミは、水

平か 6°前後の下りを示しているが、一部には比較的巾広の、先が少し丸味をもったノミで、巾30CtBば

かりの間、ほぼ水平に整形している箇所もみられた。

天丼部は奥壁にむかって全体に下り傾斜を示しているが、類例のない特異な状況といえる。ノミは、

奥壁に向かってほぼ平行して走っており、凹凸は激しく、小さな突起状を呈している。粗雑というより

は、深い溝状の線を残すことに意義があるようにもみえる。ノミは、その中を明瞭に残す例はなかった。

床面の傾斜はかなり急で 6° を測る。そこには、V字状のノミ痕が顕著で、凹凸が激 しい。

開口部は比較的良く残っており、わずかに左側壁下端部に剥落がみられるほかは保存良好といえる。

その天丼部上部には、巾30 clB前後の垂直面と緩傾斜面が造り出されていた。いわゆる上部平坦面の典型
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第13図  9号横穴実測図

例に合め得よう。いずれも風化が激しくノミ痕等は観察できなかった。

封鎖施設 :開口部直下から奥よリヘ約809Bほどにわたって礫群が発見された。ほぼ 2段積み程度で明ら

かに上部を失ったものと観察されたが、床面に密着した出土状況からすれば、封鎖施設の一部が残存し

たものといえた。問題は本礫群のすべてが最終埋葬時の封鎖石の底部と認め得るのか、それとも崩落礫

を合んだものであるのかであるが、前者とすれば埋葬可能範囲はわずか 1.4彿 前後ということになる。

墓前域 :平面形を正方形にする方形区画墓前域であった。床面の左右側壁は、ごくわずかながらも段

差が認められて床面を低くする区画と構造がみられた。前端部には段差といえるほどではないが、ノミ

の打ち込み痕が 8・ 9個所列置された状況で、明らかに区画を意識した構造と認め得た。

その床面の奥壁中央部のやや前よりから左前端部隅にむかって溝状遺構があった。中10～ 20 cll余、深

さ数 clpで、長さは lη余であった。いわゆる排水溝と称し得る状況で、墓前域床面を斜めに横切る状況

が特徴的であり、その先端が階段に流入する状況で消失する点も注目された。

墓前域床面を区画する段差の位置は左右で若千異なっていた。左側段差は開口部左袖の約20cllほど外
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狽1に設けられていたが、右側は玄室側壁がそのまま延長する位置にあった。こうした相違は、右外側に

特殊な外部施設が設けられていたことによるが、それは35× 25 clB前後の規模をもつ “壇状遺構
予
を中心

とするものであった。壇状遺構は墓前域床面より約30c12前後も高いレベルにあって、その前方には溝状

遺構と平坦面とが設けられていた。溝状遺構は巾18～ 23 clB前後、深さ 5～ 6帥前後、長さ60c12ほ どで、

平坦面は90× 80釦 ほどの範囲で、ともに床面右側段差の上面となっていた。溝状遺構の出発は墓前域床

面の右側段差付近からで、その先端は剥落により失われていた。すなわち本壇状遺構は、排水のためと

いうよりもむ しろ区画のための設置といえる溝状遺構を伴ってし)た と認め得よう。

出土遺物 :石櫃と土器類がある。石櫃 (I-2号 石櫃)は、墓前域右外の壇状遺構に伴なう平坦部の

上部撹乱層から逆位で出土 した。身のみで栓はみられなかった。状況からすれば本横穴壇状遺構の石櫃

である可能性が強い。

須恵器 。土師器の郭蓋・ 邦身片・ 甕片等が墓前域撹乱層中および封鎖石中から出土している。(山下 )

10号 横 穴 (第 14図・ 図版18)

本横穴は、 9号横穴の西 4れ 前後で、 1号横穴の直下にあたるが、それは12-2号横穴の西 2印 前後

でそれより 1.7η 前後高い位置を占めるというべきであろう。12-2号横穴または11-1・ 11-2号横

穴との関連が深そうな状況で、それらと連結するための階段、通路がみられる。調査着手前の状況とし

ては開口部付近にかなり上が堆積しており、玄室内では、須恵器片と骨片とが散乱していた。

玄室 :長さ2.05η、開口部巾085η、中央部巾083旬、奥壁巾 0,77η である。平面形は長方形を呈

し、床面の傾斜はかなり強い。横断面形は、奥壁では天丼部の中央がやや盛り上 つた台形で、中央部で

は右壁上部が丸みをおびた台形を呈する。開口部は天丼部・ 西狽1壁とも剥落するが、残存部から推定す

ると台形といえよう。天丼部は、全体的に左側にくらべ右側の方がやや低 くつくられている。

ノミ痕は、奥壁では上部においてはいわゆる “打ち込み型"が多く、下部ではやや粗雑で上方より下

方に左斜めに打ち込んでいる。天丼部・床面および側壁では、開口部から奥壁に向ってのいわゆる “V

字状型"が一般的で、他の玄室とのきわだった相違は見られなかった。

墓前域 :床面前端巾 1.15れ 前後で、長さ0.84旬 が残存し、その平面形は菱形とみられる。残存する床

面の右外側に大きく認められる人為的加工面を、その本横穴よりを墓前域袖部、外側を階段 (第  図)

とすると、本墓前域は左外の張り出し部をも袖部として、大きく袖を張り全体として台形につくるタイ

プということになる。要するに、本墓前域は床面と袖部の大部を崩落により失って極度の変形を受けた

ために、その形態を誤りやすい状況となってしまったと理解 しておく。

床面の中央部にはいわゆる排水溝がある。中7.8～ 15例 前後で、その大部は深さ数 clEと 浅 く、長さ45

clB前後が残存している。

なお、本墓前域右外側には、最大中が lη にもちかい大きな階段があって、 3段を認めてみた。

出土遺物 :石櫃と土器類がある。石櫃 (I-3号 石櫃)は、上半部を欠失するが、墓前域左外で12-

2号横穴右外に、正立した状態で出上した。位置的には12-2号横穴にちかくなるが、レベル的にはそ

の床面よりやや高 くなる。こうした状況が本横穴に所属させてみた理由であるが、あるいは12-2号横

穴のものである可能性も残る。

上器類としては、玄室内から須恵器必身片・土師器丹塗邦片等が、かなりな人骨片とともに出上した。

その出土状況があたかも散乱されたかのようで床面に接したものがみられなかったことはすでに述
べた。

墓前域では排水溝の上部から須恵器郭片・提瓶片等が発見された。             (大 川)
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第14図  10号横穴実測図

11-1号 横穴 (第 15図・図版19)

本横穴は、本群中の最西端部最下段に位置する。たぶん11-2号横穴とセットをなして配された状況
で、ともにミニ横穴と呼んだもののなかで独立して存在するタイプとなる。本墓域の西端部に認められ

る小規模な断層差の前端を占めて、調査前は完全に開日していた。

玄室 :長さ2&5帥、開口部巾21.5印、同高さ 25.9銅、中央部巾 20.8釦 、同高 さ 21.6切、奥壁巾20cll、

同高さ 14.5伽を測る。

平面形は長方形プランを呈 し、横断面形は奥壁 。中央・ 開口部とも方形となる。開口部は保翻 で、

その正面には巾45～ 10印 前後の平坦面が設けられる。いわゆる枠どり状を呈するのである。また、開
口部上部平坦面もみられるが、それは開田部の約30釦ほど上位にあって、奥行20 clp前後の明瞭な平坦面

とそれに伴う垂直面を削り出している。墓前域は当初から設けられなかったようであった。

整形は、奥壁に打ち込み痕がみられるほか、天丼・側壁・床面とも脇刃使用によるV字状痕を基本と
し、やや粗雑といえるが、それらの前よりの 7～ 8∽前後はV字状痕を消したかのような部分もあって
注目された。人為的なものか風化等の結果か、明瞭とは言いにくい状況であったが、あるいは■-2号
横穴と同様に、石蓋の存在を推定できるかも知れない。
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第15図 11-1号横穴実測図

11-2号横穴 (第 16図・ 図版20)

本横穴は、11-1号横穴の左側に隣接し同じくミニ横穴と称したものである。せり出した岩の先端部

を穿って造 られている。調査前、墓前域はほとんど埋没していたが、石蓋をした玄室が観察可能であっ

た。石蓋はすでに何度かとりはずされた状況とみられたが、内部には 3分の 2ほ ど土砂が流入 してい滝

玄室 :長さ33印、開田部巾.20帥、同高さ 17.4師、中央部巾 196師、同高さ 19.5側、奥壁巾18.5銅、同

高さ14 clv。 平面形は、奥壁部において多少の不均衡はみられるが、ほぼ長方形である。

奥壁はほぼ垂直であるが、床面が開日部と奥壁の中間部をわずかに低くする構造となるので、床面と

の角度は95° である。その整形には、巾 2.5釦 前後のノミを使用する打ち込み痕がめだって、凹凸は激

しく粗雑である。
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両側壁・床面 。天丼部はともにV字状ノミ痕を

基本とするやや粗雑なもので、その形状は床面・

天丼部とも奥側にむかって低 く打っていた。こう

した玄室床面あるいは玄室形状のあり方は、横穴

の構造としてはかなり特異なものであって、多く

の横穴ではむしろ前よりを低 くする構造がみられ

たが、後に述べる横口式石櫃では奥よりを低 くす

る構造が一般的なものといえた。すなわち本玄室

の構造は横穴というよりも横口式石櫃に一致する

ものとなる。

また、本玄室の開口部よりの 5～ 8伽前後ほど

は、各面とも平ノミ痕が明瞭に認められて、V字

状痕を基本とする掘削手法のなかで際立った段差

を造り出していた。明らかに石蓋挿入のための構

造とみてよい。

封鎖施設 :開田部には、石蓋が存在 した。石質

は、横穴本体と同質でかなりもろい。形状は直方

体で、中央部がやや薄く一部に欠損・風化もみら

れるが、稜線は明瞭で保存良好といえる。表裏と

もによく整形されており、表はゆるやかな凸状を、

裏は同様な凹状を呈している。横穴開口部への挿

入を、より容易にするために、裏側をやや小さく

つくっている。横穴開口部の大きさを考えると、

床面の傾斜を考えると、蓋はやや不安定である。

0                        20cm

第17図 11-2号横穴蓋実測図

この蓋では、完全に密封の状態にならない。また横穴

墓前域 :玄室の開口部の所で、床面は約 6.5 clv下 って、墓前域床面へと続 く。開口部正面は、左右上

下ともに整形され、ほぼ方形を呈している。開田部前面上部には、 18.5 clvの 長さのとサシ状の造り出し

部がみ られる。これは、開口部より 12.5° の傾斜をつけて上っている。整形はやや粗雑で、 V字状痕が

よく残っている。両袖部が墓前域に延びて、一見前室的な感じを与えている。墓前域の一部に屋根と

壁が付けられた状態になっている。墓前域左側壁のノミ痕は、開口部付近の15 cln程は、床面と平行にや

や溝状に走り、ヒサシ状の造り出しから外は、上から下へ巾の広いノミ痕 (6 cln前後か)が走る。右側

壁においても、風化がやや目立ったが、ほぼ同じである。

墓前域床面は、不整形ながらほぼ長方形をしている。床面はノミの刃を床面に平行にしての整形がて

いねいに行なわれており、特に開口部付近は顕著である。ノミ巾は明確には確認できないが、 4 clp以上

ではある。床面は、ほぼ 4° の傾斜で下るが、開口部付近では、右側 (11-1号横穴側)ん らゝ左側へ、

ほぼ 5° の傾斜をつけて下る。また先端部分では、床面の中央部がやや凹状 (深 さ 1.8釦)を呈 してい
る。

なお、本墓前域前端左半部には、中数印、深さ l clB前後の溝をもって巾30帥、長さ10印前後の区画が

認められた。方形区画墓前域の一種と扱ってよいものであろうとしたい。

出土遺物 :玄室内の流入土中から、若干の骨粉が発見されたほか、特記すべきものはなかった。 (山下 )
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第18図 12-1号横穴実測図

12-1号横穴 (第 18図・ 図版21)
本横穴は、11-2号横穴の左側というより、むしろ 8号横穴の右下に近い。調査前、 3分の 2以上開
口しており、開田部内側で25 clpほ ど、奥壁部で10数 clp前後の埋土がみられた。

玄室 :長さ 1.20れ、開口部中 1.00紐、同高さ 0.81れ 、中央部巾 1.25例、同高さ 0.82れ、奥壁巾11.32れ 、

同高さ 0.80印。平面形は、日の広いズングリしたフラスコ型を呈しており、とくに奥行きの極端な短か

さが特徴的といえる。横断面は、奥壁 。開□部ともアーチ型を呈する。

奥壁は、大きく外湾してその中央部がもっとも外に張り出す形状となる。その整形は粗雑で、左側部

分には、剥落もみられる。ノミの使用方向は種々で、巾 5,6c12前 後のノミが使用されている。左側上部

では、一部に、刃を壁面に平行にしての使用もみられるが、左側壁との接点は、不明確で、また天丼部

分も低い。右側壁との接点は明瞭なコーナーをつけている。奥壁中央上部に、中 5 clB弱 のノミ痕がみら

れるが、刃の先はほぼ中央に巾 0.7 clnほ ど凹部がある。

右側壁は、天丼部との接点が奥よりではかなり明瞭な稜をなしているが、開口部に近づ くにつれて不

明瞭となる。整形は主に脇刃法で、凹凸は激しい。左側壁も、上部において一部にノミの刃を壁面に平

行にして使用 しているが、多くは脇刃によっている。

天丼部・床面の状況もかなり凹凸が激しい粗雑なもので、整形は脇刃法であった。

開口部の右半部はクラックによる破壊をうけて、いわゆる雨落ち部はその左半部を残存 している。こ

の開口部直下には床面段差が認められたが、その形状は高さ数伽から5 clm前後を有 しながらも、中数 cln

から10印前後を測る溝状遺構とみなすことも可能な状況であり、かつその前方の墓前域床面より全体と
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して数 cη は低い構造が認められた。

開□部付近の左狽1壁 も特徴的であった。すなわち、玄室側壁のみが、雨落ち・床面段差 (溝状遺構)

より約30 clEほ ど前方まで延長する構造となっていた。加えて、その正面観は床面巾で10伽前後
の平坦面

をつくることになるが、開口部右半部がクラックにより破壊されているとはいえ、少 くとも対称となる

構造ではなかったものと観察される。

墓前域 :平面形はやや不整形ながら台形といえる。前端部と、右側壁を大きく剥落して欠失するが、

それでも残存する床面上の右側壁面痕跡をみると、床面段差を境に大きく外方にひらく構造となっ
てい

る。よって、先述の開口部にみられた左右の相違は、墓前域床面および偵1壁の相違となって表現され
た

といえよう。

床面中央部には、床面段差から発する排水溝がみられた。中10～ 15 clE、 深さ7～ 8 clB前後であるが、

その前端部ではクラックにより大きく変化していた。

出土遺物 :石櫃と土器類が出土している。石櫃は、 I-4号 石櫃で、墓前域右側の床面に接して、小

孔部を下方にむけた状況で出土 した。全体に欠失多 く、形態の復元やや困難である。本石櫃
に隣接

して、長さ43 clR・ 厚さ12伽 で平面形を隅丸長方形といえる板石が発見された。剥落
。欠失が多く、石櫃

として図示するのは躊躇せざるを得なかったので、石櫃ナン
バーを付することは避けたが、一部には良

好なノミ痕もみられるので、あるいは石櫃の一種である可能性もあった。その場合には、 正-5号石櫃

(14号横穴)の屋根形に類似する蓋である可能性が強いかも知れない。

土器類は、須恵器と土師器の邦類破片が墓前域から出上 しているが、多 くは撹乱土層中であった。(山下)

12-2号横穴 (第 19図・ 図版22)

本横穴は、12-1号横穴の右下に位置するが、本調査中新たに発見したもので、調査前は完全に埋没

していた。奥壁部では16 cll前後の埋上がみられた。

玄室 :長さ 1.55η 、開口部巾 0.80れ、同高さ 0,71η、中央部巾 1,05れ、同高さ 068れ 、奥壁巾
1,17η、

同高さ 0.43a。 平面形は、やや開口部の広いフラスコ形を呈する。

奥壁は巾に対し高さが低 く、天丼部、側壁部、床面との区画が明確でない。整形はやや粗雑
で、巾46

～ 4.7印 と 30れ を測る2種のノミが使用されている。後者は、刃の中央部 0.5～ 0.6側 が凹状をしてお

り、 ｀刃こばれ″の痕跡と考えられる。 ノミの方向性としては、右側壁側では壁面に対して左下りに打

ち込んだものが多く、左側壁側でも同様な打ち込み方をしているものが多い。

奥壁部から玄室中央にかけての側壁は、天丼部との境が明確ではなく、断面からみると、
アーチ型を

している。偵1壁は低 く、多少外傾している。側壁面の整形はやや粗雑である。右側壁でも、奥壁でみら

れた特殊なノミの使用がみられ、また開口部付近では、一部に巾 6師 のノミの使用もみられる。左側壁

では、さきの特殊のノミを壁面に平行に使用し、水平から10° 前後の角度をつけて打ち込んで整形 し
て

いる。また開口部付近では、巾約 1.5伽 の、刃部がかなり薄いノミが使用されている。

天丼部は全体的に低 く、縦断面形からみると、奥壁部から40 cllほ どは、 18° の傾斜で下り、以後開
口

部にかけては、ほぼ水平でのびている。整形は、巾 18～ 1,9 clBの ノミも使用されているが、特殊ノミ

の使用が目立つ。ノミは脇刃部分を多く使用し/ており、凹凸が激しい。特に開日部付近は、ノ
ミ痕が 3

～ 4.5 clIの深い溝をなし、ツララ状となる。

床面も一般に粗雑で荒いノミ痕が目立っていた。なかでも、奥より中央部には、50× 60c12前後
の範囲

と大きなノミ痕で周囲よりやや深く削平した構造が指摘できた。かなり荒い状況と観察できた
が、こう

したあり方を石櫃安置のための施設と理解しておこうと思う。なお、本床面には、かなりの礫が散在
し

ていたが、多くは床面からやや浮いた状況であり、石櫃もしくはその一部といえる例はまったくみられ
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第19図 12-2号横穴実測図

なかった。

開口部は、一見すると天丼部の左半部から左側壁にかけてと左側壁の下端部が残存するようである力ヽ

詳細に検討すると、そのすべてが崩壊をうけているらしい。この部分の床面には床面段差と墓道とが認
められる。その構造は墓道が左側壁にまで接 して、その右半部にのみ段差が設けられて、玄室と墓前域
の区画としていた。

墓前域 :平面形は長方形といえるが、前端部は剥落をうけてかなり大きく崩壊 している可能性がある。
本墓前域の左側壁に接 して、墓道が認められた。深さは、大略数伽から5～ 6 clm前後で浅いが、巾は
65～ 80例前後と広い。

出土遺物 :玄室内上部よりかなりの骨片が出土した。また、本横穴右側から、すでに述べた10号横穴
の溝を穿った切石が検出されている。出土 レベルが、当横穴墓前域床面よりもやや高位置であったので、
10号横穴のものとして一応扱ったが、当横穴のものの可能性もないとはいえなtち 他に、若干の須恵器・

土師器破片があった。
(山下)

13-1号横穴 (第20図・ 図版23)
本横穴は12-2号横穴の左下、12-1号横穴の直下にあり、それはA群のほぼ中央部最前列に位置す
る。調査前、 3分の 1ほ どが開口して玄室最奥部で約 15c12前後の埋上がみられた。また、開口部付近の
床面上には、厚 く堆積した土砂の上部にかなりな大礫を集積して、あたかも封鎖勉設のような観を呈 し
ていたが、検討の結果、本横穴に伴う施設とは認められなかった。

玄室 :長さ 3.06 Tb、 開口部巾 0.8697b、 同高さ 1.05第、中央部巾 1.29η 、同高さ 0。 95η、奥壁巾 1.40生
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同高さ 0,85n。 平面形は、開口部より徐々に奥壁に向けて左右均衡に広がるやや胴の長いフラスコ型を

呈している。

奥壁面は、比較的良く整形されているが、その形状はやや歪んで、左側に対し右側がかなりの出張り

をみせている。クラックの存在を意識した結果かとも判断される。奥壁を縦断面形でみると、床面から

ほぼ垂直に40 clvほ ど上り、以後徐々に内傾して天丼部に接していく。床面との傾斜度は97° である。ノ

ミは中 4.0印 で使用 されており、壁面に対して、左下りに打ち込まれた状態が多い。

右狽1壁の整形は巾が 4.5伽 のノミが使用されており、多くは脇刃で施された痕跡が良 く残っている。

その状況は奥壁部に行 くにしたがって荒 く粗雑になっているが、開回部の近くで一部ノミの刃を壁面に

平行にして整形したところがみられる。床との境はきわめて明確である。

左側壁には、全体に大きなクラックが入っており、剥落が大きく、とくに奥部では著 しい。開口部か

らそのまま延びている壁は、 1,3れ あたりから玄室内への内傾を強め、天丼との境を不明確にしていく。

中央から奥壁あたりでは、壁の高さは45卸 くらいしかない。整形は、ノミの脇刃を主にしており、クラ

ックのためか、ノミの使用も右側壁に比較してやや細かい。

天丼部は、縦断面からみれば、奥壁部から20 clnほ どで 20° の傾斜で上り、ここで大きなクラックが天

井を横切っている。天丼はこのクラックを境にして、 5 cη ほどの落差をつけて、少 しの間弧を描き、以

後開回部まで一気に 5° の傾斜で下っていく。この弧を描いている部分は、中央部でわずかであるが、

巾 5.9～ 6伽のノミを壁に平行にして整形している。全体的に玄室内は、幅に比して天丼が低い。クラ

ックによるものかとも考えられる。

床面は、横断面形からみれば、両側壁側に比して中央部がやや低 くつくられていて、排水を意識した

構造とみることができる。ノミ痕はかなり明瞭に残るが、全体にやや荒れた様相で凹凸が激しい。

開口部の状況は良好で、天丼部で高さ20c12前後、左右両側壁では巾30帥前後の平坦面が造り出されて

いる。また開田部直下の床面上にはやや不明瞭ながら段差を認めた。ノミ痕は荒く凹凸に富むが、墓道

右側壁に連続する床面段差を強いて認めてみた。

墓前域 :右袖部を大きくクラックで欠失するが、その本来の平面プランはおよそ菱形といえよう。す

なわち残存する左袖部は直角三角形状をなす傾斜面で、その中間に中狭の平坦面 2面をもって 2・ 3段

の構造につくっている。なお、クラックで破壊された右袖部の外側には 3段ほどの階段がみられる。

床面には墓道が認められたが、その左倶1壁は玄室側壁がそのまま延長 して高さ20伽前後の段差をつく

り、右側壁は玄室側壁より20～ 30卸 ほど内側に高さ10例前後の段差を認めた。すなわち、床面の右側端

部にのみ玄室床面から連続する平面があって、それは前方にかなり強く傾斜しながら外から内側に低 く

なる緩斜面となっていた。

出土遺物 :玄室内から開口部付近にかけて土師器甕・土師器ネ・須恵器雰・須恵器邦蓋等が出上した。

量的にはかなり多かったが、いずれも覆土中からで床面に密着したものはみられなかった。また、墓前

域からは、須恵器の邦・蓋・腺・長頸対等が出上したが、いずれも覆土中であった。 (山下 )

13-2号横穴 (第 21図・ 図版24)

本横穴は、13-1号横穴のやや高位にあり、それは 7号横穴の直下にあたる。調査前から、天丼部の

一部が観察 し得たが、明確でなく今次調査中の新発見と扱っている。

玄室 :長 さ 1.43η 、開口部巾 0.89η (推定)、 中央部巾 0.99第、奥壁巾 0.88η、同高さ 0.53η で、平

面形は長方形プランとなる。天丼と側壁の大部分が崩落して、内部には黒色土と砕石が充鎮していた。

奥壁の横断面形は方形を呈し、床面との傾斜角は96° である。そのノミ痕巾は4.0～ 4.1例 と 6.O CIBの

2種があり、多くは後者が使用されているが、かなり粗雑な状況でブロック状の凹凸が目立っている。
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第21図  13-2号横穴実測図

両側壁とも大きく崩落していることはすでに述べたが、左側壁の残存部では中 6.0～ 6.2鋭 のノミ痕

が観察された。

床面も左前端部を欠失するが、残存部でのノミ痕は脇刃法で凹凸は激しい。その開口部付近には高さ

10 clp前後の明瞭な床面段差が認められ、現状で35帥 ほど残存し、やや鈍角にひらきながら墓前域右側壁

に連続する構造につくる。

墓前域 :右半部のみが残存した状況であるが、平面プランは台形であったものと推定し得る。

前述の床面段差は溝状をなしていて、玄室前方から右側壁にまで及んでいるが、溝中は玄室前方で 6

～ 7銅、側壁よりでは10～ 15働 ほどとなり、その深さは数 clB前後の浅いものであった。

出土遺物 :若干の上器細片が出土しているのみであった。 (山下)

14号 横 穴 (第 22図・ 図版25)

本横穴は、 7号横穴の東側で、 9・ 8・ 7号から連続 した東端の位置を占める13-2・ 15号横穴の上

段となっている。調査着手前の状況としては、天丼部数 10帥 ほどが開口し、内部に土砂が流入 していた。

玄室 :長さ 1.79彿 、開口部巾 1.14 Tb、 同高さ 0.86続、中央部巾 1.44η 、同高さ 0.80れ、奥壁巾1.36れ 、

同高さ 0,47舵である。平面形は、長方形を呈 し、床面の傾斜はかなり強い。横断面形は、奥壁・ 中央部

。開口部とも台形といえる。開口部上面には、長さ 1.50窮 、巾25椰前後を測る上部平坦面がもうけられ
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ている。

ノミ痕は、奥壁ではいわゆる “打ち込み形
力
が多く、両側壁では開口部から奥壁にむかっての “V字

状型"痕が観察された。ノミ痕は巾48～ 4.9帥 と 6.0伽であった。
開田部の構造は特異なもので類例をもたないといえるが、それは左袖のみが天丼部前端の厚みの上端

から出て、墓前域前端に連続 していた。すなわち、玄室左側壁が墓前域にまで連続して、開田部天丼と

右側壁は別個の構造となるのである。また本開口部は玄室中心軸に対して、大きく右方向をむいた状況

を示している。また、床面段差が認められて、その高さは10印前後を測った。

齢
幅
膊
旧
＞

十

第22図  14号横穴実測図
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墓前域 :前端部を大きく崩落しているが、残存する両側壁の外開き傾向から推定すれば、本来の平面

プランは長方形である可能性がつよい。

本墓前域の左袖側には巾10～ 15例前後で、玄室床面から連続する平坦面がみられ、右袖には側壁ライ

ンの外側に巾10m前後で玄室床面より7～ 8側 も高い構造となっていた。こうした両側の特異な部分を

のぞく中央部は玄室床面より7～ 8師低く墓道と認め得る状況であった。確かにその平面プランは奥端

部がきわめて端正につくられている点でも特異であったが、墓道として扱い、あわせて13-1号横穴と

E――
~―

0       1m
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よく対称的な構造を示す点に注目しておきたいと思う。

ノミ痕は、開口部方向にむかう “V字状型 "痕で、その整形はかなり粗雑といえるものであった。な

お、本墓前域の右外側に階段状遺構がみられる。

出土遺物 :玄室内遺物は、人骨片と石櫃があった。人骨片は、流入土に混じった状況で小量が発見さ

れた。石櫃 (I-5号石櫃)は開田部付近の床面左半部で一部を床面段差にかける状況で出上 した。無
孔の屋根形蓋で棟部を上位にする正方向といえた。墓前域からは、土師器高郭片が出上している。(大川)

15号 横 穴 (第23図・ 図版26)

本横穴は、14号横穴の直下で、13-2・ 16号横穴と並列する位置にある。調査前、 3分の 1ほ ど開口
しており、開口部で60 clB、 奥壁部で 5 clBの 流入上がみられた。

玄室 :現存の長さ 243れ、開□部巾 0.88η 、同高さ 1.02η、中央部巾 1.22η、同高さ 1.22阿 、奥壁巾

0,97れ、同高さ 0.82η 。平面形は、開口部でややせばまってはいるが、ほぼ長方形にちかい。

奥壁の傾斜度は、87° で、床面から天丼部にむかって垂直にのびる。その正面観は、右壁側が左壁側

より若千前に出ており、各壁面との稜は比較的明瞭であるが、うち天丼部との接点は右側壁が左側壁よ

り約 15 clE前後低くなって、やや歪んだ形状といえる。

両側壁内には何条かのクラックが入っていて、そのためかやや不整形な平面プランとなっているが、

それでもノミ痕としては水平方向のV字状使用が良好に残存している。

床面には大きなクラックが走っており、やや粗雑ではあるが平坦に整形している。ノミの使用法はV
字状で、右側壁前から左側壁奥方向への走行が目立っている。

開口部は、右側壁前端部に比較的大きな剥落がみられるが、その正面観は上部に現況最大中10 clpほ ど

の平坦面が造り出され、左袖に残存 して連続する構造となる。また、床面に玄室と墓前域を区画する施

設はみられなかった。

墓前域 :面積としては 1・ 2・ 3号横穴に続く規模といえるが、その平面プランは両袖部を大きく突

出させる菱形を呈するものとなる。

中央には、玄室巾をほぼ延長する墓道が認められた。その認定は、左側壁が 6～ 7帥ほどの段差をな

して粥瞭であることから、中央部 (玄室前方部)と 右側壁でも強いてこれを認めることとした。

出土遺物 :玄室内遺物としてはかなりな人骨片と土器類があった。人骨片は覆土上層中に混在 してい

たが、土器類のうち須恵器郭身が玄室奥よりの床面上から検出されたほか、開□部付近にかけて須恵器

必・蓋等が出上したがそれらはやや浮いた状況にあった。

墓前域遺物としては、開日部の右外側付近に集中する土器片が多く、なかでも須恵器長頸射 。郭身は

並列して床面上から検出された。                            (山 下)

16号 横 穴 (第 24図・図版27)

本横穴は15号横穴の東隣にあって、それは17号横穴に連続する中間の位置にある。調査着手前の状況

としては、開回して玄室内に大礫と土砂とが堆積していた。

玄峯 :長 さ 1.47η 、開口部巾0.81れ 、中央部中0.80η 、奥壁巾0,95η である。平面形は開口部より

も奥壁の方がやや広い長方形を呈し、床面の傾斜はかなり強い。横断面形は、奥壁が台形、中央部 。開

口部が方形だが、全体的に風化が激しく、天丼部と両側壁にはかなり大きなクラックが入っていた。両

側壁は、開口部天丼よりも25伽前後せり出しており、特に右壁では左壁にくらべ剥落がはげしい。開口

部上面は、巾30 clnほど垂直に整形され、その上部には、長さ95銅、中30 cll前後の上部平坦面が造り出さ

れている。
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第24図 16号横穴実測図

ノミ痕は、奥壁ではいわゆる
｀
打ち込み

″で、奥壁と床面との境はかなり明瞭であった。右側壁では

V字状に打ち込まれており整形は良好である。左側壁では開口部から奥に向ってのV字状で、下からや

や上へ向っての使用法が多かったも床面は開田部から奥にむかっての走行で、かなり平坦化されていた。

開口部付近には高さ 4 cv前後の床面段差が認められて、玄室と墓前域との区画としていた。そしてノ

ミ痕の相違から、ここから墓道が発していないことが確認できた。

墓前域 :長さ 0.66れ 、奥端巾 0.80 Tb前後となる。右側は大きなクラックにより破壊されているが、平

面プランは台形にちかいものであるかも知れない。開口部の左前方部はやや外開きに広がっているが、

現状でクラックとなっている右側も同様であったかも知れない。ただし、このクラックの外側は15号横

穴の墓前域となっているので、それほど大きな広がりを占めなかったことだけは確かであろう。

墓前域は、ノミ痕が玄室内に比 してやや粗雑といえるが、V字状の使用法で平坦に整えられていた。

出土遺物 :玄室内から人骨片、基前域から須恵器長頸対等がいずれも覆土中に混じた状況で出上 した。

(大川)

17号 横 穴 (第 25・ 26図・ 図版28・ 20)

本横穴は、16号横穴の左下に隣接し、18-1号横穴の右上の位置にある。調査前に高さ20帥ほどが開

日して、玄室内には屋根形の石櫃がわずかに観察できる状況であった。それでも奥壁附近の床面は流入

上がなく露出していた。

玄室 :開口部巾 1.07例 、中央巾 1.39 Tb、 同高さ 1.11印、奥壁巾 1.21印 、同高さ 0.82彿 。平面形は、

開口部より奥壁が若千広くつくられるフラスコ型といえる。

―
―
―
―

＞
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第25図 17号横穴実測図
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奥壁面はやや外彎していて、床面との傾斜角は 96.5° であるが、床面の傾斜がかなりつよいため前傾

した状況となる。その形状は角の張ったアーチ型を呈する。整形には、巾 4 clBほ どのノミをかなり粗雑

に使用している。ノミは左側壁側では、天丼部から側壁面に沿って下方へ打ち込まれ、床部に近い一部

には、下方より上方に打ち上げた痕もみられる。

右側壁は、左側壁に比して壁面がより垂直にちかい。開口部附近から 1.3阿 ほどまでは全面的に剥落

していてノミ痕を観察することはできない。その奥壁よりではノミ痕が明瞭に残り、巾4釦のノミを脇

刃に使用して荒 く整形 した後、その上面を巾 5帥ほどのノミで、刃を壁面に平行にあてて整形している。

この場合、床面に近いところでは奥壁側から開口部にむけて水平にノミを走らせる整形をした状況がみ

られる。

左側壁は右側壁に比して玄室内への傾きが強い。その整形は右側壁より明瞭に残る状況で、手法的に

は右側壁にほぼ等しく、 5印 巾のノミ痕が観察できる。

天丼部は、一部に剥落もみられるが、その整形は巾 5師のノミで、刃を面に平行にする例もあるが、

多くは脇刃での整形となる。

床面は、開日部附近で高さ 5帥 ほどの床面段差をつけている。かなり凹凸は激しいが、摩滅のためノ

ミ痕は明確に把握できない。

開口部は、天丼前端の中央から右側壁にかけて大きく崩落 しているが、いわゆる雨落ち部の正面には

高さ10数 clnほ どの垂直面が削り出され、それが左右に大きくひろがって墓前域の両袖部をつくる構造が

特徴的であった。

墓前域 :長さ 1.40η、中 2 Tb前後で、平面プランは長方形を呈する。すでに述べたように垂直となる

玄室正面とその両袖部から直角状に折れる墓前域側壁が連続 してつくられる。その側壁前端付近の床面

には、墓前域前端を区画するかのように溝状遺構が設けられていた。巾30 cmほ ど、深さ10 clB前後で、長

さ 1.40ηほどを測る溝状遺構がその右端を右偵1壁の前端に接 してあり、さらに左隣には長さ30 clp前後の

連続部が残っていた。

こうした特徴をもつ墓前域を
｀
方形区画墓前域

″
とよんで、本側をその典型例としてみたが、それは

①平面プランが方形となること、②四辺がそれぞれの施設で区画されること一開田部側は床面段差と両

袖壁面、両側壁は開口部から連続する擁壁面、前端部は溝状遺構からなる構造であった。

床面は全体に凹凸が激しいが、その中央部がやや凹状を呈して低 くなる状況が指摘できた。溝状遺構

といえるほどではないが、一種の排水機能を果 しただろうことは推察できるかも知れない。

ノミ痕は、開口部を中心とする奥端部にいわゆる打ち込み痕がみられ、他の側壁面および床面はV字

状痕を基本としていた。

なお、本墓前域には、その正面左袖部にミニ横穴が付設されていた。

ミニ横穴 :超 ミニ横穴とでも称すべきもので、開口部の高さ 9,5c12、 同巾 10.O clB、 玄室長さ21.0印を

測り、平面プランは長方形を呈する。その位置は正面左袖部の左端部にちかく墓前域床面から約50 cllほ

ども高 くなるが、その周辺部垂直面と前方部墓前域には明らかな整形面が設けられていた。

周辺部の垂直面には、高さ45卵 ほど、巾35c12前後で、巾6勤 の平ノミ使用による平坦面が削り出され、

いわば開田部あるいは袖部を形成 していた。加えて、前方部の墓前域床面の左側壁よりには巾60～ 70例

ほどの緩斜面が設けられ、明らかに同一な平ノミによる整形痕が観察された。ミ
ニ横穴に伴う墓前域を

意識 した施設と認め得るものといえよう。

玄室は、開口部から7～ 8 clpま では比較的丁寧で、床面はV字状、天丼・ 側壁は平ノミ痕を主とする

が、それより奥よりはかなり粗雑で凹凸が目立ち、奥壁も大きく歪んでいる。こうした開田部付近の良

好な整形は、あるいは石櫃にみられる栓や蓋を付設した構造といえるかも知れないが、積極的な根拠は
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認め得なかった。

出土遺物 :石櫃 。人骨類と土

器類とがある。

石櫃は 3個あって、玄室中央

部付近から床面に接 した状況で

発見され、奥から順番に I-6
～ 8号石櫃と命名された。

I-6号石櫃は、奥壁から約
70 clBほ ど離れた右側壁よりにあ

って、小型方孔を有する屋根形

となる。その方孔部を前方にむ

け屋根の棟方向を横穴の長軸方

位にほば―致させて、 しかも石

櫃下面の前半部には板状の礫 3

個を敷き込んで本体の安定を保

つ工夫がなされていた。ほぼ確

実に埋葬当初の状況を大きく変

えてはいないと認め得るもので

ある。また、本石櫃に付される

栓は約 1窮 ほど前方の I-8号

石櫃の傍らから発見された。よ

って、本石櫃はすでに開日して、

内部には黒色上が充鎮 した状況

で骨片等は確認 し得なかったが、

方孔部付近の床面上には骨片が

散在していた。

I-7号石櫃は、奥壁から1.2
ηほど離れた右狽1壁よりで、 I

-6号石櫃からわずか 5～ 6 cPB
ほどしか離れていない。大型方

孔を有する方形の身で、方孔部

は上位に保つが、正面を玄室長

軸に対して約45°前後動かしてい

る。底面には板状の礫を敷き込

んで安定を保った工夫もみられ

るが、現状ではやや左下りとな

第26図 17号ミニ横穴実測図

っていた。また、この底面には骨片も混入した状況で、本石櫃は埋葬当初の位置をわずかではあるが動

いたものと見るべきかも知れない。なお割り込み内部には黒色上が充鎮しており、その底部には骨片も

残存 していた。

I-8号石櫃は、 I-7号石櫃とセットをなす蓋で、位置はそれより約 60 clnほ ど前方の左側壁よりと

なるが、一部を床面に接していた。裏面を上位にしたほぼ水平状況で、この付近の黒色土中からは、や

-50-



や多くの骨片が発見された。

上器類の出土量は本横穴群中でもっとも多く、約50点を図化し得た。玄室内からは多く床面に接する

状況で、須恵器の邦・郭蓋・ 甕・平瓶・土師器の郭等がかなりの完型品を合めて出上 した。開口部付近

から墓前域にかけては、多 く床面から10～ 20 clE前後浮く状況で、須恵器邦・ 邦蓋・高邦・長頸対・疎・

甕・土師器郭等が散在 していた。かなりの完型品を合んでいたが、とくにまとまった出土状況はみられ

なかった。なお、注目すべき出土状況としては、ミニ横穴直下の床面に接 して正位で発見された須恵器

杯 (図版68-103)がある。完型品でもあり、あるいはミニ横穴に供献されたといい得るものかも知れ

ない。 (山下)

18-1号横穴 (第 27図 。図版30)

17号横穴の左側に接し約 lη下方に位置する。調査前はほとんど上に埋もれており、開口部が高さ15

cll、 奥行 20 clpほ どあいている状況であった。

玄室 :平面プランは長方形で、長さ2.37れ 、開口部巾 1.17η 、同高さ 1.24れ 、中央部巾 1.31印、同

高さ 1.02れ 、奥壁巾 1.14η 、同高さ 0.86η 。横断面形は奥壁 。中央部・開口部とも台形を呈する。整形

は比較的よいが、ノミ巾の測定はあまりできない。それでも、奥壁上部に残るノミ痕では巾46clBの もの

が認められる。

とくに開回部はていねいに整形されておりその上部には 1.7阿 ×0,9η ほどの屋根状の上部平坦面が造

り出されている。この部分でのノミ痕は荒 く明瞭に観察できる。ここでも使用されているノミの中は46

c12で ある。

開口部床面の右よりに排水溝が設けられている。自然のクラックが利用された構造で、ノミによる整

形が観察されるのは開回部から90帥 ほどまでであるが、さらに奥壁の左隅方向へと延びている。またそ

の排水溝は墓前域の墓道奥端に接続する構造となるが、ここに床面段差が設けられていた。やや変形 し

た状況で、その右半部はやや奥よりに左半部は前よりに造られていた。

封鎖施設 :発掘当初掘り下げの過程で、墓前域の前面に平面半円形に広がる礫の堆積が認められ封鎖

石かと思われたが、礫の下には床面まで70～ 80 clBの混礫褐色上の堆積があり、しかもそれが上層と変化

ないこと等により、封鎖た設とは認められないと判断した。

墓前域 :開 口部で左右に巾50 clnほ ど岩盤を削り取り、長さ 2.65η 、奥端中 2.17η 、前端巾 2.57れ の平

坦面を造り出して床面とし、この床面中央部やや右よりに巾約 1れ、深さ30帥′の墓道を掘り込んでいる。

出土遺物 :玄室内覆土から土器類を得た。須恵器の長頸lLl、 土師器の郭・ 邦蓋・ 奏等で、いずれも床

面から30～ 40 cllほ ど浮いていた。開口部の礫群中から須恵器邦・広口対のほか甕破片多数 (口縁で 4個

体分)・ 土師器甕を発見している。こうした出土状況からみて、この遺物群が本横穴の埋葬時期を直接

に示すものでないことは明 らかである。 (佐藤)

18-2号横穴 (第 23図・ 図版32)

18-1号横穴と32号横穴との中間で、18-1号横穴よ、りやや上位に位置する。調査当初の全体測量に

おける確認作業でも枝番をつけて保留したほど不確実であって、天丼部がほぼ全面的に崩落して地山土

が流入していた。

玄室 :全長 2.16η 、開口部巾 0。 92η 、奥壁巾 0,86れ で、長方形の平面プランを有する。高さは奥壁

で 0.83η を測るものの開口部では、落盤しており不明である。奥壁での横断面形は角アーチ形を呈する。

また床面は奥壁から開口部に向って傾斜 し、5° を測る。

墓前域 :玄室と墓前域を明確に区分できないが、奥壁より2η付近で側壁が外開きし、これより前方
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第27図 18-1号横穴実測図
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第28図 18-2号横穴実測図

を墓前域と考えている。中央に、中50～60印、深さ10～ 15師の墓道が造られ、玄室前端にまで延びている。

出土遺物 :石櫃と土器類とがある。石櫃 (Ⅲ -13号石櫃)は、玄室中央部の床面上に正位で発見された。

周囲には径30c12程度の大礫が多数集積していたが、これらは天丼及び上部からの落ち込みと判断できた。

その出土状況は割込み部を正面の若千上向きにしてすえられていたが、既に蓋はなく、内部には土砂が

流入していた。それでもわずかに骨粉らしき状況が観察されたが採収は不能であった。石櫃底面が床面

と接しており、原位置を保っているものと判断できる。

土器としては、墓前域中央の墓道埋土上面に、須恵器破片が散乱して出上した。器形を復元できたも

のは、長頸対である。                                 (渡 辺)

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
＞
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21-1号横穴 (第 20図・ 図版33)

本横穴は、22・ 21-2号横穴と並ぶ 3基のグループの中位に位置する。22号横穴の床面から20 clpほ ど

低いレベル差があり、さらに21-2号へと続 く。調査着手前の状況としては、開口部の約半分ほどが埋

まっており、玄室内部にも多量の礫の散乱が観られた。

玄室 :長さ283れ 、開口部巾 1.14η 、中央部巾 1.33れ、奥壁巾 1.34れである。平面プランは、わず

かに開口部付近が狭 くなる長方形で、床面の傾斜はかなり強い。横断面形は、奥壁では角の張るアーチ

形、中央部では台形を呈するが、開口部は崩落のため不明である。

ノミ痕は、中4.5 clBの ものが多用され、奥壁右側では中 4c12のものがわずかに見られる。玄室の整形は

やや粗雑で、天丼部にくらべ床面の方がより荒い。また、開口部左側壁のノミ痕には刃こばれ痕があっ

て注目されたが、中央部から奥壁にかけてはそれが認められなかった。刃を焼き直して使用した可能性

を認め得るものであろう。奥壁では打ち込み形が目立つが、その多くは下方向に剥離している。両壁で

は開口部から奥壁に向ってのV字状が一般的であった。

開口部の天丼前端は崩落により欠失するが、その床面上には高さ15 clBの段差が認められて、玄室と墓

前域の区画としていた。

封鎖た設 :こ の段差の前方部 90 cTEほ どの範囲に礫が積まれていた。礫は床面と側壁に密着 して、正面

観を小口積みとする基本構造を認め得るものであった。左側壁よりは欠失が多かったが、右側壁では1.1

ηほどが残存していた。石質は凝灰岩で風化が激しく一部は砂化していたが、確実に封鎖施設であった。

墓前域 :長さ2.59れ 、巾 1.40印前後で、平面プランは台形を呈する。傾斜はゆるやかで、封鎖石から

前方 1.7れで自然の傾斜にはいり、大きく落ち込む。左側は22号横穴が未発掘のため不詳であるが、右

側は開口部から前方にわずかな広がりをみせ、その先端は21-2号横穴の墓前域によって切られる状況

となる。これがただちに横穴相互の新旧関係を物語ると断定することはできないかも知れないが、いず

れにしても注目される構造といえよう。また、開田部直前の床面中央付近には、巾70銅、深さ10 clE前後

の凹みがみられたが、これを一応墓道の奥端として、主軸方位から大きく右に傾く墓道の存在を認めて

おきたい。ここではノミ痕は明瞭ではない。

出土遺物 :玄室内覆土から土師器細片が発見されたのみであった。 (大川 )

21-2号横穴 (第 30図・ 図版34)

21-1号横穴の右下方で、22号横穴を合めた 3基のグループの中では最も低い位置にある。調査前は

完全に埋没し前面には大きな木が生えていた。調査当初の地形測量時には確認できず、その後のボーリ

ングにより発見したものである。

玄室 :長方形の平面形をもち、長さは 1,8397b、 巾は開口部 1.10η、中央部 0。 96れ、奥壁 o.82れを測る。

高さは奥壁で 0,75η 、中央部で 0.92れ 、それより前方は失われている。横断面は奥壁が方形で、中央部

では台形を呈する。整形は荒 く両側壁で明瞭にノミ痕を観察できる。入日から奥にむかって水平にノミ

を走らせる手法は左右とも同じであるが、奥壁は 42～ 43 cη中のノミが使用されているのに対し左側壁

開口部付近でのみ 3.5 clp巾 のノミ痕が観察されている。

開口部付近の天丼・側壁が大きく失われていることはすでに述べたが、その床面には高さ約 5 clnほ ど

の段差が認められた。

墓前域 :長さ 1,77統、巾 1.5～ 2.0統ほどの範囲で、平面プランは台形を呈する。いずれにしても前端

は自然傾斜の中に吸収された状況にある。

床面周囲の側壁は約 10～ 15釦前後の高さを有するが、とくにその左側壁の前端が21-1号横穴の墓前

域を切ることはすでに述べた。
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第29国 21-1号横穴実測図
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第30図 21-2号横穴実測図
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床面の中央部に巾40 cln、 深さ 5 clp前後の墓道を認めてみた。全長 1.2aほ どで自然傾斜の中に消える

が、そのノミ痕は風化によりきわめて不明瞭であった。やや強いて認めた墓道といえよう。

ところで、本墓前域右側壁の大部は黄褐色ローム土を掘り込んだもので、それは凝灰岩を掘削してい

る本横穴群のなかでは唯―の例外であった。このことは、その切りあい関係から本横穴が21-1号横穴

より新しいといえることと関連 して興味ある事実であった。本横穴に限ればその占地において、岩塊の

縁辺にちかくかなり不十分な条件に従わざるを得なかった事情を反映する可能性が指摘できるかも知れ

ない。こうした占地の規制についても注目しておきたい。

出土遺物 :土器類がある。玄室中央部のやや右より床面上から、逆位の状況で須恵器邦蓋が出上 して

いる。墓前域では中央部右壁ちかくに、床面から10mほ ど浮いた状況で須恵器の長頸対 1と 郭とが並列

して発見された。 (佐藤 )

23-1号横穴 (第 31図・ 図版35)

本横穴は、24号横穴の西側に並列する位置にあり、23-2号とともに23～ 26号横穴のグループの最前

端にあたる。本横穴の開回部左端には約20c12ほ どの高さを有する境を設けて24号横穴と区別している。

調査着手前の状況としては、天丼側の数十 c12が開口して玄室内に土砂の流入が見られた。

玄室 :長さ2.45れ 、開口部巾 1.03a、 中央部巾 0,91 Tb、 奥壁巾 0.81阿 である。平面プランは、奥壁

よりもわずかに開口部が広 くなる長方形である。開□部の天丼前端は崩落 してその原形をとどめないが、

奥壁の高さ 0,79れ 、中央部高さ 0。 97印 を測る。横断面形は、奥壁・ 中央部とも台形といえる。また、床

面はかなり強い傾斜を有する。

ノミ痕は、巾2.5印 前後で、奥壁では下側に剥離した打ち込み形が多く、両側壁では開口部から奥に

むかってやや低 くなるV字状度が連続する手法を基本としていた。

床面の前端で、墓前域と墓道との区画には、わずか数例前後ではあるが、段差が認められた。やや強

いて認定したのであるが、ここから墓道が発する構造となった。

封鎖施設 :開 田部には比較的良好な保存状況といえる封鎖石が残存していた。封鎖石の全長は約 1.8

η前後もあって、それは奥壁から 1.lη ほどの空間を残して、そこから開口部前方にまで及ぶものであ

った。もちろん内部への転落石をも合むものであろうが、その前端部には巾55帥、高さ40卸、厚さ20c12

前後を測る板石があたかも玄室入口を塞ぐかのように横位に立てられている特徴的構造が観られた。

墓前域 :大略長さ 3.9 Tb、 前端巾 2.21印 前後の範囲を有するものである。平面プランは、開口部でわ

ずかに両袖をもって広がる菱形を呈する。中央部には、巾 1.0阿 ～ 1.5η 前後の墓道があり、その奥端

には床面段差が認められたことはすでに述べた。墓道は、最深でも十数 cllほ どにすぎなく、その方位は、

24号横穴の墓道とは対称的にやや左方向に走っている。すると、本横穴の開回部・墓前域・ 墓道は、24

号横穴の施設と各々が対称となる構造に観察できるものであった。

本墓前域の前端は地山に連続して不明瞭となり、その墓道左半部には大きなクラックもみられて、全

体にかなり荒れた状況であった。そのためノミ痕も観察しにくかったが、基本的にはV字状痕であった。

出土遺物 :土器類があり、封鎖石中から、須恵器邦・邦蓋破片を得ている。 (大川 )

23-2号横穴 (第32図・図版36)

本横穴は、23-1、 24号横穴から約 2 Tb程西南側に位置する。C群の中でも最下段に占地する。調査

前の状況としては、天丼の大部分が落盤し、全域にかなり厚い流入上がみられたため、表面観察で横穴

の有無を確認できなかった。調査当初のボーリング調査で横穴の可能性を認め、枝番をつけて保留した

ものである。
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第32図  23-2号横穴実測図

玄室 :奥壁から墓道奥端までを玄室として認めると、その長さ 1.70れ 、開口部付近で
の巾 0.88れ 、中

央部巾0.92η 、奥壁巾 0。 79印 を測って、やや歪んだ長方形の玄室床面が考えられる。天丼
はその大部分

を失っていて、わずか長さ 0.75η前後がその中央部に残存していたにすぎな
い。奥壁での高さは0.75 Tb

を測った。横断面形は台形を呈する。玄室床面はほぼ水平をなすが、開口部から墓前域
にかけてはその

傾斜度を増 し、そのまま地山に消失する。

封鎖施設 :わずかに 6個の封鎖石根石が認められた。また墓道内にも若千の礫が認められ
たが、それ

らは転落石として理解 した。注目しておきたいのは、封鎖石の位置が墓道奥端からか
なり奥に検出され

たことで、玄室奥壁から封鎖石までの長さが 0,75例前後であり、玄室有効面積の狭小さが指摘
できる。

23-1号の有効長が 1,7η 、24号が 2印 前後であるのに比べ、その差は極めて大きいと言えるであろう。

墓前域 :中央部に巾40～ 65 clm前後・深さ10～ 15帥前後の墓道が造られ、墓前域は墓道奥端
からその中

ほどまでの長さ 1.60η余りの範囲に想定できた。墓前域前端は風化侵食が進んでおり、そ
のまま地山面
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に連続して消失するようであるが、徴弱ながらそこに段差が認められ、またノミ痕の様子からも追認で

きた。本横穴では、墓道奥端から奥壁までを玄室として理解 したが、詳細に観察すると、玄室と墓前域

との区別は、①墓道奥端よりもわずかに奥寄り付近で若干のくびれ部を認めることができ、ここから墓

道が開くように観察できること、②玄室のノミ痕はV字状であるが、墓前域床面に比べ平坦に仕上げら
れていることを傍証に両者を区別すると、前述の玄室長はやや短かく計測することができ、1.40～ 1,45

η前後の値が得 られよう。

さらに構造が極めて類似する18-2号横穴との比較を加えてみると、本横穴がやや小型であり、石櫃
を有 していない点と封鎖石根石が残存 している点が相違する。本横穴の床面実効長と18-2号横穴のそ
れを比較してみれば、両横穴とも玄室の最も奥まった個処で実効値を測ることができ、18-2号横穴は
奥壁から石櫃前端までのその値が 0,80η前後となり、本横穴の実効値 0。 75れ と近似することは、横穴の

空間処理の問題を考える上で極めて重要な視点を提供 していると言えよう。さらに21-2号横穴をはじ
めとする、墓道奥端が玄室と墓前域を区画する床面段差と一致をみない横穴との関連も指摘できよう。

出土遺物 :本横穴の墓前域からはかなり多量の上器が出上 したが、破片が多 く、封鎖石の流出に伴っ

て移動・破砕されたものと思われる、玄室内から土師杯身一点が検出された。 (渡辺 )

24号 横 穴 (第33図・ 図版37)

本横穴は23-1号横穴の東隣に位置するもので、各部においてそれに対称する様相が観られたことは
すでに述べた。調査前の状況としては、開口部で約60～ 70c12、 奥壁で20～30働前後の厚さを測る流入土

があって、玄室内石櫃がわずかに観察され得た。

玄室 :長さ 2,43れ 、開田部巾 0.95η 、中央部巾0.98η 、奥壁巾 1.14ηを測って、奥壁がやや広 くつ く

られるフラスコ形を呈する。玄室前端の天丼部には比較的大きな崩落が観られるが、中央部高さ1.00η、

奥壁高さ 0.84η で、やや中央部の高 くなる状況であった。また床面の傾斜は、奥壁より開口部が約20働

ほど低 くなるとともに、その前端には長さ45師前後で巾 5c12ほ どの小溝があって、」,水施設と認められ

た。玄室の横断面形は奥壁・ 中央では台形、開口部では方形となる。ノミ痕は、床面・側壁においては

開田部から奥にむかうv字状使用が多く、そのノミ巾は 3.5、 42～ 4.3、 4.5師 の計測値が得られた。
玄室床面の前端には、最大値で10mにちかい段差が設けられて、墓前域との境界を示していた。しか
もその右端は左端より40～ 50∽ も前方に張り出していて、その点でも23-1号横穴と対称をなしていた。
封鎖施設 :開□部付近には封鎖石と認められる礫群が存在 したが、原位置を保つものと観察できたの

は床面前端の右側半分に残る20数個からなる礫群にすぎなかった。掌大程度の礫で封鎖石の最下面に敷

かれた礫群の一部とみてよいものであろう。

墓前域 :本墓前域は大略 1.8× 1.6η ほどの範囲にあって、平面プランは、主軸方位から大きく左に

傾いた菱形といえる。その中央には巾40～ 70 clv前後で深さ15～ 20釦前後を測る墓道が認められたが、そ

の最奥部は床面段差となり、しかも開口部巾よりやや狭 くつくられる構造といえた。また、墓道を合む

墓前域全体は、やや左側に斜走する方位を有しており、前端は地山に連って不明瞭となっていた。

出土遺物 :石櫃と土器類とがあるが、とくに石櫃 (Ⅱ -1号石櫃)は銘文を有 して注目された。
石櫃は、玄室の奥壁から40釦ほど前方のやや右よりに位置していた。大型方孔の箱形を呈 し、すでに

蓋を失って、その割り込み部および外部左側の床面から覆土内に人骨細片が散乱する状況で、明らかに

撹乱をうけたものと観察された。底面には小礫に土砂を混じた敷石をつめて、その肩部を水平にちかづ

ける工夫がみられたが、それは玄室床面の傾斜と、石櫃背面が正面よりやや低 くつくられた構造との調

整をはかるためといえた。石櫃安置の状況が良好に保存されたきわめて僅少な例として重要である。な

お、本石櫃正面中央部には、 ｀若舎人′の銘文が認められた。薬研堀りで良好な保存といえた。
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第33図 24号横穴実測図

土器類には、玄室内および墓前域から得られた須恵器がある。うち、玄室内から出土 した蓋郭は、石

櫃の前後左右付近の覆土中で多くは床面から高さ10釦前後までの範囲で破片の大部分が発見された。こ

うした状況からすれば床面土器とは認め得ないが、それでも本横穴ないし石櫃の時期に深くかかわるも

のであろう。

他に、玄室内から奏破片、墓前域から長頸靖破片を得たが、いずれも覆土中からであった。また、図

示し得なかったが、杯蓋の口縁部破片が、石櫃の左後端部でかなり凹んだ部分をつくったその底面敷石

上に検出された。その出土状況からすれば、石櫃設置時に敷き込まれたというより、むしろ設置後に持

ち込まれたか流入したものと扱うべきであろう。小片で時期の確定は困難であるが、それでも絶対年代

十

で 8世紀代に入るものとしてよい。

-6ユ ー
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第35図 24号横穴 Ⅱ一 と号石櫃下礫状態実測図

25-1号横穴 (第 36図・図版39)

本横穴は、25-2号横穴の左側下段のやや手前に位置する。調査前の状況としては、天丼部が数 10 clp

開いて、わずかに内部を伺い得る程度であり、玄室内への流入土もきわめて少なかった。

玄室 :床面は、長さ 3.05η 、開口部 巾 1.14れ 、中央部巾 1.56れ 、奥壁 巾 1.21ηで、 胴張りの長

方形を呈していた。天丼部も保存は良好で、床面からの高さは、開口部で 0,93れ、中央部で 103れ、

奥壁で 0.80印を測り、奥壁をやや低 くつくる状況が認められた。床面は奥壁より開口部が 30印 ほど低い

が、その傾斜のまま墓前域に連続していた。玄室の横断面形は、奥壁
。中央部・開口部とも台形である。

墓前域前端は高さ50 cln前後の垂直面を造り出していたが、その側壁への延長はクラック等により不明瞭

であった。

封鎖施設 :開 口部には礫群が存在し、あたかも封鎖石の良好な残存といえる状況と観察されたが、詳

細に検討した結果、封鎖石とは判断できなかった。規模は長さ 1.2第、高さ 0,7η ほどで、石質は凝灰

岩と砂質凝灰岩が半々に混在しており、なかには明らかに人為的な加工面とみなし得る平坦面を有する

ものも数例あったが、それを接合復元することはできなかった。礫の積み方も下段狽1に比較的大きな礫
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を置いて上段よりにやや小さい礫を積む方法を採用して、4・ 21-1・ 23-1号 横穴等の例 にみられる

状況とはやや異なるとはいえ、人為的な積み石であることは確かだった。ところが、その底面には明ら

かに自然堆積と認定される黒色上が 10c12前後あって、本礫群を本横穴の最終埋葬時の築成と理解すると、

横穴の構築当初からその最終時までの間にそうした堆積を可能にする開口期間が存在したことになる。

よって、本礫群は確実に人為的な積み石といえる状況ながら、本横穴に伴う封鎖石とは認め難かった。

墓前域 :本墓前域は大略 14× 16aで概ね方形と言える。左側は不整形で中央部が膨む状況を呈し、

前端部左半はクラックによって失われていた。左側壁は垂直に近 く、 12れ前後の高さに造られており、

その上部は25-2号横穴に連なる状況がみられた。本墓前域前端は高さ 1師に満たない段差が方形区画

状に施されており、そこにはノミ痕の相違が観察できた。その範囲は80× 35 clLほ どであった。 尚、本

墓前域の右前方には、巾 40～ 60 cll前後の平坦面が造り出されていて、所謂通路 といえる状況であった。

出土遺物 :土器類がある。玄室内から土師器郭が、墓前域の東側外から一括で発見された須恵器必等

の破片数点が発見された。後者は本横穴墓前域に伴う遺物とは考えられず、26号横穴墓前域付近からの

転落遺物と思われる。 (渡辺)

25-2号横穴 (第37図・ 図版40)

25-1号横穴の右斜め上方に位置する。藪におおわれていたため気づかれず第 亜次の調査時に発見し

たものである。

玄室 :長さ 1.80れ 、中は開口部 0.81η 、中央部 0.93m、 奥壁 0.81η の長方形プランで、高さは奥壁

で 0.68免 、中央部で 0。 90η を測る。奥壁中央部から墓前域右方にかけてクラックがはいり開口部は大き

く剥落している。床面は平均 15° と大きく傾斜 している。横断面形は、奥壁では天丼と側壁を明確にわけ

台形を呈しているが、前に出るに従って稜を失い丸味を帯びてくる。

整形は比較的荒く、ノミ痕を明瞭に観察できる。側壁では、入口から奥に向かって水平にノミを用い

ているが中央付近からだんだんと斜め下に向いていくようになる。またノミ巾をみると側壁で 1ま 46～

4.7 clFJ、 奥壁では 4.6c17と 使いわけが認められる。

墓前域 :開 田部と同じ巾 (約 1れ )で延びて、その前端部を崩落により失っている。奥壁より2.65れ

のところでノミの使用方法が変化して、わずかではあるが段差が認められる。ここまでを墓前域と判断

すると約 0。 9× lη の方形区画と理解できる。

出土遺物 :玄室内への上砂の流入はみられず、遺物はまったく発見されなかった。 (佐藤)

26号 横 穴 (第38図・ 図版■)

25-1号横穴の東側一段高い位置にあり、27号横穴とほぼ同レベルにあたる。

玄室 :開 口部巾1.44れ、高さ1.14れ、中央部巾182η、高さ 130れ、奥壁巾 1.87η、高さ 1.28れ で若干

奥の広いフラスコ形の平面を有する。横断面形は、奥壁で角アーチ、中央部 。開口部で台形を呈する。

床面は開口部のやや奥よりに段差を設けて玄室と墓前域とを区画 している。

整形は比較的荒くノミ痕が明瞭に観察できる。中4.5 clBの ノミが多用され、わずかに奥壁下半で巾3 clp

の例が認められる。

墓前域 :前よりをクラックにより大きく破壊されておりその規模を明確につかみ得ない。墓前域前端

をどこと判断するかには問題がのこるが、長さ 1,9れ 、巾 1.3η 前後と観るのが妥当かと思われる。

本墓前域の左袖部分に岩盤を掘削して平坦面がつくり出されていた。ここには石櫃がすえられていた

が、その位置関係は墓前域の外側であって、いわゆる墓前域外施設とみなし得た。この平坦面には、さ

らに安置のための掘り込みがあるが、この西側はクラックにより破壊されて全容を確認し得ない。それ
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第37図  25-2号横穴実測図

でも保存良好な部分は深さ 5～ 9師、一辺が40帥ほどで、たぶん台形を呈する形状になると推定し得た。

石櫃本体は風化が著しく大きく摩耗 した状況で原形を復元することはかなり困難であるが、玄室外部に

おける石櫃安置の確実例として重要であった。

出土遺物 :石櫃と土器類とがあるが、すでに石櫃 (Ⅲ -2号石櫃)については述べた。土器は玄室内
で土師器杯破片を、墓前域前方のクラック内の堆積土中でかなりの須恵器邦・蓋等を得た。その出土状

況からすれば、25-1号横穴で述べた様相に類似して、本横穴の掘削時期の決め手にはならない。むし

ろ、25-1号例を合めて、先に述べた墓前域安置の石櫃との関係が注目されよう。 (佐藤)

27号 横 穴 (第 40図・ 図版43)

26号横穴の北側約 50 cll下方に位置する。すでに上部はくずれ、天丼推定線より下へ約70卸開日してい

た。 しかし内部への上の流入はすくなく床面から10帥程度であった。全体にクラックによる破損が著し

く、特に天丼ではクラックの隙間から外部が見えるほどであった。

玄室 :長 さ 2.80れ、奥に張り出しを有する三段づくりの異形フラスコ形の平面形できわめて特徴的で

ある。開口部で巾 1.20れ、中央で巾 1.56第、奥壁で巾 1.32第、張り出しは、間口 1.5れ、奥巾 1.20η潮ま

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

＞
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第39図 26号横穴墓前域 Ⅱ-2号石櫃i下造 り出し実測図

かる。高さは中央部で 1.34れ、奥壁で 1.13第 で開口部よりゆるやかなカーブで徐々に高くなり、中央部

で最高となって奥壁に続 く。奥壁では約 10m下って張り出し部分が割り込まれ、奥端で高さ 1.1497bを 測

る。横断面形は奥壁 。中央部 。開田部ともに台形を呈する。整形は比較的荒く、ツミ痕は明瞭であるが、

クラックにより大きく破壊されているためノミ巾を知り得る例は比較的少ない。中2.8～ 3,0印 の平ノミ

で、ノミに関する限り、巾・技法とも奥端張り出し部でも変化は認められないp同時に掘られたものと
判断してよいと思われる。

封鎖た設 :多量の礫群が床面より高さ50釦、巾 1.2れほど認められた。それらは人頭大の地山凝灰岩及

び砂質凝灰岩で構成され、その中には石櫃 3例が認められた。一見、封鎖施設かとみえたが、詳細に観

察すると床面から約 10～ 20帥ほどの厚さで小礫を合む黒色上が堆積しており、それより上に崩壊礫を多

く含む黄褐色上が認められた。先の礫群の多くは、この黒色上の上にのっており、これは礫群部分のみ

ならず玄室内・ 墓前域などかなり広範囲にわたっていた。さらに礫群下の黒色土中から土器破片が検出

された。

墓前域 :前方がクラックによって大きく崩壊しているために確定できないが、大略長さ 1.lη 、中 1.4

6れ程度と考えられる。中央部に開口部下まで至る大きなクラックが認められたが、 ノミ痕が認められ

ず墓道とは判断できなかった。
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出土遺物 :玄室内から石櫃 3例、土器破片が出土した。Ⅲ-2号石櫃は厨子形を呈するもので正面を
向き正立で床面に接しており、この石櫃のみが原位置を保っているものと判断できた。Ⅲ-3号石櫃は
小型のもろい凝灰岩製で、床面より浮いて出上した。またⅢ-4号石櫃は大型のもので方孔部には栓が
なされていて未開封であり、黒色上の上面から礫群に混在して出上した。

墓前域では、前方のクラック中から藤 1、 長頸対 1、 須恵邦身 2等の破片が出上した。   (佐 藤)
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第■図 27号横穴開日部礫出土状態実測図

第42図  27号横穴出土 Ⅲ-2号石櫃拓影
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第43図  28号横穴実測図

28号 横 穴 (第 43図・図版45)

27号横穴の上段に 2基並ぶグルとプの右側で、29号横穴より約 50 clp高い所に位置する。開口部では約

40cllほ どの堆積土が認められたが、床面傾斜の強いこともあって内部への流入は少ない。

玄室 :全長約 2.60η 、開□部巾 0.87れ 、中央部巾0.92孵、奥壁巾 0。 9977bの 長方形プランで、 左側壁が

中央で若千広がる胴張りのタイプである。高さは中央部で 1.00紐、奥壁で 0,75れをはかる。 横断面形は

奥壁では台形で、開田部でも、台形あるいは方形が推定できる。床面の傾斜がかなり強く平均 6°、玄室

奥半では 16° をはかる。

封鎖施設 :開 口部には土石群が約 40∽ ほど堆積していて、あたかも封鎖石群かのようにみえた。それ

は上下 2層に分けられ、下層は小礫を含む黒色土で 18～20卸前後、上層は崩落礫を多 く含む黄褐色上で

略
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20帥前後をはかる。封鎖石かと思われた大礫群はこの黒色土上にのっていて、床面から20 cTEあ まり浮い

ていたことになる。そのうえ、黒色土は玄室内及び墓前域のかなりの範囲に広がっており、明らかに自

然の地積といえた。こうした状況は29号横穴においても同様で、封鎖施設とは認め得がたかった。

墓前域 :縦横に走るクラックにより大きくこわされ前端部を失った状況であるが、台形であろうか。

開口部の両裾も大きく開いているが、これもクラックにより不明確である。 1.7× 1.6η あまりを想定

するのが妥当であろうか。中央にクラックを利用した溝が認められる。これには側壁にノミ痕が認めら

れることから明らかに人為的な遺構といえる。墓前域の左側は、一見すると、29号横穴の墓前域によっ

て大きく壊されているように見えるが、この判断の根拠はなく、29号との前後関係は保留しておく。

出土遺物 :遺物は全 く認められなかった。 (佐藤)

29号 横 穴 (第44図・ 図版46)

本横穴は28号横穴とわずかなレベル差をもってほぼ南北に並び、それは27・ 30号横穴の上段に位置す

る。調査前の状況としては、天丼から30伽ほどが開口して、玄室内にかなり多量な土砂が流入していた

が、その右よりに石櫃の上部がうかがい得たも

玄室 :長さ 3.83η、開口部巾1,12れ、中央部巾 1.54れ、奥壁巾 1.517bで ある。平面形は奥壁にくらべ開

口部がやや狭くなるフラスコ型をなす。天丼部前端のほば 3分の 1ほどはクラックのため崩壊している

が、残存部分における床面からの高さは、中央部で 1.22れ、奥壁部で 118れではぼ等しい。横断面形は

奥壁から中央部にかけてアーチ形を呈するが、開口部付近は不明であった。床面の傾斜は、開口部付近

と奥壁付近とで、 25卸前後の比高差をもち比較的緩かといえる。

玄室前端、すなわち開口部は天丼を崩落していたが、左側壁前端は大略残存していて、直角状のコー

ナーを有して墓前域に連続する状況が確認された。この両側壁がもっとも内側に入り込んで最端巾とな

る部分を玄室前端と判断してみた。

この開口部の床面上には、最大高 1 5 clEほ どの段状の高まりがあって注目された。その形状はほぼ連

続面となる玄室と墓前域との境界に、両側壁前端をゆるやかな弧で結んでその中央部に墓道を残してい

た。本横穴群中唯一といえる構造であるが基本的には床面段差と共通するものとしてよいかもしれない。

墓前域 :長 さ 1.6れ、奥巾 13窮、中央最大中 1.3窮前後の範囲で、前端部はクラックにより大きく崩

壊しているが基本的には台形プランを呈する。28号横穴墓前域より約 35 cln前後低くつくられているため、

本墓前域右端部には壁が形成されている。中央部には深さ 5～ 6 clB前後で、奥巾20釦前後、大略は 30～

70銅前後の中で、現在長 2.4η の墓道がある。その奥より 1.2れほどは前述の玄室 。墓前域の区画から

玄室内に入り込んでいた。

本横穴と28号横穴墓前域の前後関係については、層位的に明確にはできなかったが、本墓前域の形状

が左右で異ること、28号横穴墓前域がクラックにより不明瞭とは言いながら狭く切られているらしいこ

とからすれば、本墓前域がより新しいといえるかも知れない。ただ27・ 30号横穴との主軸方位の共通性

からすれば29号がより類似して28号が後出的であるといえる。こうした前後関係の検討により、むしろ

28号横穴が、墓前域を極端にせばめ、主軸方位を変えても、ここに築成せざるを得なかった事情を重視

すべきかも知れない。

出土遺物 :石櫃と土器類とがあった。石櫃は 3例あって、すべて玄室内から発見されたが、中央部奥

より右側にⅢ-5号石櫃 (蓋身)、 その前より左例にⅢ-6号石櫃 (身 )、 開口部から50mほ ど奥よりの
左壁に接してⅢ-7号石櫃 (蓋)があった。いずれも大型方孔箱形で、うちⅢ-7号石櫃は一部を床面
に接するとはいえ明らかに撹乱をうけていた。Ⅲ-5・ Ⅲ-6号石櫃は、玄室主軸方位に対 して約 45°
前後傾いた状況であったんヽ その下部には小礫と土砂を敷いて石櫃の水平をイまかった工夫が明らかであった。
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原位置をやや動かされていると観るべきであろうが、ほぼその箱囲内での移動とみてよかろう。

なお、注目すべき出土土器としては、Ⅲ-5号石櫃の下部から発見された土師器邦破片 (図版 71-17
9)がある。邦底部の大部が残ったもので口縁部を欠くが、内面にラセン状の暗文を施している。また、
Ⅲ-7号石櫃の右より付近の撹乱土層中から土師器小型甕が発見された。 (大川 )

30号 横 穴 (第 45図 。図版48)

本横穴は27号横穴の北側 5加前後の位置にあるが、レベルはそれとほぼ同一で、並列する景観を呈し

て、ともに28・ 29号横穴の下段にあたる。調査前の状況としては、玄室前端が崩落し、天丼部から約80

卵ほどが開口して、玄室内への上砂の流入がみられて石櫃がわずかに認められた。

玄室 :長さ 269れ、開口部巾 0.82れ、奥壁巾 0。 90免である。平面プランは長方形を呈し、床面の傾斜

はわずかである。横断面形は、奥壁 。中央部とも台形を呈している。開回部では天丼が大きく崩壊する

が、残存する側壁から台形になる状況と判断できる。開田部付近の床面で約 40卸前後も玄室内に入り込

む位置に、高さ5側前後を測る段差が認められ、そこから墓道がはじまっていた。

墓前域 :長さ 1,77旬、中 1.4η前後で、平面プランはほぼ長方形で、床面の傾斜はほとんどない。本墓

前域の右前端から左奥端にかけては、大きなクラックが走っているが、残存状況は良好といえる。

開口部左袖は鋭角状に大きくひらくコーナーを有して、墓前域左側に連続している。こうした左奥端

のあり方は、右奥端が、開口部からわずかにひらいて墓前域右側に連らなる状況とは著 しい相違を示す。

中央部には、床面段差から発する墓道があって、中70伽 ～ 80 cln前後、深さ5～ 15 cln前後を測った。

やや浅く巾広い構造で、底面は中央にむかって傾斜をもつ構造が認められた。その中央部には巾20数 clp

前後の溝状遺構が刻まれて、それは墓道奥端から前端まで延びて、自然の傾斜に吸収される状況であっ

た。典型的な排水溝と認めておきたい。

先述の開口部左袖にあたるコーナーはクラツクによるもので人為的な構造とはいえないが、そこに18

×18伽で、深さ8師前後の方形 ピットと、そこから中 9 clE、 深さ数伽ほどの溝状遺構が延びて墓道左側

の中央部付近にまで達する施設とが検出された。あるいは床面小孔に合め得るものかも知れない。

出土遺物 :石櫃と土器類とがある。石櫃は玄室内から2例を得たが、奥壁から数十印で左側壁に接し

てⅢ-8号石櫃、そのやや前よりで左側よりに皿-9号石櫃で、両方ともに小型円孔家型に属する。 Ⅲ
-8号石櫃は円孔部を上面にした縦長の状況で発見され栓は未開口で着装していたが、その底面には細
礫を合む黄褐色上があって須恵器不・ 蓋も埋入していた。皿-9号石櫃は円孔部を前方にするが逆位で、
底面にはやはり黄褐色土を敷いて、栓は傍に転落していた。ともに、確実に撹乱をうけていた。

なお、Ⅲ-8号石櫃下に発見された須恵器不・蓋は、前述の黄褐色上の下層となる床面直上の黒色土
中にあった。ほとんど床面上器といえたが、わずかに浮いた状況であった。明らかにセットとなる例で

あるとともに、本横穴の年代を知るうえで重要な資料といえよう。             (大 川)

31号 横 穴

29・ 30号横穴の左斜め上方、若千難れた所に位置する。現在のところ本横穴群中の最北にあり、一応

北限と理解している。 レベルとしても本横穴群中の最高であって、開口部床面で標高 40.5れを測る。主

軸方位はちょうどクラックの方向と一致し、そのため天丼は落ち込み側壁はたおれ込んできわめて危院な

状態にあるので、調査は開口部の確認にとどめた。開口部では巾101碗高さ055孵、断面は台形を呈する。

本横穴群では岩盤の目に対しては非常に注意をはらっているようで、今までに調査したものはほとん

どクラックに対して若子の角度を持ち、意図的な様相がうかがえるが、31号横穴のみが、クラックと主

軸方位と一致しているのは興味深い。
(佐藤 )
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32号 横 穴 (第46図 。図版50051)

本横穴はA群とC群とのほぼ中間に位置し本横穴を一番上位にして33号～ 40号 までのグループを形成

する。規模のうえではそのいずれよりも大きく、中央部最上段に位置し標高 38れ である。33号以下とと

もに 1グループを形成するか、それとも単独横穴といえるか問題を残すところであろう。いずれにして

も本横穴群中で規模・ 内容ともに最大級のものである。

調査前の状況は、すでに全面開口して玄室内にはほとんど埋土も認められない。そのため第二次大戦

後の数年間、乞食が居住していたとのことである。それでも墓前域にはかなり厚い埋上が認められて、

表面から墓道の存在に気づくことはできなかった。

玄室 :長 さ 4.56η (ただし天丼前端までは 4.12η )、 中央部巾 2.93れ、奥壁巾3.35れを測って、奥より

をきわめて広くつくるフラスコ形といえる。床面からの開田部の高さは 1.49η (た だし床面段差部を延

長した位置からでは 1.42η )、 中央部高さ 1.73れ、奥壁高さ 2.16れを測って、奥壁が開口部より0997bち

かくも高くつくられる形状がみられた。床面の傾斜は奥壁より段差部が 15伽 ほど低い緩かさで、一見水

平にちかいものと観察できた。玄室の横断面形は奥壁よりから中央部にかけてはアーチ形で、それが天

井部両端を引瞭に変化させて、開口部では天丼が若千狭まる台形となっていた。

床面前端には高さ20飢余を測る段差が認められて、そこが墓道の奥端につくられていたが、その位置

は天丼部前端から50 cfp余 も奥よりにみられた。

墓前域 :長さ 7.0窮前後、奥端巾32η 、中央巾3.0旬 ほどの範囲で、長方形の平面プランとなる。

開口部を大きく垂直面としそこから両側壁が発する形状でいわゆる袖部がつくられていた。こうした開

田部施設については類例なく、かなり目立つ構造といえた。

封鎖石といい得るものはまったく発見できない。開口部の天丼と左右側壁の前端部に、巾7～ 8伽か

ら10c12前後で、深さ5銅前後を測る “刻み込み部
″が認められた。その機能・役割を明らかにできる根

拠は得ていないが、それでも玄室の封鎖に関連する構造の一部であることは確実とみてよかろう。

さらに刻み込み部の外周には、高さ 2.2η前後、巾4れ前後の方形とみえる平坦面がつくり出されて

いて、その右端には平坦面から20～ 30 cln前後まで高く延びた断面三角形にちかい柱状の構造がみられた。

開口部外端につくり出された袖部と認めて、右狽1のみが残存したものと観ておきたい。この柱状袖部と

玄室下端との間には、 3段からなる段差が認められて、それは墓前域にむかってそれぞれ 15η前後か
ら3.5η ほども延長する献況が観察された。いずれの先端部も剥落や風化によって不明瞭となっている

状況からすれば、本来それは墓前域前方に延びるにしたがって徐々に小さくなって消失するとみてよい

かも知れない。こうした構造は左側では若干異った様相を呈して、階段は 2段に認め得るがその延長部

はわずかに残るのみで、袖部は剥落したといえるようであった。 したがって、左側が右側の構造と対称

してつくられたものかどうか確実には判断できなかったが、いずれにしても、特異な開口部構造である

ことtま確かである。

床面の中央部には、奥端の床面段差から発する墓道が認められた。奥巾は 1.5η前後を測るが、開口

部付近から前よりはかなり急激にせばまって 0.8紐前後となり、前端は残存する右裾部からすればラッ

パ状に開くものと観察できる。深さは、奥よりが30帥前後、前よりが20 clB前後で、前方部をやや浅くつ

くっている。

墓道前端の左側袖部には、長さ 2.5印 。中 15印 ほどの範囲で墓道の内外にわたって積み重なった礫

群が発見された。玄室開田部から測って 47れ ほどがその礫群の北端にあたるが、高さは60伽前後もあ
って断面形は山形を呈していた。礫はいずれも割石で、自然礫を含まず、径 5～ 50 clB前後の大きさであ

った。礫群に混入した埋土に変化が認められて、西半部では黒色土 (すなわち墓道埋土)、 それ以外の東

半部では褐色土となっていた。さらにその東半部のなかには比較的大きな礫に小礫を裏込めしたかのよ
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うな状況がみられたこと、西半部の墓道床面とその上部の礫との間にはわずかながら黒色上の堆積が認

められたこと、西半部下部の一部には長径 25 clpと 40clBの 大礫 2個があってそれが墓道左壁に見なし得る

こと等から、元来本礫群は墓道前端部の左壁として築成されたもので、その一部が後に崩壊したものと

判断し得たが、復元することは困難であった。

出土遺物 :玄室内からは皆無で、墓道前端の礫群付近からは須恵器疎 。奏破片が出土した。 (佐藤 )

33号 横 穴 (第47図・ 図版53)

32号の左下方に位置する。開口部の約 3分の 2が埋もれ、土砂が多量に流入していた。

玄室 :長さ298η、巾は奥壁で 1.39れ、中央 1.72れ、開口部 1.31ηで、基本的には長方形プランであ

るが、両側壁が中央部で大きくふくらむ胴張リタイプである。奥壁の断面形はアーチ形で、高さは 0.56れ、

横巾に対して高さのない扁平アーチ形とでもいうべきものである。床面傾斜が比較的大きく、中央部で

は高さ 0.98れ となリアーチ形、開口部でも若干角張るがアーチ形を呈する。奥壁から2.4れ のところに

高 さ 1～ 2釦 前後のわずかな段差を認めてみた。全体に薄弱といえるが、それでも右側は比較的しっ

かりしており、ここでノミ痕の変化もみられるので、玄室と墓前域の区画と理解しておきたい。

墓前域 :左側がクラックにより大きく破損しているが、大略 1.8× 1.2η 程の長方形を呈 し、その両

袖部がやや開きながら側壁面をつくる。この両側壁は岩盤の傾斜に添って、前端を低くするが、現況で

は剥落も多い。またその左外側下には25× 50帥 ほどの平坦面があり、上下に急斜面も設けて、階段状遺

構と認められた。

床面は前端部をやや狭くして、とくにその右側端部には平ノミによる剥離痕が連続して認められたこ

とからプランの確定ができたが、床面全体としては、中央部がやや低くなる傾向がみられた。

出土遺物 :墓前域から長頸対・短頸靖の破片が発見されているが、いずれも、クラック内の遺物であ

り、時期決定の決め手にはなり得ない。 (植松 )

34号 横 穴 (第48図・ 図版54・ 55)

32号横穴の南側に群在するグループのうち、上から2段目の東側に本横穴がある。調査前の状況とし

ては、天丼から40 cllほ どが開口していて内部への流入状況がうかがえた。

玄室 :長さ2.55れ 、開回部巾 1.16η、中央部巾 1.31η 、奥壁巾 1.18印を測って、やや前よりが狭くな

る長方形プランとなる。床面から天丼部までの高さは、開口部で a86印 、中央部で 0.90れ、奥壁部で 0.77

ηとなって、前よりがやや高くつくられる。床面の傾斜は、開歯部と奥壁付近との比高差が40c12前後あ

って、かなり急となる。玄室の横断面形は、奥壁は弱い稜を認め得るほぼ角アーチ形で、開口部に進む

に従って、天丼部の平垣化が顕著となって台形を呈する。

天丼部前端から約40釦前後奥よりの床面上には、高さ20印前後で明確な段差が認められた。左側がや

や前によった形状を呈していたが、ここから墓道が始まっていた。

埋上の除去を進めていくと、本開口部には、あたかも封鎖石とみなし得る礫群が発見された。それは、

径40～ 50帥前後を測るかなりの大礫 8～ 9個が立体をなしていたが、いずれも天丼前端に接しながらも

玄室には入り込まない状況であった。この右奥側には石櫃も合まれていたが、調査の結果、礫群の下部

には、 10～ 20帥前後の厚さを測る黄褐色土と黒色上の堆積が認められて、後世の撹乱によるものと判断

された。ただ、この床面直上となる黒色上の中には、床面に接して挙大を立体とする礫20個前後からな

るまとまりがあった。ここには、完形の須恵器や鉄釘類が伴っていて、撹乱によって原形を失いながら

も、封鎖石の一部が残存した状況と判断された。

本開口部前端には巾20帥前後の平垣面があって、いわゆる天丼部の上部平垣面が認められた。これは、
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側壁側では、やや巾広くなりながら傾斜を有する構造に変化していた。

墓前域 :長 さは、床面段差から2.3彿 前後、天丼前端から 1.9η 前後であるが、開口部側壁前端から

は 1.3η ほどにすぎなかった。最大巾 1.6η 前後であるから、比較的狭く台形を呈する墓前域とみてよ

い。

その中央部に、床面段差からはじまる墓道があった。奥壁ではほぼ床巾一邦にひろがり前よりに進む

とやや狭くなる状況がみられた。

本墓前域の両側壁は、天丼上部平垣面から連続する傾斜面によって形成されていた。なかでも、右側

壁は、その中央部前よりに、平面形が三角形を呈する緩斜面 (む しろ平垣面にちかい)を有していた。こ

うした状況は、墓道前端の右外に認められた平垣面と関連する構造として注意された。あるいは、一種

の階段状遺構と認めるべきものかも知れない。

出土遺物 :石櫃と土器類・鉄器類とがある。石櫃 (Ⅲ -10号石櫃)は.すでに述べたように、天丼部前

端の右前よりで、床面上に厚く堆積した黒色土層の上にのる黄褐色土層中に含まれていた。逆位で割り

込み部を下にして栓も失っていたことから、撹乱による移動をうけたものとしておく。

土器類は玄室内覆土から土師器必、墓前域覆土から須恵器長頸対・疎等が出上したが、注目されたの

は、墓前域で発見された鉄器類であった。鉄釘 12以上 。鉄鏃 1で、多くは先の黒色土層の上部に合ま撤

縦葡翁

lm

封鎖石の残存と認めた範囲内から発見された。
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35号 横 穴 (第 50図・ 図版56)

B群の上から3段目西側にあって、それは37・ 38号横穴の中間、上方に位置する。調査前の状況とし

ては、天丼から30帥ほどが開回しており、内部がうかがえた。

玄室 :長 さ 3.3497b、 開田部巾 1.24阿、中央部巾 1.23れ、奥壁巾 1.26れ の長方形プランを呈する。高さ

は、開口部で 0。 99η、中央部で 1.08η、奥壁で 0.93旬 を測り、床面はやや急な傾斜を有する。横断面形

は、奥壁はアーチ形に近いが、中央部では、やや稜を不明瞭にする台形、開田部では台形に変化する。

床面の前端部には、高さ10 clB前後を測る床面段差が認められ、ここから前方が墓道となっていた。開□

部天丼には、約 10 clEほ どの平坦面が削り出されており、ここから連続する開日部側壁は床面から70～ 80

cl・前後で稜を有していた。

墓前域 :長さ 2.2η 前後、中央部巾 1.3れ ほどで、平面プランは台形を呈し、その前端は地山の自然

傾斜と明確な区別が認められた。中央部には、玄室前端の床面段差から発する墓道があり、巾60～ 70c12

前後で、深さは 5銅前後を測り、その前端まで及んでいた。

出土遺物 :土器類があった。玄室内覆土から土師器郭が出土したが、なかには墓前域出土の破庁と接

合できたものもあった。注目される土器としては、墓前域奥端の墓道中央部において発見された須恵器

長頸対の一括がある。完形に復元されたが、その供献状況を残すかも知れない状況といえる。 (渡辺)

36号 横 穴 (第 51・ 52図 。図版57・ 58)

B群横穴群の上から4段目東側に位置し、37号横穴の左手上段にある。調査前の状況としては約30卸

余ほど開口しており、内部がうかがえた。

玄室 :長さ 2.60印、開口部巾 1.08れ、奥壁巾0.70印 で開口部側がやや広い長方形プランを呈する。

高さは、開口部で 085η、中央部で 0,93れ 、奥壁で 0.69η となり、中央部から開口部方向をやや高く

つくる。床面の傾斜は、やや急なタイプに属する。横断面形は中央部から奥よりでやや歪む方形、開口

部では台形としてよいであろう。奥壁、側壁と天丼部との境には明瞭で強い稜を認めることができる。

天丼前端には巾10印前後の上部平坦面があり、それから連続する開口部側面観は緩かな傾斜面となっ

ていた。この両側壁前端は、右側が左側より約50伽 ほど奥よりにあって左右でかなりな相違が目立った

が、それは後述するミニ横穴を設けるための構造と観察される。

墓前域 :天丼前端から 1.2η 前後、最大巾 1.1れ を測って、長方形プランとなる。

中央部には奥端を丸くする形状の墓道が認められたが、それはミニ横穴を意識して、その前端を大き

く左側にカーブさせている。深さ5～ 10帥前後、最大巾60師を測る。

ミニ横穴 :本墓前域の開口部右側にはミニ横穴が発見された。長さ 32.8 clE、 開日部巾 12.O clB、 奥壁巾

6.2 clEで、開口部高さ 11 3 cll、 奥壁高さ2.0例を測る。床面プランは稜を明瞭にする長方形で、その横

断面形はほぼ正方形にちかい。開口部高が奥壁高に比して大きく、よって縦断面形は略三角形ないしロ

ー ト型となる。また、主軸方位は36号横穴本体より大きく西に傾いてほぼ真西にちかい。

本 ミニ横穴は高さ。中とも70～ 80 clBほ どの略三角形をなす傾斜面のほぼ中央に穿たれているが、そこ

は左側に段差を設けて本体正面と、右側に段差を設けて横穴外界と、下端部には巾広の段差を設けて本

体の墓前域と区画していた。なかでも下端部には、最大巾30師前後の略三角形の平坦面とみなし得る部

分とその下よりにもかなり大きな緩傾斜面があって注目された。すなわち、平坦面と緩斜面で、この施

設を ミニ横穴に伴う、いわば墓前域に類する施設と認めておきたい。この部分にみられるノミ痕は、平

行ノミによるものであって、いわゆる本体墓前域のV字状痕とは異っていた。手法のうちでも独立する

施設であることを意識したものかも知れない。

このミニ横穴と付属施設の前よりには、長さ40～ 50印、巾 1彿前後の範囲に、大略 2回のノミ使用を
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第51図 36号横穴実測図

うかがわせる大ノミ痕がみられて、 2つの三角形面がつくられていた。 ミ
ニ横穴を含めた全構造を外界

と区画するための平坦面とでも認めておくべきであろう。

出土遺物 :石櫃と土器類があった。石櫃 (Ⅲ -11号石櫃)は、開口部中央の床面からわずかに浮いた

状況で、割り込み部を下位にする逆位で発見された。その下部からは、須恵器杯破片も合まれて
いた。

土器類は、開日部付近から、須恵器・土師器が出上したが、とくに、石櫃に接する前よりの床面上か

らは須恵器大型奏の一括と麟がセットで発見された。注目される出土状況としてよい。

-85-
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37号 横 穴 (第 53図・ 図版59)

32号横穴の南側グループの上から5段目東端にあって、それは37号横穴と並列する。調査前の状況は、

天丼部から約20 clBほ どが開回して、わずかに内部がうかがえた。

玄室 :長さ 2.08 Tb、 開口部中 1.01れ、中央部巾 1.00η、奥壁巾 0.81ηで、平面形は長方形プランを呈

する。床面から天丼までの高さは、開田部で 0.90れ、中央部でα93η、奥壁で 0.79aを測って、ほぼ等

しいといえる。床面の傾斜は、開口部と奥壁との差が約30 clp余 もあって、かなり強い。横断面形は、台

形で共通して、明瞭な稜によって各部を分ける。

開口部の天丼には、巾30印前後を測る広い上部平坦面があって、それは右袖部正面にまで及んでいた。

左袖部は大部分が調査不能範囲で全容を確認することはできなかったが、観察可能部分から推定すると

同様な構造を呈するものらしくみえた。

墓前域 :長さ 1.6η前後で、巾は現況で 2.Oη ほどとなるが、その大部分は袖部となる傾斜面で床面

部分は玄室中にほぼ等しい。きわめて短小な長方形をなす墓前域といえるが、その前方は自然面で階段

状遺構もあることから、範囲は確定できたと判断している。

墓道等の施設はみられないが、開田部付近の床面上には、ノミ痕が他より多く集中してあたかも床面

段差を意識しているかのようであった。こうした状況が、玄室との区別を意味するのかも知れない。

階段状遺構は、開口部右半部で、 2段を認めてみたい。

出土遺物 :土器類と鉄器類とがあった。玄室内からは、奥壁の手前中央部左側に、須恵器蓋杯等があ

って、鉄鏃も含まれていた。ほとんどが床面からわずかに浮いていた。           (植 松)

戯ドい碑い
＞
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38号 横 穴 (第54・ 55図・ 図版60061)

37号横穴に並列してその西隣に位置する。調査前の状況は、天丼部から約30～ 40釦前後が開日してい

た。

玄室 :長さ 2.28れ、開口部巾 a96れ、中央部巾 1.14 Tb、 奥壁巾 1,32 Tbで 、平面形はフラスコ形を呈す

る。床面から天丼までの高さは、開田部で 1.02れ、中央部で 1.06れ、奥壁で 0.63れ とほぼ等しい。床面

の傾斜は、開口部が奥壁部より約20cv余 も低くつくられて、やや強い。横断面形は、奥壁は角アーチ形、
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中央部 。開口部は台形となる。

奥壁は上端部の約 3分の 1ほ どを約20釦ほど前に出した形状で、いわゆる2段造りとなっている。27

号横穴の奥壁と類似する構造といえるが、詳かにみると、27号横穴では左右側壁に若千の平坦面を残し

て奥壁をやや小さく堀り込み、本横穴にはそれらがみられない。

開田部の天丼には、中20帥余を測る平坦面があって、それは左右両袖に連続する形状をつくっていた。

床面小孔 :玄室の左奥隅の床面には、 12× 13clRほ どの正方形プランで、深さ12釦 ほどの方孔が発見さ

れた。それは、27× 27 clBほ どの範囲を平ノミでやや低く整形した中央部にあって、その右後側は玄室の

奥壁右隅にあたるが、この壁が縦ノミによって変形されている状況が確認された。こうした手法が、本
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小孔をミニ横穴とそれに伴う付属施設に類するものと扱っておきたい。また、到り込み内部には、小礫

と黄褐色土に混じて骨粉がみられた。

墓前域 :長さ 0.6η 前後で、36号横穴とともに、きわめて短小なタイプとなる。全体としては、大き

くラッパ状に開きながら、その中央部はクラックにより大きく破壊されるが、玄室側壁のほぼ延長上に、

高さ10 clB前後を測る段差が残っている。その左外側には階段状遺構 2段もみられるので、墓前域の平坦

面を区別する段差とみておこうと思う。そのプランはほぼ台形である。

出土遺物 :土器類と人骨類がある。土器は上師器奏破片で、玄室中央部のやや奥よりの床面上の、26

×33伽 と24× 15mほ ど範囲の 2個所に、骨片・骨粉を混じる黒色上のまとまりがみられた。両側とも床

面に密着して高さ5～ 6釦ほどの高さまでであった。付近に鉄釘等の出土はみられなかった。 (植松)

39号 横 穴 (第56図・ 図版62)

本横穴は、38号横穴の西狽1で 5η前後を測る位置にあり、それより 1.5れ前後低くつくられている。

調査着手前の状況としては、天丼部が半分ほどを残して崩落し内部には多量の上砂礫が堆積していた。

玄室 :長 さ 3.29れ、開口部中 1.25 Tb、 中央部巾 176れ、奥壁巾 2.04彿 である。平面プランはフラスコ

形を呈し、床面の傾斜はかなり強い。すでに述べたように、天丼部の半分と右狽1壁のほとんどはクラッ

クにより崩壊しているが、横断面形は、奥壁、中央部ともアーチ形を呈する。開口部では残存する左側

壁と天丼部のごく一部の状況からみて台形らしく堆定できるようである。

ノミ痕は、奥壁ではいわゆる
｀
打ち込み型

″
が多く、床面および左俣1壁で 1ま開口部から奥にむかって
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のV字状が一般的で、要するに他の玄室ときわだった相違はみられなかった。

墓前域 :長さ 2.78れ、最大巾 2.6a前 後となる。平面形は、奥壁を広くする菱形プランであるが、そ

の形状は開口部の左側外を大きくlη ほども拡張して、右側にはこうした広がりをみせな
い。要するに、

墓前域は、後述する墓道の方位に示されるように、玄室の主軸方位から大きく右方向
へ移動した状況と

みてよい。左外への拡張も、そうした構造の反映というべきものである。

中央部には、大きく左方向にむかう墓道が認められ、巾06～ 1.0旬 前後、長さ 323れを測って、深

さは数 clBか ら10 cll前後であった。

こうした構造上の特徴に加えて床面におけるノミ痕の特殊性も目立った。それは、巾
3 0 clBを 測る平

ノミを、ほぼ水平にちかく打ち込むことによってつくられる剥離法を床面全域の基本とするも
のであっ

た。ノミ痕の方向性も注目された。すなわち、墓道内では前から奥
へ、左右テラス部ではそれぞれの壁

へとむかう傾向が指摘できた。また、墓道内は比較的密に左右テラス部 Iまやや粗とも見えた。

出土遺物 :土器類・鉄器類と人骨類とがあった。

玄室内からは、須恵器必身破片が直刀身 (短刀か)と ともに出上したり、歯牙類が発見されたりした

が、いずれも撹乱土中であった。注目されたのは、玄室中央部の左側壁に接する70× 70 clEほど
の範囲に、

高さ10伽余で発見された人骨群で、床面からわずかに浮くとはいえ、かなり良好な出土状況
といえた。

墓前域の中央部墓道床面から、鉄釘 3以上および甕破片が出土したが、鉄釘類はほぼ床面直上、甕破

片はそれから10 cln前後浮いていた。いずれにしても移動したものとみてよかろう。      (大 川)

40号 横 穴 (第 57図・図版63)

39号横穴の一段下に位置し、本横穴群の中で最も下位に占地し、開口部床面での海抜値は 169れ であ

る。調査前の状況としては、現存開口部天丼が約 05η あいており、内部には崩壊礫が多量に入り込ん

でいた。本横穴の前面は既に宅造されて、その際玄室前端と墓前域は大きく破壊を受けて
いた。

玄室 :開 口部及び墓前域が大きく破壊されているため、全長・玄室長を知る
ことはできないが岩盤の

残存状況等より推定すると全長 4.2η、玄室長 22阿 程度であったと思われる。平面形は長方形で開日

部付近で巾 115れ、奥壁で 1,15れを測る。断面形は角アーチ形で、側壁から天丼
への変化はそれほど際

だってはいない。高さは奥で 0.77印、中央で 101旬、開口部で 1.04ηであり大きな変化はない。

玄室を斜めに輪切りにするようにクラックが走っており奥壁右半及び右側壁は大きく剥落して
いる。

床面プランの右側の張り出しはちょうどクラックの部分にあたる。

整形は比較的荒く壁面の凹凸は者るしい。奥壁は打ち込み技法で剥ぎ取っており、ノミ巾 3.5 clpが 計

測できる。側壁及天丼はV字状痕であるが部分的には平行ノミも観察できる。ノミ巾はほとんど計測で

きないが数ケ所 35印 を測るものがあり同一のノミを使用していたと考えてよいだろう。

出土遺物 :玄室内には約 10 clp前後の流入上が認められ、これを取り除くと床面に接 して玄室内開口部

付近で須恵器必蓋、玄室中央右よりで須恵器郭・奥壁付近で郭身・長頸対破片が出上
した。  (佐 藤)

5・ 6・ 19・ 20号横穴 (図版14)

これらの横穴は、発掘調査に先立つ全体測量の際にその存在が認められたものの、落盤による破壊が

者しく、発掘調査は危険であると判断し略測調査にとどめたものである。

5号横穴 :本横穴は 4号横穴の東南下方、 6号横穴との中間に位置し、開口部天丼がほとんど崩落し

ていた。奥壁は巾 1.70れ ほど、高さ 120η前後を測り、アーチ型を呈していた。また玄室長は250彿 ほ

どと推定されフラスコ型を呈していた。玄室中央部での横断面形はその左半が崩落して
いるもののアー

チ型であると推定できた。比較的規模の大きな横穴である。
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6号横穴 :5号横穴の東南下位に占地し、やっと這い入ることができる程度開日していた。奥壁は巾
2.70彿、高さ 2.30印 ほどが推定でき、アーチ型を呈する。玄室長は、 4 Tb以上であると思われ開口部側

半分が崩落土砂で埋没しており、ほぼフラスコ型の床面が想定できた。 1・ 2・ 3号、 4号、 5号、 6
号横穴等、大北横穴群の最上段を形成する諸横穴が比較的大型の横穴であることは注目してよいであろ

う。

19号横穴 :奥壁は巾 1.80η、高さ 1.50 Tbほ どを測る角アーチ形を呈し、玄室は長さ3ηほどの長方形を

呈すると想定された。左側壁は下半にV字状のノミ痕が顕著に認められ、その上半には平行ノミ痕が認
められた。

20号横穴 :本横穴の大部分が崩落しており、また奥壁も下半が埋没していて、奥壁巾 1.40傷が推定で

きたにすぎなかった。 (渡辺)
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第 2節 階 段 と通 路

本横穴群にみられた構造上の特徴の一つにいわゆる階段と通路がある。これには、各横穴の個別に伴

うといい得るものと、複数からなる横穴を連絡する状況にあるものとの別がある。もちろん、こうした

階段の果す機能は、本横穴群のグループ化や群構成に深いかかわりをもつものといえるが、ここでは、

確実に指摘し得る構造上の施設としての階段、通路の具体相について述べておくこととしたい。
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第58図  A群横穴にみる階段と通路
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その遺構としての把握、すなわち構造からすれば、いわゆる通路の確認はかなりむずかしいために、

階段としての認定が多い。ここでは、そうした数段からなる階段の 1単位を、その付近の横穴名を付 し

て称することとした。例えば、10号横穴の墓前域西外側に接して 3段からなる階段があるが、それを｀10

号西
″
階段と呼称 してみたのである。本横穴群の西からほぼ調査次順にしたがって記述してみる。

10号横穴西階段  3段
10号横穴墓前域の西外側に接してそれは本横穴群の西限をつくる壁面との隙間を占める位置にある。

確実なものとして 3段を図示したが、中70～ 80 cll前後で、比高は25・ 35 clB前後を測る。あるいはその上

部に連続する三角形プランの平坦面も加えて 4段とすることも可能かも知れないが、それには人為的な
ノミ痕等が認められないので除外 してみた。

本階段の道順としては、11-2号横穴東側付近から10号横穴に西側から入り、さらに上方 (1号横穴)
への連絡の可能性を有する。

10号横穴東側階段  2段
10号横穴墓前域とその東側クラックの隙間にある自然面に、人為的に平坦化 した部分があり図化して

みた。比高は20例前後で階段としてもよいが、下方は12-2号横穴天丼部なるいはその東側クラックで

あって連続性なく、上方は 1号横穴への連絡とすると傾斜が強すぎるようである。以上によって、ある

いは階段とすべきでないかも知れない。

13-1号横穴西側階段  3段
13-1号横穴墓前域の西外側に接してその西半は 2号横穴前端部から連続する大きなクラックによっ
て破壊された状況にある。よって、風化激しく現状でノミ痕等を識別することは困難で階段といえる確

証はないことになるが、その形状はきわめて良好で 3段で約 75 clB前後を昇る。

道順としては、13-1号横穴西側から12-1号ないし12-2号横穴方向へであろう。

9号横穴西下側階段  4段
9号横穴墓前域西下側で、12-1号横穴の西上部よりにあたる。それは、前述の 2号横穴墓前域前端
から発する本基域中で最大といえるクラックのほぼ中央部東縁よりのていわば残存部にあたる状況にあ

る。 4段を図化してみたが、見方によっては、 2段目と 3段目との間にもう 1段認めて 5段かもしれな

い。その状況は、ノミにより大きく凹められており、ここでは平坦面というよりも垂直面と理解 してお

きたい。

本階段の道順としては、12-1号横穴西側を通って 9号横穴墓前域へということになるが、本階段最
下段と 9号横穴墓前域との比高は約 1.1釦前後となる。また、前述の13-1号横穴西側階段 (3段)と
の連結が可能である状況からすれば、その最下段と9号横穴墓前域との比高は、約 3.8～ 3.9η前後とい

える。

14号横穴西外側階段  3段
15号横穴西外側階段  1段

15号横穴墓前域の西外側を階段と認めて、その上方、13-2号横穴の東上で、14号横穴の西外側に連

結して、その位置は、15・ 14号横穴と13-2・ 7号横穴との中間をなす隙間を占める。クラックにより

大きく破壊されていて、現存 3段もその西半部を失っているようであるが、15号横穴のそれとの間には、
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3段前後が復元可能であろう。

残存する4段ともノミ痕は明瞭で、その道順は、15号横穴墓前域西端から、13-2号横穴の東側、14

号横穴の西側を経て、 7号横穴墓前域方向へと理解できる。

7号横穴墓前域東外側階段  1段
7号横穴墓前域の東端部にある大きなノミ痕を階段と認めておきたい。こうした判断については、す

でに 7号横穴の項でも記述 したが、墓前域の東外側に、墓前域床面より約 30 cln前後も高い緩傾面とそれ

に伴う垂直面を設けて、その下端部を平坦化して、本階段としている。さらにその下狽1の 7号横穴より

には排水溝を窄っているが、その状況は 7号横穴墓前域の排水機能を有するものではないので、む しろ

上方からの 7号横穴への流入を排除する目的を解すべきであろう。

いずれにしても、本階段によって、前述の14号横穴西外側階段からは、スムースに 7号墓前域に連続

できるが、その中間にも欠失された 1段を推定する方がよいようである。すると、前述の15号横穴墓前

域西外側から、 7号横穴墓前域への連絡は、現存するもの 5段、推定復元し得るもの 4段として、計 9

段、歩数にして10段で、その比高差約 2η を昇ることになる。

7号横穴墓前域前側通路  2.5η 前後

7号横穴はすでに述べたように方形区画墓前域を有するが、その前端部は一部が崩落していた。それ

でも墓前域前端の区画の前よりには、中30～ 40 cllで、長さ2.5η前後の平坦部が、その中央部約 lη前

後を失いながらも残存 していた。その部分を、前述の 7号横穴墓前域東外側階段から、後述する 7号横

穴西側階段へ連結するための通路と判断しておきたいのである。ただし、その西端部は中央部よりわず

かとはいえ高 くつ くられる状況も認められたので、ここでは、やや傾斜を有する通路 (坂)と してお く

が、見方によっては階段の一部に合めることもできるかも知れない。

7号横穴西-8号横穴前東側階段  3段
ここでは、 7号横穴前通路から8号横穴墓前域まで、ノミ痕の明瞭な階段 3段を図示してみた。この

最上段が、 8号横穴墓域の前側左端部を占めることになるが、ここでの 7号横穴前通路 との比高は約

60～ 70帥前後となる。

8号横穴前西-9号横穴前東側階段  5段
8号横穴はその中央部に墓道を伴う墓前城を有するが、その前西端部の平坦面を階段と認めていた。

状況からいえば、前述の 7号横穴前通路と同様であるが、ここでは、区別された平坦面と観察されたの

で階段に合めておく。 2～ 4段目は 8号開田部平坦面の外に接する。 5段 目は 9号墓前域の排水溝の開

田部にあたり、さらに 1段昇って、 9号横穴前通路に至る。その比高差は 1.3η前後を測った。

このうち、ノミ痕の明瞭な例は 1・ 4段目で、わずかに認め得るのは 2・ 5段 目、やや強いて認めた

のが 3段目といえる。全体的に、その位置・ レベル関係も良好で、比較的整然と残った階段とみてよい

ものであろう。

9号横穴前通路   1.4れ前後

9号横穴は、方形区画墓前域を有するが、その前側には、巾50帥前後で長さ 1.4η前後を測る緩斜面

があった。ここは、玄室から墓前域にまで連続 した傾斜が大きな変化をみせる部位にあたり、また墓前

域との境目は一見不明瞭で連続するかのようにみえるが、詳細に観察すると、そこには一連の打ち込み
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ノミ痕もみられて、明確な区別がなされている状況であった。加えて、その位置は、前述の 9号横穴西

下および東側階段の各最上段にスムースに連絡できるものであった。こうした諸条件が本緩斜面を通路

認定した理由といえる。

また、本通路は、前述の15号横穴墓前域西端部から4.1窮前後の比高差を有 していたが、ここで認定

された階段は13段 、推定復元されたもの 4段とすると、歩数では19段を要 したことになろう。すなわち、

1段では20銅余という数値が得 られたのである。

17号横穴前東側階段  2段
17号横穴は典型的な方形区画墓前域と認められたが、その前方左側の平坦面を階段と認めていた。こ     .
の付近は、ちょうど比較的大きなクラックの走路にあたるため風化激 しくノミ痕等は不明燎であるが、

大略の形状から2段を認めた。17号横穴前方部全域が未発掘であってやや不確実ではあるが認めておく。

4号横穴東 (5号横穴西)根1階段  3段
5号横穴墓前域前側から4号横穴前へはややレベル差がある。ここに巾 5.5 clEの 平ノミ痕が目立つの

で、階段 3段を認めて、 4段 目で 4号横穴墓前域に達するとしてみた。下から 1・ 2段 目はその平坦部

中央に大ノミ痕が明瞭で、 3段 目はやや風化しているがそれでも大ノミ痕が並列 しているらしくみえる。

いずれも大ノミ痕の刃先の位置にできた垂直面を階段垂直面に利用している。

4号横穴墓前域前側通路   1,0旬前後                              辛

4号横穴の墓前域、とくにその右側には大きなクラックがあって、荒れた状況となっている。この前

端に巾30 clR前後、長さ lη前後の略平坦面がある。ノミ痕も確認できる状況であるが、その前端部は崩    ,
落 している。

3号横穴墓前域前側通路  3.6η前後
3号横穴の墓前域は、その前端部に巾 1.3η前後で長さ3.6η前後を測る緩傾斜面がある。ここは、

墓前域にみられる前方から奥へのノミ痕も横方向に変化する例が多く、墓前域の外部と理解できそうで

ある。これを、 4号横穴方向から2号横穴方向への通路と理解 しておきたい。

3号横穴前西-2号横穴前東側階段  4段
3号横穴前通路と、 2号横穴前通路との連結部で、 2・ 3号横穴墓前域が大きく張り出したその先端

の前側に位置する。巾40～ 60∽前後の平坦面 4段を認めて、 5段目で 2号横穴墓前域に達 し得るが、ほ

ぼ同レベ
'レ
で 2号横穴前側通路に連絡し得る。ノミ痕の残存良好で、 1段 目の奥よりに 6.5釦 巾ノミが

観察される。

2号横穴墓前域前側通路  4.4η前後

2号横穴墓前域の前端には、巾60～ 80 cllほ どで長さ 4,4阿 前後を測る緩斜面があり、ここを通路と認

めてみた。ノミ痕も墓前域床面とは異なって、その傾斜も強く変化したその下段側を墓前域とは区別 し

てみたのである。もちろん、前端側は崩落があるものであろう。

1号横穴前東側階段  1段
1号横穴墓前域前方通路の東端部を階段と認める。 1段のみで、状況としては通路の東端部がわずか
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に高くなるにすぎないが、通路のV字状ノミ痕に比して、ここでは大きな平ノミ痕数個がみられるので、

ここを 1段として図化した。すると、その上部にわずかにみられるノミ痕を 2段目とすることも可能か

も知れないし、さらに 2号前方部へ連なる可能性もある。ともかく、本階段は 1号墓前域前側と 2号横

穴のそれとを結びつけるものといえる。

1号横穴墓前域前側通路  2.6η 前後

1号横穴墓前域の前よりには、巾0.6～ 1例 ほどで長さ 2.6η 前後の緩斜面が、その墓前域よりにや

や強い傾斜を残 して区別された。 1号横穴墓前域の墓道もここまでは延長していないので、よってここ

を通路と認めてみた。

38号横穴東側階段  2段
38号横穴の墓前域前端の東外側に、40× 40c紀前後の略方形プランの平坦面が 2面みられた。10数印ほ

どの垂直面も設けてあり、墓前域床面から約 10師 ほどで 1段、さらに20師ほどで 2段 目となっていた。

37号横穴前左階段  2段
37号横穴の外恨1左に15× 30～ 50 CIEほ どの平坦面 2面があって、階段と認めた。ノミ痕が良好で、一定

の垂直面も造り出した良好な階段といえよう。

36号横穴墓前域前側通路  1.Oη 前後

36号横穴はすでに述べたようにミニ横穴を付設するが、それに伴う関連施設のさらに前側に、最大巾

80 cln前後で長さ 1.0れ前後を測る範囲が造り出されていた。ここは、中 3.2帥 の大型な平ノミの 2回の

打ち込みによるもので、一応通路と認めておく。

23-1号横穴西-25-2号横穴前階段

現状で 5段を認めたいが、それは下から2・

ろう。ノミ痕は 4段 目が比較的良好で、 1・ 2

横穴前域直前の 1段低い部分としてみた。

また、 1・ 2段 目から25-1号横穴前方へは約 20 clBほ どのレベル差しかないので、現在崩落している

24号横穴の上部を通って25-1号横穴という可能性もあろう。

25-2号横穴墓前域前側通路  0.8れ 前後

25-2号横穴墓前域の前端に30× 80伽 ほどの三角形な平坦面がある。この部分は墓前域とレベル的に

もほぼ連続するが、ノミ痕の変化からわずかな段差を認めて墓前域外としてみた。すると、本例も通路

に合み得るものとなって、下側階段との連絡が可能となるかも知れない。崩壊の激しい遺構でやや無理

な認定であるかも知れない。

25-1号横穴右前通路  1.5η 前後

25-1号横穴は方形区画墓前域と認められたが、その右前よりに巾40～60師、長さ 1.5何前後の平坦

部が、斜め方向に延びていた。レベル的には墓前域床面にほぼ連続 して、その右側には壁面も形成され

ていたが、これを通路と認めた。その前側がクラックにより崩れ全容を残してはいない。

5段

3段 目と 4・ 5段目の間に失われた段を復元すべきであ

・ 3段 目もわずかに認められるので、 5段目を25-2号
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30号横穴右前側階段  1段
30号横穴の墓前域付近は、大きなクラックによる崩落が激しいが、それでも、30× 40例 ほどの平坦面

が良好な垂直面を伴って発見され、これを 1段と認めた。30号横穴右側を通って29号横穴方面への連絡

階段と推定されるが、その上下とも崩壊が激しい。

30号横穴墓前域右側階段

A―

第59図 階段と通路集成図

38 80m A′

0                1m
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第 Ⅳ 章 ｕ逗

本横穴群の上器としては、須恵器・灰釉陶器・土師器があって、それは奈良時代を主体にその前後を

合むものといえた。

それらの上器一覧を第 6表に示したが、これによると、図示数は 219個体で、うち須恵器 146個体・

灰釉陶器 3個体・土師器70個体となって、時期的には 7世紀後葉から9世紀にまで及ぶことが確実であ
った。ここでは、まず土器の分類についてその大要を述べ、つづいて各土器の観察を表示 (第 7表 )
しておきたい。

1 須恵器 。灰釉陶器
〔蓋〕 A・ B類

蓋は必蓋で 2種に分ける。頂部に擬宝珠状ツマミを付する形態では共通すると観察されるが、回縁端

部に身受けのためのカエリを付するタイプをA類、口縁端部を下方に折り曲げるタイプを B類 とした。
A類は 4個体を図示したが、うち17号横穴の34、 24号横穴の 163の 2例が全形を知り得るものとなる。
前者は口径 12,7・ 最大径 153・ 器高 3 4 cmの 大型で、天丼部には明瞭なヘラ整形痕を残して平坦な器形

につくる。後者は口径 101・ 最大径 12.4・ 器高 3 4cdと や 小ゝ型化するが、全面ナデ整形による丁寧な

仕上げとなる。

B類は蓋の大部をしめて出土例は多く、37個体を図示した。国径は 133～ 19.6 cmほ どで、多くは大型

品となるが、 10号横穴の30が最小例となる。器高は 25～ 4.7 cmほ どで、比較的高い形態を低い形態と
がみられるが、 3号横穴の 4が最高例、13-1号横穴の43が最低例となる。口縁端部は下方に折り曲げ
る特徴をもつが、なかにはわずかに引き出して断面三角形状に仕上げる例もみられる。傾向としては、

器高の低 くなるものがその口縁部を断面三角形にちかく仕上げるといえるかも知れないが、それを分類

と基準とするほど明瞭には把握できていない。

〔郭〕 A・ B,C類 。灰釉陶器
郭には 3種があって、丸底郭をA類、高台邦を B類、平底ないしそれにちかい郭をC類としたが、う
ちB類はBl・ B2類に、C類は Cl～ C4類に分け得た。さらに灰釉陶器をここに含めて扱った。
A類は、23-1号横穴の 154・ 24号横穴の 164の 2例とした。ともに口径 112～ 11 4 cm前 後で類似し、
底部は丸底といえるが、かなり広く平坦にしてそこからスムーズに胴部へと連続して、明瞭な境目はみ

られない。胴部から口縁部にかけては直線状にのびながらや 外ゝに開く。全体に器壁は厚 く、底部の中

央付近にヘラ痕を残すほかは全面をていねいなナデ仕上げとしている。蓋A類とセットになるものであ
る。

B類は高台郭を一括し33個体を図示したが、さらにBl類 19個体、 B2類 14個体に分けた。
BI類は底部を丸底にして、胴部への境には多く不明瞭な稜をもち、胴部から回縁部はや 外ゝ傾する形

態を呈する。日径 133～ 16.5 cm前 後、器高 36～ 4.8 cm前後となる。底部が高台より下方に突き出すタ
イプと、ほ 等ゞしくつくられるタイプとがある。前者としては 3号横穴の 7、 15号横穴の77・ 78t39号

横穴の 210等が後者としては 3号横穴の 9・ 10、 17号横穴の95096等が好例といえるが、いずれにして

も高台の機能を果すものとはい がゝたい。

器土節第
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B2類は底部を平底に して胴部との境には比較的明瞭な稜をもち、それより内側に多くは断面長方形

にちかくや 高ゝい高台を付 して、胴部から口縁部はほ 直ゞ線状にのびて外傾する形態となる。日径 13_6

～ 17.5 caで 、器高 37～ 6 2 clllと なる。その大きさからすれば、13-1号横穴の48のみが特大タイプで、

口径 175・ 器高 6 2cmを 測るが、その他は日径 136～ 15,6 cm、 器高 37～ 4.5 caほ どゝなって、大小のバ

ラエティーは比較的乏しいものとなる。 10号横穴の31、 13-1号横穴の47・ 48、 17号横穴の97・ 98、 23

-2号横穴の 159等が好例である。
C類は平底ないしそれにちかい郭とし11個体を図示したが、これを Cl類 5個体、 C2類 3個体、C3類

2個体、 C4類 1個体に分け得た。

Cl類は丸底またはきわめて刻ヽ さな平底となるが、底部から胴部にかけての調整をナデおよびノタロに

よるものを一括した。形態としてはさらに3タ イプに細分し得る。

第 1タ イプは球形を半載した形状を呈して、いわば半球形タイプといえる。調整は内外面ともナデ仕

上げされているが、とくに底部中央付近にはノタロがそのま 残ゝされてや 厚ゝい底部が特徴的に目立つ

ものとなる。17号横穴の 103が完形品で、国縁部内側には 1条の沈線が施されている。破片では13-1

号横穴の50・ 51が本タイプに属する。

第 2タ イプは、底部が平底と認め得るが、全体の器形は第 1タ イプによく類似して、その底部付近に

残されたノタロ部分がや I厚 くて広 くつくられた状況と観察し得るものであった。いわば第 1タ イプの

亜種とすべきであり、調整その他もほ 共ゞ通している。 15号横穴の79が完形で唯―の例となる。

第 3タ イプは、平底的に広 くなった厚い丸底から、胴部への連絡は稜をもたずにゆるやかなカーブで

上方に曲がる状況で、口縁部はや 外ゝ開き状となる。明らかに前 2タ イプとは異る形態といえるが、と

くに、内外面ともノタロを残す手法のなかで、厚 く大きくつくられてナデ仕上げされた底部が目立って

特徴的となる。17号横穴の 102が ほ 完ゞ形で、唯―の例となる。

C2類は、丸底で、底部から胴部への連続もスムースに大きくゆるやかなカーブとなり、その底部に回

転ヘラ削り痕を明瞭に残すタイプを一括した。17号横穴の 104～ 106のみで、うち 106は 口縁部付近に

までヘラ削りが及んでいる。

C3類は、かなり大きくつくる平底で、胴部から口縁部はわずかに外傾しながら直線状にのびる。13-

1号横穴と52、 23-2号横穴の 160の 2例がある。前者は底部を丸底風に下方に張り出し、後者はや ゝ

厚くする底部を上げ底風につくるという相違がみられるが、両例とも大きい底部から胴部・ 口縁部をか

なり直立にちかい形態につくるという特徴が認められた。

C4類は、17号横穴の 107のみで、厚い底部から比較的□く外傾しながらのびる胴部・ 口縁部はや ゝ内

弯気味となる。

灰釉陶器は、破片ではあるが 3例みられた。 7号横穴の22、 17号横穴の99、 34号横穴の 187で あるが、

前者は器高 4.6 clll、 推定口径 14.7 caと 比較的大きなもので、高台もや 長ゝいしっかりした形態となる。後

2者はともに底部破片で、底径 6 cm余の小品で、やゝ巾広の高台を付する。灰釉の発色はいずれもやゝ

不良であるが、それでも内面のみに認められるようである。もちろん、断定し得る状況にはない。

〔高杯〕

1例のみ、 17号横穴の 123が、小破片で出上している。郭部の下端から脚台部の上半が残取したもの

で、筒状のやゝ長い脚台が特徴的といえる。

〔諫〕 A・ Bec類

疎には 3種があって、丸底となるものをA類、高台の付されるものを B類、平底となるものをC類と
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した。

A類としては13-1号横穴の54が 1例のみある。口縁部を欠くが、胴部は球形にちかく張って、頭部

の太い形態が特徴となる。

B類は高台を付したものとして10個体を図示 した。13-1号横穴の55、 27号横穴の 177がほ 完ゞ形で、

ほかにも数個体のそれにちかい例がある。国縁部はラッパ状にひらいてその直下に明瞭な稜を有する形

態で共通するが、底部をや 小ゝさくして丸底風に高台より下に突き出すかほ 等ゞ しくするものと、底部

をや ゝ大きく平底風につくるものとがあり、また肩を比較的スムースにするものと稜をもって張るもの

とがみられ、こうした各要素が混在する様相となる。なお、口縁部のみからなる破貯が 3点ほどあるが、

一応本類に合めておいた。

C類は小さな平底となるもので 2例を図示した。胴下半部に手持ちヘラケズリを施す手法が特徴的で、

胴の形態もより球形にちかいものといえる。 3号横穴の 11、 17号横穴の 126が好例である。

〔平瓶〕 A・ B類

平瓶には 2種があって、丸底につくるものをA類、平底になるものをB類 としてみた。

A類は13-1号横穴の60のみで、日縁部を欠 くが、底部が小さな丸底で胴部へは連続的となるもので

ある。

B類は、 2例を図示したが、 17号横穴の94・ 124で、前者は胴底部破庁、後者は口縁部破片となる。

大きな円形につくる底部は平底にして、明瞭な稜を張って平坦面をつくる肩部から回縁部がのびる形態

が特徴的となる。一応別個体として扱ったが、あるいは同一個体の可能性も残る。

〔提瓶〕

2例を図示した。10号横穴の37、 13-1号横穴の56で、前者は巾広で短い頭部をもち、後者はやゝ長

細い頭部を有する。あるいは他の器種とできる可能性もあるが、一応提瓶としておく。

〔長頸靖〕 A・ B類

長頸靖は 2種があって、高台が付 くものをA類、丸底または平底となるものを B類としたが、さらに

A類をAl・ A2類に細分した。

A類は高台付で21個体を図示したが、さらにAI類 3個体、A2類 18個体に分けた。

Al類は 7号横穴の24、 13-1号横穴の57、 15号横穴の82があ
'り

、球形ないしそれにちかい胴部をもっ

て底部が高台より下に張り出す形態となる。

A2類は、3号横穴の 12、 13-1号横穴の58、 21-2号横穴の 152、 35号横穴の 193に好例があるが、

多少とも肩を張って胴部最大径をつくる形態を呈 して、底部は丸底と平底が併存する状況となる。

B類は丸底と平底のものを一括し、 4個体を図示したが、これを 2タ イプに分けておきたい。第 1タ

イプは、丸底となるもので、18-2号横穴の 149が口縁部を欠く例で、平底化した丸底で、胴部の形態

もわずかに肩を張る球形となる。37号横穴の 205も 底部破叶であるがこれにちかいものとみて本タイプ

に合めておく。第 2タ イプは、34号横穴の 191が良好な完型品で、日縁部はその先端を肥厚させないで

細い頭部に連り、胴部はや 横ゝ広で肩の稜を明瞭に張って小さな平底の底部をつくる。特徴的な形態で、

40号横穴の 218も 日縁・頸部の残存であるが、本タイプとなし得よう。

〔広口靖〕            ,
3例を図示し広□靖としてみた。10号横穴の 36、 18-1号横穴の 142、 33号横穴の 186で、うち前者
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は口唇部を肥厚させており、後二者は背の高い口縁部であることが明らかである。

〔奏〕

12例を図示した。 36号横穴の 194が唯―の完形で、口径 22 1 cm、 器高 38,l clllを測り、比較的短い口縁

部を有してなめらかに肩を張って胴部最大径をつくり、底部は丸底となり、胴部外面にはタタキロ痕が

残る。

2 土師器
〔蓋〕

蓋は邦蓋で、それは須恵器郭の類品といえる。18-1号横穴の 136が大型の好例で、擬宝珠状ツマミ

を付して口縁部先端を下方に折り曲げる形態となる。13-1号横穴の61も より小型となる口縁部破叶で

ある。

〔郭〕 A・ BoC類

郭には 3種があって、高台郭をA類、丸底郭を B類、平底界を C類としたが、うちA類をAl・ A2類

に、 B類を Bl～ B4類に、 C類を Cl～ C3類に細分し得た。

A類は 3個体を図示したが、それはAl類 2個休、A2類 1個体であった。

Al類は、18-1号横穴の 137が 口径 18,9・ 器高 4,7 clllの 大型につくる好例で、平底の底部から胴部へ

の境はや 不ゝ明瞭な稜となり、高台はその稜より内側に付いて、回縁部は直線状に外傾する形態となる。

17号横穴の 122も これに類似するが、月ヽ破片であった。

A2類は、40号横穴の 217の 1例のみで、小さな底部にはや ＼高い高台を付 して、胴部から口縁部は大     .
きく外方にむけて直線状にひらく。全体に器壁はや 厚ゝいようである。

B類は16個体を図示したが、うちBI類 1個休、 B2類 8個体、 B3類 4個体、 B4類 3個体であった。

Bl類は、29号横穴の 179の 1例のみで、かなり平坦にはなるが丸底の底部破貯である。内面にゼ字状

のラセン状暗文を施すのが特徴的といえる。

B2～ B4類は胴下半部から底部にかけてヘラケズリを施す手法で共通しているが、形態によって細分

してみた。まず、B2類は器高が高く、半球形にちかい形態を呈するものとした。器高は17号横穴の 109、

110が、 4.3～ 4 7 cm前後と高い。器壁も口縁部から底部までほ 等ゞ しい厚みを有する例が一般的で、

半球形の形態をつくる。たゞ1例、23-2号横穴の 161のみが日縁部を厚 く胴・底部を薄くヘラケズリ

し、その境には比較的明瞭な稜を付して、 B3類に類似した特徴を有する。

B3類は器高を低 くして、胴か.ら底部を強くヘラケズリすることによってその器壁を薄く、その境には

比較的明瞭な稜を付ける。器高は12-1号横穴の40が 3.4 clllを 測る。

B4類は底部が丸味を強く残しながらも平底化した状況で、器高は浅く、口縁部が内弯するものとわず

かに外反気味となるものとがある。17号横穴の 111が器高 3 5 cmと なる。

C類は30個体を図示したが、うち、Cl類 3個体、C2類 11個体、 C3類 16個体であった。

Cl類は平底で、胴部から口縁部はわずかにその先端を内弯させる。器壁は薄 く、外面胴部にはヨコヘ

ラミガキ、底部はヘラケズリが施され、内面は放射状暗文が明瞭である。13-1号横穴の63が好例で、
回径 11.8・ 底径 8.4・ 器高 4 1 cmを測り、とくに底部がや 下ゝ方に膨んだ形態に特徴が認められる。 7

号横穴の21は底部破片であるが、外面中央に糸切り痕を残しその周囲をヘラで消している。

C2類はや 広ゝ く厚い平底で、器高は浅くなるが、外上方にのびる口縁部の先端はわずかに外反する例

が多く、たゞ1例のみ内弯する例があり、器壁も薄くなる。17号横穴の 114～ H7、 18-1号横穴の139・
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140が前者の好例で、18-1号横穴の 141が後者の好例である。色調も前者は茶褐色系で、後者は橙褐

色系となるので、こうした 2タ イプをそれぞれ 9個体・ 2個体認めておくことにする。口径 102～ 137

cm、 器高 37～ 4 1cmを 沢1る。うち、底部中央に糸切り痕を残すものは 1120113・ 116の 3例で、底部

内面に放射状暗文を施すものは 113・ 115・ 116。 139・ 140の 5例である。さらに胴部内外を回転ヘ

ラミガキする例もみられて、 17号横穴の 113、 18-1号横穴の 139・ 140に 明瞭である。

C3類はその多くが底部に全面糸切り痕を残 して、底部をや 小ゝさくして大きくひらく回縁部がのびる

形状となる。 3タ イプに細分し得た。まず第 1タ イプは、や 厚ゝい全面糸切り痕の平底から、胴・ 口縁

部が内弯してのびる形態に特徴があって、底径と口径の比は約 1:2に ちかいもので、17号横穴の 121

が好例で、橙褐色を呈して、口径 12.6・ 器高 3 9 cmを沢1る。第 2タ イプは、や 小ゝさくなる底部から大

きく口縁部がひらくが、それはほ 直ゞ線状となる形態に特徴がある。 4号横穴の 15。 16が好例で、黄褐

色を呈し、日径 14.8～ 15.1、 器高 4.8～ 5,l clllを 測る大型品となり、その底径と口径との比は 1:2よ

りも底径がやま小さくなる。 2例 とも、底部は糸切り痕をヘラミガキで消しているようにみえる。第 3

タイプは、多くが底部に全面糸切り痕を残して、胴・ 口縁部はや ゝ内弯気味にのび、や Iバ ラエテーも

みられるがほ 底ゞ径の 2倍前後になる口径を有し、色調は茶褐色を呈する。13-1号横穴の64、 17号横

穴の 119・ 120、 34号横穴の 189が好例で、口径 99～ 125、 器高 35～ 4 4 clllを測る小型品となる。

底部調整では、糸切り痕を残すものは13-1号横穴の64、 17号横穴の 118～ 120、 25-1号横穴の 169、

34号横穴の 188で、ヘラ切り痕を残すものは 1号横穴の 2で、それらを消しているものは15号横穴の80、

34号横穴の 189がある。

〔高郭〕

高必は 1例のみみられて、 14号横穴の75があった。郭部下端の接合部から脚の中位まで残存したもの

で、精選された胎上をもちいて、丁寧なヘラミガキを施し、赤褐色を呈する。形態としては筒形に長く

なる脚部をもつが、全形は明らかではない。

〔甕〕A・ B・ C類

甕には 3種があって、球胴奏をA類、長胴甕を B類、小型奏をC類とした。

A類は 2個体を図示したが、両例とも口縁部の小破片にすぎない。頭部から「く」の字状に外折する

口縁部は、その先端を内側に折り返して肥厚させ上部を平坦につ くる形態に特徴がある。15号横穴の81、

23-2号横穴の 162で、口径はそれぞれ 186・ 22.O cmを 測って、色調は褐色を呈する。本例では確認し

がたいが、肩から胴部にはハケのうえをヘラミガキする調整法となるであろう。

B類は長胴となるタイプで、頸部から「く」の字状に外折する口縁破片が、38号横穴の 2071こあった。

また、本類の底部とみてよい破片が、 17号横穴の 135にあったが、胴部の立ちあがりにや 疑ゝ間がある

とはいえ、小破片の復元であるので一応認めておきたい。

C類は小型奏を一括したが、いずれも頸部から口縁部が「く」の字状に外折する基本型で共通してい

る。完型品は、13-1号横穴の73、 29号横穴の 180の 2例にすぎず、それぞれ口径は 152・ 14.l clll、 器

高は 164・ 12.2 cmと なるが、後者はや 背ゝを低 くして口径を比較的広 くする形態に特徴が認め得る。詳

かにみると、頸部をわずかに直立気味とするもの、口唇部をや 外ゝ開きにしたり薄くしたりする例がみ

られる。
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第 6表 横穴別出土土器一覧



第 7表 土器観察表

器  種 図版No 計測値 〔卸〕
()は 推定値

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成・色調 備 考

1 臼巧 横 穴

土師器

琢  B′

飩-1 口 径 (163) 口縁部がゆるく立ち
上がり、器高は低 く

丸底になると思われ

る。

胴部から底部にかけ
て手持ちヘラケズリ
で、内面に放射状暗

文を施す。

胎土 密
焼成 良好
色調 赤褐色

口縁部 4/5残

墓前域右側出

土

土師器

郭 C8
64--2 底 径  54 底部は平底をなし、

底部中央がやや高 く

なる。

底部は回転糸切り。 胎土 密
焼成 良好
色調 明褐色

底部 1/2残

ロクロ右回転

墓前域右側出

土

口巧 横 穴

須恵器

蓋 B
64--3 ８

０

６

α

Ｌ

４

径

径

高

大
国
最

器

擬宝珠状ツマミを付

し、器高が比較的高

く、口縁部をやや外

反させながら、その

端部を下方に折り曲

げる。

外面天丼部は回転ヘ

ラケズリで、内面の

外縁側に顕者なロク
ロロを残す。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
64--4 径

径

高

大

口

最

器

17.0

173
4.7

擬宝珠状ツマミを付

し、口縁部を下方に

折り曲げる。

外面天丼部は回転ヘ

ラケズリ。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
64--5 径

径

高

大
国
最

器

15,8

16.2

41

比較的小さな擬宝珠

状ツマミを付し、口

縁部を下方に折り曲

げる。

外面天丼部は回転ヘ

ラケズリで、内面体

部には顕者なロクロ

目を残す。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 黄灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
64--6 径

径

高
大

口

最

器

158
160
36

比較的小さな擬宝珠

状ツマミを付し、口

縁部を強く下方に折

り曲げる。器高は低
い。

外面天丼部は回転ヘ

ラケズ リで、内外面

ともに顕者なロクロ

目を残す。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

須恵器

邦 Bl
64--7 ０

１

４

６

０

４

径

径

一局

口
底

器

底部は丸底を呈 し、

断面三角形にちかい

高台を付すが、その

底面は高台より低 く

造る。

底部は回転ヘラケズ

リ後、高台を付 し、

ナデ整形。

内面に顕著なロクロ

目を残す。

胎土 やや粗
(合、石英

粒)

焼成 やや不良
色調 灰色

口縁部、底部
2/3残

ロクロ右回転

墓前域黒色土

層中出土

須恵器

郭 Bl
64--8 径

径

高

口
底

器

15.0

96
4.7

底部は高台とほぼ同

じ高さで、ゆるやか

な丸底を呈する。高

台の断面は台形にち

かい。底部と胴部の

境は、比較的明瞭で

ある。

底部は回転ヘラケズ

リで、高台接着後、

ナデ整形。

胎土 密 (合、
石英粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部 1/4欠

ロクロ右回転

墓前域黒色土

層中出土

須恵器

界 B
64--9 ７

７

４

４

α

４

径

径

高

口
底

器

底部は断面台形にち

かい高台とほぼ同じ

高さの丸底で、口縁

部はわずかに外反す

底部は回転ヘラケズ

リで、内外面ともに

ロクロロを残す。

胎土 密
焼成 良好
色調 灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

墓前域黒色土

層中出土
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る。底部と胴部の境
は明瞭である。

須恵器

郭 B
64-10 ０

８

１

５

０

４

径

径

高

口
底

器

底部は丸底で、断面

長方形の高台とほぼ

同じ高さとなる。底

部と胴部の境は明瞭
である。

底部は回転ヘラケズ

リで、高台接着後、
ナデ整形。

月同部タト面 |こ ロクロロ
を残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁部 1/2欠

ロクロ左回転

墓前域出土

須恵器

腺 C
64--11 口 径   90

胴部最大径 102
底 径  5.2
器 高  124

底部は平底で、日縁

部はラッパ状に大き

く開く。胴部から大
きく突出した注目部
を有する。

底部から胴部下方に

かけてヘラケズリを

有し、注目部接着後
その周囲をナデ整形 (

胎土 密 (合、
多量の滑石

粒)

焼成 良好
色調 暗灰色

ほぼ完形
ロクロ左回転

墓前域出土

須恵器

長頸増

A2

64--12 口 径  120
1同部最大径

(159)
底 径 (80)

底部は平底で、しっ

かりした断面長方形
の高台を付す。胴部
は肩に強い稜線を有
し、口縁部は肥厚し

て巾広く造る。

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リを有する。

内面には顕著なロク
ロロを残す。

胎土 密 (合、
若千の砂切

焼成 良好
色調 暗灰色

口縁部・3/4、 胴

部 1/6残

ロクロ右回転

若千の自然釉
墓前域出土

4 口百 横 穴

土師器

郭 B3
64--13 □ 径  (13.4) 底部はほば平底にち

かい丸底を有 し、底

部と胴部の稜線を明

瞭に残す。器高は低

く、器壁はやや厚い

底部は手持ちヘラケ

ズ リで、胴部か ら口

縁部にかけてナデ整

刃多。

胎土 密 (合、
石英粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部 1/6残

左撹乱土層中

出土

土師器

郭 B2
64--14 □ 径 (160) 底部は丸底 とみ られ

その底部か らやや内

湾気味に連続 してや

や厚い胴部が造 られ

る。

底部から胴部にかけ

て手持ちヘラケズリ。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部 1/6残

墓前域出土

土師器

郭 C3
64--15 ８

１

８

４

７

４

径

径

高

口
底

器

平底の底部を有し、

胴部から口縁部にか

けては直線状にのび

る。

底部は全面ヘラケズ

リによって糸切り痕
を消している。特に

胴部内面には顕者な
ロクロロを残す。

胎土 やや粗
(合、多量

の砂粒)

焼成 やや不良
色調 黄褐色

口縁部、底部
1/2残

ロクロ左回転

封鎖部出土

土師器

郭 C3
64--16 １

８

１

径

径

高

□
底

器

底部は平底で、胴部

から口縁部にかけて

直線状にのびる。

底部には静止糸切り

痕が残り、特に内面
にはロクロロが顕著
である。

胎土 密 (合、
多量の砂粒 )

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部、底部
1/2残

ロクロ左回転

玄室内出土

土師器

郭 C3
64--17 □

底

器

径 (120)
径 (55)
高  3.5

底部は平底で、胴部

か ら口縁部にかけて

直線状にのびる。

底部はヘラケズ リ。 胎土 密
焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部%残
ロクロ回転方

向不明

玄室内出土

土師器

杯  C
64--18 回 径 (13.5) 胴部か ら口縁部がや

や内湾気味なが ら直

線状にのびるタイプ

で、回縁部はやや肥

厚気味となる。

内外面ともナデ仕上

げとなる。

胎土 密 (合、
若千の砂粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部 1/3残

ロクロ回転方

向不明

玄室内出土
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土師器

杯 C3
64--19 口 径 (125) 胴部か ら口縁部にか

けて直線状にのびる

タイプ。

内外面ともナデ仕上

げ。

胎土 密 (合、
若千の砂粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部 1/5残

ロクロ回転方

向不明

封鎖部出土

7 万 横 穴

土師器

郭 Cl
65--20 底 径 (76) 底部は平底で、胴部

はやや内湾するか。

底部は全面ヘラケズ

リ。

胎土 密 (合、
若子の砂粒)

焼成 良好
色調 褐色

底部 1/4残

ロクロ回転方

向不明

墓前域撹乱土

層中出土

土師器

杯 Cl
65--21 底 径  66 底部は平底で、胴部

は幾分内湾するか。

底部中央に回転糸切

り痕を残 し、その周

囲をヘラケズリする(

胎土 密 (合、
若千の砂粒)

焼成 良好
色調 褐色

底部 1/2残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

釉

器

灰

陶

65--22 □ 径 (14.7)
底 径 (8.4)
器 高  46

底部は丸底で、断面

がほぼ長方形の高台

を付すが、その高さ

はIdぼ宴言しいも
`Dと

なる。 1同部か ら口縁

部にかけては内湾し
つつ立ち上がる。

底部外面はヘラ

リ。

胎土 密
焼成 良好
色調 灰色

口縁部、底部
1/4残

ロクロ回転方

向不明

内外面とも施

灰釉

玄室内出土

須恵器

甕

65--23 口 径  275 頸部から外反気味に
のびる口縁部は、そ

の端部をやや上方に

引き上げながら断面
三角形に造る。

二段の斜行するクシ

目を頸部上半に付す

る。

胎土 密 (合、
滑石粒)

焼成 良好
色調 暗灰色

頸部 1/2残

ロクロ回転方

向不明

内面 自然釉

墓前域出土

須恵器

長頸増

Al

65--24 口 径  114
胴部最大径 147
底 径  7.5
器 高  208

底部は丸底で、横広

の長方形の高台より

も突出している。胴

部は球形状に造る。

日縁部下方に一段の

稜を付 した膨みをも

ち、口縁部は肥厚 し

て端部を平坦に削り

出す。肩部に不明瞭

であるが稜が認めら

れる。

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

完形
ロクロ左回転

自然釉

墓前域出土

8 口可 横 穴

須恵器

甕

64--25 口 径 (268) 外反する口縁部の端
部を折面三角形に肥

厚させる。

口縁部下方に沈線で

区画される波状文帯
を有する。

胎土 密 (合、
滑石粒)

焼成 良
色調 黒灰色

口縁部 1/3残

ロクロ回転

方向不明

開口部出土
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口可 横 穴

須恵器

蓋 B
65--26 径

径

高

大

口

最

器

154
156
36

擬宝珠状ツマミを有
し、口縁端部を下方
に折り曲げる。器高
は低い。

外面天丼部は回転ヘ

ラケズ リ。

]同部タト面はロクロロ

をナデ消 し。

内面にはロクロロが

残る。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 黄灰色

□縁部 1/4欠

ロクロ左回転

天丼部外面に

所謂窯印

撹乱土層中出

土

土師器

必 B3
65--27 口 径 (135) 底部は丸底で、胴部

中央に稜をもつ。底

部か ら比較的スムー

ズに連続する胴部は

内湾気味であるが、

口縁部ではほぼ直立

にちか くなる。器高

は深いタイプであろ

う。

胴部中央か ら底部に

かけては手持ちヘラ

ケズリ。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部 1/2残

左撹乱土層中

出土

土師器

郭 B3
65--28 口 径 (146) 底部は丸底で、胴部

中央に不明瞭なが ら

稜をもつ。

胴部中央か ら底部に

かけて手持ちヘラケ

ズリ。

土
成

調

胎
焼

色

密

良好

褐色

□縁部 %残
左撹乱土層中

出土

須恵器

奏

65--29 口 径  250 頸部か ら外上方に直
線状に口縁部がのび

る。

沈線によって区画さ

れた斜行クシロ文を

頸部に付する。 (一

単位11歯以上)

胎土 密 (合、
雲母粒・ 滑

石粒・砂粒 )

焼成 良好
色調 淡褐灰色

口縁部 1/2残

ロクロ右回転

外面自然釉

墓前域出土

10 口万 横 穴

須恵器

蓋 B
65--30 口 径

最大径

器 高

３

３

４

上面が平坦で小型な

擬宝珠状ツマ ミを有

し、口縁部を下方に

折 り曲げる。小型で

器高が高い。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリで、胴部内
タト面ともロクロロを

残す。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 黄灰色

ほば完形
ロクロ左回転

墓前域床面出

土

須恵器

郭  B2
65--31 径

径
高

□
底

器

149
108
38

底部は平底で、断面

長方形の高台を付す。

胴部から口縁部は外
上方にむかってほぼ

直線状にのびる。

底部は回転ヘラケズ

リ。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

底部 2/3残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 B2
65--32 底 径  (10,2) 底部は平底で、底部

と胴部の境に明瞭な

稜を造る。

高台は断面を横広の

長方形とする。

底部は回転ヘラケズ

リ。

胎土 やや粗
焼成 やや不良
色調 淡灰色

底部 4/4残

ロクロ左回転
か

墓前域床面出

土

土師器

郭 B2
65--33 径

高

口

器

(12.1)
4.3

底部は丸底で、胴部

か ら口縁部はやや内

湾している。

外面は胴部上方まで

手持ちヘラケズ リで、

内面には放射状暗文

を施す。

全面丹塗り。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部 1/4残

玄室内上層出

土

―■0-



須恵器

際 B
65--34 口 径  11 ラッパ状に開 く口縁

部 と頸部 との境に、

明瞭な稜を残す。

□唇部に顕者なロク

ロロを残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部 3/4残

ロクロ右回転

内面に自然釉

玄室内上層出

土

須恵器

長頸靖

A2

65--35 底 径  83 底部はほぼ平底で、

断面四角形の高台を

付する。

底部か ら胴部にかけ

て回転ヘラケズリで、

底部内面に顕著なロ

クロロを残す。

胎土 密 (合、
少量の雲母

粒、砂粒)

焼成 良好
色調 褐灰色

底部2/3残

ロクロ左回転

墓前域床面出

土

須恵器

広□靖

65--36 径 (210) 頸部か ら回縁部にか
けては若千外反し、

口縁部を肥厚させる(

器厚は薄 く、広口増

としてみたが、小破

片で疑間は残る。

内外面ともナデ整形。胎土 密
焼成 良好
色調 淡灰色

口縁部 1/6残

ロクロ左回転

自然釉

玄室内出土

須恵器

提 瓶
65--37 口 径  10.8 底部は丸底で、その

中央が厚い。日縁部

は外反 しなが ら外上

方にのびる。

底部外面はヘラによ

ってロクロロを消 し

ているようであるが、

明瞭でない。胴部か

ら底部にかけての内

面には、 ロクロロが
顕著に残る。

胎土 密 (含、
砂礫)

焼成 良好
色調 暗灰色

底部、口縁部
4/2残

ロクロ右回転

墓前域上層撹

乱土層中出土

12  -― 1 号  横  穴

器

Ｂ

恵須

蓋
66--39 口 径  145

最大径  148
器 高  3.4

やや小型の擬宝珠状

ツマ ミをつけ、口縁

部を断面三角形につ

くる。器高は浅いタ

イプ。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリで、その内

面には顕著なロクロ

目が残る。その他は

ナデ仕上げとなる。

胎土 密 (合、
石英粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部 1/3欠

ロクロ右回転

墓前域撹乱土

層中出土

土師器

郭 B3
66--40 口

器

径 (12.7)

高  3.4
底部は丸底で、胴部

中央に稜をつ くり、

そこか ら口縁部は外

上方にのびる。

胴部中央か ら底部に

かけて手持ちヘラケ

ズ リ。

内外面 とも丹塗り。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部1/3残

墓前域出土

須恵器

甕

66--41 口 径  261 口縁部下方に断面三

角形の突帯をめ ぐら

して屈折する。口縁

部はわずかに肥厚す

る。

内面にロクロロが残

る。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好、堅
緻

色調 淡灰色

日縁部 1/2残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

12   -― 号  横  穴

須恵器

蓋 A
66--38 口 径 (13.1)

最大径 (15.6)

口縁部の内面にはカ
エリ (身受け)を有
する。

内外面ともナデ仕上

げとなる。

土

成

調

胎

焼

色

密

良好

淡灰色

口縁部一部残
ロクロ回転方

向不明

玄室内出土

― … 111-―



13    - 1 号  横  穴

須恵恭

蓋 A
66--42 口 径 (104)

最大径 (128)
口縁部の内側にカエ

リ (身受け)を 付け
る。

カエリ部はヘラ状具

によって整形され、

外面にロクロロを残

す。

土

成

調

胎

焼

色

密

良好

淡灰色

口縁部 1/4残

ロクロ回転方

向不明

玄室内出土

須恵器

蓋 B
66--43 ９

，

刀
壮

ビ
Э

径

径

高

大
口
最

器

天丼部に擬宝珠状ツ
マ ミをつける。口縁

部は断面三角形で、

器高は浅いタイプ。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリで、体部外

面と天丼部内面にロ

クロロを残す。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁部%欠
ロクロ右回転

外面に自然釉
墓前域出土

須恵器

蓋f B
66--44 １

６

９

径

径

高

大

国

最

器

小型でやや高 くつ く

る擬宝珠状ツマ ミを

有 し、□縁部を下方

に折 り曲げる。器高

は低い。

天丼部は回転ヘラケ
ズリで、胴部内面に
ロクロロを顕者に残

す。

胎土 粗 (合、
砂粒)

焼成 不良
色調 灰色

□縁部、天丼

部とも1/4残

ロクロ左回転
墓前域床面出
土

須恵器

蓋 B
66--45 ４

０

４

径

径

高

大

□

最

器

やや小さく高い擬宝

珠状ツマ ミを付 し、

口縁部を肥厚させな

が ら競面三角形につ

くる。器高は低 く、

大型となるタイプで

ある。

天丼部外面はヘラケ

ズリc

胎土 密 (合、
石英粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

完形
ロクロ左回転

内外面とも自

然釉

重ね焼成痕を

有する

玄室内出土

須恵器

杯 B2
66--46 径

径

高

口
底

器

140
98
43

底部は平底で、胴部

との境には明瞭な稜

をつ くり、断面を横

広の長方形 とする高

台は、それより内恨1

に付けられる。胴部

と口縁部はほぼ直線

状にのびる。

底部は回転ヘラ

リ。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

□縁部、底部

とも1/2残

ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

邦 B2
66--47 径

径

高

口
底

器

137
103
14.0

底部は平底で、胴部

との境には明瞭な稜

をつ くり、口縁部は

鋭 く立ち上がる。高

台は断面長方形であ

る。

底部は回転ヘラケズ

リで、底面内部には
ロクロロを残す。

胎土 やや粗
(合、砂粒

焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁部 1/4、 底

部擁残
ロクロ右回転

封鎖部出土

須恵器

郭 B2
66--48 径

径

高

口
底

器

175
104
6.2

底部は平底で、その

稜線を明瞭に残 し、

断面長方形の高台が

その内側に付 く。日

縁部は直立 しなが ら

その端部ではゆるや

かに外反する傾向を

みせる。器壁はうす

く大型品である。

底面は回転ヘラケズ

リで、口縁部ちか く

の内外面にロクロロ

を残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

□縁部 1/3欠

ロクロ右回転
玄室内出土

須恵器

邦 Bl
66--49 底 径 (79) 底部はほぼ丸底で、

横広の断面長方形の

高台を付す。底部と

高台はほぼ同じ高さ

となる。

底部は回転ヘラケズ

リで、その内面には

顕著なロクロロを残

す。

胎土 密
焼成 良好
色調 灰色

底部 1/2残

ロクロ右回転

墓前域出土

-112-



須恵器

必 Cl
66--50 底部は丸底で、高台

は付けないタイプで

ある。

底部外面はナデ仕上

げで、内面にロクロ

目を残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

底部残
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 C
66--51 底部は丸底で、胴部

は連続 してゆるやか

に立ち上がる。

底部外面はナデ仕上

げとなる。

胎土 密 (合、
砂礫)

焼成 良好
色調 淡灰色

底部 4/2残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 C3
66--52 口

底

器

径 (119)
径 (106)
高  36

底部はゆるやかな丸

底で、中央部では平

底にちかい状況を呈

し、胴部 との境に明

瞭な稜をつ くる。胴

部か ら口縁部はほぼ

直立する。

底部外面は回転ヘラ

ケズリで、胴部内外

面にロクロロを残すc

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部、底部

とも%残
ロクロ右回転

封鎖部出土

須恵器

瓦泉IB
66--53 胴部最大径 (86)

底 径   58
底部は丸底で、断面

三角形の高台をつけ、

その高さはほぼ等 し

い。肩部にはゆるや

かに稜を張り出す。

注口部は突出する。

小型品である。

肩部に沈線区画ヘラ

によるきざみを有す

る。注目部はナデつ

けで正面をヘラで斜

めに切り落す。

胎土 粗 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

胴部残
ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

須恵器

諫 A
66--54 胴部最大径 (104) 底部は丸底で、肩は

ゆるやかに張るが、

稜は認め得ない。□

縁部はラッパ状にひ

らき、その境には明

瞭な稜をつ くる。注

口部はわずかに突き

出す。

底部か ら胴部下半に

かけて回転ヘラケズ

リ。肩部下に二条の

沈線をまわす。注□

部はナデ付けされる(

胎土 密 (合、
若千の砂粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

口縁部欠
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

須恵器

瞭 B
66--55 口 径   109

胴部最大径 117
底 径   66
器 高  133

底部は平底で、断面

が逆台形の高台をつ

ける。肩部は明瞭な

稜を付けて強 く張る。

口縁部下に一段の稜

線をつ くり、口縁部

を平坦にする。突出

した注口部をつける。

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。肩部下に斜行す

るクシロ文 (一単位

8歯)が巡る。注口
部はナデつけ。

胎土 粗 (合、
多量の砂粒)

焼成 不良
色調 淡灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

提 瓶
66--56 口 径   71 肩部は平坦で、口縁

部はラッパ状にひら

く。

胴部と頸部の接合痕

を明瞭に残す。

胎土 密 (合、
若干の砂粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

頸部残
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

須恵器

長頸増

Al

66--57 口 径    99
胴部最大径 151
底 径   71
器 高  199

底部は丸底で、断面

三角形の低い高台よ

りわずかに下に突き

出す。肩部は不明瞭

な稜をもって、ラッ
パ状にひらく口縁部

は端部で肥厚させて

わずかにひきあげる。

底部か ら胴部中ほど

までは回転ヘラケズ

リ。

胎土 密 (合、
若千の微細

砂)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

-113-



須恵器

長頸増

A2

66--58 □ 径  10.1
11榔最大径 17.3

底 部   9,7
器 高  27.0

底部は平底で、断面

台形の高台をつける(

肩部はなめ らかであ

るが、稜は一応明瞭

である。細長い頸部

か ら口縁部はラッパ

状にひらくが、その

端部は肥厚 している(

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。 頸部 1こ はロクロ

目を残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

長頸靖

A2

67--59 底 径 (8.4 底部は平底で、断面
長方形の高台をつけ

る。

底部から胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。内面に顕著なロ

クロロを残す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 淡灰色

底部
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

平瓶A
67--60 胴部最大径 13 底部は小さく、肩部

がつよ く張り出す。

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁部欠
ロクロ左回転

墓前域出土

土師器

蓋

67--61 □ 径 (135う
最大径 (150)

口縁部の先端を断面
三角形につ くり、器

高を比較的低 くする

タイプとなる。

内外面ともナデ仕上

げ。

胎土 密
焼成 不良
色調 赤褐色

□縁部一部残
ロクロ回転方

向不明

墓前域撹乱土

層中出土

土師器

郭 B4
67--62 口

底

器

径 (10.9
径 (6.7
高 (2.8

底部は平底になるら

しく、胴部はゆるや

かに内湾 しなが ら外

にひらき、その端部

ではわずかに外反気

味となる。

胴部にはヘラケズ リ

が施される。

胎土 密 (合、
石英粒 )

焼成 やや不良
色調 黄褐色

□縁部、底部

ともt/8残

墓前域出土

土師器

郭 Cl
67--63 ８

４

１

１

８

４

径

径

高

口
底

器

底部は丸底で、その

外縁部に稜を有し、
そこから外上方に立

ちあがる日縁はその

端部でわずかに内湾
する。

底部は全面手持ちヘ

ラケズ リで、胴部は

ヨコヘラミガキとな

る。内面には放射状

暗文を施す。

胎土 密 (合、
雲母粒 )

焼成 良好
色調 褐色

完形

封鎖部出土

土師器

郭 C3
67-64 ５

９

　
０

２

５

４

径

径

一島

□
底

器

底部は平底で、胴部
はゆるやかに内湾気

味に立ち上がり、国

縁部を外にひき出す

底部は回転糸切りで

二次調整はみ られな

い。 】同部タト面はロク
ロロで、内面はナデ

仕上げされる。

胎土 密 (合、
多量の滑石

粒 )

焼成 良好
色調 褐色

ほば完形
ロクロ右回転

玄室内床上 8

cln出土

土師器

杯 C2
67--65 □ 径 (11.7 胴部はゆるやかに立

ち上がり、口縁部を

外にひき出す。

月同部タト面にロクロロ
を残し、内面はナデ

仕上げとなる。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 明褐色

口縁部 1/6残

ロクロ左回転

墓前域撹乱土

層中出土

土師器

必 C2
67--66 口

底

器

径 (10.2
径 (5,6
高 (3.8

底部は平底と思われ

□縁部付近をやや薄

くして、その口縁部

をわずかに外にひき

出す。

外内面ともナデ調整

する。

胎土 粗 (合、
粗大砂粒 )

焼成 不良
色調 黄褐色

口縁部 1/5残

玄室内出土

土師器

奏 C
67--67 口 径 (168 胴部最大径は口縁最

大径 |こ ほば等 しい。

口縁部は肩上で「 く」

外面は細かいナナメ
ハケ (■本ア帥 )。

内面はヨコハケ (7

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好

口縁部4/4残

玄室内出土
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の字状に外折 してゆ
るやかに外反する。

本/clp)を主体にし、
その後指頭整形。
□縁部内外はヨコナ

ラ
ド
。

色調 褐色

土師器

奏 C
67--68 口 径  (160

胴部最大径(163
胴部最大径は口縁最

大径:に ほぼ等 しい。

口縁部は「 く」の字

状に外折 してゆるや

かに外反する。

外面はヘラケズ リの

後にかテハケ (8本/
c17)調整。

内面はヨコハケ (10

本/伽 )を主体にする
□縁部内外はヨコナ

デ調整。

胎土 粗 (合、
多量の砂働

焼成 やや不良
色調 黄褐色

口縁部1/4残

玄室内出土

土師器

甕 C
67--69 底 径  7.6 底部は平底で、わず

かながらいわゆるツ

キダシがみられる。

底部に木葉痕あり。

外面は細かいタテハ

ケ (12本 /clp)を主
とし、内面はヨコハ

ケ (9本 /c12)に よ
る。

胎土 やや粗
(合、若千の

砂粒 )

焼成 やや不良
色調 黄褐色

底部%残
玄室内出土

土師器

奏 C
67--70 底 径  6.7 底部は平底で、わず

かなが らいわゆるツ

キダシがあり、胴部

は内湾して立ちあが

る。

底部に擬似木葉痕。

外面はタテハケ (7
本/clB)。 内面はヨコ

ハケ (7本 /cll)。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 黄褐色

底部1/2残

玄室内出土

土師器

甕  c
67--71 口 径 (13.4 胴部より「 く」の字

状に外反する。□縁

部はその先端を尖が

らしながら外反する(

器面が荒れており、

調整は不明瞭で観察
できない。

胎土 粗 (合、
多量の砂切

焼成 不良
色調 黄褐色

口縁部 1/4残

封鎖部出土

土師器

甕 C
67-72 □ 径 (15.7 口縁部は大きく外反

し、その上半部をさ

らに外折する傾向を

みせる。

外面はタテハケ (10

本 /cln)を 主体に し
て、内面はヨコハケ

(9木 /cln)調整。
口縁部内外はヨコナ

デによる。

胎土 密 (合、
若千の砂切

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部1/6残

玄室内出土

土師器

甕 C
67-73 □ 雀:  15.2

胴部最大径 162
底 径   71
器 高  164

胴部上位に最大径を

持ち、口縁部は「く」

の字状に外折する。

底部は平底で、いわ

ゆるツキダシを有す

る。

外面は上半部がナナ

メハケ (11～ 12本 /
c12)。 下半部が タテ
ハケ (13本 /帥)と
なる。内面はヨコハ

ケ (8本/銅 )を施す
底部に擬似木葉痕。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 褐色

□縁部4/5残

封鎖部出土

土師器

甕 C
67-74 底 径  69 底部は平底で、休部

はわずかに内湾しな

がら立ち上がる。

外面はかテハケ。

内面はヨコハケ (12

本/cln)を主体とする

底部に擬似木葉痕。

胎土 粗 (合、
多量の砂紛

焼成 不良
色調 黄褐色

底部残

墓前域出土

14 巧 横 穴

土師器

高 ネ
67--75 筒型の高い脚部を有

する。

脚部外面はタテヘラ

ミガキ。脚部下方と

郭部下方はヨコヘラ

ミガキ。

胎土 密
焼成 良好
色調 赤褐色

脚部残

墓前域右側出
土
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脚部内面及び郭部内

面はナデ調整。

口可 横 穴

須恵器

蓋  B
67--76 ０

９

９

６

径

径

高

大

国

最

器

やや小型の擬宝珠状

ツマ ミを付 し、断面

三角形の口縁部を有

する。器高は低いタ

イプとなる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリで、内面 と

口縁部外面には顕著

なロクロロを残す。

胎土 密
焼成 良好
色調 暗灰色

口縁部%欠
ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

郭 BJ
67--77 ９

６

９

径

径

高

口
底

器

底部は丸底で、胴部
への移行はつよ く屈

折 して稜をもち、口

縁部にむかってほぼ

直線状にのびる。そ

の稜直下に断面長方

形にちかい高台を付

すが、それは底部よ

り高い位置にあって

意味を果 し得ない。

底部は回転ヘラケズ

リで、胴部か ら口縁

部はロクロロとなる(

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 暗灰色

完形
ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

邦 Bl
67--78 底 径 (11.4 底部は丸底で、中広

の高台を付すが、そ

れは底部より高い位

置にある。

底部は回転ヘラケズ

リとなる。 好

色

密

良

灰

土

成

調

胎

焼

色

底部 1/4残

ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

杯 Cl
67--79 径

径

高

口
底

器

13.3

60
50

底部は丸底で、その

中央部を肥厚させて

あたかも小さな平底

であるかのようにみ

せる。胴部は底部か

らスムーズに連続 し

て内湾し、口縁部で

ほぼ直立する。器高

は高い。

底部はヘラケズ リで

その内面にはロクロ

目を残す。

底部外面に「十」字

の窯印を有する。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 不良
色調 灰色

完形
ロクロ右回転

墓前域出土

土師器

邦 C3
67--80 口

底

器

径 (130
径 (6.2
高  3.8

底部は平底で、胴部

か ら回縁部は外上方

にむかって直線状に

のびる。

底部は全面ヘラで、

ナデにより仕上げら

れる。

胎土 密 (含、
滑石統 )

焼成 良好
色調 褐色

□縁部 1/6、 底

部残
ロクロ左回転

墓前域出土

土師器

甕 A
67--81 □ 紀ζ (18.6 頸部から「 く」の字

状につよく外折する

口縁部はその先端を

内側に折り返して肥

厚させ上部を平坦に
つくる。

□縁部外面は少テハ

ケ (8本 /cln)を ナ
デで消 し、内面はヨ

コハケ (8本 /cln)
を残す。

肩部内面、細かいヨ

コハケ (11本 /clp)

である。

胎土 粗 (合 、
多量の滑石

粒 )

焼成 不良
色調 褐色

口縁部 4/6残

墓前域出土

須恵器

長頸増

Al

67--82 胴部最大径

底 径
底部は丸底で、断面

逆台形の高台を付す

が、底部はそれより

やや突出する。胴部

は肩の張る球型で、

頸部は細長 くのびて

底部からB同部中央に

かけて回転ヘラケズ

リ。

胎土 やや粗
(合、石英粒

がやや多しヽ

焼成 やや不良
色調 淡黄灰色

口縁部欠
ロクロ右回転

自然釉
墓前域左側出
土
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□縁部でラッパ状に

ひらくらしい。

口百 横 穴

須恵器

長頸靖

A2

68-83 胴部最大径(158)
底 径   8_6

底部は平底で、断面

長方形の しっかりし

た高台を付 し、胴部

は内湾 しなが らつよ

く立ち上がる。

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。内面にロクロロ

を残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

胴部 1/4残

ロクロ右回転

自然釉

玄室内出土

17 口百 横 穴

須恵器

蓋 A
68-84 ７

３

４

２

５
．
３
．

径

径

高
大
口
最

器

擬宝珠状ツマ ミを付

し、口縁部にはカエ

リを有する。天丼部

は平坦化 し、胴部中

央で折れる状況とな

る。

天丼部外面から胴部

中央にかけて回転ヘ

ラケズリで、天丼部

内面にロクロロを残

す。

胎土 やや粗
(合、多量の

砂粒 )

焼成 良好
色調 暗灰色

天丼部、□縁

部 1/2残

ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--85 径

径

高

大

口

最

器

15,8

161
3.6

扁平な擬宝珠状ツマ

ミをつけ、口縁部を

下に折 り曲げて、比

較的薄 く長い口唇部

をつ くる。

天丼部外面か ら胴部

中央にかけて回転ヘ

ラケズ リ。内面にロ

クロロを顕者に残すI

胎土 密 (合、
若千の砂粒)

焼成 やや不良
色調 灰色

天丼部 3/4、 口

縁部1/4残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--86 口 径

最大径

器 高

４

８

８

６

６

３

比較的扁平な擬宝珠

状ツマ ミをつけ、胴

部をスムーズに内湾
させて、口縁部を下

方に折 り曲げ、やや

長い□唇部をつ くる

天丼部か らI同部にん心

けての外面を回転ヘ

ラケズリし、内面に

はロクロロを残す。

胎土 やや粗
(合、多量の

砂粒 )

焼成 良好
色調 黄灰色

天丼部、口縁

部 1/2残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--87 ８

７

１

５

．

６

．

３

．

径

径

高

大

口

最

器

比較的扁平な擬宝珠

状 ツマ ミを付 し、天

井部か ら胴部への境
にはかなり明瞭な稜

を残 して、回縁部を

下方に折 り曲げる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリし、内外面
ともにロクロロを残
す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 灰色

天丼部、□縁

部とも1/2残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--88 径

径

高

大

国

最

器

16.2

164
35

扁平な擬宝珠状ツマ

ミを付 し、口縁部を

下に折 り曲げる。や

や長い□唇部をつ く

る。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ。

内面にロクロロを顕

者に残す。

胎土 密 (合、
若千の砂泣

焼成 良好
色調 淡黄灰色

天丼部、□縁

部 1/2残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--89 ６

５

１

４

５
．
４

径

径

高

大
国
最

器

やや小さな擬宝珠状
ツマ ミをつけ、日縁

部を横にひき出して

か らその端部をやや

内倶1に折 り曲げて断

面三角形とする。

天丼部外面はヘラケ
ズリで、その内面に

顕著なロクロロを残

す。

胎土 やや粗
(合、多量の

砂粒 )

焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁部 1/4残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--90 口 径  15.7

最大径  15。 9

扁平な擬宝珠状 ツマ

ミを付 し、口縁部を

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リで、その内

胎土 密 (合、
若子の砂柾

ほぼ完形
ロクロ右回転
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器 高  3.7 下方に折 り曲げて、
薄い口唇部をひき出

す。

面にロクロロを残す 焼成 良好
色調 淡黄灰色

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--91 口 径 (16.3

最大径 (16.7)
器 高  39

扁平な擬宝珠状ツマ

ミを付 し、口縁部を

下に折 り曲げる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリで、その内

面にロクロロを残す (

胎土 密 (合、
若子の砂紛

焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁部 4/4欠

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
68--92 ５

８

３

５
．
５
．
４

径

径

高

大

国

最

器

扁平な擬宝珠状ツマ

ミを付 し、回縁部を

下に折り曲げる。器

高は比較的高い。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリし、その内

面にロクロロを残す

:同部タト面 1こ ロクロロ
を顕者に残す。

胎土 密
焼成 良好
色調 淡黄灰色

完形
ロクロ右回転

封鎖部出土

須恵器

蓋 B
68--93 径

径

高

大

□

最

器

(15。 8 )
(165 )
40

上面が平坦な擬宝珠

状ツマ ミを付 し、日

縁部を下に折 り曲げ

る。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリする。

胎土 密
焼成 良好
色調 灰色

天丼部、□縁

部共に1/4残

ロクロ左回転

玄室内出土

須恵器

平瓶 B
68--94 胴部最大径 211

底 径  144
底部を円形の平底に

つ くり、ほぼ直線状

にのびる胴部は外上

方にひらく。

底部は回転ヘラケズ

リc胴部内面にロク
ロロを残す。

胎土 やや粗
(合、多量の

砂礫、特に

石英粒が顕

著)

焼成 良好
色調 暗褐灰色

胴部、底部残
ロクロ右回転

一部 自然釉

(内面)

玄室内出土

須恵器

杯 BJ
68--95 口

底

器

径 (13.6
宅る   9.7

高  4.5

底部は丸底で、断面

三角形にちかい高台

を付すが、わずかに

底部が突出する。胴

部か ら口縁部にかけ

てわずかに内湾 しつ

つ立ち上がる。底部

は器壁が厚 く、全体

の器高は深いタイプ

である。

内外面ともに、ナデ

仕上げがめだつ。

胎土 粗
焼成 不良
色調 灰色

底部、口縁部
1/3残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 BI
68--96 ６

０

２

４

０
．
４

径

径

高

□
底

器

底部は丸底で、器壁

の厚い底部から胴部
への境は比較的明瞭
となって、□縁部に

はわずかに内湾しな

がら立ち上がる。

断面長方形の高台を
つけるが、それはわ

ずかに底部より低い

底部外面を回転ヘラ

ケズリし、胴部内外

面、及び底部内面に
ロクロロを顕著に残

す。

胎土 密
焼成 良好
色調 黄灰色

完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

杯 B2
68--97 ４

１

５

５
，
２
．
４

径

径

高

口
底

器

底部は平底で、器壁

は厚 く、断面長方形
の細長い高台をつけ

る。底部から胴部へ

の境は不明瞭で、そ

こから口縁部にはわ

ずかに内湾しながら

立ち上がる。

底部は回転ヘラケズ

リで、底部内面にロ

クロロを残す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 灰色

はば完形
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

須恵驀 68--98 口 径 15.6 底部は平底で、細長 底部は回転ヘラケズ 胎土 密 (合、 ほば完形
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郭 B2 ２

４

径

高

底

恐
く断面長方形の高台

をつける。器壁は底

部を含めてうす く、

全体に大きくなるタ

イプ。明瞭な底部稜

線をつ くり出し、そ

れより□縁部にかけ

てわずかにひらきな

がらのびる。

り。 :同部タト面 |こ ロク
ロロを残す。

砂粒 )

焼成 良好
色調 暗灰色

ロクロ左回転

墓前域出土

釉

器

灰

殉
68--99 底 径  6.4 底部は平底で、径の

小さい断面三角形の

高台をつける。

底部は回転糸切り痕
をナデ消す。

胎土 密 (合、
滑石粒、砂

粒 )

焼成 良好
色調 淡黄灰色

底部残
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

杯 BJ
68--100 底 径  9,6 底部は丸底で、断面

逆台形の高台をつけ

その高さはほぼ等 し

い。底部の器壁は厚

い。

器面が荒れており調

整の観察は難 しいが

底部はヘラケズリと

思われる。

胎土 粗
焼成 不良
色調 淡黄灰色

底部残
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 Bl
68--101 底 径  11.1 底部は丸底で、断面

台形の しっかりした

高台をつけ、その高

さはほぼ等 しい。月同

部への稜を明瞭に造

る。

底部は回転ヘラケズ

リで、内面中央にロ

クロロを残す。

胎土 密 (合、
若千の砂紛

焼成 良好
色調 灰色

底部残
ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

杯 Cl
68--102 ０

７

４

４

７
．
４

径

径

高

口
底

器

底部は平底気味の丸

底で、弱い底部稜線
を有 し、日縁部はわ

ずかに外反傾向をみ

せる。

底部に粘上の張り付

け痕を有する。内外

面とも、ロクロロを

顕者に残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 暗灰色

ほば完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 Cl
68--103 口 径  11.9

器 高  45
底部は丸底で、そこ

からスムーズに連続

する胴・ 口縁部は内

湾しながら立ち上が

る。全体的に半球形
にちかい。

底面に粘土紐の張り

付け痕が観 られ、底

部より胴部下方にか

けて回転ヘラケズリ

を施す。日唇部内面

に一状の沈線をつけ

る。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

完形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 C2
68--104 口

底

器

径 (12.5
径 (4.8
高 (3.7

底部は丸底で、その

中央部はわずかに平

底化する。連続する

胴・ 口縁部はゆるや

かに内湾 しなが ら立

ち上がり、その□唇

部では薄 く尖 らす。

底部は回転ヘラケズ

リ。 :同部タト面 1こ ロク
ロロを残す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 灰色

□縁部、底部
とも1/4残

ロクロ右回転
墓前域出土

須恵器

郭 C2
68--10[ □ 径 (14.3

底 径  5。 2
器 高  4.1

底部は丸底で、そこ

か らスムーズに連続

する胴・ 口縁部は、

ゆるやかに立ち上が

る。

底部か ら胴部下半に

かけて回転ヘラケズ

リ。

胎土 密 (合、
砂礫)

焼成 良好
色調 淡灰色

口縁部 A/3、 底

部残
ロクロ左回転

墓前域出土

須恵器

杯 C2
68--10( 口

底
径 (15.0
宅登    72

底部は平底にちかく

胴部への稜は一応認

底部から胴部下半に

かけて回転ヘラケズ
胎土 密
焼成 良好

回縁部、底部
とも4/4残
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器 高  40 め得る。胴から口縁

部はゆるやかに立ち

上がる。

り。ヘラによる稜線

を明瞭に残す。

色調 淡黄灰色 ロクロ左回転
墓前域出土

須恵恭

杯 C4
68--107 口

底

器

径 (124
径 (8.2
高   39

底部は平底で、器厚

は底部が厚 く、胴か

ら□縁部はわずかに

内湾 して立ち上がるI

内外面とも、ナデ整

形となる。

胎土 密
焼成 良好
色調 淡黄灰色

□縁部 1/4、 底

部1/3残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

郭 B2
68--108 □

器

ぞき (13.4
高 (3.8

底部は丸底になるも

のと思われ、スムー

ズに連続する胴部か

ら口縁部は内湾 して

いる。器高は高いか

イプとなる。

胴部上方か ら底部に

かけての外面は手持

ちヘラケズ リが施さ

れる。内面はナデ調

整する。

胎土 密
焼成 良好
色調 赤褐色

□縁部1/5残

玄室内出土

土師器

郭 B2
68-109 ８

７

４

４

径
高

口
器

底部は丸底で、スム

ーズに連続する胴部

から口唇部にかけて

は内湾 しながら立ち

上がる。器高は高い

タイプである。

胴部上方か ら底部に

かけての外面に手持

ちヘラケズ リが施さ

れる。内面はていね

いにナデ調整される

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 赤褐色

口縁部 1/2、 底

部残

墓前域出土

土師器

郭 B2
68--11 □

器

径 (141
局  4.3

底部は丸底で、胴部

から□縁部は内湾す

る。

器高の高いがイプ。

胴部から底部にかけ

ての外面は手持ちヘ

ラケズリ。

内面はナデ仕上げ。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部1/3残

玄室内出土

土師器

郭 B4
68--111 口

底

器

径 (14.3
径 (9.7
高  35

底部は丸味のある平

底で、胴部中央に稜

をもつ。底部か ら胴

部中央付近まで内湾

し、口縁部は外反す

る。

胴部稜線から底部に

かけて手持ちヘラケ
ズリ。

内面はナデ仕上げ。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部1/3残

墓前域出土

土師器

杯 Cz
68--112 底 径  6.55 底部は平底で、胴部

は内湾 しながら立ち

上がるらしい。

底部中央部に回転糸
切り痕を残 し、底面

周辺部をヘラケズリ

する。

胎土 密 (合、
滑石粒 )

焼成 良好
色調 褐色

底部ほぼ残
ロクロ右回転

墓前域出土

土師器

郭 C
68--11 口 径 (122

底 径 (91
器 高  4.1

底部は平底で、胴部
は内湾して、口縁部
で外反する。

底部内面に放射暗文

状ヘラミガキ。底部

中央部に、回転糸切

り痕を残 し、その周

辺部をヘラケズリす

る。胴部内外面 とも

に、巾細の回転ヘラ

ミガキ。

胎土 密
焼成 良好
色調 褐色

口縁部 1/6、 底

部 1/4残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

郭 C
68--114 径

径

高

□
底

器

(130
(10.1

3.7

底部は平底で、胴部

はわずかに内湾気味

で、口縁部は外反す

る。

底部は全面を手持ち
ヘラケズリ。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 褐色

□縁部、底部
とも1/3残

ロクロ左回転
墓前域出土

土師器

ネ C
68--11[ □

底

恭

径 (13.0)
定ζ   9.5

島  3.7

底部は平底で、胴部

はほぼ直線状にのび

るがわずかに内湾気

味となり、口縁部は

底部はヘラケズ リ。

底部内面に、放射暗

文状ヘラミガキ。

胎土 密 (含、
滑石粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部 1/6残、

底部残
ロクロ回転方

向不明
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外反する。 墓前域出土

土師器

邦  C′

68--11 ９
，
０∪
●０

径

径

高

口
底

器

底部は平底で、胴部

は内湾し、口縁部は

外反する。

底部中央部に回転糸

切り痕を残し、その

周辺部を手持ちヘラ

ケズリする。

胎土 密 (合、
滑石粒 )

焼成 良好
色調 褐色

完形
ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

杯 C
68-11 径

径

高

口
底

器

底部は平底で、胴部

は内湾気味で直線状

にのびて立ち上がり、

口縁部は外反傾向を

みせる。

底部外面はヘラケズ

リする。

胎土 密 (合、
多量の砂粒 :

焼成 軟弱
色調 黄褐色

ほぼ完形
ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

郭 C3
68--11 底 径  (60 底部は平底で、その

中央部を大きくもり

あげる。胴部は内湾

しなが ら立ち上iが る

器厚は薄 く、小型。

底部に回転糸切り痕

を残 し、その周縁を

回転ヘラケズ リする(

胴部内面に放射状の

暗文を施す。

胎土 密 (合、
微細な雲母

粒 )

焼成 良好
色調 明褐色

底部%残
ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

邦  C3
68--11( 径

径

高

口
底

器

９

０

５

９

６

＆

底部は平底で、胴部

か ら口縁部にかけて

ゆるやかに内湾する

器壁は比較的厚い。

底部に回転糸切り痕

を残す。

胎土 粗 (合、粗
大な滑石粒

焼成 良好
色調 褐色

完形
ロクロ右回転

玄室内出土

土師器

郭 C
68-12( 径

径

高

口
底

器

底部は平底で、胴部

か ら口縁部はゆるや

かに内湾する。

底部に回転糸切り痕

を残す。

胎土 粗 (合、粗
大な滑石粒

焼成 良好
色調 褐色

完形
ロクロ右回転

墓前域出土

土師器

邦 C3
68-121 ６

９

９

径

径

高

口
底

器

底部は平底で、その

中央部では器壁を薄

くする。胴部か ら口

縁部は内湾 しなが ら

もほぼ直線状に立ち

上がり、口唇部を薄

く仕上げる。

底部は回転糸切 り痕

を残す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 やや不良
色調 明橙色

ほぼ完形
ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

杯 Al
68--12乏 底 径 (123) 底部は平底で、断面

長方形の高台をつけ

る。底部稜線はやや

不明瞭で、胴部はほ

ぼ直線状に立ち上が

る。

器面が荒れて観察不

能であるが、全面ナ

デ仕上げと思われる

胎土 やや粗
(合、砂粒

焼成 不良
色調 橙色

底部一部残

墓前域出土

須恵器

高 杯
69--12〔 脚部は ラッパ状にひ

らき、郭部は底部を

平坦につ くる。

郭部の底部外面は回

転ヘラケズリ。脚部

はロクロロを残す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 淡黄灰色

脚部上半残
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

平瓶 B
69--12沼 □ 径  74 口唇部ちか くで径を

広 くして、器壁はそ

の端部を尖 らす。胴

部に対 して斜めに接

合される。

内外面ともロクロロ

の痕跡を残す。

胎土 粗 (粗大
砂粒が多い

焼成 良好
色調 褐灰色

頸部残
ロクロ回転方

向不明

自然釉

玄室内出土

須恵器

長頸増

69--12[ 口 径  105 細長い頸部は口縁部
で大きくラッパ状に

口縁部直下に一段の

稜を施す。

胎土 密 (合、
砂粒)

頸部残
ロクロ右回転
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A2 ひらき、その端部を

わずかに肥厚 させて

口唇部をつ くる。

焼成 良好、堅
緻

色調 淡黄灰色

自然釉

墓前域出土

須恵器

腺  C
69--12( 口 径  10.0

胴部最大径 95
底 径   40
器 高  120

底部は小さな平底で、

胴部上位に最大径を

もってなだらかな肩

部をつ くる。頸部を

細 く、口縁部はラッ
パ状に大きくひらき

なが らその中央部で

屈折する。注口部は

突出している。

胴部下方は回転ヘラ

ケズリ後、一部に手

持ちヘラケズリを施

す。頸部内面にしば

り目を観察する。注

田部はナデ接合。肩

部付近に一条の沈線
を巡らす。

胎土 密 (合、
石英粒、滑

石粒)

焼成 良好
色調 淡黄灰色

□縁部1/3欠

ロクロ右回転
墓前域出土

須恵器

諫  B
69--127 口 径  (99)

胴部最大径 106
底 径   65
器 高  11.8

底部は平底で、高台

をつけるが、高台よ

り底部が低くなる。

胴部は肩が大きく張

るが底部も大きく逆

台形となる。日縁部
は二段に屈折する。

注口部は突出する。

底部から胴部中央に

かけて回転ヘラケズ

リ。胴部中央に二条
の沈線を巡らす。注
田部はナデ接合する(

胎土 密 (合、
大きな砂粒

焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁部ほとん

ど欠
ロクロ回転方

向不明

自然釉
墓前域出土

須恵器

甕

69--12E 口 径 (256) 頸部か ら口唇部にか
けて大きくひらき、

日縁部はその端部を

肥厚させる。

内外面ともに、 ロク
ロロを残す。

胎土 密 (合、
砂粒、滑石

粒、石英粒

焼成 良好
色調 黄灰色

口縁部一部残
ロクロ回転方

向不明

自然釉

墓前域出土

須恵器

奏

69--12〔 口 径 (27.1) 大きくひらく口縁都
はその端部を肥厚 し

て口唇部をつ くる。

内面にロクロロ痕、

外面日縁直下に突帯

あり。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部 1/4残

ロクロ回転方

向不明

自然釉

墓前域出土

須恵器

奏

69--130 口 径 (240) 外反しながらひらく
口縁部はその端部が

わずかに肥厚する。

口縁直下にヘラ描き

波状文を捻す。

胎土 密 (合、
滑石粒、砂

粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

口縁部一部残
ロクロ回転方

向不明

内面は自然釉

玄室内出土

土師器

甕 C
69-131 回 径 (H3) 頸部で「 く」の字状

に外折する比較的短

い口縁部はほぼ直線

状にのびる。

l同部内面はヨコハケ

(7本 /cln)。
胎土 粗 (合、
砂粒)

焼成 不良
色調 黄褐色

口縁部一部残

玄室内出土

土師器

甕 C
69--13乏 底 径 (63) 底部は平底で、若干

の底部ツキダンを有

する。

底部に擬似木葉痕。

内面はヨコハケ (9
本 /cll)。

胎土 密
焼成 軟弱
色調 明褐色

底部一部残

玄室内出土

土師器

甕 C
69--13〔 底 径  58 底部は平底で、胴部

はゆるやかに内湾す

る。若子の底部ツキ

ダシを有する。

底部に擬似木葉痕。

外面、ナナメハケ(8

本 /m)。
内面、 ヨコハケ (6

本～ 7本 /c12)。

胎土 やや粗
(合、石英

粒)

焼成 やや不良
色調 黄褐色

底部 4/2残

玄室内出土

土師器

甕 C
69--13: 底 径  6.1 底部は平底で、ツキ

ダシを有し、胴部は

ゆるやかに内湾する

底部に木葉痕。

外面、ナデ整形。

内面、ヨコハケ (10

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好

底部 1/2残

玄室内出土
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本 /cm) 色調 貢褐色

土師器

甕 B
69--135 底 宅旨  (90) 底部は平底で、大型

品につ くる。

底部に擬似木葉痕。

外面、タテハケ (7
本～ 8本 /cll)
内面、 ヨコハケ (7
本～ 8本 /cln)

胎土 密
焼成 良好
色調 明褐色

底部一部残

墓前域出土

18   -… 1 号  横  穴

土師器

蓋

70--136 径

径

高

大

国
最

器

210
212
55

て

げ

的

上

較

仕

比

デ

も

ナ

と

な
　
ｏ

面

い

る

外

ね

す

内

い

と

宝

ヽ
ひ

外

端

る

擬

し

に

を

の

げ

い
付

か

部

そ

曲

高

を

や

縁

て

り

く

ミ

る

口

し

折

さ

マ
ゆ

ヽ
出

に

小

ツ

は

て

き

下

や

状

部

い

ひ

を

一
や

珠

胴

ら

に

部

胎土 密 (含、
若千の滑石

粒)

焼成 良好
色調 橙色

ほぼ完形
ロクロ回転方

向不明

玄室内覆土出

土

土師器

芥 Ai
70--137 ８

３

４

径

径

高

口
底

器

底部は平底で、断面

長方形の長い高台を

付し、胴部への稜は

やや不明瞭にして、

そこから口縁部にか

けてはほぼ直線状に

立ち上がる。大型品
である。

内外面とも比較的て

いねいなナデ仕上げ

とする。

胎土 やや粗
(合、滑石

粒)

焼成 やや不良
色調 橙色

ほぼ完形
ロクロ回転方

向不明

玄室内覆土出

土

須恵器

郭 B2
70--138 口

底

器

径 (14.5)

径 (98)
高  38

底部は平底で、胴部
への稜線を明瞭に残

し、断面長方形の高

台をその内縁部につ

ける。胴部から口縁

部にかけてほぼ直線

状に立ち上がる。

底部外面は回転ヘラ

ケズ リで、胴部内面

にロクロロを残す。

胎土 密
焼成 良好
色調 淡黄灰色

口縁1/4底部一

部残
ロクロ右回転

自然釉

墓前域覆土最

上面出土

土師器

郭 C2
70--139 ７

１
つる
００

径

径

高

口
底

器

底部は平底で、 l同部

はほぼ直線状にのび

て口縁部は外反気味

となる。

底部外面は全面ヘラ

ケズリで、胴部内外

面はヘラミガキ。底

部内面に放射暗文状
ヘラミガキ。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 褐色

ほば完形
ロクロ回転方

向不明

玄室内覆土出

土

土師器

郭 C2
70--140 径

径

高

口
底

器

13.0

88
38

底部は平底で、胴部

下方に微弱な稜を付
してほぼ直線状に立

ち上がり、口縁部下

でわずかに外反する。

底部外面は全面ヘラ

ケズリで、胴部内外

面ともヘラミガキ。

底部内面に放射暗文

状ヘラミガキ痕を残

す。

胎土 密 (合、
石英粒 )

焼成 軟弱
色調 明褐色

ほぼ完形
ロクロ回転方

向不明

玄室内覆土出

土

土師器

郭  C2
70--14 ７

０

１

３

９

４

径

径

高

□
底

器

底部は平底で、胴部

か ら口縁部へは内湾

しなが ら立ち上iが る。

器壁はやや厚い。

底部外面はヘラケズ

リで、胴部内外面及

び底部内面はていね

いなナデ調整が施さ

れる。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 不良
色調 明橙色

完形
ロクロ右回転

玄室内覆土出

土

須恵恭

広口増

70--142 口 径 (19.3) 頸部から口縁部にか
けて、ゆるく外反し

ながら立ち上がり、そ

の端部をややひらく

頸都中央には一単位

5歯のクシガキ波状
文を二条施す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部1/4残

ロクロ回転方

向不明

墓前域覆土上
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層出土

須恵器

甕

70--143 口 径 (263 ) 頸部から回縁部にか
けて外上方にひらき、

日唇直下に屈折を付

ける。

内外面とも、

目を残す。

胎土 密 (合、
滑石粒、砂

粒 )

焼成 良好
色調 白灰色

口縁部4/4残

ロクロ回転方

向不明

自然釉
墓前域覆土上

層出土

須恵器

長頸靖

A2

70-1期 口 径  109 細い頸部か ら口縁部
がラッノ刊犬にひらき

口唇部は肥厚させて

端部をつ くる。

内外面ともロクロロ

の痕跡を残す。

胎土 粗 (合、
多量の砂紛

焼成 良好
色調 淡灰色

頸部残
ロクロ右回転

自然釉

玄室内覆土上

層出土

須恵器

長頸靖

A2

70-14[ 胴部最大径
底 径

９

０

底部は平底で、断面

長方形の高台をつけ

る。肩部は明瞭な稜
をもって最大径をつ

くり、ふくらみをも
って頸部にいたる。

底部か ら胴部下半に

かけては、回転ヘラ

ケズ リ。胴部内面に

ロクロロを顕著に残

す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 淡黄灰色

胴部残
ロクロ右回転

自然釉

墓前域覆土上

層出土

土師器

甕 C
70--14( 口 径  (161)

胴部最大径(17.7)

最大径をほぼ中位に

も●月同著Ъから 「く」
の字状に短い口縁部
がひらく。

外面、ナナメハケ

(7本 /c12)
内面、 ヨコハケ (5

本～ 8本 /cll)
口縁部外面はナデ調

整。口唇部内面はヨ

コハケ。

胎土 やや粗
(合、砂粒)

焼成 不良
色調 黄褐色

口縁部、胴部

共に1/2残

玄室内覆土出

土

18   -― 号  横  穴

須恵器

長頸靖

A2

69--14i 口 径   9.9 頸部は筒状で、□縁
部が ラッパ状にひら

き、その口唇部は肥

厚 して下に折 り曲げ

られて端部をつ くる

内外面とも、 ロクロ

痕を残す。

胎土 密 (合、
若千の砂粒 |

焼成 良好
色調 淡黄灰色

頸部残
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

須恵器

長頸増

A2

69--14ε 口 径  118 頸部から回縁部がラ
ッパ状にひらく。

頸部内面に顕者なロ

クロロを残す。

胎土 密 (合、
若千の砂粒

焼成 良好
色調 灰色

口縁部 1/2残、

頸部残
ロクロ左回転

自然釉

墓前域出土

須恵器

長頸靖

B

69--14( 胴部最大径 13.9

底 径   4.8
底部は平底化するが

丸底で、球型の胴部

はやや肩が張る。頸

部は細長 く、口縁部

にむかってゆるやか

にひらく。

底部か ら胴部にかけ

ての外面は回転ヘラ

ケズ リ。胴部外面は

ナデ整形される。内

面には顕著なロクロ

目を残す。

胎土 密 (合、
若千の砂粒

焼成 良好
色調 灰色

口縁部欠、胴

部 1/4欠

ロクロ左回転

墓前域出土

21-2号 横 穴

須恵器

蓋 B
70--15( 回 径

最大径

やや小さな擬宝珠状

ツマ ミを付 し、胴部

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ。内外面と

胎土 やや粗
(合、粗大

完形
ロクロ右回転
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器 高  3.4 はゆるやかに内湾さ
せて、回縁部を下方
に折り曲げる。

もにロクロロを残す ( な砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

自然釉

玄室内出土

須恵器

郭 B2
70--151 径

径

高

口
底

器

14.0

91
4.1

底部は平底で厚 く、

胴部との稜を明瞭に

つ くり断面長方形の

高台をつけ、その高

さは 1ま ぼ等 しい。 l同

部はほぼ直線状にの

びて、□縁部はわず

かに外反する。

底部は回転ヘラケズ

リで、胴部内外面に
ロクロロを残す。

胎土 密 (合、
粗大な滑石

粒 )

焼成 良好
色調 灰色

ほぼ宗形
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵瀑

長頸靖

A2

70--152 口 径  (10.6)
胴部最大径 160
底 径   86
器 高  24.0

底部は平底で、中広
のしっかりした高台
を付す。肩部に稜を

もって最大径をつく

り、頸部から口縁部
がラッパ状にひらい

てその端部を肥厚さ

せる。

底部か ら胴部下方の

外面は、回転ヘラケ

ズ リ。内面にロクロ

目を顕著に残す。

胎 L 密 (含、
砂粒 )

焼成 良好
色調 淡黄灰色

□縁部3/4欠

ロクロ左回転

自然釉
墓前域出土

口可 横 穴

須恵瀑

蓋 B
70--158 口 径 (15.2)

最大径 (155)
口縁部を下方に折り

曲げる。

胴部内面にロクロロ

を残す。

胎土 密
焼成 良好
色調 暗灰色

口縁部一部残
ロクロ回転方

向不明

封鎖部出土

須恵器

杯 A
70--154 口

器

径 (11.4)
高  3.4

底部は平底気味につ

くる丸底で、やや不

明瞭なが ら胴部との

稜を残す。胴部か ら

回縁部は直線状にの

びる。

底部外面は回転ヘラ

ケズ リされる。内外

面ともにナデ調整。

胎土 密
焼成 良好
色調 淡灰色

底部残、回縁

部 1/4残

ロクロ左回転

封鎖部出土

23   -― 2 号  横  穴

須恵器

蓋 B
71-15[ 径

径

一局

大

国

最

器

14.5

14.7

3.1

やや小さく扁平な擬

宝珠状ツマ ミを付 し

口縁部を下方に折 り

曲げる。器高は比較

的低いタイプ。

天丼部外面を回転ヘ

ラケズ リ。内面にロ

クロロを顕者に残す

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 灰色

ほぼ完形
ロクロ左回転

墓前域出土

須恵器

蓋  B
71-15( 径

径

高

大

口

最

器

14.9

15.1

3.1

やや小さく扁平の擬

宝珠状ツマ ミをつけ

回縁部を下方に折 り

曲げる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリとなる。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

天丼部 口縁
部共に1/2残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋  B
71-157 径

径

高

大
国
最

器

(151)
(15.5)
3.3

扁平で小さな擬宝珠

状ツマミを付し、日

縁部を断面三角形に

ひき出してわずかに

内傾させる。

天丼部外面を回転ヘ

ラケズ リし、その内

面と胴部外面にロク
ロロを残す。

胎土 密 (合
砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

天丼部残、□

縁部 1/6残

ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土
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須恵器

杯 B2
71-15〔 底 径  9.6 底部は平底で、胴部

への境に明瞭な稜を

つ くる。稜の内縁部

に断面長方形の高台

を付す。

底部外面は回転ヘラ

ケズリする。

胎土 密 (合、
滑石粒)

焼成 良好
色調 灰色

底部 3/4残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

必 B2
71--159 径

径

高

口
底

器

(14.4)
105
37

底部はやや丸底気味
の平底に断面長方形
の高台を付け、胴部
との稜を明瞭につく

る。B同部はわずかに

内湾しつつ立ち上が

り、日縁部をやや外

反する。

底部外面は回転ヘラ

ケズリ。

胎土 粗 (合、
砂粒)

焼成 不良
色調 暗灰色

底部 4/2残、□

縁部 1/6残

ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

杯 Ca
71-16C 口

底

器

雀:(12.8

径 (10.3

高  3.8

底部は平底で、中央
がややあがる。胴部
から口縁部は外上方
に立ち上がる。

底部外面は回転ヘラ

ケズリ。体部内面に
ロクロロを残す。

胎土 密 (合、
石英粒)

焼成 良好
色調 淡灰色

底部残、口縁

部一部残
ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

邦 B2
71-161 口 径 (13.5) 底部は丸底で、胴部

中央に稜をつくる。

胴部から口縁部は内

湾気味に直立し、器

高は高い。

底部から胴部中央に

かけて手持ちヘラケ
ズリし、内面はナデ

調整する。

胎土 やや粗
(合、若千

の砂粒 )

焼成 良好
色調 黄褐色

口縁部1/4残

墓前域出土

土師器

奏 A
71-162 口 径 (220) 胴部か ら「 く」の字

状に外折 して直線状

にのびる国縁部は、

その端部を内側に折

り返 して肥厚させる(

外面はナデ整形を主

体にし、口唇部下方

に指頭痕を残す。胴

部内面はヨコハケ。

胎土 粗 (含、
多量の砂粒

焼成 不良
色調 褐色

口縁部1/3残

墓前域出土

24 口可 横 穴

須恵器

蓋 A
70--16 １

４

４

０

２

３

径

径

高

大
口
最

器

擬宝珠状ツマミを付
し、なだらかにのび

る口縁部は内側にカ
エリを有する。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リ、内外面と

もにナデ仕上げとす

る。

胎土 密
院成 良好
色調 灰色

ほぼ完形
ロクロ左回転

玄室内出土

須恵器

郭 A
70--16狛 日

底

器

径 (H.2)
?き    7.0

高  3.4

底部は平底気味につ

くる丸底で、胴部か

ら口縁部にかなり急

に立ち上がる。

底部は回転ヘラケズ

リで、その他は内外

ともていねいなヨコ

ナデ調整がなされる

胎土 密 (合、
粗大礫)

焼成 良好
色調 淡灰色

口縁部 3/4欠

ロクロ左回転

玄室内出土

須恵器

長頸姑

A2

70--16こ 底 径 (8.5) 底部は平底で、しっ

かりとした断面長方

形の高台をつける。

胴部は内湾する。

底部から体部下方に

かけて回転ヘラケズ

リを施す。

胎土 やや粗 (合
多量の砂粒)

焼成 やや不良
色調 淡黄灰色

底部2/3残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

須恵器

奏

70--16( 口 径 (21.1) 頸部か ら「 く」の字
状に外折 して直線状

にのびる口縁部は、

その端部を肥厚させ

て口唇部をつ くる。

内外ともロクロロ痕

を残す。

胎土 密 (合、
砂粒、雲母

粒、滑石粒、

石英粒、粒
は*岡かい)

焼成 良好、堅級
色調 白灰色

口縁部一部残
ロクロ回転方

向不明

自然釉

下層撹乱土層

中出土
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須恵器

長頸増

A2

70--16 口 径 (10.4) 頸部か らく口縁部は
ラッパ状となって、

その端部を肥厚させ

て□唇部をつ くる。

内外面ともに、 ロク
ロロ痕を残す。

胎土 密 (合、
若千の砂粒

焼成 良好
色調 褐灰色

口縁 1/2、 頸部

残
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

25   --   1 号  横  穴

須恵器

必 B
71--168 底 径  99 底部は平底で、断面

三角形にちかい高台

を付す。

底部外面は回転ヘラ

ケズ リ。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 灰色

底部 4/2残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

郭  C8
71-16〔 □

底

器

径 (110)
宅き   50
高  33

底部は小さな平底で
口縁部は外上方に大
きくひらく。

底部は回転糸切り痕

を明瞭に残す。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好
色調 黄褐色

底部 1/2、 □縁

部一部残
ロクロ右回転

玄室内出土

口巧 横 穴

須恵器

蓋 B
71-17C 径

径

高

大

国

最

器

(146)
(151)
3.4

擬宝珠状ツマ ミを付

した天丼部は平担に

して稜を有する。□

縁部は下方に折 り曲

げて、その先端をや

や内傾させる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リし、胴部内

タト面ともにロクロロ

を残す。

胎土 密
焼成 良好、堅
緻

色調 暗灰色

天丼部 1/2、 口

縁部 1/4残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

蓋 B
71-171 径

径

高

大
口
最

器

(149)
(152)
37

擬宝珠状ツマミを付

し、口縁部は下にひ

き出して断面三角形
につ くる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リ。胴部内面
に顕著なロクロロを

残す。

胎土 密
焼成 良好
色調 淡灰色

天丼部、口縁

部一部残 、ロク
ロ右回転、墓前

域落込み出土

須恵器

杯 BI
71-172 径

径

高

口
底

器

(142)
(10,7)
3.6

底部は丸底で、胴部
への稜は比較的明瞭

で、断面長方形の し

っかりした高台を付

す。胴部か ら回縁部

は直線状に立ち上が

る。

底部は回転ヘラケズ

リで、胴部外面にロ

クロロを残す。

胎土 密 (合、
若千の砂粒 :

焼成 良好、堅
緻

色調 淡黄灰色

底部 1/4、 日縁

部一部残
ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

土師器

杯  Bコ

71-17 口
底

器

径 (119)
径 (7.3)
高  4.1

底部は平底で、胴部
は内湾しなが ら立ち

上がる。器壁はやや

厚い。

底部か ら胴部下半に

は手持ちヘラケズリ

で、内面にナデ調整

が残る。

胎土 粗 (合、
多量の砂粒,

焼成 やや不良
色調 赤褐色

□縁部一部残

墓前域出土

須恵器

腺  B
71-17コ 口 径 (9,4) ラッパ状にひらく口

縁部はその中央部で

屈折して稜をもつ。

内外面ともにナデ調

整が目立つ。

胎土 密 (合、
砂粒)

焼成 良好、堅
緻

色調 淡黄灰色

口縁部 1/3残

ロクロ回転方
向不明

自然釉
墓前域落込み

出土
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27 口百 横 穴

須恵器

郭 B2
71--175 底 径 (10.1) 底部は平底で、しっ

かりした高台を付すc

底部外面は回転ヘラ

ケズ リで、内面にロ

クロロを残す。

土

成

調

胎

焼

色

密

良好

淡黄灰色

底部4/3残

ロクロ右回転
墓前域撹乱土

層中出土

土師器

郭 C3
71-176 口

底

器

径 (127)
径 (6.7)
高  41

底部は平底 らしく、

胴部か ら口縁部は直

線状にひらく。

月同部タト面 |こ ロクロロ

をわずかに残す。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 褐色

口縁部1/4残

ロクロ回転方

向不明

玄室内覆土出

土

須恵器

腺  B
71-177 口 径   96

1R部敷 宅き  8.9

底 径   4.5
器 高  10.7

底部は小さい平底で、

断面長方形の高台を

付す。肩部をつよく

張って胴部最大径と

し、細い頸部か ら大

きくひらく口縁部は

中央付近で稜をもっ

て屈折する。

底部か ら胴部下半に

かけて回転ヘラケズ

リ。頸部内面にしば

り目。突出した注目

部をナデつける。

胎土 密 (合、
砂粧)

焼成 良好
色調 白灰色

ほぼ完形
ロクロ左回転

自然釉

墓前域覆土出

土

須恵器

長頸対

A2

71--178 底 径  7.8 底部は丸底で、断面
長方形の高台を付け

るが、その高さはほ

ぼ等 しい。胴部は内

弯 しなが ら立ち上が

る。

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。内面にロクロロ

を顕著に残す。

胎土 粗 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

底部残
ロクロ右回転

自然釉

墓前域覆土出

土

口可 横 穴

土師器

郭 B
71-17 底部は平底化 した丸

底となる。

ゼ字状ラセン暗文が

内面に施される。底

部には細かいヘラミ

ガキが観られる。

胎土 密 (含、
雲母粒、石

英粒)

焼成 良好
色調 赤褐色

底部残

内外面とも丹

塗り

玄室内出土

土師器

甕 C
71-180 口 径  14.1

胴部最大径 15.2

底 径   8,7
器 高  122

底部は厚い平底で、

突き出しを有する。

胴部中央上位に最大

径をもち、国唇部は

「 く」の字状に短く

外折する。

外面はナデ整形を主

体とする。

内面は荒いヨコハケ(

底部に擬似木葉痕。

胎土 粗 (合、
多量の砂礫

粒)

焼成 不良
色調 暗黄褐色

ほぼ完形

開田部覆土上

層出土

口可 横 穴

須恵器

蓋 B
71-181 １

３

８

５

５

３

径

径

高

大

国

最

器

擬宝珠状ツマミを付
し、日縁部を下方に

折り曲げて、断面長

方形につくる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリで、内面に

顕著なロクロロを残

す。

胎土 密
焼成 良好、堅
緻

色調 暗灰色

天丼部、口縁

部 1/3残、ロクロ

右回転、自然釉

玄室内黒土層

上部出土

須恵器 71-18Z 口 径 (13.3) 底部は丸底で、断面 底部外面は回転ヘラ 胎土 密 (合、 口縁部 1/3、 底
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郭 BI ９

４

径

高

底

器

三角形にちかい高台

を付 し、その外縁に

は胴部への稜がみら

れる。□縁部は直線

状にひらく。

ケズリ。その内面に
ロクロロを残す。

砂粒 )

良好

暗灰色

成

調

焼

色

部残
ロクロ右回転

玄室内出土

口可 横 穴

須恵器

瓦泉 B
71-18 BI郡最大径(109)

底 径   69
底部は平底で、断面

長方形の高台を付す

胴部中央を最大径と

して、肩はなめらか

となる。細い頸部か

ら屈折する。口縁部

がひらく。注目部は

突出する。

底部か ら胴部下半に

かけて回転ヘラケズ

リ。注口部はナデつ

けされる。

胎土 やや粗
(合、多量
の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部欠
ロクロ右回転

自然釉

墓道内出土

須恵器

甕

71-18: 口 径 (293) 外反 しなが らひらく
□縁部は、その先端

で肥厚 して口唇部を
つ くる。

内外面ともにロクロ

目を残す。頸部下方
に左下がりのクシ描

き文を施す。

胎土 密 (合、滑
石粒、砂粒 )

焼成 良好
色調 灰色

□縁部 4/6残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

口巧 横 穴

須恵器

長頸増

A2

72--185 口 径   103 細い頸部か ら、なめ
らかに外反 して口縁

部がひらき、その端

部が肥厚する。

内外面ともロクロロ

を残す。

胎土 密
焼成 良好、堅
緻

色調 淡黄灰色

頸部残
ロクロ左回転

自然釉

墓前域出土

須恵器

広口靖

72--18( 口 径 (19.5) 口縁部は薄 く、なめ
らか 1こ外反する。

内外面にロクロロを

かすかに残す。

胎土 密(合、滑
石粒、砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

口縁部 1/3残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

34 7J 横 穴

釉

器

灰

陶

72--187 底 径  61 底部は小さな平底で

断面長方形の高台を

付す。器厚は薄い。

底部は高台張 り付け

後、ナデ調整される

内面にわずかに灰釉

を施す。

胎土 密 (含、
砂粒 )

焼成 良好
色調 淡黄灰色

底部残
ロクロ回転方

向不明

墓前域撹乱土

層中出土

上師器

郭 C3
72--18E 底 径  55 底部は平底で、底部

か ら連続巧「 る1同剖31よ

ゆるやかにひらく。

底部糸切り後、ナデ

調整される。

胎土 粗 (合、
多量の砂紛

焼成

色調

底部 1/2残

ロクロ右回転

墓前域出土

土師器

邦 C3
72--18C ５

　

　

４

９
，

Ｓ

Ｉ

４

径

径

高

□
底

器

底部は平底で、中央

部が盛り上力氏る。】同

部から口縁部は内湾
気味で直線状にひら

く。

底部は全面ヘラケズ

リ。胴部下方にかけ

てヘラケズ リ。内面

はていねいなナデ調

整。

胎土 粗 (合、
多量の砂粒

特に滑石約

焼成 良好
色調 褐色

口縁部 1/2、 底

部2/3残

ロクロ回転方

向不明
墓前域出土
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須恵器

腺  B
72--190 胴部最大径(109)

底 径   54
底部は平底で、断面

長方形の高台を付す (

肩部を強く張って最

大径とし、頸部は細

く屈折する。口縁部

はラッパ状にひらく(

底部か ら胴部下半に

かけて回転ヘラケズ

リ。突出した注口部

をナデつける。

胎土 密 (緻密)
焼成 良好
色調 灰色

口縁部欠
ロクロ右回転

自然釉

封鎖部床上出

土

須恵器

長頸靖

B

72--191 口 径    80
胴部最大径 142
底 径   54
器 高  188

底部は小さい平底で

肩部を強 く張って最

大径をつ くるが、そ

の器形は扁平となる

頸部は細 く、口縁に

むかってゆるやかに

立ちあがる。

底部か ら胴部下半に

かけて回転ヘラケズ

リがなされる。

胎土 密 (比較
的細かい)

焼成 良好
色調 暗灰色

完形
ロクロ左回転

自然釉

底部に窯道具

痕

墓前域出土

口可 横 穴

土師器

郭 B2
72--192 口 径 (120) 底部は丸底と思われ

るが、胴部から口縁

部は内湾しながらた

ちあがる。

外面の胴部下半は手

持ちヘラケズリ。

胎土 密 (合、
砂粒 )

焼成 良好
色調 暗褐色

口縁部一部残

玄室内出土

須恵器

長頸靖

A2

72--19〔 口 径  114
胴部最大径 16.9

底 径   88
器 高  25.8

底部は丸底で、断面

長方形の しっかりし

た高台を付す。肩部

は強 く張って最大径

を測り、頸部か ら外

反する□縁部はその

端部を肥厚させて大

きくひらく。

底部か ら胴部下半ま

で回転ヘラケズ リ。

胎土 密 (合、
多量の砂紛

焼成 良好
色調 淡褐灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

口巧 横 穴

須恵器

甕

72--194 口 径   22.1
胴部最大径 350
器 高  38.1

底部は丸底で、なめ

らかな肩部に最大径

を測る。頸部か ら、

「 く」の字状に外折

してひらく口縁部は、

その端部で肥厚 して

□唇部をつ くる。

胴部外面は叩き整形

される。内面は指頭

痕がみえる。

胎土 密
焼成 良好
色調 暗灰色

完形

自然釉

開口部出土

須恵器

蓋 B
73--19〔 径

径

高

大

口

最

器

(164)
(165)
3.3

扁平凹頂の擬宝珠状

ツマ ミを付 し、口縁

部を下方に折 り曲げ

る。器高は浅いタイ

プ。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ。胴部内面

に顕者なロクロロを

残す。

胎土 やや粗
(含  多量
の砂粒 )

焼成 良好
色調 暗灰色

天丼部 1/2、 日

縁部1/6残

ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

蓋 B
73--19C 径

径

高

大
口
最

器

(149)
(150)
3.2

扁平な擬宝珠状ツマ

ミを付 し、口縁部下

方に折 り曲げた、器

高の浅いタイプ。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リ。胴部内外

面にロクロロを残す

胎土 密
焼成 良好
色調 暗灰色

天丼部 1/2、 口

縁部一部残
ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

腺  B
73--197 胴部最大径(105)

底 径   55
底部は平底で、断面

長方形の高台を付 し

肩部を強 く張って胴

底部か ら胴部下方に

かけて回転ヘラケズ

リ。注口部をナデ接

胎土 密 (合、
滑石粒、砂

粒、粒は粗 )

胴部残
ロクロ右回転

底部に「十」
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最大径とする。突出

した注口部を有する

合する。 大 )

焼成 良好
色調 灰色

字の窯印

開口部出土

須恵器

長頸靖

A2

73--19[ 口 径 (98) 口縁部からひらき、
その端部が肥厚する

内面にロクロロを残

す。

胎土 密
焼成 良好
色調 黄灰色

口縁部 X/3残

ロクロ回転方

向不明、自然釉

玄室内出土

Ｔ
， 口巧 横 穴

須恵器

蓋 B
73-‐ 199 口 径 (163)

最大径 (165)
口縁部を下方に折り

曲げる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リ。胴部内面

に顕者なロクロロを

残す。

胎土 密 (合、
若千の砂紛

焼成 良好
色調 淡灰色

口縁部4/4残

ロクロ回転方

向不明

玄室内出土

須恵器

蓋 B
73--200 径

径

高

大

口

最

器

146
153
38

扁平な擬宝珠状ツマ

ミを付し、器高はや

や高い。平坦な天丼

部から胴部へは稜を

有して、国縁部を下

方に折り曲げ、断面
三角形につくる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ。胴部内外

面と天丼部内面中央

に顕著なロクロロを

残す。

胎土 密 (合、
若子の砂紛

焼成 良好、堅
緻

色調 灰色

口縁部1/5欠

ロクロ右回転

自然釉

玄室内覆土出

土

須恵器

蓋 B
73--201 □ 径 (15,0)

最大径 (152)
擬宝珠状ツマミを付

して口縁部を下方に

折り曲げるがイプで

器高は深い。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リ。胴部内外

面に顕著なロクロロ

を残す。

胎土 密
焼成 良好、堅
緻

色調 暗灰色

口縁部 4/5残

ロクロ回転方

向不明

墓前域出土

須恵器

郭 BI
73--202 ８

３

４

３

０

４

径

径

高

口
底

器

底部は丸底で、不明

瞭であるが胴部との

稜をもち断面長方形

の高台を付すが、そ

れは底部より高い。

口縁部は内湾気味に

ひらく。

底部は回転ヘラケズ

リ。底部内面にロク
ロロを残す。

胎土 密
焼成 良好
色調 淡灰色

ほぼ完形
ロクロ右回転

玄室内出土

須恵器

郭  Bを

73--203 口
底

器

径 (13.6)
径   105
局  43

底部から胴部への境

は明瞭な稜をもち、

新面逆台形の高台を

付す。口縁部は直線

状にひらく。

内タト面ともにロクロ

目を残さない。

胎土 粗
焼成 不良
色調 淡灰色

口縁部、底部
とも一部残
ロクロ回転方

向不明、玄室

内覆土出土

須恵器

長頸靖

A2

73--20」 底 径  8.2 底部は平底で、断面
長方形の しっかりし

た高台を付 し、胴部

は内湾 しなが ら立ち

上がる。

底部は回転糸切り後、

底部か ら胴部下半に

かけて回転ヘラケズ

リを施す。内面にロ

クロロを顕著に残す (

胎土 密 (合、
多量の砂粒 )

焼成 良好
色調 灰色

胴部 1/2、 底部

残
ロクロ右回転

自然釉

閉鎖前覆土出

土

須恵器

長頸靖

B

73--20〔 胴部最大径 141 底部は丸底で、肩部
を強 く張るタイプで

ある。

底部か ら胴部中央に

かけて回転ヘラケズ

リ。内面にロクロロ

を残す。

胎土 密 (合、
若子の砂粒 :

焼成 良好
色調 灰色

胴部 1/2残

ロクロ右回転

自然釉

玄室内覆土出

土

須恵器 73--20( □ 径 (236) 頸部から「く」の字 胴部外面上方に叩き 胎土 密 (含、 口縁都 1/2残
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甕 状に外折 して、大き

く外にひらく口縁部

は、その先端を肥厚

させて口唇部をつ く

る。

目を有 し、胴部内面

はナデ整形。

砂粒、滑石

粒、石英粒 :

焼成 良好
色調 暗灰色

ロクロ回転方

向不明

閉鎖前覆土出

土

38 巧 横 穴

土師器

甕 B
73--20写 口 径 (252) 胴部か ら「 く」の字

状に外折する国縁部

は、わずかに外反 し

なが らひらく。

口縁部内外面は ヨコ

ナデ調整 し、胴部の

外面はナナメハケ

(9本 /銅 )、 内面ヨ
コハケ (8本 /伽 )
となる。

胎土 密 (合、
若千の砂粒 |

焼成 良好
色調 明橙色

□縁部 1/4残

玄室内出上

口可 横 穴

須恵器

郭 BI
73--208 底 径 (124) 底部は厚い丸底で、

断面長方形の高台を

つけるが、その高さ

はほば等 しい。

底部外面は回転ヘラ

ケズリで、その内面

にロクロロを残す。

胎土 密
焼成 不良
色調 淡灰色

底部 1/3残

ロクロ右回転

墓前域出土

須恵器

郭 BI
73--20C 底 径  120 底部は丸底で、断面

長方形の高台よりも
つよ く突出し、高台
の意味はなさない。

底部外面は回転ヘラ

ケズ リで、その内面

にロクロロを残す。

胎土 密 (合、
多量の砂粒)

焼成 良好
色調 灰色

底部 1/2残

ロクロ左回転

玄室内出土

須恵器

邦 BI
73--21C 径

径

高

口
底

器

165
12.9

48

底部は丸底で、断面

長方形の高台を付す

が、底部は高台より

低 く高台の意味はな

さない。不明瞭であ

るが、胴部との稜を
つ くり、日縁部にか

けて直線状にのびる

大型品である。

底部外面は回転ヘラ

ケズ リ。胴部外面に

は顕著なロクロロを

残す。

胎土 密 (合、
若千の砂紛

焼成 良好
色調 淡灰色

口縁部2/3欠

ロクロ左回転

玄室内出土

須恵器

諫  B
73--211 口 径  123 頸部か らラッパ状 |こ

外反する口縁部は、

その先端の上面を平

坦にひき出している

内外面ともに、ナデ

仕上げが目立つ。

胎土 密 (合、
若千の小さ

な砂粒 )

焼成 良好
色調 暗灰色

口縁部残
ロクロ右回転

自然釉

墓前域出土

“
豊 口百 横 穴

須恵恭

蓋 B
73--212 口 径

最大径

口縁部をわずかに横

にひき出してか ら下

方に折 り曲げている (

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リで、その内

面にロクロロを残す

胎土 密
焼成 良好
色調 暗褐灰色

ツマ ミ部欠
ロクロ右回転

自然釉

玄室内出土

須恵器

蓋 B
73--21こ ７

９

１

径

径

高

大
口

最

器

扁平な擬宝珠状ツマ

ミを付 し、器高は低

い。口縁部は下に折

天丼部外面は回転ヘ

ラケズ リ。内面にロ

クロロを残す。

胎土 密 (含、
若千の徴細

砂粒 )

ほば完形
ロクロ右回転

自然釉
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り曲げている。 成

調

焼

色
良好

暗褐灰色
焼きぶくれ有
り

玄室内直出土

須恵器

蓋 B
73‐ -21名 径

径

高

大

国

最

器

(15.8)
(160)
36

扁平な擬宝珠状ツマ

ミを付 し、日縁部を

一旦横にひき出して

か ら下方に折 り曲げ

る。器高は深いタイ

プとなる。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ。胴部外面
と天丼部内面にロク
ロロを残す。

胎土 密 (合、
若千の徴細

砂粒)

焼成 良好
色調 暗褐灰色

口縁部欠
ロクロ右回転

自然THI

玄室内撹乱土

層中出土

須恵器

郭 BI
73--21[ 径

径

高

口
底

器

(146)
10.1

3.8

底部は丸底で、断面

長方形の高台を付す
が、その高台は底部
より高い位置を占め

る。胴部はゆるやか
に内湾し、回縁部が

外反する傾向をみせ

る。器高は深いタイ

プとなる。

底部外面は回転ヘラ

ケズリ。胴部外面下

半にロクロロを残す c

胎土 密
焼成 良好、堅
緻

色調 暗褐灰色

□縁部3/4欠

ロクロ右回転

玄室内床直出
土

須恵器

邦 Bl
73--21( 底 径   10.0 底部は丸底で、断面

長方形の高台よりも
突出するタイプとな

る。

底部外面は回転ヘラ

ケズリ。

土

成

調

胎

焼

色

密

不良

淡灰色

底部 3/4残

ロクロ右回転

玄室内直出土

土師器

邦 A
73--21写 口 径  108

底 径 (71)
器 高  5,1

底部は平底で、大き

くひらいて高い断面

長方形の高台を付し、
口縁部は外上方にひ

らく。

内面はていねいなナ

デ整形。

胎土 密
焼成 良好
色調 橙色

底部 1/2欠

ロクロ右回転

玄室内撹乱土

層中出土

須恵器

長頸lt

B

73--21[ 口 径   12.3 細長い頸部からゆる

やかに口縁部がひら

く。

頸部内面に しばり目

を残 し、口縁部内面
にロクロロを残す。

胎土 密 (合、
若千の砂粒)

焼成 軟弱
色調 淡黄灰色

頸部残
ロクロ右回転

自然釉

玄室内撹乱土

層中出土

表 採

須恵器

蓋 B
73--21( 口 径 (16.6

最大径 (168
器 高 (4.6

扁平で大型の擬宝珠

状ツマミを付 し、日

縁部を下方に折 り曲

げるタイプで 器高
は深い。

天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ。胴部内面
にロクロロを残す。

胎土 粗
焼成 不良
色調 淡灰色

天丼部 1/3、 日

縁部 1部残
ロクロ右回転
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第 2節 鉄  器

量は比較的すくなく、 11の横穴から45点以上が検出されている(第 8表 )も 内訳は、釘が最も多く27

本以上、鏃 5、 直刀 2、 刀子 3、 足金具 1、 鐸 1を数える。

釘

1号・ 15号・ 17号 。32号・ 34号・ 35号・ 36号 。39号の各横穴より出土 している。形態は打曲頭     
ハ

形のものがほとんどで、その他の形式のものは方頭形が 2例、傘頭形のものが 1例みられるだけである。

長さは全長を推定できる8例より計算すると平均 90伽 である。                       ‐

断面を観察するとうず巻き状にサビが認められるものもあり、合わせ鍛造ではなく、巻きながら鍛造

されたものであることを知ることができる。

34号横穴からは 17本以上と最も多 く、木製の棺の存在を暗示させる。特に 34号においては石櫃も出

上しており、それは撹乱をうけて、釘の出土 した黒色土層上にのるかたちで上層の褐色土中で検出され

ている。

鏃

1号・ 23-2号・ 34号・ 36号 。37号の各横穴よりそれぞれ 1点ずつ検出されている。
1・ 7は先端部分を欠失 しているため明確にはしがたいが、ぃゎゅる広根斧箭式であり側面の観察等

からすると11のように方頭を呈するものと考えられる。 20は 主頭斧箭式に属するもので基部を欠失して

はいるが先端部の造りは非常にしっかりしている。 21は いわゆる飛燕形式のもので、後藤守一氏の分類     `
によれば両丸傷狭三角形式にあたる。

刀子                                               ェ

7号 。23-2号・ 25-1号 より各 1点ずつ出上しているが、いずれも破片で全様を知り得るものはな
い。 10は切先の部分をわずかに欠失しているが刃部の長さ 8.2∽ と推定することができる。9は茎が 5,7

伽と比較的長いもので、かなり長いものを考えることができる。

直刀

39号横穴玄室内より2回検出されている。 22は 先端部と基部があり中央部分を欠いているがほぼ全様

を知ることができる。全長40 clm以上、身巾 2.6銅、棟巾 0,4例を測る。目釘穴は 1と思われる。 23も 身巾

2.6師、棟巾0.6c12を 測 り、22と ほぼ同程度の大きさのものと考えられる。両者とも全長40～ 50伽 を想定

でき比較的小振りである。

刀装具

23-2号横穴からは足金具が、34号横穴からは喰出鋼と思われるものが検出されている。
10は 足金具と考えられるもので、接合 しない破片からの推定実測であるので若干の誤差はあるが、全

長 5.09xで 鞘の通る部分は長径 4.0伽、短径 2.O clBの 楕円形である。

12はサビが著るしいが喰出年と考えられる。長径 4.9勁 、短径 3.2伽 、厚さ 0.4働 の楕円形で、 中央
に長径 3.1師 、短径 1.3側の楕円形の穴があく。楕円ではあるが一方が巾広 く隅丸の様相を呈し、 一方
は巾が狭 く丸味を帯びており、上下を認定でき鐸と考えてよいと思われる。
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第 8表 鉄器一覧

出 土 地 点 種  別 図版
番 号

形 態
(

計 測 値 制

|)は 現存の値
備 考

1号横穴 墓前域 鏃

釘

1

2

広根斧箭式

方頭形

長 (7.6)

長 (9.5)

先端部欠

15号横穴 玄室 釘

釘

3

4

長 (6.3)

長 (3.1)

頭部欠

頭部欠

17号横穴 封鎖石中
〃  玄室内覆上

″  墓前域

子

片

釘
　
　
　
　
″

刀

鉄

5

6

傘頭形 長 (22)
長 (6,0)

頭部のみ

先端部・茎欠

刀子又は直刀破片 ?

23-2号横穴 墓前域
″   玄室

鏃

足金具

刀 子

7

8

9

広根斧箭式 長 (7.5)

長 (11.5)巾 1.1

先端部欠

先端部欠

25-1号横穴 墓前域 子

片

刀

鉄

長 (9,3)巾 1.2 先端部、茎欠、 2版片

釘 ?

32号横穴 釘

釘
　

釘

打曲頭形 復元長 9.2

長 (2.0)

長 (3.6)

3破片に分かれる、先端部曲る

34号横穴 封鎖部

墓前域

封鎖石中

墓前域

封鎖部

鏃

鐸

釘

″

″

〃

″

〃

釘

″

″

″

〃

″

″

〃

″

〃

″

11

12

13

14

15

16

17

18

19

方頭広根斧箭式

喰出鐸

方頭形

打曲頭形

打曲頭形

打曲頭形

打曲頭形

打曲頭形

打曲頭形

打曲頭形

長 (9。 2)巾 &5

4.9 × 3.2 摂髯0.4

長 9.0

長 (7.9)

長 (9.6)

長 8.9

長 &4
長 &0
長 7.9

長 (48+2.0)
長 (1,3)

長 (28),
長 (H.7)推定長
長 (4.1)

長 (5.8)

長 (9.1)

長 (20)
長 (2.4)

長 (4.0)

12.0

ほば完形

先端折れ曲る

頭部欠、先端折れ曲る

先端部欠

黒色土中 血 11
先端部付近破片 配22
〃         No 8

先端部わずかに欠

先端部欠

頭部欠

35号横穴 先端部破片 血 6
86号横穴

〃  サ 家 肉磨 +

鏃

釘

長 (8.0)最大中 3.2 基欠

里魯 +由  � 氏
37号横穴 玄室 鏃 飛燕形式

長(9.5)推定長 100
最大巾40

新 |,い よの の 可 能 ′性 氷 ゐ

39号横穴 玄室 直 刀

釘

推定長41.0棟 巾0.4
身巾2.6
身巾 2.6棟 中 0.6・

長 (&0)
長 (5.2)

茎 。身一部欠

鋒欠

頭部欠

頭部欠

-135-



第 3節 石  櫃

本調査によって発見 した石櫃は、 23例となった。

すでに述べたように、それは I次調査において 8例、Ⅱ次調査において 2例、Ⅲ次調査において 13例

となるが、その呼称には、 I`-1号 石櫃″のようにして、整理段階でもこれを踏襲 している。また、そ
の呼称は、出土状況に応じて番号を付 しているので、なかには、Ⅲ-5号石櫃のように、 〔身・蓋〕が     r
セットで数えられている例もある。よって、石櫃個体数をあげると、身 20、 蓋 4の計 24で、身のなか

には栓を有するもの 6例がある。                                    Ⅲ

I-1号石櫃
8号横穴 玄室内出土
小型方孔多角形   〔身・栓〕
高さ 27.8 clBの小品で、かなり細 く割れた状況を接合により復元 したが、左側面から屋根にかけてと背

面とに大きな欠失部が残っている。

底面は荒れているとはいえ、ノミ痕もみられてよく平坦化されている。他の各部は全体に丸味のつよ

い稜線をみせているが、なかでも右側面は大きく胴を張る。方孔部を有する正面はかなり垂直を保つ形

状となる。天丼部は、現況で略三角形を呈する平坦面が横長の頂部平坦面をつくり、そこから前後両方

向に強い傾斜をもつ屋根下半部がみられる。さらに、その天丼部から正・ 側面への連結はかなリスムー     ・

スで、明確な境目をもたない。あるいは厨子形の変形とみることも可能かも知れないタイプである。

割り込み部 Iま 7.0× 7.5 clBの 径で、わずかに横長となり、隅丸長方形にちかい。栓は明瞭なノミ痕をそ    ,
の胴部に観察できるが、その上端ではいっそう丸味をつよめる。

全体に肌荒れしていて、ノミ痕の詳細な比較検討には無理があるが、正面および屋根・側面の一部を

観察すると、正面がよりていねいに整形されていることがわかる。

栓は、縦 69× 横 7.7× 高さ 66伽 の直方体となる。ノミ痕もていねいに施されているが、上端より下

端部がわずかに細くなる形状を呈する。着装時における割り込み部の空隙は、わずか 4 clx前後にしかす

ぎない状況となる。

I-2号石櫃
9号横穴 西外出土
小型方孔箱形   〔身〕
高さ20 0 clB前 後の偏平な箱形で、上面中央部に縦 114× 横 14.2卸 の長方形で、しかも深さ 12.8伽 ,と比

較的深い割込み部を有する。全体の形状からいえば、上面が大きく波状を呈していて、方孔部付近でも

っとも厚 く20旬前後、背面よりでは 70～ 8,0伽 ほどと薄くなる傾向がみられる。

その波状をなす上面を合めて、底面をのぞく各面に、細いノミ痕がよく残っている。比較的ていねい     t

に整形 した例といえる。底面のノミ痕としては、大きな平ノミによる剥離痕をいくつか確認し得るが、

全体としては磨耗が激しすぎるようである。

I-3号石櫃
10号横穴 墓前域下出土 (あ るいは 12-1号出上の可能性もあり)
小型方孔厨子形   〔身〕
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上半部を欠失した厨子形と認定 した。かなり大型で、平面形は 34.6× 41.3勁 を測る。

ノミ痕は、欠失面である上面にはみられないが、底面を合むすべての面が細いいわゆるウロコ状のて

いねいなノミ痕でつ くられる。本来、きわめて入aな整形がなされたものであろうと思われる。

割り込みは、その下半を残すが、中 20.2 clE、 深さ 23.8c″で、正面からの細いノミ痕によって整形され

たことが確実である。厨子形と認定 し得た所以でもある。

I-4号石櫃
12-1号横穴 基前域出土

小型方孔箱形   〔身〕
全体に剥落が多く、右奥より部の正面の大部が欠失をまぬがれているらしく、薄形の本体の上面に横

長の方孔部を窄った形状と判断された。側面観では、正面がもっとも厚 く、奥よりがや 薄ゝ くつくられ

ている。

本例では、正面を底面とする厨子形と解 し得る可能性も検討してみたが、この場合、割り込み部が下

むきの状況となって無理であろうと判断できた。また、割り込み部は縦 7.3× 横 8,O clpで 深さ 8.O cllを測

った。

ノミ痕は、各面ともに剥落、磨耗がめだつため観察しにくい。それでも、底部および右上半部の傾斜

面は、明らかに人為的な結果と扱ってよいであろうし、正面は剥落がめだつとはいえ、背面はや 粗ゝ雑

につくられた状況と認めてよさそうである。

なお、本例には出土時に蓋らしきものが伴っており、確かにノミ痕の観察し得る面もあったが、確定

は避けた。一応、図示しておいた。

1-5号石櫃
14号横穴 玄室出土

家形   〔蓋〕
割込み部をもたない家形を呈する、きわめて特異な石櫃である。底面右半部と上面右端にめだつ程度

の剰落があるが、全体的には保存良好である。

頂部には 2本の明瞭な稜線を有 して、その中央部を平坦に、その左右を破風の傾斜面としている。短

径側を妻入部として、その一方を正面とするが、高さ 18伽 前後を測り、背面はそれより約 1伽ほど高 く

つくっている。前よりが低 くなる屋根の傾斜を配慮 したものといえよう。

ノミ痕は、上部が風化により不明瞭であるが、背面をのぞく各面は細い ウ`ロコ状、ノミ痕でていね

いに整形 し、背面のみ荒 く大きな ウ`ロコ状、ノミ痕となる。工 。背面を識別 した所以である。

I-6号石櫃
17-1号横穴 玄室出土

小型方孔家形   〔身 。栓〕

上面は縦44.0× 横 42.l clBを 測って、かなり正方形にちかいが、長径方向に明瞭な稜 2本を設けて家形につ

くる。正面観および横断面形は六角形で、その中央部に、ほぼ正方形といえる割込み部を設ける。すな

わち切妻型の妻入部に方孔部を窄った状況となる。また、六角形とする横断面形においては、その底部

側を頂部側より巾広 くつくって、その安定を求めている。

ノミ痕は、上半部にあたる屋根側 3面と正面とに比較的よく残っているが、胴・底部をつくる 3面と

背面は磨耗・風化によりほとんど識別できない。もちろん保存状況とも深 くかかわるものであるが、正
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面・屋根部が比較的ていねいに整形されたことは確実といえよう。

栓は各稜に欠失がめだち、必ずしも保存良好ではない。

I-7号石櫃
17号横穴 玄室内出土
大型方孔箱形   〔身〕
やや横長の平面形で、縦 39.2× 横 48.3c12を測り、高さは 28,O c2の 箱形につくる石櫃である。上面にはや

はり長方形を呈す る割 り込み部があり、若干の欠失があるが、蓋受け部が残存する。これも内部が長

方形となるために、前後と左右ではその厚さがやや異る。また、本体を水平面に据 くと、正面が背面よ

り約 4 cπ前後高 くなる。傾斜面に安置するための構造とみてよかろう。

岩質もろく、表面の風化激しいため、ノミ痕等の詳細な観察は不可能であるが、それでも各面はかな

りていねいに削り出された状況とみえる。ただ背面の一部には、自然面かと思われる部分も残っている。

なお、本例は I-8号 石櫃 (蓋)と セットになるものである。

I-8号石櫃
17号横穴 玄室出土

大型方孔箱形   〔蓋〕
縦44.3× 横47.1釦を測る箱形石櫃の蓋で、やや横長につくられている。形状・石質等からして、I-7号
石櫃と蓋身セットになるものである。外観の形状は、直方体の上端 4辺を隅どりして、巾狭の傾斜面を

付して、上部 (屋根部)と 4側面を平坦に仕上げている。

下面は方孔部となるが、縦 282X横 34.3 cFtで 横長を呈する。深さ 6.O c14と 浅くつ くられる割り込みで、

そのため屋根部はやや厚手の形状となる。

正面の直立する壁面は高さ15,0師 前後で、背面のそれより約 l clB前後高 くつくられている。こうした構

造が、 I-7号 石櫃で述べた正・背面の相違とも共通する特徴といえる。
石質軟かく、風化激しいため、各面ともノミ痕は明瞭とはいえない。が、各面が明瞭な稜をもつ平坦

面としてかなりていねいに整形されていることは確実であろう。なかでも、左側面には、いわゆる ウ`

ロコ状、ノミ痕らしき痕跡が残るが、それも図化し得るほどではない。

Ⅱ-1号石櫃
24号横穴 玄室内出土
大型方子L箱形   〔身〕
縦 52.1× 横 50.6師 の正方形で、高さ 37.4例を測る大型品につくる。正面から左側面にかけての下半部

と、蓋受け部の左半部に若干の欠失がみられるが、保存状況は良好である。

形状から観察すると、正・背・左右側面とも下ぶくれしてその底部がやや広がった傾向がみられるが、

正面ではそうした状況は若千弱まってより垂直にちかいものとなっている。

正面中央部には、「若舎人」銘が認められるが、それは縦 20.O clp・ 横 14.0帥 前後の規模をもち、断面

V字状を基本とする薬研掘りで深 く鮮明であった。書体はやや横長につくる特徴が認められたが、また

その周辺はとくに丁寧な平坦化が工夫された状況とみられた。

割り込み部は上面で、縦 24.8伽 、横 23.4 clvの長方形で、深さ 19,0例を測った。確実に縦長といえる平

面プランが注目されたが、こうした傾向は他の大型方孔箱形石櫃にはぼ共通するものといえる。一部欠

失がみられるが、割り込み部の周縁部には、高さ約 5 clp・ 中 6.5∽前後を測る蓋受けが縁となって残存
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する。全体に割り込み部の整形は丁寧で、正確な直方体に仕上げている。

ノミ痕は、各面とも明瞭で、いわゆるウロコ状ノミ痕が観察できる。正面がとくに丁寧に平坦化され

た状況にあることはすでに述べたが、両側面におけるノミ痕は中狭の細いものとなって、多 くは 4.5× 2.5

clE前後の痕跡を残 し、それに比すると背面は明らかに巾広で、大略 2.0× 5.0帥 ほどのやや大きく粗雑に

施す相違が目立った。

Ⅱ-2号石櫃
26号横穴 墓前域左袖部出土

小型方孔箱形   〔身〕
高さ 32.0、 平面形は縦 33.1× 横 42.5 clBの 長方形につくる大型品で、岩質の軟弱に加えて、墓前域に

安置されていたことから風化激 しく、方孔部に蓋受けの縁を設けた形状が確認できるのみで、欠失部も

多く、各計測値等は正確を期しがたい。

割り込み部は、縦 140× 横 11.8帥 ほどの長方形で、しかも、それは石櫃本体の短辺方向に長辺をもう

ける設計が認め得る。その深さは、現状で 5伽前後を測るが、もちろん原形とは若千の誤差をもつかも

知れない。

ノミ痕は一切観察し得ない。

Ⅲ -1号石櫃
27号横穴 墓前域付近表採

小型方孔厨子形   〔身〕
高さ 46.3 clxを 測って、縦19.4× 横 24.2 clpほ どの角柱状の本体に、軒部が突出する形状を呈する。底部の

大部と天丼の一部に剥落がみえるが、原形復元には十分な状況といえる。正面を側面よりやや巾広 く

して、その上端にちかく方孔部を設け、そのわずか上部には現況で高さ 3帥前後、厚さ 3.5勤前後の軒

部を付する。

割り込み部は、10,0× 10.4 clBの ほぼ正方形で、深さ 8.9 cllを 測る。その奥端部をやや低くして、外上方

にむかう形況に窄っている。

ノミ痕は、正面が良好で、両側 。背面にもみられるが、いずれもいわゆるウロコ状で、丁寧に造作さ

れたと認めうる例であろう。

Ⅲ -2号石櫃
27号横穴 玄室内出土

小型方孔厨子形   〔身・栓〕

縦 34.5× 横 39.O c12の長方形の平面形で高さ 49。 2 clnを測る大型品となる、 典型的な厨子形でよく原形

を保っているといえる。強いていえば、右妻部の稜は剥落とみるべきであろうし、右側壁下端および正

面右半の軒部にも若干の剥落が認められる。

形態としては、屋根は切妻型とするがその頂部を平坦にして左右を妻入部とし、正面には軒をつけて

突出させるが背面は垂直につ くる。なかでも、正面および両側面はとくにていねいに平坦化されて、背

面にのみやや凹凸がめだっている。ノミ痕も、屋根および正面に若干の風化がみられるが、全体的に保

存良好で、とくに正面にみられるそれは両側面に比すると約 2分の 1ほ どの小痕となっている。

方孔部は、縦 12.0× 横 11.4印 の小型で、その前よりはかなりていねいに整形され、とくに前端部数 clp

ほどには明らかな磨耗痕があって栓の着装痕と観察された。ただし、その奥より1まかなり粗雑な堀穿で、
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大きな袋状となって奥壁ではEI凸がめだった。

底面は側壁等よりやや粗雑となるが、全面にやや大きなノミ痕を残して整形 している。

栓は縦 14.0× 横 12.5× 高さ 7.7 clEの 直方体で奥よりをやや小さめにつくるが、それは前端部から約 3.5

clp前後で稜をもって平坦面から傾斜面に変化する状況であった。ノミ痕はきわめてていねいにつくる。

なお、栓着装時における、割り込み部内部は、奥行き 11.0帥 ほどとなる。

Ⅲ -3号石櫃
27号横穴 開口部出土
小型方子L箱形   〔身〕
岩質軟弱のため、すでに発見時に大きな破砕がめだった。全体の風化と磨耗が激しく、残存部と欠失

部との識別も困難であると観察されたので、出土状況図を 2分の 1縮尺で作成 してみた。採収後の接合

も不可能であったので、ここでの数値は出土状況図によるものである。

平面形は 37.0× 29.5c12前後の範囲で、高さは十数働を測る。割り込み部は上面で、小型方孔を窄ち、

その規模は 12.3× 15,O clnほ どとなるが、うち、確実なのは前者で後者はその中間に大きな破砕部分を含

むため一応の参考値として扱いたい。深さはほぼ 10.o伽前後となり、よって石櫃の底部はきわめて薄い

ものであった可能性がある。

こうした状況から、本例を小型方孔で箱形タイプと分類 してみたが、若子の不安定要素を合むもので

あることはもちろんである。

Ⅲ -4号石櫃
27号横穴 玄室出土
小型方子L箱形   〔身 。栓〕
縦 54.1× 横 60.0師 のやや不整な長方形プランで、高さ43.4印 ほどの大型品である。箱形と認定 してみ

たが、その上面および正・背面 。右側面はよく平坦化されている。左側面の後半部が剥落 して欠失し、

そのためか左側面はかなり現状にちかくみえる。よって、ここを頂部とする厨子形の可能性も検討でき

ないことはなく、たしかに右側面より左側面がかなり短くつくられていることからそうした可能性も想

定し得るが、左側面 (すなわち厨子形頂部)に ノミ痕が観察されず、そのうえ右側面を底面とすると正

面となる割り込み部が前よりを低くした前さがりとなる状況であることから、箱形と扱ってみた。また、

正面を底面とした場合にも、小孔部はやや歪んだ状況となる。

割り込み部は比較的ていねいにつくられ、とくに前端部の数c12を大きく削りとった形状を呈する。

ノミ度は全体に粗雑で、いわゆるウロコ状による仕上げ調整の一段階前の工程で終っているかのよう

であった。

栓は、上面を縦 17.0× 横 16.3銅、厚さ 8.5師 につくる。とくにていねいに整形されているが、着装に

よる磨耗のため、その奥半部に段を付 した形状を呈する。なお、着装時における方孔部空間は約 14.O clE

ほどとなる。

Ⅲ -5号石櫃
29号横穴 玄室内出土
大型方孔箱形   〔身・蓋〕
1辺が約 55.O clpほ どの正方形を呈する平面プランで、高さは身蓋ともに約 60.0師 の箱形 につくる大

型品である。身蓋セットがほぼ原形を保っての発見はめずらしく、本調査中でも唯―の例であった。
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身は、縦 56.0× 横 54.4 clnのほぼ正方形を呈するが、詳細に観るとわずかに縦長となるプラ
ンを有 し、

高さは 39.4 cllを 測る。その形状は、正・背・両側面とも、やや下ぶくれして底部がやや広がった傾向を

みせるが、うち正面はそうした状況がもっとも弱まってより垂直にちかく、そのうえ高さも他の各面よ

り高いものとなっている。

割り込み部は上面にあたって、縦 22.4× 横 22.2 clBの わずかに縦長なプランで、深さは 16.0伽 の方孔部

をつ くる。この周縁部には、厚さ7.0～ 7.5 clE、 高さ 5,4 clBほ どの蓋受けが縁をつくっていた。

整形は全体にていねいで、ノミ痕の保存状況も良好である。各面ともよく平坦化されているが、詳細

にみると、正面のノミ痕はより細かく、背面のそれはより粗雑となる。さきの面の垂直性と高さに関連し

て、正面を比定し得る所以である。

蓋は、縦 52.3×横 51,7 clB、 高さ 27.3 caで 、やはりわずかに縦長のプランとなる。全体的な形状は、直

方体の上面 4辺を隅切りしたもので、天丼部は大きく平坦で、中 7.0帥前後の隅切り面をつける。全体に

保存良好であるが、左側面の上部にわずかな欠失がみられ、正
。上面は風化によリノミ痕等を消してい

る。

上面観からすると、正面はより平坦化が強まって、背面がもっとも膨んだ形況となる。身と同様な傾

向が蓋にも認め得るかも知れない。

下面には割り込み部があって、縦 36.7×横 36.4c12、 深さ 10,2c12で 、きわめてていねいな割り込みをみ

せる。とくに、本到り込み部では、ノミ痕の残存が良好である。

Ⅲ -6号石櫃
29号横穴 玄室内出土

大型方孔箱形   〔身〕

縦 441× 横 42.9 clTの長方形プランで、高さは 23.6 clBを 測る。箱形にしては比較的高さを低 く
つくり、

背面の下端部にわずかな剥落がみられる他、全体に保存良好である。その形状は、正面側を高 くして背

面側を低 くする傾向が顕者で、正面の高さ 23.6c12を測るのに、背面では約十数 c12ほ どの高さしかもたな

い。それでも肩部を水平にみると、正・ 背面ともほとんど直角にちかく、底面のみが背面よりで高 くな

る構造とみなし得る。

割り込み部は、縦 20,4×横 17.9 clB、 高さ 11.2 clBで、その周縁部に厚さ4～ 5 clE、 高さ 3～ 4 clDの縁部

を設ける。その平面プランはかなり縦長な長方形で、内部でやや胴張りの袋状となる。

ノミ痕は、各面ともやや荒いが一応識別可能といえる。なかでは、背面のそれがもっとも粗雑で目立

つものであった。

Ⅲ -7号石櫃
29号横穴 玄室内出土

大型方孔箱形   〔蓋〕

縦 49.6× 横 43.O cll、 高さ 27.6 clnの直方体をつくる。形状の特徴 としては、上面の 4辺を隅切りして

巾のせまい傾斜面を削り出しているが、やや磨耗の激 しい部分もあって、一見カ
マボコ状にみえる。

正・ 背両側面は、かなり垂直に削り出されている。とくに正面とした面のノミ痕が細かいようにみえ

るが、風化激 しく比較検討は困難である。

割り込み部は、縦 29.8× 横 297師 の正方形プランとなり、よって、正・背面側と、側面側では厚さが

ちがうことになる。深さは 9.6 clEで 、 きわめて浅 くつくる特徴が認められる。そのため、天丼部の肉厚

はきわめて厚 くなっている。
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Ⅲ -8号石櫃
30号横穴 玄室内出土
小型円孔家形   〔身・栓〕
縦 49.0伽 ×横 42.O clpの長方形プランで、高さ 33.5勤 の屋根形につくる大型品である。ごく一部に剥落

等もみられるが、全体に保存良好である。

形状は、頂部を平坦にした切妻形屋根の妻入部を正面として円孔を穿ったタイプである。正面は高さ

約 33 clnで 、背面は高さ約 26帥 となって、正面がかなり高くなる。よって、これを横穴床面に据えると、     P
正面はやや後に傾斜をもつが、背面はほぼ垂直にちかいものとなり、屋根は全体として後に傾む く状況

を呈する。なお、正面はやや荒れて凹凸をもっているが、それは風化によるためとみるべきものであろ     j
う。

割 り込み部は、小円形で、径 12.0× 11.2銅、深さ 20.0伽 となる。奥端を約 18c12ほ どの最大径につく

る袋状で、奥よりはかなり低 くなる形状を呈する。

観察できるノミ痕は、屋根部が極めて細かいウロコ状で、両側面はやや粗雑となり、底面もほぼ同様

で、ともによく平坦化されている。背面は荒れていてノミ痕不切瞭なるが、平坦化はよくなされたもの

らしい。

栓は、ていねいにつくられた円形で径 11.4勁 、高さ 9帥 となるが、それは奥よりにむかって徐々に細

くなる形状を呈する。上面の一部は剥落 しているが、全体の保存良好で、ノミ痕は前端から奥方向へと

走っている。なお、栓着装時における、小子L部の空隙は、奥行約 17働 ほどとなる。

Ⅲ -0号石櫃
30号横穴 玄室内出土
小型円孔家形   〔身・栓〕
縦 41.1× 横 43.3師 の長方形プランで、高さは 29.2 clpを測るやや小型の家形で、各面ともていねいに仕

上げられている。

形状は、寄せ棟式屋根の頂部を平坦に変化させたもので、その降棟にあたる傾斜部分では、とくに長

辺よりに荒いノミ痕が並列されていて、側面との境を意識したようにみえる。それでも全体的に観察す

ると、各面は丸味をもって胴張りとなる傾向で、いわゆるカマボコ形の断面を呈する。また、側面観は、

正面の高さ約 24.O clp、 背面の高さ約 13 clBほ どで、屋根そのものが大きく背面に傾斜する状況となる。

割り込み部は、径 10.0× 10.2釦の小型円孔で、深さ 16.0帥を測る。比較的円筒状で、わずかに奥が広

がる程度である。また、前端数 clpほ どには磨耗痕が明瞭であった。

ノミ痕は、底部のみ風化磨耗により不明瞭となるが、他の各面はよく残っている。基本的には各面と

も上方から下方向へとノミを動かしているらしい。

栓は、上面がやや歪んだ円形となって、全体的にきれいに整形されている。奥面をのぞく各面ともノ

ミ痕をよく残 している。栓着装時の空隙は約 8,O clpほ どとなる。

Ⅲ -10号石櫃

34号横穴 開口部出土
小型円孔厨子形   〔身〕
縦 41.8× 横 4Z19Bの 横長の長方形で、高さ 60.0銅 を測る大型品につくる。天丼部右端・背面から底部
にかけて大きな欠失を有する。

形状は、本来四角形の立柱状のものに小円孔と屋根を付 した比較的簡略なものといえる。屋根は切妻
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式でその頂部を平坦につくり、軒側を正面とするタイプである。

割り込み部は径 12.8× 13.O cllの円形で、筒状の奥側をかなりていねいに穿つ。その前端部には磨耗痕

が明瞭に観察される。

ノミ痕は各面とも明瞭であり、屋根および正面は細 くていねいなノミ痕を残すが、両側面はやや粗雑

に整形される。とくに、底面には大型な平ノミ使用による剥離度が数点認められて、それを消す仕上げ

調整は地されていない。こうした状況が、底面を他の面から区画して比定し得た所以である。

Ⅲ -11号石櫃

36号横穴 開口部出土

小型方孔箱形   〔身〕

縦 31.5× 横 32.5 clIの 長方形プランで、高さ23.0例を測る小型品で、大きく2分割されており、そのた

めに蓋受けや底部の一部に欠失があるが、一応復元接合できた。

全体にかなりていねいにつくられているが、とくに正面は比較的垂直にちかく整形もよく平坦化 した

状況であるが、他の各面は下ぶくれの形状で整形もやや粗雑となる。正面を比定 した所以である。

割り込み部は縦 13.4× 横 12.6 cllの 長方形で、深さ 10,O clnを測る。本体に比してかなり大きい方孔部と

いうべきで、その周縁の外側には数側前後の平坦面しかもたない。縁部となる蓋受けは、高さ3.5～ 40

clE前後で、厚さは正背面よりでは 3.0～ 4.0師 、側面よりでは 5.5～ 6 clE前後で比較的しっか りつくられ

ている。

ノミ痕は風化・磨耗によりほとんど確認できないが、本来はかなりていねいにつくられたものと観察

し得る。

Ⅲ -12号石櫃

37～ 39号横穴 付近表採
小型方孔変形家形   〔身〕

縦 36.0銅 ×横 43.O clBの長方形にちかい平面プランで、高さ 25.2印 を測る。左側正面を大きく欠失して、

それは全体の約 3分の 1ほ どにもおよぶ。

形状は、上面の背面縁部にみられる傾斜面を基準に、左右側面および正面にもそれを認め得るとすれ

ば、本例は一種の寄せ棟式の頂部を平坦にした変形とみなすことが可能になる。

方孔部は奥よりがやや低くなる状況で、奥端がやや広がるが、それほど目立つものではない。また、

この部分のノミ痕はきわめて良好であった。

ノミ痕は、左側面の残存部、上面、背面等にいわゆるウロコ状痕が比較的良好に観察される。右側面

は前半部が人為面であることは確実らしいが、磨耗激しく、あるいは剥落を認め得るかも知れない。

Ⅲ -13号石櫃

18-2号横穴 玄室内出土

小型方孔多角形   〔身〕
平面プランは縦 34.0× 横 41.5側 ほどの隅丸長方形で、高さ 43.4 cllを測る。自然面をかなり残してそれ

を石櫃の稜に利用した状況で、背面をのぞく各面はそれぞれ平坦面を削り出しているが、背面のみつよ

い胴張りとする。平坦面のなかでは正面がもっとも広いことになって、その中央部に割り込み部が設け

られている。また、上面は前にむかって若千低 くつくる傾向を示すが、あるいは厨子形の変形とみても

よいかも知れない。
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割り込み部は、縦 13.1× 横 10.5× 深さ 16.4 clEの横広プランで、全体的には直方体にちかい。

ノミ痕は比較的荒いが、ウロコ状痕によって各面をダイナミックに削り出している。なかでも、正面

はよりていねいに平坦化をこころみてるようである。
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第 4節  人   骨

昭和54年 (1979)8月 18日 、私は斎藤忠博士の要請を受けて遺跡を訪れた。

現地に到着すると、すでに数個の石櫃が横穴より取出されており、石櫃内の人骨は容易に検査できる

状態にあった。以下の記載は当日、現地で検査したもののほか、後日、東京大学理学部人類学教室にお

いて検査したものを合む。

1 4号横穴玄室内
焼骨である。人骨の量はきわめて少なく、総重量は約 609。 ほとんどすべてが四肢骨破片で、そのう

ち 1個は長さ 129翻の睡骨骨幹部である。他のものは長さ48翻 の破片を最大とし、多くはほぼ10～ 20翻

の小破片である。頭骨と思われるものは 1片のみで、ほぼ栂指頭大。成人であるが性別は不明。

2 5号横穴玄室内 (表採 )
ゲッ歯類 (ウ サギ)の頭骨片 3個 とともに、ヒトの右肩甲骨破片がある。焼けているかどうかはよく

分らない。関節寓の一部が残っており、その大きさからみて男性と思われる。

3 10号横穴玄室内

大小 6個の四肢骨破片で、焼骨とは断定 しがたい。最大のものは大腿骨破片で、その長さは 123翻 で

ある。他の比較的大きい破片もおそらく大腿骨であるが、 3個の小破片は風化が著しく、骨の種類を同

定 しがたい。いずれも骨壁が厚 く、頑丈であることから、成人男性と考えられる。

4 ■-2号横穴玄室内
ほぼ大豆大の骨片的10個があるが、微小のためくわしいことはわからない。おそらく人骨であろう。

5 12-2号横穴玄室内
大腿骨、睡骨など四肢骨を中心とする小破片で、重量は約 250,で ある。比較的大きい破片は、右大

腿骨骨幹部 (長 さ213翻 )、 左大腿骨骨幹近位部 (長 さ103翻 )、 右上腕骨骨幹遠位部 (長さ93翻 )の

3個 で、他はすべてこれより小さい破片である。頭骨破片も混入 しているがきわめて少なく、数片を数

えるにすぎない。

一部の骨は完全に焼けているが、焼骨か否か不明のものも少なくない。とくに上述の右上腕骨には′よヽ

動物の咬痕が認められるので、この骨は生のまま、又は生焼けの状態にあったものと想像される。

骨の大きさからみて成年男性のものと思われるが、体格は男性としてはややきゃしゃであったと思わ

れる。

6 14号横穴玄室内

四肢骨の小破片で、全体の重量は約 90,。 焼けており、頭骨の破片は見当らない。成人のものと思わ

れるが、性別は不明である。

7 15号横穴玄室内

四肢骨の小破片で、重量は約 909で ある。大腿骨骨幹中央部の破片のみは比較的大きく、長さは 122

翻である。頑丈でかなり
'大
きいことから、成年男性のものと思われる。一部に焼けたあとが認められる

が、小動物の咬痕の認められる骨もある。

8 16号横穴玄室内

大腿骨骨幹部の破片が 3個残されている。表面の風化が著しいので、その部位は確定 しがたい。成人
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のものであるが、性別は不明である。

9 17号横穴玄室内床面

四肢骨の小破片で、重量は約 30ヮ 。比較的よく焼けている。小破片のみで骨の部位は同定しがたい力ヽ

骨壁の厚さや形態からみて、ほとんどが上肢の骨であろうと思われる。成人であるが、性別は不明。

10 23号横穴墓前域

おそらく大腿骨および睡骨と思われる破片が 2個保存されている。長さは前者が 31翻、後者が75翻 で

ある。軽く焼けており、又表面の風化が進んでいる。成人であるが、性別は不明。

11 23号横穴玄室内

四肢骨の小破片が 2個保存されている。その形態からみて下肢骨の一部と思われる。骨質、保存状態

ともに上記の墓前域のものとよく似ており、同一個体である可能性が強い。

12 24号横穴玄室内床面

よく焼けた四肢骨の小破片で、重量は約 109にすぎない。きわめて小さい破片なので、骨の部位は同

定 しがたいが、おそらく上肢骨が主たるもの思われる。成人であるが、性別は不明。

13 24号横穴 I-1号 石櫃内

小豆大ないし大豆大の四肢骨破片で、重量は約 59。 上記の骨とよく似た状態にあるので、同一個体

であるとの可能性が強い。

14 27号横穴Ⅲ-4号 石櫃内

比較的よく焼けた小骨片で、全体の重量は約 309。 主として下肢骨の破片で、足骨も混在して
いる。

全体として黒っぽいが、これは石櫃内に浸入した泥水により汚染されたためと思われる。成人
であるが

性別は不明。

15 29号横穴Ⅲ-5号 石櫃内

今回検査したものの中で Iま最も多量の骨が残っており、残存部位も頭骨、四肢骨、躯幹骨など、ほと

んど全身にわたっている。しかし完全な骨はなく、いずれもかなり小さい破片である。

全体としてよく焼けており、熱による変形の著しい骨が多い。保存のよいのは下顎骨で、熱変形は強

いが、左半部および右側の下顎体が残っている。歯は全 くないが、歯槽の状態からみてす
べての歯がよ

く揃っており、病変も認められない。中葉度の下顎隆起 (チθγ%d ttα %Jゲ
物′αttδ )が存在し、下顎体は

かなり頑丈であったと思われる。

四肢骨骨端部が大きいこと、ならびに左乳様突起が頑丈なことから男性と考えられ、歯
の崩出状態か

らみて成人である。さらに、脊椎骨の一部に骨棘の形成が認められることから、少なくとも中年以上
に

達していたと考えられる。

保存されている骨の総重量は約 7809である。

16 20号横穴Ⅲ-6号 石櫃内

指頭大の破片が数個あり、これらは四肢骨の一部と思われる。きわめて小さい破片なので、性別、年

令ともに不粥である。

17 30号横穴Ⅲ-8号 石櫃内

全体としてよく焼けている。すべて指頭大ないし数断の破片で、四肢骨が多いが、頭骨片も混入
して

いる。性別は不明であるが、おそらく成人であろう。重量は約 1909で ある。

18 38号横穴玄室内床直上

ほぼ指頭大以下の小破片が 14片 ある。焼けており、うち 1片 は頭骨片、他は四肢骨の一部である。性

別、年令は不明。
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19 80号横穴墓前域

2片保存されているが、いずれも獣骨である。

20 39号横穴玄室内床面

右下顎第 2大田歯のエナメル冠で、歯根はなく、象牙質は全 く溶解し去っている。歯冠の近遠心径は
10.8触、頬舌径は 102翻、咬合面形はY5型である。咬耗度はブロカの 1～ 2度である。
21 39号横穴玄室内床面

右下顎第 1大 田歯の歯冠である。近遠心径 11.7翻、頬舌径 109翻 でかなり大きく、男性と思われる。     '
咬耗度は舌側半がブロカの 2度、頬側半が 3～ 4度に達 しているので、年令はおそらく40歳以上であろ

う。遠心咬頭 (カノクθεθ%%カプ)が きわめて小さく、咬合面形はY4型に近いY5型 と判断される。上述     1
の第 2大田歯と同個体である可能性が強い。

22 30号横穴玄室内床面上

長さ4伽以内の四肢骨小破片で、少数ながら頭骨破片も混入している。全体としてよく焼けている。

おそらく成人で、又骨壁の厚い点から男性と思われる。上述の 2本の歯と同一個体であるという可能性

も考えられる。骨の全体の重量は約 1109である。

以上に記載 した人骨に関しては、次のような特異点が認められる。

(J 多くの例が焼骨と認められるが、その火葬の方法、とくに火の温度にはかなり大きな差があったの
ではないかと考えられる。すなわち、骨の変形が著 しく、十分に焼けているものから、ほとんど骨変

形がなく、比較的低い温度で焼かれたのではないかと思われるものもある。さらに、骨の一部に 1ま動     ″
物の咬痕の認められるものがあるが、これは骨が生のままか、あるいは生焼けの状態で葬られたため

と考えられる。

レ)すべての例で骨が小破片に破損しているが、各破片の大きさがかなり揃っていることや、自然にこ
のように破損する原因が考えられないことから、これらは人為的に砕かれたものと考えられる。おそ

らく、遺体が火葬に付されたあと、骨を集めて砕いたのであろう。

は)各例とも、残された骨は全身ではなく、一部のものにすぎない。その重さは上に記載のとおり、数
十グラムから数百グラムであり、最も多く残っている例 (29号横穴Ⅲ-5号石櫃)で も800ヮ に満た
なぃ。一方、現代人晒骨の重量を計ると、少ないもの (女性)で 3,000,以上、多いもの (男性)では
4,000θ 以上であった。したがって、焼骨が晒骨より軽いとはぃえ、いずれの例においても全身骨が

残されているとは考えられない。したがってこれらは、意識的に骨の一部のみを葬ったのではないか

と思われる。又多くの例では頭骨片がほとんどないか、あるいはきわめて少ない。これは頭骨と四肢

骨が、遺体の処理に当ってべつべつに取扱われたことを物語るものとも考えられる。但し29号横穴の

例のように、相当量の頭骨片が四肢骨片と混在している場合もあり、一概に頭骨と四肢骨とをわけた

ともいえないのかもしれない。                                     
ア

に)性別、年令の不明な個体が多いが、推定可能の個休からみる限りほとんどすべてが成人で、又男性
が多いようである。

以上のように、大北横穴群の人骨には種々の特異な点があり、その埋葬様式は他に余り類例をみない

もののように思われる。
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第 V章

第 1節  横穴の構造と群構成について

1.横穴の構造

(1)玄室の形状

(2)墓前域の形状

(31 玄室・ 墓前域の各部施設

2.横穴の分類と編年

(1)横穴の分類

(2)横穴の編年

3.横穴の群構成

(1)群構成の状況

12)群構成の内容と変遷

(3)ま とめ

本横穴群では、47基の横穴を確認したが、それは I～Ⅳ次にわたる発掘調査の成果であり、その基数

が本横穴群の築成当初の基数にかなりちかいものと推定している。このうち、41基を発掘調査 したが、

いずれも保存状況は良好で、種々にわたる構造上の特徴が明らかとなった。ここでは、こうした構造を

通して横穴の群構成を検討してみたい。

1 横穴の構造
本横穴群の構造上の特徴は、すでに述べたように玄室と墓前域からなって、羨道が認められない状況

であった。こうした羨道を設けないかあるいはきわめて微弱な痕跡を残すにすぎない横穴は、本地域で

はかなリー般的であり、北江間横穴群で発掘調査された本横穴群 42基、大師山横穴群 6基のうちの 5

基がそうした様相を呈する。ちなみに、柏谷・大竹・ 宗光寺の横穴群には、羨道を設ける例が少数なが

ら共通して認められる。

(1)玄室の形状

まず、玄室の平面形からみよう。この区分には、開口部幅を 1と して、奥壁幅および玄室長を o`.5

単位
″
とする概数値で表示する方式が有効であった。

平面形は、次の 3類とした。

① フラスコA型 (A)
開田部幅 1に対 して奥壁幅を 2とするタイプ。 4基。

②  フラスコB型  (B)

開口部幅 1に対 して奥壁幅を 1.5と するタイプ。フラスコA型 と長方形型との中間型、 11基。

③ 長方形型 (C)
開口部幅と奥壁幅がともに 1と 表現し得るタイプ。 26基と多いが、なかには奥壁幅が開田部幅よ

りやや狭くなる例もみられる。一般的にはやや奥壁側が広くつくられるようである。

察
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一方、玄室長は開口部幅を基準に概数化すると、4～ 1.5の 6段階に分れるといえる。すなわち、開□

部幅の 4倍が最長で 1.5倍が最短ということになる。そのうち、2.5倍の 13基、2倍の ■基がもっとも

多く、全体の過半を占める。

以上の平面形 3タ イプと玄室長比 6タ イプを組み合わせると、次表のとおりとなる。

第10表 玄室形態分類表
(基数)

(開口部幅=ユ

A類フラスコA型 B類 フラスコB型 C類長方形型 計

4

3.5

3

2.5

2

1.5

3

11

8

3

1

4

7

13

11

4

計 4 40

すると、平面形からみた、玄室長比の傾向としては、①フラスコA型では一般に玄室長比が長くなる
ようで、②長方形型では逆に玄室長比は短くなる傾向を示し、③フラスコB型が中間的な状況となりな
がら、原則的には長方形タイプにちかくなる状況といえよう。また、各タイプはその実測値 (絶対値)

とも一定の原則的な相関性をもつょぅでぁるが、それについてはのちにふれる。

つぎに、玄室の横断面形をみておくこととする。この区分は 4基本型からなる。

① アーチ型  (a)
② 角アーチ型  (b)
③ 台形型  (C)
④ 方形型  (d)
いま、各横穴における奥壁と開口部の横断面形をその基数で示してみる。

第11表 玄室横断面形態分類表
(基数)

a類アーチ型 b類角アーチ型 C類台形型 d類方形型 計

奥 壁 部
〔
υ 8

（
υ 4 41

開 口 部
つ
０ 6 資

υ 31

これによると、奥壁では 41基、開口部では 31基の資料となり、台形型が、それぞれの約半数を占め

る。さらに、奥壁と開口部の相関関係を示す操作をしてみた。
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第12表 玄室横断面形相互対応表

(基数)

a類アーチ型 b類角アーチ型 C類台形型 d類方形型 計

a類 ア ー チ 型 3
Ｏ
ｂ 7

b類 角アーチ型 つ
０

９

〕 7

C類 台 形 型 10
つ
０

d類 方 形 型 1 1

計 3 6

奥壁から開口部への変化は、太線の部分が類型の変化しないタイプということになるから、、傾向とし

てではあるが、開口部ほど方形にちかづく状況と認めてよいのではないだろうか。

平面形と横断面形の関係をみるために、奥壁横断面形のみをとりあげて比較してみた。これによると、

フラスコA型 (A類)は アーチ型 (a類)のみとなり、逆に長方形型 (C類)では台形型 (C類)が圧

倒的に多い点が指摘し得る。フラスコB類 (B類)は、その中間型ということになる。

第13表 玄室平面形・横断面形対応表

(2)墓前域の形状

基前域の平面形か らみよう。ここでは、 4区分 してみた。

① 台形型  (I)
と～ 3号横穴を典型例とするタイプで、床面が開日部から前方へ広がり、それに伴って袖部も大

横断面形

平 面 形

a類 アーチ型 b類 角アーチ型 C 類 台形型 d類 方形型
計

横穴名 基数 横穴名 基数 横 穴 名 基数 横穴名 基数

A類 フラスコA型
と、 2、  4

32
4 4

B類 フラスコB型
3、  13--1

29、  39
4
12--1 、 17

26、  38
4
12--2 、 24

27

つ
０

C類 長 方 形 型 1

11--2

18--2

21--1 、 34

40
5

7、  8、  9
10、  14、  15

16、  18--1

23--1

23--2

25--1

25--2 、 28

30、  35、  37

11-1

13-2
21--2 、 36

4 26

計
∩
υ 9 19 4 41
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きく開く形状を呈する。

これには 2種があって、開口部すなわち墓前域基部が玄室開口部より大きく外に開いて、奥端部

の隅を直角状に張るタイプ (広口型と仮称)と 、開口部幅をそのまま墓前域奥端幅としてそこから

外開きとなるタイプ (狭口型と仮称)と がある。前者は 5基あって、うち 2例は左側のみが角張る

形状となる。後者は 12基をあげ得る。

② 略菱形型  (■ )
15号横穴を典型例としたので、菱形の呼称で表現の統一をはかった。それでも13-1号をはじ
めやや無理な例が目立つので

｀
略菱形、とした。基本的には I類の亜種ないし変形とみるべきであ

ろう。

やはり、広口と狭国があって、前者は 15号横穴を合めて 3例、後者も 3例あった。とくに、後者

は墓前域が左右のいずれかに玄室主軸とは大きく方向を曲げるという特徴で共通していた。

③ 長方形型  (Ⅲ )
4・ 32号横穴をもって典型例とする。縦長となる 18-1・ 32号横穴と、横長となる 4号横穴が

あり、なかには正方形といえる 30号横穴の例もあるが、ここではすべて長方形で統一してみた。

やはり広口と狭国があって、前者はすでに述べた 4基、後者は 5基を数える。

④ 方形区画型  (Ⅳ )
17号横穴をもって典型例とする。多くは開口部を段差で、左右を側壁で、前方部を溝または段差

で方形に区画した墓前域をよぶ①

第14表 墓前域平面形・墓道対応表

1類  奥 広 型 2 類  奥 丸 型 3 類  無墓道型
計

横 穴 名 基数 横 穴 名 基数 横 穴 名 基数

I類 台形
型

広 口
1、  3、  21--2

29
4 2 1 5

狭口 21--1 、 34、  35 3 18--2 、 23--2
12--1 、 13--2
16、  26、  27、  28
38

7

Ⅱ類 略菱
形型

広 口 1 13-― 1 1

（
υ 1

6

狭日 23-- 1 、 24 2 39 1

Ⅲ類 易室
広 口

4、  18--1 、 30

32
4 4

（
υ

狭 日 14 1 12--2 、 36 2 33、  37

形
画
方
区
型

Ⅳ類

広 回 7、  9、  17 3
０
０

7

狭口 8 1

11--2 、 25-1

25--2
０
０ 4

計 10 17
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広義には長方形型に合め得るもので、その一種とみてよいであろうが、やはり広日と狭ロタイプ

があり、前者は 3基、後者は 4基を数える。後者のうち、11-2号横穴はミニ横穴で特殊であり、

8号横穴はやや強いて認定 しているという難がある。

つぎに、墓前域中央部にあって、幅広 く浅い溝状遺構を墓道とよび、これを 3種に分けた。

① 奥広型  (1)
開口部床面段差を墓道奥端として、多くは開口部幅をもって墓道奥端をつくる。よって、前方に

むかって狭 くなる逆ラッパ状となる。なかにはやや強いて認定された例もあるが、一般に朝瞭な構

造を示すものが多いようである。 12基を数えた。

② 奥丸型  (2)
墓道奥端を広 く角張ると型にたいし、その奥端を丸形にすることから、奥・前ともほぼ一定幅に

つくる。よって、開口部幅よりかなり狭い墓道が設けられることになる。 10基を数える。

③ 無墓道型  (3)
墓道を有 しないタイプをまとめた。 17基を数える。

ここで、墓前域平面形と墓道との相互の関係を示してみよう。これによると、方形区画型 (Ⅳ)をの

ぞ く各類とも墓道の形状の有無による差異はめだたないことになる。方形区画墓前域 (Ⅳ )が、その構

造上の特徴からして、墓道を設ける場合は例外的といえるようであった。

(3)玄室・墓前域の各部施設

以上によって、玄室および墓前域の形状を検討してきたが、さらに玄室・ 墓前域の各部施設について

概観 しておこう。

① 開回部床面段差
開口部床面には高さ 10 clB前後の段差を設ける構造が認められ、 21例を数えた。

前述の奥広型墓道 (1類)の奥端部が段差につくられるものが H例あって、もっとも一般的であった。

また、奥丸型墓道 (2類 )に は床面段差は伴わないのが原則となるが、なかには、墓道幅が大きく広

がってその奥端を段差と認め得る状況もみられ、そうした例として 12-1・ 12-2号横穴の 2例をあ

げ得る。

段差が他の施設の付属構造としてではなく独立して設けられた例として、 16・ 17・ 21-2・ 26号

横穴の 4例をあげ得る。その他、溝状造構と結合した状況を示す、 12-1・ 13-2号横穴等もみられ

る。

② 開口部上部平坦面
開口部の天丼前端の上面に、現らかな人為的加工面が認め得る構造がみられた。多くは緩斜面となる

例が多かったが、これを上部平坦面と呼んで区別してみた。なかには認定が困難な状況もあったが、ノ

ミ痕等が観察し得るもののみで、 16例を数えた。 4。 9。 14018-1号 横穴がもっとも良好であり、

多 くは天丼部前端の正面を垂直につくる構造を持っていた。また、上部平坦面は認定されなかったが、

正面の垂直面のみが設けられた 8・ 13-1号横穴等もあった。

③ 封鎖施設
玄室の封鎖状況を残す施設と認め得るものはきわめて少く、 8例にすぎなかった。なかには、施設の

一部ではあるが、礫群が床面に接 して残存 したにすぎなくその構造やあり方を推定する資料とはなし得

ないといえる、 3・ 24・ 34号横穴を合んでいる。

また、 7。 9号横穴の 2例については、やや良好な残存といえたが、それでも、築成当初の施設部分

とその後の崩落部分との区別を積極的に証明する手段が明瞭ではなかった。状況から観れば、 7号横穴

においては、開□部から数十卸ほどが当初の施設でそれから奥は崩落礫、 9号横穴においては、開口部
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から60～ 70 cllほ どが当初の勉設、と認め得るようであった。すると、この認定された封鎖部奥端から

玄室奥壁までの距離は、 7号横穴では 1,7碗前後、 9号横穴では 1.9η 前後を測ることになる。

ほぼ確実に、築成時における封鎖施設そのものが残ったといえるのは、 4・ 21-1・ 23-1号横穴
の 3例であった。

4号横穴においては、すでに述べたように追葬時の築成と推定される状況であったが、開口部にほば

その前端を揃えて数個の円礫を並列 し、そこから60～ 70 clpほ ど奥まって長さ60例 前後の板石を横位に

して立てて、この間隙に礫や土砂を詰めて封鎖施設としたものと観察された。ちなみに、本封鎖施設奥

端から玄室奥壁までは 2.4η ほどを測り得た。

21-1号横穴においては、墓道奥端の床面段差を利用して、正面観を小日積みとする礫群があって封    '
鎖施設と認められた。しかも、その根石には長さ 60～ 80帥 ほどもある大礫が積まれていたことからす

れば、本礫群奥端から玄室奥壁までの 2.4阿 ほどを有効床面としてよいものであろう。

23-1号横穴においては、開口部床面段差に接する奥よりに、長さは 70師 にちかく、高さ40勤ほど
の板石が横位に立てられてあった。これをもって封鎖施設の残存として扱っておき、その奥端から玄室

奥壁までは2.2η前後ということになる。

④ 排水溝
玄室または墓前域等に比較的幅の狭い溝状遺構を付設する構造が 9例ほどあり、排水溝と称してみた。

うち、玄室に付属するもの 2例、墓前域に認められるもの 6例、墓前域外にあるもの 1例 ということに

なる。

玄室に設けられていたのは、 18-1・ 24号横穴で、ともに開回部床面段差に連結する状況で床面の
ほぼ中央部に位置した。 18-1号横穴においては自然のクラックを利用したものらしく、開口部から90
cllほ どには明瞭なノミ痕が認められた。 24号横穴の場合には、長さ 45帥前後の小溝で、状況からすれ    ,
ば封鎖施設の下部に窄たれた小溝であるかも知れない。

墓前域に設けたのは、 2・ 4・ 9・ 10・ 12-1・ 30号の各横穴で、多くは開口部付近から発して墓

前域外にまで達して、比較的明瞭といえる構造が認められた。なかには、 9号横穴のように排水溝が横

穴の長軸方位から大きく斜めに傾く例や、12-1号横穴のように床面段差と連結した特殊な構造を有す
る例もみられた。

墓前域外としたのは 8号横穴で、方形区画墓前域の直前に設けられた階段通路との間隙に位置し、長

さ 35伽前後の小溝で、墓前域から延びる墓道から発して横穴の長軸方位とは斜位で階段通路に開日して

いた。

③ 石櫃安置施設
確実に石櫃安置のための施設と認め得るのは 2例で、 12-2・ 26号横穴の場合である。

12-2号横穴では、玄室の床面中央部に 50× 60帥 ほどの方形につくる浅い掘り込みがみられた。付
載でのべる割山横穴群 6号横穴と共通する施設と認めた。 26号 横穴は、墓前域外の左隅部に、 1辺を

40伽前後につくる方形の掘り込みが明瞭で、Ⅱ-2号石櫃が据えられていた。横穴外における石櫃埋葬
を証明するものといえよう。

③ 壇状道構
墓前域の外部に、墓前域床面より約 30印前後も高い

｀
壇状、遺構を設ける施設が 2例あり、 7・ 9号

横穴にみられた。

7号横穴では、墓前域の左側外に、縦 40～ 60、 横 90 clp前 後の平坦面があり、その右側から前方には

溝状道構も付設されていた。 9号横穴では、縦 25、 横 40 clE前後の平坦面が、やはり前方に溝状遺構を

伴ってあった。ともに、溝状遺構によって区画することからすれば、独立した施設としてみるべきもの
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であろうか。機能的についていえば、それを証明する積極的な証拠は何もないが、それでも横穴付近に、

それから独立する構造でつ くることからして、あるいは石櫃安置のためのものかも知れない。

⑦ ミニ横穴および床面小孔

特殊なものとして、ミニ横穴および床面小孔についてふれておく。 ミニ横穴は、 17。 36号横穴に、

床面小孔は 30。 38号横穴に、各 2例ずつあった。

個々の状況については、第Ⅲ章および第V章第 2節に詳しく述べられているので、ここでは特徴点の

指摘にとどめておく。 17・ 36・ 38号横穴の 3例は、本体 (ミ ニまたは小孔)に付設 して、その周囲部

が平坦化されて削り出していること、その前方部または後方に特殊な細工が認められることが共通して

いた。そのうえ、 17。 36号の ミニ横穴は栓を着装したと思われる状況が残り、38号横穴の小孔内から

は火葬骨片が発見されたことから、この 3例は確実に火葬骨埋葬のための施設としてよいものであろう。

30号横穴の床面小孔は、溝状遺構を付設するという点では特異な条件をもっていたが、その断面形は

中央部のみを低くする V`字形
″で、埋葬といえる機能を有する施設とは認めがたかった。

2.横穴の分類と編年

本横穴群の構造上の基本は、いわゆる羨道を付設しない玄室と墓前域からなるものであった。
このこ

とは、本横穴群の経営時期が、かなり限定し得るものであることの反映でもあろうが、それでも玄室・

墓前域の形態変遷を軸に、分類と編年を試みておきたい。

(1)横穴の分類

本横穴群の構造による分類を検討することも含めて作成したのが、第 15表である。ここでは、さきに

述べた玄室・墓前域の形状分類を組み合わせて、たとえば A`a11〃 とすることにしたが、それは前

節で詳述したように、玄室平面形・ 玄室奥壁横断面形、墓前域平面形・墓道の形状の順に記号化したも

のである。

すでに、玄室平面形と奥壁横断面形、墓前域平面形と墓道のそれぞれの関係については述
べてあるの

で、ここでは、玄室と墓前域の関係を整理概観 しておきたい。

① 玄室平面形をA類とするタイプ

玄室平面形をA類 (フ ラスコA型)とするタイプは 4基を数える。まず、そのすべてが奥壁横断

面形を a類 (ア ーチ型)と する点に注目できるが、墓前域はその平面形を と類 (台形型)ま たはⅢ

類 (長方形型)と して、墓道は 1～ 3類が揃う。

② 玄室平面形を B類とするタイプ

玄室平面形をB類 (フ ラスコB型)にするタイプは 11基を数える。全体としてみると、墓前域の

形態は I～Ⅳ類のすべてが現われるが、うち I類 (台形型)が 6基で約半数を占め、■類 (略菱形型)

の 3基を加えると、約 3分の 2ほ どとなる。傾向としては、奥壁横断面形は a類 (ア ーチ型)・ b

類 (角 アーチ型)が 多 く、墓道の状況は I類 (奥広型)が多いようである。

③ 玄室平面形をC類とする夕/プ

玄室平面形をC類 (長方形型)にするタイプは 24基を数えて、ほば3分の 2ほ どにちかいものと

なる。墓前域では I～Ⅳ類のすべてがみられ、とくにⅢ類 (長方形型)・ Ⅳ類 (方形区画型)が とも

に 6基で目立っている。奥壁横断面形ではC類 (台形型)が圧倒的に多い。

こうした内容をもつ横穴を分類別に列挙すると次のとおりである。

-155-



玄
室
平
面
形

A類 フラスコA型 B類 フラスコB型 C類 長方形型

玄
室
横
断
面
形 a類アーチ型 b類角アーチ型 C類台形型 d類方形型

墓
前
域
平
面
形

Ⅳ類方形区画型

軍辺

I類台形型

第60図 横穴タイプ分類図

(2)横穴の編年

本横穴群の41基の横穴の分類について種 々述べてきたが、 こゝではその編年的位置について検討 して

みたい。
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第15表 横穴形態分類表

分   類 横  穴  名 基 数 分  類 横 穴 名 基 数

Aa12

Aa13

Aa Ⅲ l

1

2

4 , 32

１

　

　

　

１

　

　

　

２

CbⅣ 3

CC 11

CC 12

CC 13

CC■ 1

CC Ⅱ 3

CC Ⅲ l

CC Ⅲ 3

CC Ⅳ l

C C IV3

Cd 12

Cd 13

Cd Ш 2

11-2

35

23-- 2

16, 28

15, 23-- 1

10

14, 18-- 1 , 30

37

8

7 ,  9 , 25-- 1 , 25--2

21-2

13-2

36

1

1

1

2

2

1

3

1

1

4

1

1

1

Ba12

Ba Ⅱ 2

Bb13

B b IV3

BC Ⅲ 2

BC 11

BC 13

3 , 29

13-1

12-1

17

12-2

24

27

８

９

　

　

　

６

３

　

　

　

２

２

　

　

　

９

， 　

　

　

Ｒ

）
　

　

１

一　

　

　

１

■　

　

　

１

一
　

　

１

一

CaⅢ 3

Cb11

Cb12

33

21 -- 1 , 34

18-2

１

　

　

　

２

　

　

　

１

こうした作業にあたっては、まず各横穴の出土々器、なかでも須恵器の年代を重要な参考とする必要

があろう。いま、第17表を作成しておいた。たゞし、それらは本来言J葬品であるから、編年操作のため

には一定の限界をもつものとみるべきであろう。        ,
よって、横穴編年のための重要な要件としては次のいくつかを指摘できる。

① 石棺を付する横穴から石櫃を伴 う横穴への変遷。
2号横穴には割り抜き石棺が付されていたが、こうした横穴は明確に火葬石櫃を伴う横穴に比し

て、より古式となるといってよかろう。

② 玄室長の長い横穴から短い横穴への変遷 (その ｀玄室有効長″の変遷)

本横穴群における玄室長を比較すると、わずか数十 clBにすぎない11-1・ 11-2号横穴は別の意

味づけをするとしても、それを除く最短は12-1号横穴の 1.2099oか ら認められて、 1.6η未満の横

穴が 5例、さらに 2,0れ未満の横穴が 4例 ほどみられた。すでに述べたように封鎖部を数十 clvか ら

70～ 80 clllほ どとし得る状況からすれば、 2れ前後の玄室長ではその
｀
玄室有効長

″はせいぜい 1.5
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η前後とみなし得るものであろう。まして、 1.6η未満の横穴においてはその ｀玄室有効長〃はほ

とんど 197b前後となってしまう可能性が指摘できる。

こうした玄室長を有する横穴群のあり方を葬法変遷の反映とみて、本横穴群の場合には玄室長の

長い構造から短い構造への変化がみられるとしてよかろう。

③ 石櫃等を有する横穴の 2種

本横穴群において、確実に石櫃を伴うとい 得ゝる横穴としては、 8。 12-1(墓前域)・ 14・ 17
。18-2・ 24・ 26(墓前域施設)・ 27。 29・ 34(墓前域)・ 36(墓前域)が指摘し得るが、さらに     ・

玄室床面に石櫃安置のための区画を設けていた12-2号横穴を加えることができる。
いま、これら12基の横穴の玄室長をみると、 2η未満のもの 4基、逆に 3れを越えるもの 3基が     t
ある。こうした石櫃を有する横穴には、その掘穿当初から石櫃安置を計画する設計構造が認め得る

とともに、伝統的な設計構造に石櫃を追加した例もみられることゝなる。

以上の諸条件を前提としながら、本横穴群の構造から編年を試みると、ほ 第ゞ 16表のようにまとめる

ことができる。

これによると、編年の基本は玄室と墓前域の平面プランに認められた。玄室プランは、フラスコA型

(A)一 フラスコB型 (B)一→ 長方形型 (C)と編年し得ることは確実で、これには横断面形が、
アーチ型 (a)か ら角アーチ型 (b)・ 台形型 (C)を経て方形型 (d)への変化をほ 伴ゞ うといえる。
墓前域プランは、台形型 (I)一→ 長方形型 (Ⅲ )が基本で、前者の亜種として略菱形型 (■ )が、同
様に後者の変化といえる方形区画型 (Ⅳ)があるが、墓道との関係では方形区画型 (Ⅳ)が多く無墓道
型 (3)と なること以外とくに規則性は認め得なかった。
I～Ⅲ期に分けてみた。 I期は、長大な玄室をもつ構造で、割り抜き石棺を付する例もある。フラス

コA型 (A)は この時期のみで、わずかにフラスコB型 (B)も現われる。                  .
I期は、や 小ゝ型化する玄室規模となる構造で、これには石櫃が追葬された状況が多くなる。いわば

石櫃の出現期といえるようで、玄室プランではフラスコB型 (B)と 長方形型 (C)が共存するが、墓
前域プランでは新たに方形区画墓前域が出現することに注目しておきたい。

Ⅲ期は、玄室が石櫃安置を前提とした規模に変化する時期である。玄室プランは長方形型 (C)が主
体となるが、こゝでその前半期においた 4種は、Ⅱ期との分離がかなりむずかしい。一応中間的なグル

ープとして位置づけておくが、実際には I期のものとも共存する可能性はある。それでも、より新しい

とされた後半期グループは、すべて長方形型 (C)で、墓前域プランに方形区画型 (Ⅳ)が 目立つこと
は注目してよいものであろう。

3.横穴の群構成

本横穴群においては、未発掘 6基を合めてすべて 4ゞ8基の横穴を確認した。こゝでは、これらの横穴

群のグルーピング、すなわち群構成について検討してみたい。

本文においては、横穴の分布状況から指摘し得る最小単位としての
｀
単位群
〃
と、それらの単位をいく

つか内包する
｀
小支群
〃
、さらにそうした小支群からなる

｀
支群
″
とに区分すること すゝる。           |

(1)群構成の状況

本横穴群において観察された群構成のあり方については第61図に詳しく示したが、それは 3支群 6小

支群 19単位群となった。いまその内容を整理概観しておきたい。

① A支群の状況
A支群は、本横穴群の西部にあって、海抜25～ 35窮前後の南むき傾斜面を占める。よって、横穴群

はほ 開ゞ□方位を南にとることになるが、すでに述べたように、西端は低い断層崖、東端は低い丘陵
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期

Aa12

Aa 13 Ba 12

Ba 12

AaШ l

期

３

　

　

　

３

　

　

　

１

Ⅳ

　

　

Ｉ

　

　

Ｉ

ｂ

　

　

　

Ｃ

　

　

　

ｃ

Ｂ

　

　

Ｂ

　

　

Ｂ

Ca Ⅲ 3

cb11

CC11

CC 11

CC Ⅱ 3

CC Ⅲ 3

Cd Ⅲ 2

|

Ⅲ  期

前

　

　

半

↓
Cb12

CC 12

CC 13

CC Ⅲ l

Bb13

BC Ⅲ 2

後
　
　

半

|

C b IV3

CC Ⅳ l

CC Ⅳ 3

Cd 12

Cd 13

第16表 横穴形態別編年表
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第17表 横穴総括表

支

　

群

小

支

群

単

位

群

横

穴

名
類分 玄室長(a

石 櫃 等 年編

玄 室 墓前域 I期 Ⅱ 期
期Ⅲ

Ⅳ 期
一刷 後

A

a

①

ａ

ａ
　
ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

467
5.24
316

石 棺

０

●

０

②

Aa Ⅲ l 335 0

③

b

①

10

12--2
12-1

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ｃ
　
Ｃ

，０

Ｃ

Ｂ

Ｂ

(205)
155
120

区 画

石櫃外
?

石 櫃

0
０

●

②

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

2.61
1,36
217

石  櫃
石櫃外

●

③
13-1
13-2

Ｉ

Ｉ

ａ

，α

Ｂ

Ｃ

306
1.43

●

④

14

15

16

17

Ⅲ
Ⅱ
Ｉ
Ⅳ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

179
2.43
147
355

石 櫃

石 櫃

●

●

0

⑤
18-
18-

Ⅲ

Ｉ

Ｃ

ｂ

Ｃ

Ｃ
2.37
216 石 櫃

０

●

⑥
11-

11-

Cd
Cb Ⅳ 3

029
033 ●

B

① Aa Ⅲ l 4.56 0

②
Ⅲ

Ｉ

ａ

ｂ

Ｃ

Ｃ

2.98
255 石 櫃

０

●

③
ｒ

Ⅲ

Ｃ

、α

Ｃ

Ｃ
石 櫃

０

●

b
①

Ⅲ

Ｉ

Ⅱ

ｃ

ｂ

ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

208
229
3.29 ●

●

0

② Cb

C

a

①

21-2
21-- 1
22

ｄ

ｂ

Ｃ

Ｃ
1.83
2.83 0

②

23-
23-
24

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

170
2.45
2.43 石  櫃

③

一

一

２６

２７

Ⅳ
Ⅳ
Ｉ
Ｉ

ｃ

　

ｃ

ｂ

　

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

180
3.05
3.28
2.80 石 櫃

石  櫃
0

０
一

b
①

Ｉ

Ｉ

Ш

ｃ
　
ａ
　
ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

2.60
383
269

櫃
櫃

石
石

●
●

②

(一―は出土器類の年代)
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支  群 ′」ヽ 支 群 単  位  群 横     穴 名

A

① 1・ 2・ 3

② 4・ 5・ 6

③ 19 ・ 20

① 10 ・ 12-- 2  ・ 12-- 1

② 9・ 8・ 7

③ 13-- 1  ・ 13-- 2

④ 14 ・ 15 ・ 16 ・ 17

⑤ 18-- 1  ・ 18-- 2

⑥ ■ -1・ 11-2

第18表 A支群構成

鞍部によって区画される状況となる。 2月 支ヽ群 9単位群とした。

a小支群は 3単位群 8基とした。うち、 1～ 4号横穴が発掘調査されているが、この墓前域前端に

連続して確認された階段・通路によって本単位が認定された。

a一①単位群は本支群の最上段に並列する 3基で、なかでは 1号横穴がや 低ゝい位置を占めるが、

巨視的には規模・形状ともよく類似した状況といえる。

a一②単位群は、①単位群の下段東側にある3基で、 4号横穴東 (5号横穴西)か ら3号横穴方向

へ連絡する階段・ 道路が認められている。 5号横穴は 4号よりや 低ゝ くなる位置で 1単位とすること

に疑間はないが、 6号横穴はさらに約 lη前後も低い位置となる。そのうえ開口方位も異る状況にあ

るので、あるいは本単位群に合めることはや 無ゝ理かも知れないが、未発掘横穴でもあるので一応内

包するものとしておく。

a一③単位群は、未発掘の 2基で、や ゝレベル差をもつが、東向きの開口方向で共通する。その位

置は、本支群東外狽1の丘陵鞍部からBoC支 群方向へ移行するコンターの転換点にあたる。
b小支群は 6単位群 16基としたが、それは a小支群の下段側に密集する。本河ヽ支群認定の基本とな

ったのは、13-1--12-1012-2--9--8--7--14--13-2--15号 横穴を連絡す

る通路階段であった。

b一①単位群は、本小支群中の西端部の中段に位置する 3基からなる。10号横穴がや I高いレベル

をもって、先に述べた階段・通路からも離れる状況にある。

b一②単位群は、本小支群の中央部最上段にある3基で、 9号横穴から7号横穴に東下りの状況と

なる。明瞭な通路階段で連絡し、形態その他の条件も類似している。

b一③単位群は、本小支群の中央部にあって下段に位置する2基である。最下段を占める13-1号

横穴が長大な玄室と広大な墓前域を有して形態のうえでも特徴的である。

-161-



b―④単位群は、本支群の中央部中段から下段の東側にほ 連ゞ続する4基である。形態。規模のう
えで17号横穴がきわめて目立つものといえる。

b―⑤単位群は本小支群の最下段東端部を占める2基とした。その位置は本支群の東端をつくる丘

陵鞍部に接する状況で、そのためか開口方位もや 東ゝ南にちかいものとなる。たゞし、その位置関係

はや 距ゝ離を有するもので、なかでも18-2号横穴はB支群にかなり近いものとなるが、こ でゝは開
□方位等からして本支群に合めてみた。

b一⑥単位群は、本小支群の最下端西端部にある2基のミニ横穴とした。あるいは、 b一①単位群
に内包させ得る可能性もあるが、近接したまとまりをみせるので一応別単位としておいた。

② B支群の状況
B支群は、本横穴群の中央部下段よりの海抜20～ 3097b前後にあって、その位置は本横穴群の西側で

南斜面をつくる山肌が北側では東斜面に大きく変化するその境目となる。いわゆる鞍部が大きく張り

出す付近を占めることになる。 2小支群 5単位群と認めた。

a小支群は 3単位群 5基で、本支群中の上半部を占める。 a一①単位群は、本小支群中の最上段に

位置する32号横穴 1基としたが、規模形態のうえでも特異性の目立つ存在である。

a一②単位群は、 a_①単位群の下段東よりにあって 2基からなる。両例とも規模形態の類似性が
目立つが、こうした傾向はより下段に連続するa―③単位群の 2基にも共通する状況といえる。こゝ

では別単位として扱っておきたい。

b小支群は 2単位群 4基からなって、本支群中の下段部を占める。 b―①単位群は a小支群の直下

に並列する3基で、開口方位・形状等において a小支群に大略共通する様相が目立っている。たゞ占

地のうえでの特徴からすれば、かなり強い急傾斜面に並列して掘穿することから、上方すなわち a小

支群への直接的な連絡は不可能と判断された。本小支群を a小支群から独立させ得た所以である。な

お、形態的には39号横穴が特異な状況をみせて注目される。

b―②単位群は、本小支群の最下段で、 b一①単位群より約 2η前後も低い位置を占める 1基であ

る。40号横穴で、玄室前端から墓前域をすでに削平されていることもあって詳細は不明である。

③ C支群の状況
C支群は、本横穴群の北側に集中する横穴群で、海抜31～ 42η前後を占める。その位置は西側から

東側に低くなる傾斜面にあって、大略東南方向に開口する例が多い。 2小支群 5単位群とした。

a小支群は 3単位群 10基 としたが、それは本支群中の南半部で低位を占める横穴群を内包する。本

小支群を南側から眺望すると a―① o②単位群とa_③単位群の南端部が観察し得るのみで、 a―③

単位群の大部分は明らかにその占地する傾斜面が異っている。こうしたかなり変化の激しい地形的条

件をみながらも、本小支群における横穴群の開口方位は比較的よく一致する傾向を示して b小支群と

は明らかに区分される。

第19表  B支群の構成

支  群 /1ヽ 支 群 単  位  群 横 穴 名

B

a

①
つ
０

② 33 ・ 34

③ 35 ・ 36

b
① 37 ・ 38 ・ 39

②
力
生
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小 支 群 単 位 群

① 21-2・ 21-1・ 22

23-2・ 23-1・ 24

③

①

第20表  C支群の構成

a―①単位郡は本支群中の南端部上位に並列する3基で、うち22号横穴は未発掘であるが、調査さ

れた 2基は規模・形態等比較的よく類似している。

a―②単位群は a_①単位群の下段でや 中ゝ央よりを占める3基である。うち23-1・ 24号横穴が
同レベルで並列し、23-2号横穴はや 離ゝれて低位となる。前 2者は規模・形態でかなり類似するう
えに、なかでも墓前域は左右対称に設計された可能性が指摘し得るほどの状況であった。23-1・ 24

号横穴と、23-2号横穴は別単位とすべきかも知れない。
a一③単位群は、本支群中のほ 中ゞ央部にあるが、その位置が a―① o②単位群とは地形的に異る

条件を占めることはすでに述べた。 4基を合めたが、うち東半部は大きなクラックが走って破壊部分

が多く、比較的保存良好な西半部の25-2・ 25-1号横穴に通路階段部が残存していた。それによる
と、25-2号横穴は a―②単位群の23-1号横穴西からの階段を認め得る状況で、確認はできない力ヽ
これから分岐して25-1号横穴右前に残存する通路に連絡する可能性もうか えゞた。すでに述べた開
口方位の共通性とともに、本単位群を a小支群に内包した所以である。

b小支群は 2単位群 4基としたが、それは本横穴群中の北端部となる。 b―①単位群は、 a_③単
位群に連続する位置にあって、それより開口方位を東に集中する状況の 3基からなる。クラックによ

る破壊が激しい地区であるが、それでも30号横穴の右前方に階段が残存していたので、こ かゝら28号

方向への連絡が可能であったのかも知れない。

b―②単位群は 1基のみで、しかも墓前域を発掘して横穴であることを確認したにすぎない。 b一
①単位群からは 3η以上も高い位置にあるので、一応別単位として扱っておきたい。

(2)群構成の内容と変遷

以上によって、本横穴群における群構成の状況をみてきたが、こゝではその内容と変遷について、 い

くつかの検討を試みたい。

① 単位群と横穴基数
状況を全体的に概観すると、 3支群 6小支群 19単位群としたのであるが、うち、A支群は 2刈 支ヽ群
9単位群、 B支群は 2小支群 5単位群、 C支群は 2小支群 5単位群となった。いずれも2小支群から

構成されることに注目し得るが、内訳としては 2単位群を内包するもの 2、 3単位群からなるもの 3、

6単位群のもの 1群であった。 2～ 3単位群が普遍的で、例外的に 6単位群を擁するものがみられる

ということになる。
註 1

単位群は19単位としたが、その横穴基数はすべて 4ゞ7基であった。内訳は、 1基からなるもの 2、
2基からなるもの 6、 3基からなるもの 8、 4基のもの 2単位であった。圧倒的に 2～ 3基からなる
基数が多く、それが単位群を構成する基本数であることは注目しておきたい。

② 時期的な変遷
本群構成における時期的な変遷についてみよう。まず、総基数47基のうち、 I期 8、 Ⅱ期 12、 Ⅲ前

―-164-―



期 11、 Ⅲ後期 8基の計39基が編年し得たものであった。

さらに詳かにみると、たとえば I期とした 8基のうちの 4基はA支群 a小支群に集中していて目立

った。すなわち、 I期の横穴は各支群ごとに 1～ 2基ほどが配され、それがⅡ・Ⅲ期の横穴を多くは

複数で率いる状況が一般的であるのに、A支群 a小支群は少 くとも時期が把握できた限りでは、 I期
の横穴のみによって構成されていた。本横穴群創設期のグループと認め得る可能性とともに、本横穴

群および本支群のなかで他の小支群―一可能性としてはA支群 b小支群か―― に継続していくパター

ンをあるいは推定し得るかも知れない。

Ⅱ期の横穴数は12基で、Ⅲ前期は11期、Ⅲ後期は 9基を数える。いま、 I期のみから構成されるA
支群 a小支群をのぞいた各グループをみると、Ⅱ期の横穴を認め得ない小支群はC支群 b小支群のみ

で、同様にIII前期はB支群 a小支群のみ、Ⅲ後期は B支群 a・ b小支群、 C支群 b小支群に欠失する

ということになる。

こうした状況をより詳かに観察すると、 I期の横穴は、すべての支群に認められるが、A支群 a小

支群をのぞいては各支群とも 1～ 2基でその成立と出発を示すとい 得ゝるが、いずれもが主墳的位置

を有する点は大いに注目できる。

工期になると、ほとんどの小支群においてその存在が認め得る状況で、単位群別でもその過半に多

くは 1～数基を有する。なかには、 B支群 a刻、支群のように I期を主墳としてその他はすべてⅡ期と

いう例もあるが、特殊なパターンとしてよいようである。一般的には、A支群 a小支群をのぞくと、
I期を認め得るもの 8単位群 (う ち 1単位群は I期からの継続で、 4単位群は 2基ずつ)で、同様に

認め得ないもの 8単位群 (う ち 2単位群は I期の出発)と いう基数からしても、各支群および単位群
においては、時期的に併行関係を有する横穴が認められることになる点に注目しておきたい。すなわ

ち、Ⅱ期になると、そのグループ構成の特徴は、複数の被葬主体を想定できる状況に変化するのであ

る。

Ⅲ前期もほとんどの小支群に認められて、単位群では、A支群 a小支群をのぞくと、 8単位群に認
め得ることになる。うち、3単位群では 2基ずつの複数で存在するが、むしろ注目しておきたいのは、

I・ Ⅱ期から連続するものが 6単位群あり、さらにその半数がⅢ後期に連続する状況となることであ

る。こ＼でも、複数の併行関係と、前後への連続性を認め得るようである。

Ⅲ後期は横穴数の減少する時期で、A支群 b小支群・ C支群 a小支群にのみ存するが、単位群では

5グループに認められた。うち、 3単位群ではⅡ・ Ⅲ期からの継続性が確認されるが、 I期からの継

続性がまったくみられない点が注目された。Ⅳ期については、土器からの時期設定で、該当する横穴

はみることができない。

③ 群構成と追葬
一般にこうした横穴群においてはいわゆる追葬を認め得る例が多いようである。本横穴群でも、複

数の石櫃の並置をはじめ、時期差を有する土器群の併存等、ほ 確ゞ実に追葬を指摘し得る状況はかな

り多い。

第 17表をみると、横穴の時期は I・ Ⅲ前期がピークとなるのに、土器群の時期はⅢ前・ Ⅲ後期が圧

倒的に多い。問題は、各単位群における横穴掘穿、より具体的には単位群の出発時期と、土器群によ

って示される追葬状況との関係であるが、いま、各単位群のなかでⅢ期の横穴を複数で有するグルー

プを数えると11例 となる。このうち 1例をのぞくすべてが I～ Ⅱ期の出発で、Ⅲ期にその出発をもつ

ものは極めて少 くなる。このことは、皿期に出発する単位群が数例にしかすぎないことの結果である

ことはもちろんであるが、本横穴群においては、 I～ Ⅱ期で創設された単位群がⅢ期に入って最盛期
を迎えるその状況が47基中36基を数え得る事実からも指摘し得よう。 I・ Ⅱ期において、多く1ない
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し2基で成立し出発する各単位群は、横穴数の増大とゝもに、追葬という継続性をもって拡大をなし

とげることによって、本横穴群の完成期としてⅢ期を迎えることになるのである。

ところが、Ⅳ期になると、若子の上器類をもってその存在を示めすが、様相からすれば追葬さえも

認めがたいといえる変化がみられる。

(3)ま とめ

まず、絶対年代にふれておこう。いうまでもなく明証はないが、主に土器の年代観から、 I期は 7世

紀中葉以前、Ⅱ期は 7世紀後葉、Ⅲ前期は 8世紀前半、Ⅲ後期は 8世紀後半、Ⅳ期は 9世紀以降とみて

おきたい。

すると、本横穴群は、 7世紀中葉前後に、各
｀
支群
″が成立して、その出発をみせるが、 7世紀後葉

になると急速に成長して、各
｀
小支群
〃が分立 し、あわせてほとんどの

｀
単位群
〃
もその姿を明白にす

る。Ⅲ期になると、各単位群は一層充実し質量ともに拡大をくり返して、その後期には完成期を迎え、

すべての横穴がその勢を誇ることとなる。こうした■・ Ⅲ期の発展に伴うのが火葬の導入で、多くの石

櫃とゝもに横穴の構造にも変化があらわれてくる。ところが、こうした本横穴群のピークはⅢ期とゝも

に終り、Ⅳ期になると急激な凋落をみる。もはや追葬さえも断絶した状況が生み出されるのである。

こうした状況のなかに折出される本横穴群の 支群 ―― 小支群一― 単位群 となる群構成 は、通路

と階段の認定によってより確実なものとなった。この意味では、
｀
墓道
″
(本横穴群の通路にあたる)を

確認した県内唯一の例としての、藤枝市原古墳群谷稲葉支群高原地区の場合にも、小支群一一単位群一

単位という群構成の把握がなされているが、こうした認定は本横穴群における群構成の理解と基本的に

は共通したものといえるようである。たゞし、その最小単位をつくる古墳基数が 2基を基本型とする点

に本横穴群のそれとは相違がみられるようである。

さて、こうした本横穴群の 支群一 小支群一―単位群という群構成は、さらに大きな集積を有する

古墳群に連るものといえるようである。すなわち、かって、後藤守一氏が「吉原市の古墳」3 「沼津長

塚古墳」で指摘した 古墳群一一支群一―小支群の理解があるが、こ でゝいう古墳群とは ス`ルガクニ〃

を単位とする古墳のまとまりであって、その下に支群 。小支群がくることゝなる。よって、本横穴群の

場合には、北伊豆横穴群一―北江間横穴群
十一 大北横穴群――支群―一小支群――単位群 という構成

が明らかとなった。

こうした本横穴群にみられる構造が、 8世紀を前後する律令体制のどのような部位と深 くかかわるも

のであるのかはもちろん明瞭ではない。それでも、郡行には実際の行政事務の執行にあたる
｀
郡雑任
〃

とよばれる下級官人があり、そのなかには郷別に置かれて徴税業務にたづさわる者があ
亀子
とからすれ

ば、｀依馬
″
郷に比定し得る本横穴群付近においても、こうした郡雑任の存在は認め得るものかも知れ

ない。すると、本横穴群にみられる状況、とくに
｀
若舎人
″
1銘をはじめとする火葬石櫃のもつ意味は、

こうした律令体制のあり方を反映するものとできるかも知れないのである。

3

4

5

6単位群からなるのはA支群 6小支群であり、そこにおける位置関係からすれば、①～③③単位群と①⑤

単位群を分割して 2小支群とし得る可能性も推定できる。た ④ゞ単位群の西端に位置する15号横穴西から

①単位群の13-2号横穴東に連絡する階段が確認されたので、 1小支群としてまとめてみたのである。

八木勝行 。池田将男  「群集墳における群構成の分析について」―― 藤枝市原古墳群谷稲葉支群高車地

区の場合 一―『静岡県考古学研究』10 昭和56年 6月 。

後藤守一ほか  『吉原市の古墳』吉原市教育委員会 昭和33年 9月 。

後藤守一ほか  『沼津長塚吉墳』沼津市教育委員会 昭和32年 3月 。

吉 田 昌 『 日本古代村落史序説』 塙書房 昭和55年 4月 。

言己三1
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第 2節 石櫃及び ミニ横穴の考察

じ め に
整  理
1.石櫃の形態

2.蓋 と 栓

3.横穴における各形態の石櫃関係

4.玄室内の床面に刻りこまれた小孔

5.ミ ニ横 穴

考  察
1.石櫃の小孔・ 床面の小孔・ ミニ横穴の容積

2 石櫃の小孔・床面の小孔・ ミニ横穴の性格
3.石櫃及びミニ横穴の編年的序列

4.むすび -8世 紀の頃の火葬墓からみた大北横穴群の

石櫃・床面小孔・ ミニ横穴の地位

1こめは

ここにいう石櫃とは、火葬骨を納めた石造の櫃形の容器である。一般に、石櫃は、火葬骨が直接納め

られることもあり、火葬骨を壷に納め、この壷が納置されることもある。前者は、骨そのものの収容施

設であり、骨櫃であり、後者は、骨壷の外被施設である。壷を納置した場合、この形態 lC順応して円孔

をうがつことが多いが、直接納める骨櫃の場合は、円孔よりはむしろ方孔又は長方形の孔をうがつこと

が普通である。石櫃は、特に奈良時代を中心とした頃の各地の遺跡から発見されている事例が多いが、

火葬骨壷の外被勉設としての石櫃の例がほとんどである。その形態には、のちに述べるように各種ある。

最も普通の形で、むしろこの種の石櫃の定型ともいうべきものは、方箱状の身をなし、上面の中央に円

孔をうがったものであり、蓋は四注造りの屋根型を呈する。蓋と身とを堅く密閉させる必要上、円孔上

縁のまわりに縁を高く設け、蓋は、この縁に当る外周を高縁にして嵌まるようにしている。

この種の石櫃は、統一新羅時代のものとも見られる。 (第 62図 )

さて、大北横穴群においては、石櫃は身だけでも 20個発見されている。他に近くの割山横穴群からは

2箇発見されている。同一の遺跡の中で、このように多数発見されている例は、大北横穴群のみといっ

てよかろう。しかも、骨壷の納置施設としての石櫃でなく、火葬骨をそのまま納めた石櫃であること、

いわば骨櫃である点も特殊であり、この形態をはじめ孔の形や大きさなどに多種多様なものがあること

と相まって、日本の石櫃はもとより広 く東アジアの古代石櫃を考える上にも、重要な資料を提供するも

のである。

I

1.石 櫃 の 形 態

大北横穴群出土の石櫃は、外形・ 孔の位置・孔の大きさ・孔の形状等にわたって、それぞれ形式を異
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にし、きわめて複雑なものがある。

特に、孔の位置が、石櫃を据えた場合の上面の中

央に設けられているという、石櫃の通常見られるも

のと異なって、横の上方近くうがたれており、かつ

孔の大きさが、いちじるしく小型のものが多い点な

ど、特異なものがある。

まず、孔の位置が上面にある竪日系と横に向く横

日系の二類のあることを一つの大きい基準となし、

さらに身の形態、孔の形状、孔の大きさを分類上の

重要な要素と考え、これらによる分類にしたがって、

各例を説明しよう。

(1)孔が上面に向くもの、すなわち竪口式のもの

① 方箱型、有縁。孔は通常の大いさで、方形の

もの、大北横穴群出上の各例の中、最も標準的

なものであり、また一般の石櫃の概念の上から

も通例のものである。したがって定型といって

もよい。もっともこのいくつかには、正整な方

箱型でなく、底に下るにしたがって狭まるもの

もある。孔は方形にうがたれ、大いさも亦40～

50帥 ぐらいのもので、大人一体分の火葬骨を納

めるにふさわしい。孔のまわりの周縁は、蓋を

受けるに都合よくなっている。 24号横穴発見の

「若舎人」の刻銘のある石櫃もこれに属する。蓋

は四注造りの屋根型のものが普通である。

② ①と同じ形式であるが、孔のまわりには縁の

ないもの。

孔も大型で方形であるが、①と異なる点は孔のまわりに縁がないことであり、この点から一応①

と区別 した。もっとも、縁が欠失したり磨損したりして、あたかも無縁のようになっているものも

あるかも知れないが、識別の困難なものもあり、一応無縁の外観を呈するものを、ここに含めた。

③ 方箱状であるが、孔は小さく、かつ方孔をなすもの、また孔のまわりには縁がない。

方箱状は同じであるが、大きい相違点は、孔が小さく、一辺 10～ 15セ ンチ内外になっており、か

つ方孔である。縁はない。このような小方孔の場合は、特に蓋として整ったものはなく、一種の栓

のようなものを挿入し密閉させることが普通である。

① ③と同じ形式をそなえるが、方箱状のものよりも、かなり不整となっているもの。
小型の方孔も、③と同じであるが、整った方箱状を示さず、かなり荒い削りでかつ形状も整って

いない。この形態のものには、①よりも比較的小さいものが多い。

⑤ ③と同じく方箱状のもので、小孔であるが、孔は円孔であるもの。
方箱状であり、小孔であるが、異なる点は、この孔が方孔でなく円形である点である。

(2)孔が横に向くもの、すなわち横口式のもの

横に孔がうがたれている。この形式のものはすべて小孔であることが特色である。また孔の形は、

方孔が多いが、円孔のものもある。すべて無縁であり、蓋は栓のようなものを挿入した如くであり、

第62図 統一新羅時代の石櫃
(国立慶州博物館蔵)
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その例も残されている。

石櫃の形態を主として、次のように細分される。

① 石櫃は家型のもので、小孔は円形のもの。

上面は屋根状を呈する。屋根は切妻状のもの、平棟のある切妻状のもの、切妻状であるが、両側

の降り面が不均衡のものなど、各種の形式があるが、屋根状をなすことが特色である。小孔は円形

である。

② ①と同じ屋根型であるが、小孔は方形のもの。
屋根型形式である。 しかし小孔は方形であり、相違がある。

③ 厨子型で、小孔は方孔のもの。
一種の家型で、切妻状の屋根をもつが、あたかも厨子或い1ま石桐に似たような趣を呈する。便宜、

この名を用いる。

① だるま型で小方孔のあるもの。
これも家形の変形ともいえるが、かなり不整であり、正面からみると、あたかもだるまを据えた

ような形状にも似ているので、便宜この名を用いた。底も平らかで安定されている。

① 多角型で小方孔のあるもの。
六角形の筒状のものであり、据える底の部分はやや広 く据わりはよい。上方は、やや奥の方が斜

めにさがっている。正面中央にやや深い方孔がうがたれている。

① 箱型で小孔は方形のもの。
不整な箱型であるが、横口で、しかも小方孔がうがたれている点で特異である。

以上述べたような分類にもとづき、それぞれの形式のものを、次のように整理したい。

第21表 石櫃の形式分類

孔 の 位 置 孔のまわりの縁の有無

孔の位置が竪口式の通常なもの。

孔の位置が横□式の特殊なもの。

Ａ

　

Ｂ

孔のまわりに縁のあるもの。

孔のまわりに縁のないもの。

孔 の 大 い さ

石 櫃 の 形 状 a 孔の一辺が 30-50セ ンチぐらいで一人分

の火葬骨が納入されるもの。
1

2

3

4

5

石櫃が方箱形の定形のもの。

石櫃が方箱形であるがやや不整のもの。

石櫃が家形のもの。

石櫃が厨子形のもの。

石櫃が多角形をなすもの。

b 孔の一辺が 10-15セ ンチ、径が 9-12
センチぐらいできわめて小さいもの。

孔  の  形

① 孔の形が方形のもの。l② l孔の形が円形のもの。

以上であり、たとえば I-1-A― a―①は、竪回式の孔(I)の ある方箱型(1)で あり、縁は有縁式 (A)

で、孔は通常の大いさ(a)の もので方孔⑬)である。 Ⅱ-4-B― b―①は、横口式(工 )で厨子型牲)で無縁 B)

であり、孔は小型(b)で 円孔である⑫)と いうことになる。

このような分類にもとづいて、形態の分明している 24例 について、あらためて整理すれば、第 11表

のようになる。
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2-A― b―①I―A― a―①

―b―①

|

餡

2-B― b―①

1-B一 b―①

L_-OCm

第63図 石櫃集成図 ①
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3-B

3-B― b―②

4-B― biO

Ⅱ-1号石櫃

4-B-0-①

5-B一 b―①

!  1  1  1  1  10Cm

第64図 石櫃集成図 ②

20

⊂
∋ Ю匿 万(:寺ξ穴

I-1号石拒
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第65図 石櫃諸形式
1 ■-1号 石櫃   5 Ⅲ-2号石櫃  9 Ⅲ-4号石相
2こI-5号石櫃(動  6 Ш-1号石根 10 Ш-8号石根
3Ⅲ-5号 石積   7 Ш-10号石櫃 11 割山 2号石相
4割山 1号石積   8 Ⅲ-13号石櫃
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第22表  石櫃の形式と横穴

2.蓋 と 栓

大北横穴群発見の石櫃は、直接火葬骨を納めたものであり、したがって一体分の大人の遺骨を納めた

通常の割り孔は、一辺 40～ 50 cllぐ らいの方型のものである。ほかに、一辺 10～ 15 clvぐ らいの小さい

方孔のもの、径 10例 ぐらいの小さい円孔のものもあり、特にこの種のものは、横口をなす特殊なものが

第66図 栓の諸形式
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12 Ⅲ-4号石積
3 Ⅲ-2号石積 4 1-2号横穴

形  式  名 石櫃番号 黄穴番号 集成図・挿図 形  式  名 石櫃番号横穴番号 集成図・挿図

―A― a―①

1-A― b―①

l― B― b―①

2-A― b―①
2-B― b―①

I-7

Ⅱ-1

Ⅲ-5

Ш-6

害1  1

Ⅲ―■

Ⅲ-4

1-2

Ⅱ-2

1-4

17

24

29

29

害」

36

27

9

26

12- 1

63-5

63 - 1

63-2

63 - 4

63 -- 3

63 -- 6

63 - 7

63-8
63-9

63-10

エ

3-B― b―①

3-B― b―②

4-B― a一 ①

4-B― b―②

4-B一 b―①

5-B― b―①

害」 2
Ⅲ-12

Ⅲ-8

Ⅲ-9
1-6

1-3

Ⅲ-10

Ⅲ下 1

Ⅲ-2

皿-13

1-1

害1  6

37ハ▼39

30

30

17

10

34

27付近

27

18--2

8

64--14

64--15

64--16

64--17

64--18

64--21

64--22

64--20

64--19

64--23

64--24
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響
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第67図  Ⅲ-8号石櫃とその栓
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少くない。通常の大いさの方形の孔がうがたれている場合は、当然それを被う蓋が必要であり、この蓋

は、身と一体になるように密音させている。身の孔のまわりに縁がある場合は、この外がわに蓋の割り

孔の縁が当たるように作られている。蓋の形式は、上方が四注造りをなし、四隅に稜角がおりている屋

根型のものが普通で、29号横穴発見のⅢ-5・ Ⅲ-7石櫃、 17号 横穴発見の I-8石櫃の如きは、この

ような蓋と身とがそなわっており、ことに29号石櫃は、蓋をあけるにも困難なくらい密閉されている。

この他も、蓋はそなわっているとみなされるが散失している。しかし、若千遊離して発見されたもの

もあり、この中には定型ともいうべき四注造りの屋根型のほかに、かなり平たいもので、上面が浅く屋

根型に加工している簡単なものもあったき

竪日系、横日系のいずれにせよ、小孔のうがたれている場合は、蓋というような概ムのものでなく栓

ともいうべき石材が嵌められていたものとみられる。ことに27号横穴発見の Ⅲ-4石櫃 (I-1二 B―

b―①型)は、方孔は上面で、15.4× 16.4帥 、深さは 1 9 8 clBのものであるが、 これと17.0× 16.3印、

厚さ 8.5c12ぐ らいの同形の方栓が堅く挿入されている。また 30号横穴発見の Ⅲ-8石櫃 (Ⅱ -3-B

― b―②型)も 、径 11.2印 ぐらいの円孔がうがたれているが、径 1l clDぐ らいで、厚さ 89側 ぐらいの

円い栓が挿入されている。これらは、下の方はいずれも狭まり、身の孔の形にも順応している。

竪日の大型方孔のある通常の石櫃の蓋は、他にも同型のものが多いが、小型の方孔又は円孔にこのよ

うな栓が挿入されていることは、大北横穴群に見られる一つの特色として看過することはできない。

3.大北横穴にみられる各形式の石櫃の関係

これらの石櫃は、横穴の内部に 1箇あるもののほかに、 2箇以上存するものもある。

また、横穴の内部に、当初から安置された正常の位置にあるものもあり、後世盗掘等の際移動撹乱さ

れた状態で横だおしまたは俯せられてあるものもある。墓前域にあるものもあるが、この場合必ずしも

後世の撹乱の除に内部から移動されたとはみなし難く、当初から墓前域又はその近くに安置され、若干

第23表 石櫃とその出土状態

横穴番号 石櫃数 形 式 名 出 土 状 態

8 1 Ⅱ-5-B― b―① 入口近いが、大体もとの位置とみなされる。横位。

9 1 二-1-B― b―① 床の上面の撹乱されている覆土中。逆位。しか

しこの横穴のものとみなされる。

1 Ⅱ-4-B一 a_① 墓前域。下横位で覆土中。

12- 1 1 I-2-B― b―① 墓前域。床面に接 し逆位。

正-1-A― a一①、Ⅱ-3-B― b一②
正常な位置。玄室内中央か ら、やや奥まった壁

に沿って存する。やや中央に近いものは蓋があ

る。

18- 2 1 Ⅱ-5-B― b―① 床面中央

1 I-1-A一 a―① 床面中央

1 I-2-A― b―① 墓前域。入口に接 し、向って右の袖の部分にある。

I-1-B― b―①、Ⅱ-4-B― b一①
Ⅱ-4-B一 b―① 開口部礫群中。 1は逆位、 1は正位。

I-1-A― a一①、I-1-A― a―① 床面。原位置。

Ⅱ-3-B― b一②、 I-3-B― b―② 奥
の部分。撹乱されているが、いちじるしい移

動はない。 1は横位。 1は逆位。

1 Ⅲ-4-B一 b―② 開口部。撹乱による移動を受けている。

ユ I-1-A― b―① 開口部。逆位。

37-39 1 Ⅱ-3-B― b―① 外部、表面か ら検出。

割山 6 2 I-1-A― a―①、Ⅱ-3-B一 b―① 1は床面。正位。蓋もある。他
の 1は前面の覆

土中。
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第68図 石櫃出土状態

17号横穴玄室内 5 Ⅲ-2号石植
1-6号石慣  6 Ⅲ-8。 9号石植
Ⅲ-13号石lFE  7 Ⅲ-5・ 6号石植
I-1号石櫃  8 Ⅲ-5号石積
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位置が移動したと考えられるものもある。横穴入国の脇に岩盤を利用して台を加工して安置したものも

ある。

第23表のように、これらを整理した。

この表示で知られるように、24号 (若舎人墓)をはじめ玄室床面中央近く正常な状態で安置されたこ

とのうかがわれるものもあるが、若千撹乱移動されたものもある。 しかし、重要なことは、 1個のみで

なく、 2個安置されていたことは 12-1、  17、  29、 30号の例で知られる。これらには、若干移動さ

れたものがあるにしても、土葬における2人分の遺骸の安置と同一の葬法を示すものと思われる。 27号

のように 3個のものも合葬の形式を示すものであろう。

墓前域にあるものとは、内部から移動されたものも考えられるが、すべては必ずしもそうでなく、入口

の外部近く、又は墓前域の横わきなどに、当初から据えられたもののあったことも考えられる。このこ

とは、26号において、入口に向って右わきに、岩盤を平らかに削って置いたもののあることによっても

判断される。

4 玄室内の床面に割りこまれた小孔
38号横穴において、床面の左隅角近く、すなわち入口から奥壁に面するときは左側壁と奥壁との隅角

近くの位置と、そこにうがたれた小方孔の存することがわかった。一辺 12 clB、 他辺 13師、深さ 12節 ぐ

らいのものであり、石櫃の小方孔の大きさと共通している。

またこの床には、これと対称的な位置にあたる右隅角、すなわち入口から奥壁に向えば左側壁と奥壁

と右隅角に当るところにも、一辺 32clnぐ らいの方状に浅く削られている箇所があり、方箱状の石櫃を据

えた跡であるものと考えられる。この位置に据えられた石櫃が、通常の大いさの方孔のうがたれていた

顎

　

資
′

攘

12大師山 1号横穴
34大北38号横穴

第69図 床面小孔の集成
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ものか、または小型のものであったかは明らかでないが、恐らく後者と考えてよかろう。

さて、床面の左隅角の箇所に、13× 13銅、深さ 12師 との小方孔のうがたれていることは重要である。

これとあわせて考えなければならない点は、本横穴群から750η はなれて存する大師山横穴群の 1号横

穴においても、床面の右隅角すなわち入口から奥壁に向って、その左側壁と奥壁との隅角に当るところ

に、小孔がうがたれていた事実である。この 1号横穴は、石棺が中央に据えられていることによって重

要な意義をもつものであるが、この床面の片隅に小孔があった。

同じ形式の小孔であり、これらは石櫃にうがたれた小孔と性質を同じくするものと考えてよかろう。

すなわち、石櫃を作って骨を納める方法をより簡略にし、直接床面に小孔をうがって納骨したことを考

えてよい。

このように、石櫃の小孔のほかに、床面に直接うがった例もあるとともに、さらに岩壁に横穴状にほ

りうがった小型のものも又存在して、本横穴群を特色づけている。次にこれを述べよう。

5。 ミ ニ 横 穴

以上のように、石櫃の小孔及び床に直接うがたれた竪小孔もあるが、このほかに岩壁に直接横口式に

うがった小方孔が 5例ある。

横穴群の中にまじって、その外壁近くに、この種のきわめて小型の横穴の方孔が存する事実をたしか

めたのは、第 I次の調査のときであった。すなわち、第 I次の調査の対象にした南の右端、すなわち岩

第70図 大師山横穴群 1号横穴内床面小孔実測図

―
―
―
―
―
∞
、
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第71図  ミニ横穴集成
l H-1号横火・ 11-2野 横穴
2 H-1号横穴 3 H-2号 横穴
4 17号 ミニ横穴 5 36号 ミニ横穴

壁に向えば、その左端の下位に 2個の小孔が直接うがたれていることを発見した。しかも、その 1には

石栓のように扉が嵌装されている。最初の日」象によって、 ミニ横穴という名をつけたのであったが、超

小型横穴でもあり、正確には、岩壁割り込み横口式小方孔ともいうべきであろう。しかし、ここでは、

わかり易くミニ横穴の名を用いたいと思う。この後、Ⅲ次調査で 1例 (36号横穴)が発見された。

また、36号横穴のわきにも 1例あることが知られた。

次に、この各々について、私の観察したところを記述しよう。(本文第Ⅲ章第 1節各横穴の構造と遺物

の出土状態参照)

潮鞠

響
ｉ
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1(11-1号横穴)

12-2号横穴から、向って左の方約 280旬 のところに、二つのミニ横穴がある。 この12-2号横穴
とミニ横穴との中間には、大きい岩塊が突出し、岩llFkを異にする。向って左のものすなわち最も端のも

のを、 1(11-1号 )、 左のものを 2(11-2号 )と して説明する。
1(11-1号 )は、墓前域がなく、直接玄門を彫っている。向って左は約 30clBで岩脈が絶たれており、
全体の横穴群の中でも最も左端に向って左端に位置するわけである。

玄門は高さ 26 clp、 巾22師 の長方形で、向って左の側壁はやや弧状をなす。奥行は 29例 で奥に入

るにしたがい高さはやや低まる。横巾は中央で 2 1 clB、 奥壁で 20伽。天丼部西隅は丸みを帯びている。

2(■-2号横穴)

向って左の方に隣接し、約 5帥 はなれている。間に岩隙がある。 1号より約 20伽低い。横穴そのもの

の形式をそなえ、墓前域とその側壁もととのい、玄門の上には屋根の屁状の出張りもある。墓前域は荒

いのみの削り痕がある。墓前域の長さ 78 clD、 中49帥。半楕円状の拡がりをなし、その外端は、急に傾

斜する。玄室は、墓前域の面より5,9c12高 く、向って左寄りにうがたれている。玄門は高さ 17m、 中

20帥 で、方形に近い形状を示し、玄室の奥行 33,0伽 、奥壁は少 し狭くなる。天丼両隅は不整な隅丸で

あるが、よく普通の横穴と同じ形態を示している。 1(11-1号 )と 同じように、小さい孔をうがった技
術はこまかい。

なお、扉石ともいうべき蓋は、縦 16.5印 、横 19。 3帥 、厚さ 8.8帥 ぐらいのもので、蓋としてきちんと

玄門に挿入されている。

3(17号横穴左袖)

17号横穴に向って右にある。17号横穴の底辺から52銅 、向って右側壁から49 cllは なれて存する。 こ
の部分の岩壁は、特にミニ横穴をうがつために削って調整した痕跡がある。

玄門は 10伽 四方の小さいもので、奥行は 21.O clp、 奥の方もほぼ玄門と同じ形をなしており、完存の方

孔といってよい。

4(36号横穴右袖)

36号横穴の墓前域の左がゎ (向 って)に ある。この36号横穴の向って左には、岩壁が出張っており、

この出張った岩壁の一部に 35号横穴があるので、むしろこの横穴から測った方が便利である。すなわち、

この横穴の入口に向って左の端から19銅、上縁から26卸下にある。

玄門の中 2.0印 、高さ 11.3働で不整な形の入口をなし、奥の方は狭まっている。長さ 32.8 clE。

以上、石櫃・ 床面の小孔・ ミニ横穴について、資料の整理を試みてきたのであるが、次にこれらを通

じて考えられる2・ 3の問題を提起したい。

1.石櫃の小孔 。床面の小孔・ ミニ横穴の容積

石櫃における小方孔または小円孔、床面の奥隅にうがたれた小孔及びミニ横穴は、それぞれ相関連 し

その納骨の問題を考えしめるものであるが、これを考えるに先だって、その大いさと容積とをあらため

て検討したい。これらについて、第 13表 のように整理しよう。

察考
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第24表  石櫃における小孔

番  号 出土横穴 孔の形式
，十 の 大 い さ 容

(単 位

積

栃
縦 横 径 深  さ

Ⅲ-4 方 15.4 16.4 19.8 5000.588 正-1-B― b一①
I-2 方 13.6 12.8 1880.064 I-1-B一 b―①
Ⅲ-11 方 12.6 10.0 1688.4 I-1-A一 b―①
I-4 12- 1 方 8.0 80 448,0 I-2-B― b一①
Ⅱ-2 方 14.0 118 825.000 [-2-A一 b一①
Ⅲ-10 円 12.8 12.9 1659,126 I-4-B― b―②
Ⅲ-8 円 20.0 720,0 正-3-B― b一②
Ⅲ-9 円 16.0 1256.0 I-3-B一 b―②
Ⅲ-2 方 12.0 11.4 16.8 2298.240 正-4-B― b―①
Ⅲ-1 方 10.0 10.4 89 925.500 Ⅱ-4-B― b一①
Ⅲ-13 18--2 方 H.6 一ｂ 資

） 28586 Ⅱ-5-B一 b―①
I-1 8 方 483 Ⅱ-5-B一 b一①
I-6 方 13.5 14.0 19,0 3591.0 Ⅱ-3-B― b一②
Ⅲ-12 37ハV39 方 13.0 (180) 18.2 42588 I-3-B一 b一①
I-3 方 20.2 23.8 1071.135 Ⅱ-4-B― a一①

この表によってもわかるように、500赫 内外のものが 3例で、また 2000断～ 5000所のものもあるが、

これらは奥行きがかなり深い関係で、外表面の中。縦巾・横巾ともに小さい。

ミニ横穴の場合は、最も小さい 36号で、 1800所である。ただ、石櫃の場合にせよ、ミニ横穴の場合

にせよ、栓又は蓋がはまっており、この厚さも考慮する必要がある。

少くともこれらの内、 500爾 内外のものは、大人の一体分の火葬骨を納置することの不可能なことは

いうまでもない。では、幼児の一体分と解すべきであろうか。この問題は、次節で述べることにし、こ

れらの小方孔・ 小円孔または床面の削りこみの孔・

ミニ横穴の容積を火葬骨収納施設としてとりあつか

うとき、現在における火葬骨壷の容積と比較するこ

とも必要である。

私は、現地滞在中、葬儀店の好意により、現在の

火葬骨壷を借りて、その大きさと容積をしらべた。

5通 りあり、次のような結果になる。

これらの中、 1は普通の大人のものであり、 3・

4は子供用であり、 5は分骨用である。

第25表 現在の蔵骨器計測表

径 高 さ 容   積

1 大型 17.35 165 1241.7178C漏

2 中型 15。 4 711.4800

3 小型(1) 11.5 10,9 360.3812

4 /1ヽ Z型 (2) 8.5 83 149,9187

5 小 型 49.500

第72図 現在の蔵骨器の各種 (白線は 15 cm)
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小方孔 。小円孔の石櫃の場合、500爾 内外のものは、 1に 当る普通の大人のものよりは、はるかに容

積も小さい。むしろ 3・ 4の子供用のものに近い。

2.石櫃の小孔・ ミニ横穴の性格

前項によって知られるように、この種の小孔の中で深さの浅いものは、到底大人の一体分の火葬骨を

納める大きさのものではない。この場合考えられることは、(D幼児の火葬骨を納めたか、(動 火葬の骨の

一部を納めたか、8)ま たは火葬骨を粉にしこれを袋のようなものに納め余分のものを蒔き散らしたか、

ということであろう。

一般に、横穴の小型の場合、土葬によってなされたときには、年少者のものと考えられることが多い。

茨城県勝田市十五郎穴の横穴群の場合にも、小型の横穴が存する。或いは、この種のものかも知れない。
註 1

しかし、本横穴においては、火葬によるものであることに特殊性がある。幼児の火葬骨を納める施設の

小孔もあったかも知れないが、石櫃として方箱状の定型のものにも小孔のものがあり、かつ小孔のある

例があまりにも多い。また、29号横穴のように定型の方箱状で上面に小孔のあるものが 2個合まれてお

り、これは夫婦合葬の形式をとったものとも考えられる。

以上述べたように、もしすべてを(1)の ように幼児のものとみなされ難い場合、大人の火葬骨の一部を

納めたとする考えが成り立つ。この場合そのすべてが分骨という特殊な方法によったことを考えること

も困難であろう。そうすれば、一部のみを納め、他は捨てたとする考えも無視できないが、しかし、そ

れにしても孔はあまりにも小さく、火葬骨の一部としても無理な点がある。したがって、この考え方も

適切でない。

このように考えると、(3)の 如く火葬骨をかなり破砕したり、或いは粉にして直接又は袋嚢のようなも

のに納めて安置し、余剰の骨片や骨粉を蒔き散らすという方法が、この種の小孔に対しては最も合理的

であったということになる。

また、日は狭いながらも深いものは、その容積からみて大人分の火葬骨を収めることも可能であるが、

この場合には、火葬骨をかなり破砕しなければならない。したがって、通常の大きさの定型の火葬石櫃

と異なり、やはり火葬骨を破砕するなり、粉にするなどして、納めたとする事が合理的である。ここに、

日本において、この頃、土葬以外の遺骸処理で、一体どんな方法が行われていたかをあらためて検討す

る必要もあり、次のような方法が考えられる。

1 火葬して、その火葬骨をそのまま納める。 '
2 火葬して、火葬骨の一部を納め、他は捨てる。
3 -旦 、遺骸を上中に埋め、骨のみになってからこれを火にあてて納める。
4 -旦 、遺骸を上中に埋め骨のみになってから、これをそのまま納める。
5 -旦 、遺骸を上中に埋め骨のみになってから、これを粉にして納める。
6 火葬して、その火葬骨を粉にして納める。
7 5ま たは 6の方法で粉にしたものを散らし蒔いてしまう。
以上である。この内、 1は普通広く行われるものであり、 2も また、これと関連して行われたことが

考えられる。

3・ 4は、再葬であり洗骨葬であり、また一種の改葬である。この問題は民俗学的に見ても重要なも

のであり、現在、この方面の論文も数多く発表されている。ことに、小松清氏の「光明寺の墓地におけ

る墓制について」には、洗骨習俗の存在する各地の例について、沖縄・奄美地方を別としても、80例 を

あげており、いかに多いかが知られる。
註 2

古代における再葬は、あらためて論議 しなければならないであろう。
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これを考古学の上から見ても、いくつかの資料が紹介されている。たとえば、徳島県鳴門市樋殿谷の

石櫃内の人骨は、熟年男性の洗骨のものが納められたと報告されているが、 4の方法によったものであ
註 3

ろう。墓誌銘の上からは、鳥取県岩美郡国府町発見の因幡徳足比賣の墓の場合
撃23の方法

によったも

のとも考えられるのである。また、千葉県木更津市江川火葬墓の場合、蔵骨器の中に、成年(20-30歳 )
註 5

男子のものが約 3分の 1個体分はいっていたという。この方法かも知れない。

6は、或いは意外に思われるかも知れないが、 7の散骨がこの頃、案外広く行われたことが考えられ

るのであって、その前提としての 6も 当然行われたものとみとめてよい。

奈良時代を中心とする遺骸処置の方法の中に、散骨という方法が、かなり多かったのではないかとい

うことは、私が機会あるごとに述べてきたことである。
註 6

まして、火葬骨を紛にし、これを納めることは、散骨とともに、行われた一つの風習であったろう。

なお、各地で発見される石櫃内の火葬骨で粉末状になっている例もしばしば報告されている。これら

の報告は、その現状のみを記したものであり、永年の空気との接触により、たまたま粉末状になったも

のもあったであろう。しかし、 6に よったものもあったかは、再検討すべき余地もあるであろう。

本横穴群の場合、石櫃の小方孔、小円孔、又は床面の小孔や ミニ横穴の如きは、火葬骨を破砕したか

または 6の如く粉にしたかを考えてはじめて了解されるものであろう。ことに、横口式のものなどは、

ミニ横穴とともに、このような方法を考えて納得されるものである。なお、この場合も、粉にしたもの

または破砕したものを全部収めたものでなく、若千のみ袋に納めて孔に安置し、他は 7の ような散骨又

はこれに準ずる方法によったものかも知れない。

従来発見されている骨壷の中で、いちじるしく小さく、しかも被葬者名や年次も明らかにわかる資料

がある。奈良県宇陀郡内牧村大字八瀧発見の文爾麻呂の骨壷であり、これは、緑色のガラスの壷に骨を
註 7

納め、さらにその外被として金銅壷があり、これを金銅箱に入れた丁重なもので、墓誌銅版が伴出して

おり、これによって慶雲四年 (707)に なくなった将軍左衛士府督正四位上文祠麻呂忌寸が被葬者で

あったことが知られる。ところが、ガラスの骨壷は身高 17.20銅 、胴径は最大の部分で 16.5 clLと いう小型

であり、この大きさでは、到底一人分の遺骨を納めることは不可能であり、一部の骨を納めたか、粉に

して納めたかのいずれかを考えなければならない。

また、福岡県宗像郡津屋崎町宮地嶽神社境内から発見された、金銅容器の中に納められている緑色の

ガラス製の蔵骨器も、身高約 9.3 cll、 胴径は最大の部分で 13.6 cln。 ほぼ同様の小型のもので、同じよ
註 8

うに、一部の骨のみ入れたのかまたは粉にして納めたものとしか考えられない。

他の地方で、骨を納める孔がかなり小さいことの報告されている例は必ずしも皆無ではない。たとえ

ば、群馬県佐波郡赤堀村今井地内の多田山からは、十数個の石櫃が発見され、火葬墓群の痕跡を示す
賓
、

これらiま身と蓋とをそなえている。

その 1は径 40帥 のほば円形の身で、径 15 cll、 深さ10c12の 円孔が蔵骨施設であった。この第 2の例は

小型のものといってよい。

しかし、大北横穴群に見られるように、より小型の孔をもつ石櫃の多数と形態の多様とは全く特異の

ものであり、ミニ横穴とともに、この地方にいちじるしく発達した特異な葬法と見るべきであろう。

& 石櫃及びミニ横穴の編年的序列

大北横穴群からは、多種多様の石櫃が発見されており、かつ ミニ横穴とも称すべききわめて小型の横

穴も存する。これらは、どのような編年的な序列の中におかれるものであろうか。

このことを考えるにあたっては、まず石櫃が内部に発見されている横穴において、須恵器が伴出して

いる例を参考にすることが必要である。また、同一横穴に、2個以上の石櫃が存する場合は、これらが
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家族のものであり、 2個 の場合は夫婦のものとする考えの前提のもとに、ほぼ年代の接近していること

が考慮されるし、同一横穴内における相互の位置関係から、その前後の時期を推察することも可能であ

ろう。

まず、 I-1-A― a―①という石櫃として定型ともいうべきものの存する24号横穴は、伴出の須恵
器の上から7世紀後半の中頃から8世紀初頃という時期が考えられる。 I-2-A― b一①の形式の石
櫃が発見された26号は、8世紀におかれるものとみなされる。

一方、 I-1-A一 a―①とⅡ-3-B― b―②とが発見されている17号横穴も8世紀と考えられる。
しかも、この場合、横穴内における位置からみると、Ⅱ-3-B― b―②の方が時期的に先行すること
も考えられる。

なお I-1-B― b―①、I-4-B― b―①、1-4-B― b― ①という3個の石櫃の発見された
27号横穴は、8世紀後半と考えられ、Ⅱ-3-B― b―②、1-3-B― b―②の 2個の石櫃の存 した
30号は 8世紀後半とみなされる。ほかに、Ⅱ-4-B― b―②の石櫃がある 34号は 8世紀後半、であ
る。 I-1-A― b一①の石櫃の 36号は 8世紀後半である。
このように、伴出した須恵器の上から判断すると、方箱形で方孔の大型のものが上面にうがたれ、四

注造りの屋根をもつ蓋をそなえる、石櫃として最も定型のものは「若舎人」の銘刻のある (24号)の 8世

紀初頃の頃と推定されるものであり、この形態のものは、 8世紀後半までつづき、石櫃の定型をながく

保持し得たものと考えられる。ことに、不整箱型で小孔のあるI-1-B― b一①型のI-2号石櫃は、
その横穴内から発見された須恵器が 8世紀前葉及び後葉のものであるが、土師器は 8世紀前葉及び 9世紀

初頃に位置づけられるものがある。 9世紀初頃のものは追納とみとめられるが、石櫃は 8世紀後葉のも

のと考えられる。

これに対し、横口式の小孔をそなえ、家型または厨子型の特殊な石櫃は、27号・ 30号・ 34号横穴に示

されるように、 8世紀後半に発達したものとみなされる。

これらにより通常型のものは大きい主流を示すとともに、被葬者としての地位の一面をも示唆する如

くである。

以上述べたように伴出した須恵器を中心として石櫃についての編年的な序列を考えたが、ミニ横穴は

これらの編年の中にどのように位置づけられるのであろうか。 4例についてみると、まず横穴群の全体

の在り方の中で、一様に下方に見られることが注意される。 しかもその小孔は、横口式の石櫃の小孔と

かわりない。この点から考えると、横口式の小孔の石櫃の発達した 8世紀後半におかれるものではなか

ろうか。

また、36号 に見られるような床面に小孔をうがった例は、石櫃に小孔をうがって納骨する方法をより

簡略化 し、石櫃を設けず直接納骨したものであり、しかも横穴になされている。これは、やがて岩壁に

小孔をほりうがったミニ横穴に先行するものであり、小孔のある石櫃とミニ横穴との中間の存在とみと

められよう。

以上述べた石櫃及び床面小孔 ミニ横穴の編年は、葬列上の一般の発達の上からも首肯されるものであ

る。すなわち、火葬がこの地域で採用された恐らく8世紀初頭の頃、石櫃として用いられたのは定型で

あるI-1-A― a一 ①型であり、この整った方箱形よりもやや形がくずれ不整になったものも次第
に用いられたが、この定型のものは、 8世紀を通じて主流をなして存続 した。一方、火葬骨に対する措

置が次第に簡略化されるにともない、竪口式の小孔をうがち、蓋でなく栓で密閉するという方法のもの

が発達した。しかし、これは火葬骨を破砕または粉にして処理する上の葬法上の大きい変革でもあった。

さらに簡略になると、厨子型や家型のもので、横口式の小孔をうがつ方法も採用され、 8世紀後半に行

われた。もっとも、これは、石櫃の簡略化のほかに、竪国のものよりも、より水湿を少くするという合
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理性或いは遺骸に対する礼拝のより自然的な位置をも考慮に入れたものかも知れない。

一方、床面に小孔を直接うがつものも発達し、さらに、ミニ横穴のようなものに簡略化されたもので

あったろう。

4 む す び -8世 紀の頃の火葬墓からみた大北横穴群の石櫃・床面小孔・ ミニ横穴の地位
8世紀を中心として、わが国において火葬が広 く行われ、火葬墓が営まれた。火葬骨は蔵骨器に納め

られ、単独に埋葬されたり、石櫃に納めて、土中に埋められたものもある。また、直接火葬骨を石櫃に

納めて埋めたものや、洗骨によったものを石櫃に納めて埋めたものもある。

では、日本の各地でどのような形式の石櫃が発見されているであろうか。あらためてこれを考えて、

本横穴群の石櫃の位置づけを明確にしたい。日本の各地から発見されるものを整理すると、およそ次の

ような各形式のものがある。

1 方形又は長方形の石櫃、蓋は四注造りなどの屋根形。書Jり 孔は円。

この形式が最も通例である。円形の割り孔は当然、骨こを納めるにそなえたものである。

丁寧なものは、割り孔をもつ。京都府久世郡旧大久保村大字広野発見のように、平蓋のある方形櫃で、

身の中央に円形の割り孔のある例、大阪府南河内郡旧西浦村大字蔵之内発見のように、棟をそなえる蓋
註 10

をもつ長方形の石櫃で蓋と身とに円形の孔のある例もある。
註 1]

他に奈良県宇陀郡大宇陀町大字拾王出上の例、奈良県北葛城郡香芝町穴出または奈良県桜井市忍陵発
註 12

見 (橿原市考古学博物館蔵 )、 旧京都府乙訓部旧大枝村大字塚原等その例が多い。ことに神奈川県川崎市

主田 8601遺跡では、高さ 27伽 、一辺 28伽 ぐらいの方形のもので円孔のうがたれているものが発見され

ている。蓋もそなわり、低い台状のつまみもあり、面取りもある。
註 13

また、岡山県小田郡矢掛町大字東三成における下道囲勝弟囲依母夫人墓は、蓋と身とをもつ石櫃に墓

誌銘の刻されている銅壷が納められており、身は不整な方形で、蓋は傘状もなし、蓋の両側に刺ヽ さい孔

がうがたれ、身の縁を密閉する装置をなしている。
註 14

2 方形又は長方形の石櫃で、方形・長方形、蓋付屋根形又は平蓋。骨を納めるための方形 。長方形の孔のある

もの。

徳島県鳴門市樋殿谷出上の例のように長さ 85 clB、 巾47帥、高さ48～ 50 CIRぐ らいの長方形で、 身には

長さ 42c12、 巾 28c17、 深さ 21 clBの 長方孔がうがたれ、底は狭 まっている。蓋は四注造 りの屋根型をなす

ものがある。また、横浜市青木町三ツ沢大森山で発見されたものは、長さ 37 5 clE、 巾 32 cln、 高 さ 28.2
註 15

側の方箱状の身で、中央に 18.2× 15.2 clp、 深さ 14釦 ぐらいの長方孔がうがたれている。屋根は四注

造りと似て台形状を否♂。
3 円形又はこれに近い石櫃で、円形或いはこれに近い孔がうがたれているもの。

群馬県佐波郡赤堀村多田山出上の例である。径 40c12の ほぼ円形を呈 し孔は径 1 5 cll、 深さ 10釦 ぐら

いの円形で、蓋は自然石のものを用いてい
星,

ほかに、千葉県市原市姉崎町立野字金出台発見の円形の石櫃で、中央に円形の割り孔があり、蓋も又

円形である例も同様なものといえる。
註 18

4 変形または多角形の石櫃をなし、円形或いは多角形の円孔がうがたれているもの。

曽て、大正 14年 に、大阪府南河内郡旧西浦村大字蔵之内から発見された石櫃は、蓋と身とがそなわり、

いずれも不整な六角に近い円形を示し、蓋は瓦棟を有 していた。身には、国径 16.8 cll、 深さ 12側 の円

孔がうがたれ、蓋にも同形の円孔がうがたれてい
登
発、蓋と身とにわかれる。身は八角形で最大中42例また、新たに紹介された東京都昭島市玉川町の例

高さ 32 cll、 底径は 20帥。身の中央に径 22伽 、深さ 18 5 cllの 円形の孔がうがたれている。 蓋もこれに
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ふさわ しく八角形で、一種の笠形を呈する。
こと20

5 組み合わせ式の長方形の石櫃又は石目的な施設をなすもの。

神奈川県川崎市潮見台の例は、一種の組み合せの身をなすと考えられる。
註21

ほかに、神奈川県座間市鈴鹿横穴においては、一種の石国の状をなしている。
註22

6 平台状の大型の石を身とし、蓋に円孔をうがって、平台の身の中央に据えた骨壷をおおいかぷせるもの。

特殊な例であるが、鳥取県岩美郡国府町伊福吉郎徳足比賣のpllが これである。               ,
註23

以上の諸例があり、これ らは普通一個所に一例見 られることが多いが、群馬県多田山の場合は、13個

ほど発見されている。石櫃は直接火葬骨を納めたものである。また、徳島県樋殿谷の場合は、洗骨によ

った人骨を納めている。

これ らを通 じてみ ると、大北横穴群発見の I型竪日系で、普通の大いさの方孔をもつものすなわち I

の 1-A― a―①、 1-B一 b―①、 2-B― a―①型のものには、ほかに類似のものも少 くない。
しか し、定型又は定型と近いこの種の石櫃は、大北横穴群において、 8例という多数が発見され、 し

かも、横穴内であることlrC特色があるといってよかろう。

また、竪口式のものでも、径 10-15c12ぐ らいの小型の孔のあるもの、すなわち I-2-B― b一 ①型
は、群馬県多度山において、径 15 clEぐ らいの小孔のある例のほかは、現在のところ例は聞かない。

まして、横口式の諸形式、すなわち Iの形式に属する例は、他に類似のものを聞かない。

しかも、単に 1例のみにとどまらず、11例 ほどが同一横穴群か ら発見されていることにおいて特殊で

ある。 ミニ横穴も同じである。床面に小孔のうがたれている例は、今後新たな目を向けることによって、     .
その示例も加わるかも知れないが、現在のところ、大北横穴群と大師山横穴に指摘されるだけである。

このように考えると、大北横穴群のこの種のものは、きわめて特殊なものであり、日本の横穴の中で

も特筆すべきものであることが知 られる。

註 1 『勝田市史』月1編 Ⅱ考古資料編 昭和54年
2 小松清「光明寺の墓地における墓制について」『史誌』12 昭和54年
3 末永雅雄・ 島五郎『樋殿谷出土蔵骨器関係資料』徳島県教育委員会 昭和37年
4 斎藤忠「鳥取県伊福吉部徳疋比責の墓について」『仏教史研究』10 昭和50年

『日本古代遺跡の研究』論孜篇 昭和51年
5 保坂二郎・神尾明正「千葉県木更津市江川火葬墓」 (『 日本考古学事報』10 昭和 32年度)昭和38年
6 散骨については、斎藤忠「大蔵考」『日本歴史』3～ 5 昭和52年 『墳墓』(昭和53年 )等に述べている。
7 東京帝室博物館『天平地宝』昭和 12年

8 小田幸子「宮地嶽神社境内出上の緑色ガラス製骨壷」『月刊文化財』から 昭和43年
9 尾崎喜左雄「群馬県赤姻村多田山発見の火葬墓群」『古代学研究』 15、 16 昭和32年
10 和田千吉「奈良時代墳墓の考定に就いて」『中央史壇』12-4 大正 15年及び『天平地宝』(前掲註)に紹

介されている。浅田芳郎「河内国蔵之内の火葬墳墓」『大和考古学』 2-4 昭和 7年              ・

11 和田千吉「奈良時代に於ける墳墓の一例」 (『考古学』2-3)昭 和 6年
12(前掲註 7)

13 神奈川県史資料篇20 考古資料 昭和54年

14 梅原末治「備中小田郡に於ける下道氏の墳基」『考古学雑誌』7-5 大正 6年
15(前掲註 3)

16 和国千吉「奈良時代における墳墓の一例」 (前掲註)

17 尾崎喜左雄 (前掲註)
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18 平野元二郎「上総姉崎町の火葬蔵骨器」『古代』 29、 30 昭和 33年

19(前掲註11)

20 和田哲『昭島市玉川町発見の火葬墓』昭島市教育委員会 昭和55年

21 久保常晴「火葬墓」 潮見台遺跡調査会『潮見台』所収 昭和46年

22 下津谷達男「神奈川県座間町鈴鹿横穴古墳」『考古学雑誌』46-4 昭和31年

23(前掲註 4)
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第 3節 横穴掘彗及び石櫃加工の道具について

1.各横穴でのノミ痕の観察
2.石材加工の道具―民俗例よリー
3.道具の復原
4.横穴掘撃の方法
5.石櫃加工の方法と道具
6。 まとめ

横穴の壁面及び石櫃の各面では明瞭にノミ痕が観察される。ここでは、これらのノミ痕の観察から、横

穴掘攀及び石櫃加工の方法及び道具等について考えてみたい。
註 1

1.各横穴でのノミ痕の観察
各横穴でのノミ痕については、それぞれの横穴の項で詳述してあるが、これを整理すると第26表のよ

うになる。

我々はノミ痕の観察において、V字状・ ウロコ状・平行ノミ。打ち込み等の表現でノミ痕を分類した。

これは多分に我々だけの呼び方であり、前二者は形状を、後二者は技法を示すものであり統一もとれて

いないが、現在のところ他に適当な呼称も考えつかないのでとりあえずそのまま使用した。

V字状 :断面V字状の溝。一見するとツルハン状の鋭利な先端を持った道具を想定できるが、V溝の

断面の片側が平滑で擦痕があることから刃を壁面に対して斜めにあて、刃の片側だけで削り取る手法で

あることがわかる。この手法を脇刃手法とも呼んでいる。

ウロコ状 :刃を壁面に対 して平行にあて道具を細かく動かし連続的に削り取る。長さ4～ 8師の連続

したウロコ状の痕跡を残す。打ち込まれたノミの刃は壁面の途中で止まり、長方形の連続模様をなす場

合と、壁面の途中では止まらずにそのまま抜けて、不整なウロヨ状の連続模様をなす場合とがある。
註 3

平行ノミ :壁面に対して平行にノミを走らせる。V字状が壁面に対してノミを斜めにあて脇刃を使用

しているのに対して全面を使用しているものと理解できる。加えられた力は原則的には壁面内に留まり、

長さ10～ 50 cllあ まり走るものと、長さ 5働程度の短いものとに分けられる。

打ち込み :壁面に対して直角に刃をあてて打ち込み、剰離させる。すべての横穴の奥壁でこの手法が

認められる。

以上のような分類でノミ痕を観察してみたが、これらがそれぞれ異った道具によるものであるのか断

定はできない。

たとえば、 8号横穴をみてみよう。右側壁は V`字状″で、 1回の運動の長さは 20伽 ～ 30 clBで 床面

にほぼ水平方向に動いている。剥離は下半では上向き、上半では下向きである。このV字状の痕跡を残

すノミは流れて奥壁との境界では奥壁に打ち込まれ巾を知ることができる。中4,4～ 4.5mを測ることが

できた。

左側壁も基本的には V`字状″であるが上半部では平行ノミが観察できる。巾は両方とも 4.4～ 4.5 clLで

同一の道具である。天丼も基本的には
｀V字状″であるが部分的には平行ノミも認められる巾 4.5側が

計測された。奥壁は荒い打ち込みによる剥ぎ取りで巾4.5～ 4.6帥が計測できる。刃こぼれ、擦痕の状能
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細部加工 横  穴
に ―

… … … … … … 引

竪

横穴
1.3 1.5 18 20 23 25 2.7 3.0 33 35 3,7 4.0 4.2 45 4,7 5,0 53 5.5 5,7 6.0 65

第27表 ノミ痕頻度表

から同一の道具と考えられる。床面は磨耗しておリノミ巾は測定できないがV字状痕が開口部から奥に

むかって放射状に認められる。

以上のように 8号横穴では、V字状 。平行ノミ・打ち込みの 3種のノミ痕が観察されたが、これらは

巾4.4～ 4.6師の 1種類のノミによってつけられたものであることを知ることができる。

次に上下方向に整形のある32号横穴を見てみよう。墓前域は、風化が著しくノミの刃巾を知る資料は

す くなくないが、墓道左側から左袖にかけて巾 5.5～ 5.6c12を測る例がある。墓前域の加工には平行ノミ

を多用し、打ち込んで大きく剥ぎ取っている。墓道の加工は基本的にV字状で前方から開口部に向かっ

ている。

玄室内は、基本的に巾 5.O clBの ノミで加工されている。左右側壁ともV字状痕で奥に向かって若干下

り気味である。剥離方向はほとんどが下方であるが、床面に接する付近においては上向きであることは

興味深い。奥壁より1何あまりのところで上から下へ平行ノミによる整形が施こされている。それは玄室

内で最も高いところである。奥壁も巾 5,0釦 のノミによる打ち込みでていねいに整えられている。刃部

の形態から側壁加工のノミと同一のものと考えてよい。打ち込みを細かくすることにより凹凸を少なく

し、稜線を際だたせている。

以上のように32号横穴においても玄室内では巾5.0伽のノミ1種類 が観察される。

以上述べてきたように、意外に道具の種類のす くないのが指摘できる。第26表 をみてみると、12-2

号横穴が 5種類と最も多いが、他は 1～ 3種類程度が一般的である。また第26表 のように使用頻度の多

いものは、刃の巾 3.0～ 5.O clBの もので次に 6.0帥 のものが比較的多い。 1帥台のものは細部の加工に使

用されたもので横穴掘撃の基本的道具ではなく、 6.O c12中のものも墓前域で多く認められている。玄室

内の基本的道具は中 3.0～ 5.0帥のものと認めてよい。

2 石材加工の道具―民俗例よリー
ところで、大北横穴群のあるこの北江間の谷及び、大平山の西斜面内浦湾に面した静浦一帯では、現

在でも採石は盛んで何ケ所かの採石場がありまた随所に放棄された丁場の跡が認められる。現在は機械

化されてしまったが昭和初期までは手作業での石取りが行われていたとのことで、各種の道具を観察・

記録することができた。これらの石屋の技術が時代的にどこまでさかのばりうるのか問題はあるが、北

村誠一氏は「静浦で行われた石屋の系統の技術は鎌倉時代から続いており、北陸から関東・東北にかけ

て行われていたものである。」としている。8世紀の技術に関連があるか否かは別として、まず、現在の
註4
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石屋の技術を観察しておくこともひとつの手がかりになるであろう。
註 5

ひとくちに伊豆石といっても安山岩系の硬い石から凝灰岩質の軟かいものまでその性質は様 で々あり、

当然のことながら材質によって用途も異なるし、石工の技術や用具も大分違ってくる。静浦地区
。大平

地区から産出した石材は凝灰岩質の軟石系のもので、大北横穴群と比較するには適切なものである。

静浦では、多比 。江ノ浦 。国野などから石材が盛んに切り出されていた。山取り石屋と加工石屋の 2

通りがあり、漁業の副業として石屋をする者も多く、漁師石屋などと呼ばれもした。

山取り石屋は、石丁場で石材を切り出す職人で、技術も 3～ 4カ 月、半年あれば十分に修得できたと

いい、漁師の副業が多かったのはこの方である。

山採り石屋の道具 tま、両ヅル (ハ ヅル)・ 貯ヅル・ ゲンノウ・ ウワマクラ。仕上げの 5種類とヤ・ テ

コ・定規 。カッサジョレン・ スコップ、そのほかに焼き入れ道具として焼き台・ フイゴ・ ウワナラシ・柄

抜きなどがある。
註 6

ツル (両ツル):ツ ルハシ状の鋭い先端を両端につける。両ゾル・ 山ヅルとも呼ぶ。石材を切り出す

際の筋溝をつけるのに用いる。約 3.8々す、一貫目ほどの重量を持つ。

片ゾル :片側がツルハシ状となり、片側は巾 4 cll程度の柄に対して平行に刃のついたいわゆる縦形の

刃になっている。この刃のところで掘る筋をつけ、片ツルの尖ったほう又は両ツルで掘る。両ツルより

若干軽く3ん,程度である。

ウワマクラ :形態はツル・片ツルといっしょだが、重量が 1ル前後で約 3分の 1と軽い。マクラハラ

イともいい、作業の最も初期の段階で岩盤の上下に溝を切るのに用いる。

シアゲ :石材の仕上げ用に用いるもので、両方に刃を入れる穴のあるものと、片方のものとがある。

片方のもののほうが後出のようで、ゲンノウと同様に他の一方で石の出っ張りを落とした。サンバも同

様の用途に用いたという。

ゲンノウ :石材の仕上げ用に用いるもので片側に刃を差しこめるようになっているものと、一体化し

たものがある。

以上、両ヅル・ 片ヅル・ ウワマクラ。ゲンノウ・仕上げの 5種類が 1組で、専業の石屋は1種類の道

具を 2・ 3丁持っていたが、副業の石屋はひとそろい 5丁だけだったという。道具の
バラエティは意外

にすくないといわざるをえない。それで一応の仕事ができた訳である。

加工石屋 (仕上げ石屋)は、山から切り出された石材を加工する職人で、その技術を修得するには 3

～ 4年の年期が必要であった。明治末から昭和にかけて堀・石塔・倉・煮干し釜のカマ ド●風呂などを

作ったという。道具としてはタガネ 。ゲンノウ・ サシバなどを用いた。

用途に応じて様々な道具が工夫された様でサンバにしてもゲンノウにしても、同じ名称でありながら

形態の全く異るものもあり、また重量も、さまざまである。

第74図 には静浦及び伊豆長岡で採集した道具を列挙した。組織的に採集したものではなく、名称も聞

き取りをそのままにしているので、当地方の一般的な呼称であるかどうかは問題が残る。

石工の道具について逆のばれる最も古い文献資料は、鎌倉時代の作といわれる鎌倉光明寺蔵の『当麻

曼茶羅縁起絵巻』である。この中に、天智天皇の時 (667～ 670)染寺の奇石に石仏を彫る場面が描き

出されている。それを見ると、足場を作り石像を彫刻している4人の石工が、それぞれ手に道具を持っ

ているが、それはイシノミに類するもので、片刃の平タガネ・先端の尖ったノミを使用しており、片手

ハンマーと思われる槌も見ることができる。

その他、文献に記載された石工具としては、

『人倫訓蒙図彙』 :「石伐」道具に矢士龍、玄能などいうものあり、鉄にて是をつく
る

註
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山採り石屋の道具

加工石屋の道具
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第76図 石切り (『人倫訓蒙図員』より) 第77図 丁場 (『日本山海名産図会』より)

『和漠三才図会』 :始・鋒・大堆、今云源翁之属乎、源翁。
註 9

『石垣秘伝』 :源翁、石矢、石盤、撃錐、石たたき、はつり。
註 10

などがある。対象とする岩石がどのようなものか不明であるが、いずれも
｀
槌、と の`み、が道具の

基本となっている。

また『日本山海名産図会』巻之二、石品の項で「讃州豊島石」ほか 4葉の図を掲げ、採石から加工ま

での工程を図示 している。これをみてみると採石の基本的道具は、大型ハンマーとノミと矢で、その他
註 H

グンデラ様のものを見ることができる。また加工は、ノミとツチが基本道具で、両刃あるいはグンデラ

と思われるものを認めることができる。

3.工具の復原

さてこれらのノミによる加工痕が、実際にはどのような道具でつけられたものであろうか。その手掛

りのひとつとして、各横穴の壁面に残るノミ痕の中で、比較的明瞭に残るものを集成したのが第78図で

ある。 25号横穴奥壁の中 6.0伽 のもの、4号横穴奥壁の中 5,0卸 など巾の広いものに31K状の刃線を持っ

たものもあり、巾 3.0～ 4.0勤 の最も使用頻度の多いものは、直線的な刃線を持っている。また横穴の壁

面の観察では片刃と考えられそのように図化したが、痕跡は l CIB前後のことであり、片刃とは必ずしも

断定できない。
註 12

また第78図 3、 4、 5、 9、 11の ように刃こばれのあるものが随所に観察されている。また同一横穴

内で、同じ巾で同一のノミと考えられる痕跡で刃こばれのあるものと刃こばれのないものとが認められ、

しかも刃こばれのあるものが先に使用されたと考えられる状況が観察されており、刃を焼き直しながら

掘聾を進めていった状況を想定することができる。
註 13

さて、先に現用の石屋の道具をみてきたがこれらの道具を実際に使用した時の痕跡と横穴の壁の痕跡

とを比較して考察を加えてみる。ツル・ ウワマクラは断面V字状というよりU字状の筋を形づくり大北

横穴群中ではこれの使用は認められない。問題はシアゲとサンバである。いずれも面に平行に刃をあて

ると第75図のように平行ノミとしたものに非常に類似した痕跡を残す。また刃の脇を使用するとV字状

と表現したものに非常に類似した痕跡を示す。
・三14

シ`アゲ
″ サ`シノγ を短絡的に横穴掘聾の道具と結びつけるのは問題があるが、今まで、ゲンノウと

盤 (タ ガネ)と いう組み合せで理解されていた横穴掘聾の道具に対する考え方を転換する必要はあると
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4号横穴・奥壁 25号横穴・右側壁 32号横穴・奥壁

18-1号横穴・奥壁 21-1号横穴・左側壁

・奥壁     25号 横穴・奥壁    27号 横穴・奥壁

0                          10Cm

第78図 各横穴ノミ痕実測図

14号横穴・奥壁 33号横穴・奥壁

則  印
28号横穴

左側壁・奥壁

思われる。

これをふまえながら壁面観察から、道具の復原に関連する問題点を整理 してみよう。

・ 2号 。32号等にみられる上から下への整形は、大型横穴に特微的に認められるものであり、曲面に対

して上から下ヘノミを動かすためには振りあげて弧を描きながら削り取る道具が想定できる。またこの

場合の刃は柄に対して直角につけられたいわゆる横斧でなければならない。
註 15

・ 側壁及び天丼では 20～ 30 clnの走行を持つノミ痕が観察されている 1回の打撃で数 10 Cllを一気に削り

取るにはかなりの重量のもので大きな力を加えなければならない。タガネとゲンノウで小刻みにたたい

た場合、 1回の打撃でノミの動くのは数 clBであり、またずれを生じさせないためにはかなりの努力が必

要である。重量のある大型のものでなければならない。

・ V字状痕の剥離方向が下向きで、開口部から奥に向かって斜め下方に若千の弧を描いてつけられてい

る。弧を描 くことは柄のついた道具を想定させる。しかも弧に対して直角にノミ痕はつけられており、

弧の中心 (運動の中心)の手と刃部を結ぶ線、すなわち柄に対して直角に刃がつけられていなければな

らない。

・ 開口部から奥に向かってのノミ痕の方向は、手斧様の道具の可能性を否定する。すなわち、手斧の

場合は手前から手元への運動方向であり、痕跡の最終点よりも前に身体をおかなくてはならない訳で、

横穴内でこの作業姿勢をとることは不可能である。

以上みてきたように、横穴掘撃の基本的な道具は柄のついたいわゆる横斧を想定せざるを得ない。民

俗例であえてあてはめるとすれば、シアゲ・サシバのようなものが想定される。

では具体的な遺物としてそのようなものが残されているのだろうか。残念ながら今までの発掘調査例

からはそのような遺物は報告されていない。非常に特殊な道具であり、類例がなくてもなんの不思議も

39号横丈・奥壁

38号横穴・奥壁
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ないとの考え方もあるが、

無理のあるところであり、

当時の鉄は貴重品であったと考えられるの
百ェ6 体を鉄

で作るということは

ある種の鉄斧を先端につけ使用したと考えたい。

4 横穴掘撃の方法
今までノミ痕からどのような道具であったかを考えてきたが、さて、これらの道具をつかって、横穴

がどのようにして造られたのか。完成するまでの途中経過を知る資料はなく、現状での横穴の加工の状

態の観察から、推定するしかない。本大北横穴群においては整形のための加工と思われるウロコ状・平

行ノミの痕跡を持つものと、V字状痕のみのものとが認められ、次の 2段階を想定することができる。
I.荒掘り段階のままのもの

V字状痕が左右両側壁及び天丼に残り、奥壁は打ち込みとなる。その中でも不規則なものと (Ia)、

規則的に明瞭に残るもの (Ib)があ
曇,7

Ⅱ.整形のための加工の加わっているもの
V字状痕の凹凸を側壁に平行にノミをあてて削り取っていくもの (Ia)と、上から下へ削り取って
いくもの (Ⅱ b・ C)と がある。
Ⅱa。 ノミを側壁平行にあてて面を整えるもの iV字状痕の凹凸を、側壁に平行にノミをあて削り取っ

ていく。動きの小さな平行のみ、あるいはウロコ状のノミ痕が観察される。13-1号、 14号、17号など
小型のものが多い。

Ⅱb.上から下への整形を加えたもの :荒削りをした上で、上から下への方向での整形を加え壁画の凹

凸を整える。奥壁は基本的には打ち込みによるはぎ取りであるが、打ち込みを細かくして面をととのえ

ている。

Ⅱa・ Ⅱbを比較すると、これは整形の手法のちがいであり、Ⅱaは 13-1号、14号、17号等比較的小型の

横穴で認められるのに対し、Ⅱbは 2号、32号など大規模な横穴に多い。横穴の規模の大小、短的にいえ

ば、作業姿勢に起因するものと考えられる。

第28表  横穴の加工の状態

態状 穴横

I

Ⅱ

荒掘 り段階

a・ V字状痕が荒 く粗雑

b.V字 状痕が細かくていねい

整形 されているもの

a.横整形

b.上下整形

C.ウ ロコ状上下整形

21--2、  23--1 、 24、  28、  30

3、  10、  13--1 、 15、  25--1 、 26、

12--1 、 13--2

32

８

　

１

　

　

　

‐４

　

２

　

１７

さて、以上のような壁面の観察を横穴掘盤の順序を考えてみよう。 Iの整形されている横穴において

この整形のためのノミ痕を取り除き整形前の状況をみてみると、側壁は基本的にV字状痕でなり奥壁は

打ち込みと、手法のちがいはない。ノミ巾においても例えば、 2号は 4.5師、32号 5.0師、12-2号 3.0

師、13-1号 4.0旬、14号 4,8～ 4,9師 のものを多用しており、他の横穴との差はない。
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以上の様にみてくると、掘聾の手順としては、基本的に荒掘りと整形の 2段階が考えられる。これに

横穴掘撃以前の墓前域平坦面及び開口部垂直面の造り出し等の作業と、掘撃後の造り付石棺の袴り込み
註 18

などの細部加工を加え、①整地、②荒掘り、③整形、④細部加工の 4段階を考えることができる。

①整地 :岩盤を削り取って横穴開口部より若千大きい垂直面を造り出す。同時に作業のための平坦面

をつくる。巾 6.O cll前後の中の広いノミが多用されている。

②荒掘り :巾 30～ 5.0側のノミによる玄室の基本形の掘撃で、大北東横穴群 8号横穴等にみられるよ

うに、固い岩をかんでいるような部分はそのまわりを掘りすすめ一気に崩落させるような手法もとられ

ていたと思われる。

③整形 :荒掘りによってつけられたV字状の筋を、平ノミによって横あるいは上下方向に削り取って

面を整える。奥壁では、打ち込みを細かくすることにより面を整える。使用するノミは荒掘りの最終段

階で使用されたものと同種である。

①細部加工 :造 り付け石櫃、床面小孔、排水溝等の加工には、本来の彗状工具も使用されており、そ

れぞれによって、方法 。ノミ巾等にバラエティがある。

5.石櫃加工の方法

本横穴群で24例、割山横穴群より3例、総計27例の石櫃が検出されている。これらについては第Ⅳ章に

詳 しいが、これらのうち各面でノミ痕が比較的良好に観察できる18例について第29表のように整理した。

外形のノミ痕は、ウロコ状がほとんどあり、整形はみな良好で巾 4師前後のものが多い。しかし各面

の整形をよく観察すると、ノミ痕に精粗のあることがわかる。一般的に最も整形の良いものは正面で、

次に両側面、 3番目に背面の順である。 (逆に、この観察により正面を認定した例もある。)

細部加工は、細中のノミによる打ち込みで袴り込まれている。袴り込みの側面はV字状又は平行ノミ

の痕跡を残す。袴り込みの深さが20c■以上のものもあり、長い柄のついたものを想定せざるを得ない。

I-2号、 I-4号 などでは、袴り込みの側面は、上下が平行ノミ。両側壁がV字状の痕跡を残 して

おり、石櫃を回転させて (あ るいは作業者が移動をして)加工したとは考えられず、 1ケ所にすえて加

工 したと考えたい。

石櫃は軟質の凝灰岩でつくられており、ノミ痕の詳細な観察の可能なものは非常にすくない。ここで

はデータを示すのみに留め、同様の石製品の製作手法をあたったうえで、改めて考えてみたい。

6。 ま と め
以上横穴と石櫃のノミ痕を観察してきたが時間的余裕がなく、石櫃については十分なる検討はできず

に終ってしまった。以下横穴に限って整理 し若千の問題点を指摘しておきたい。

l V字状 。平行ノミ。打ち込み等ノミ痕のバラエティはあっても、同一の道具の使用方法の変化で

ある場合が多い。

2 道具の種類は比較的すくなく、 1～ 3種である。
3.横穴掘攀の基本的な道具は柄のついた鍬状あるいはツルハシ状のいわゆる横斧の系列に属するも

のであろうと推定される。

4 作業の工程としては整地・荒掘り・整形・細部加工の 4段階を考えることができる。本横穴群の

場合、荒掘りの段階で使用されているものが多い。

5,1号 ～ 3号の大型横穴の中で 2号のみに上下方向の整形が加えられており、特異な位置にある。

小型のものでもていねいな整形が加えられたものもあり、単純に規模の大小だけで Iよない。群構成

を考えるひとつの指標となるであろう。
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番  号 特 徴 正 面 側 面 背 面 上 面 底 面 袴 り 込 み

I-1 戒損著るし ノミ中3 5 clll以上
のものによる整形

陶 破損、観察不
能
四  整形は荒い、
中 2 0 clll、 内外ノ
ミを使用
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形整

外
て
内
し
伽
比
０
に
２
面
巾
他
良

巾 10～ 1 5cm

蕎懸果覆島
ノミチ
打ち込み、巾不研

-2 整形比較的良好 巾 2 0 cm前 後 ロ ウロヨ状、中
4 0cm方 向不規則
陶 巾4 0 clll前 後
孤状の刃線を持つ
ウロコ状上一→下

巾 4 0 clll前後
上―→下

I-4 破損署るし 磨耗著るし 的 ____十
~

内 磨耗著るし
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＾
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ヽ
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四
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整形荒い

ul-5
(蓋 )

整形良好
面取り段階での基
準線と考えられる
細い溝あり

痕
０

ノ

一

好
Ｚ除め
輸

整
わ
４

口 整形良好、ノ
ミ痕観察不能
(る  ウロコ状
他の面に比して荒
い

コ
に
口
瞭
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明
に
が

好
分
痕

良
部
ミ

形
根

ノ
る

整
屋
状
残

右背面近くに打ち

論2景駅為fぢ撃
整形良好

ウロコ状 打ち込み、ウロコ
状
側面に平行な打ち
込み痕が多い
巾5 6 clll丸 刃…荒
削り用巾 3 5 clll
百引…件 卜∬田

Ⅲ-6 ウロコ状 l■l ウロコ状
他の面に比してて
いねい
閣  観察不能

ウロコ状
粗雑

ウロコ状平行ノミ
打ち込み
荒い

み

一
”

込
５
５

ち

■

＆

打
巾

Ⅲ-7 風化者るし ウロコ状 □  V字状痕が残
る
(均 V字状痕が残
る、ウココ状

ウロコ状痕がわず
かに観察される。
巾4 3cm

磨耗観察不能 底面打ち込み、中
3 5cm
側面はV字状

Ⅲ-8 (観察不能 ) 陶  ウロコ状平行

稜|十串鼻み響慇
巾15～師の平ノミ
l■| ウロコ状平行
ノミ、巾4.O cll月可
後、上半は左上か
ら右下へ、下半は
都 から芳引t片向いく

観察不能 磨耗
細かいウロコ状

ｏ
ヽ
　

直

に

辺

ノ
側
に
部
ち
り

行
０
央
央
打
あ

平
４
中
中
の
所

状
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り

ヽ
伽
ケ

コ
０
よ
て
０
７

口
＆
縁

つ
２
痕

ウ
巾
外
か
巾
み

巾 2 4 clll 打ち逐
み
側壁では平行ノミ
痕となる。

Ⅲ-10 す

て

残
け
く
む
多
に
を
上
面
を
？

然
面
業

自
正
作

整形ていねい
円孔の周囲を回る
ような方向で 一右勁す蜘

方
Ｚ
残

ヽ

上
中
を
落

嘘下方、曲四拗

右―→ 左、水平方
向     ~
中 22～ 2 5cm

ウロコ状
屋根部分は、下か
ら上方向

つ韓
す
助
一 後方

く
出
と
方

荒
り
巾
前

底面打ち込み
中 1 l clll
側面はV字状

Ⅲ-12
雰系晏言脚

状
状
コ

コ

側

ロ

ロ

５

ウ

ウ

一

口
閣
巾

平行ノミ、中38
～ 4 0cn
風化のため不明瞭

剥落者るし 務

５ｃｍ

ち

■

打

巾

Ⅲ-13 て
を
描
側
０

勤
趣隆跡帖

りヽ
て
で

ヽ

状
袴
し
部
側

コ
い
に
辺
内
後

如呻柿銅
一師

痕ヽ

い
い
状

荒
荒
コロ

ロ
四
ウ

下部に
荒 い 自然面 ?を残す ウロコ状整形てし

ねい
ウロコ状痕によ七
平担面をつくり女
す

打ち込み

割山 1 風化、磨耗著るし 状
∽
下
中側
一

ウ
巾
上

臼  ウロコ状
上一 下

観察不能

第29表 石櫃ノミ痕観察表
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6.同様の掘撃方法を持つ横穴は、伊豆長岡町内の各横穴、沼津市静浦湾岸の江ノ浦
。多比の各横穴

群に広がっている。日守中里 。日守岩崎等の大平山の北側及び柏谷・大竹等狩野川右岸
の横本群と

は様相を異にする。
註 19

以上横穴の壁面観察及び民俗例より横穴掘馨の道具について考えてみた。もとより資料のす くな
いこ

とであり、論理の飛躍はいなめない。各地の横穴の観察を続け、さらに検討をすすめていきたい。

おわりにあたって、このような観察のヒントを与えて下さった斎藤忠団長、植松章八氏、藤田等先生、

また、現用の道具を見る機会を与えて くれた神野善治氏ほかの方 々に感謝 したい。

註 1 ここでノミ痕とし、ノミと呼んでいるのは具体的な遺物としての の`み
″ではなく、横穴掘撃に用いた鋭

利な刃部を持つ工具を総称し、それによってつけられた痕跡をノミ痕とする。具体的には後述する
が、第

ガネ、鉄斧、手斧、ヤリガンナ等のあらゆるノミ形の刃部を持つ工具を合んでいる。

2 後述するようなツルハシ状の先端を持つ ツ`ル″ (第 74図 )を想定することができるが、この場合は、断

面日又はU字状となり、ここでいうV字状痕とは異る。本横穴群中にはこれが使用された痕跡は認められ

ない。

3 刃が壁面でとどまり長方形の連続模様となるものは本来のウロコ状とは異るものである、平行ノミの細か

なもので、むしろそちらに近いものである。検討の段階で明らかになったものであり、
i我々の中で混乱が

生じていたのでそのままウロコ状としておく。

北村誠一  「静浦の石屋」 F静浦の民俗』 沼津市歴史民俗資料館紀要  昭和 52年

これらの資料については、沼津市歴史民俗資料館 神野善治氏、石寅石材工業 小川敬造氏、丸山幸氏、

沼津市多比 川口吉五郎 。野村秀雄氏、伊豆長岡長小坂 小野弘氏等の教示をうけた。文献とし
ては、北

村誠―「静浦の石屋」『静浦の民俗』沼津市歴史民俗資料館紀要 昭和52年、神野善治「石工
の用具」『資料

館だより』 Vo1 6 NQ 5沼津市歴史民族資料館 昭和56年 がある。

以下は上記の文献に若千の新資料を加えて要約したものである。

現用の石屋の道具については、機貝勇『日本の民具』昭和 46年、三輪茂雄『日』昭和 53年 等
に詳しい。

磯貝氏は、愛知県岡崎市での例として、セット(片手
ハンマー)、 コヤスケ (柄付のタガネ、石材の一部を

はつるのに用いる)、 ノミ (鋼製のタガネ、片手ににぎリセットで打ちながら石面をは
つる)、 ヤ (楔 )、 ゲ

ンノウ (大型ハンマー)を あげている。

また、三輪氏は、げんのう (源翁、大型ハンマー)、 矢、のみ、こやすけ (片刃、柄付のひらのみ)、
びし

ゃん (多数の四角錘状突起のある片手ハンマー)、 ぐんでら (柄付の両手
ハンマー形のみ)、 両刃 (鋭い刃

先を有する両手ハンマー)な どをあげている。

実見することはできなかった。川勝政太郎『日本石材工芸史』昭和 32年に写真が掲載されている。

元禄 3年 (1690)刊行される。田中ちた子・ 田中初夫編『家政学文献集成続編』江戸期� 昭和 44年

正徳 2年 (1712)寺 島良安編。

文化 。文政 (1804～ 1824)榎本益章・磯具 勇『日本の民具』昭和 46年。

寛政 11年 (1799)木村孔恭著、千葉徳商 註・解説『日本山海名産名物図会』昭和 46年

片刃のあらわれるのは比較的後のことであり、16世紀末ごろからといわれて
いる。村松真二郎『大工道具

の歴史』昭和48年。古墳時代のチョウナは両刃で彎曲した刃線を持っている。

石屋の道具として先述のものの他に鍛治道具として、焼台、フイゴ、ウワナラシなどがあげられ
ている。

丁場にフイゴを置いて焼き入れをしながら作業を進めたという。 (多 比・野村氏の丁場にて実卵)37号横

穴の玄室内覆土から鉄滓の小魂 2個が検出されているのが注意を引く。

４

　

　

５

7

8

9

10

11

12

13
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14 サシバを実際に使用してみると、 1回の打撃で削り取れる岩の量は大きいが、残ったノミ痕の長さは 3～

5 clB程度である。面の仕上げに有効であり、平行ノミの中でも短かく連続的に使用したものであろう。 1

回の打撃で数十c12の長さのノミ痕を残すためには、相当重量のあるものを想定しなければならないであろ

う。

佐原真「石斧論」『考古論集』昭和52年。

このようなノミ痕は遠江の横穴に典型的に認められるもので、天丼部から下へ大きく帯状に剥り取られて

いる。道具としては鍬状のものが想定できる。

鉄の生産が関東地方で開始されるのは、奈良時代前半と考えられており、それが飛躍的に拡大するのは平

安時代にはいってからである。伊豆半島では平安時代中期以降である。

この溝状の線に意義を認めようという考え方がある。山下晃氏は「羽状を呈しており装飾的である。両側

壁の深いノミ痕とあいまって、実際以上に奥深い感覚を玄室に与えている。」と観察している。 (『大北横穴

群 』)

墓前域の加工は巾 6.O c12前 後の巾広のものが多用され横穴内のものとは異っている。 (第 26表参照)。 まず

作業のための平坦面 。垂直面を造り出さなければならないことは、小川敬造 。丸山幸氏の教示による。

すなわち荒掘りのあと壁面を平滑に仕上げている。ビシャン打ち仕上げさらに磨きをかけたと思われるも

のさえある。一般にビシャン打ちが花闇岩等の硬い石に対して施されるところか ら、この両者の技術の差

から、伝統的な技術を継承した凝灰岩製作二人集団と高度な新しい加工技術をもった集団の存在を想定し

ようという考えがある。非常に興味深い問題であるが、これについて考えるのは本稿の主意ではない。こ

こでは、壁面観察よりみた大北横穴群をはじめとする伊豆長岡町内の横穴は狩野川下流域の日方平野に展

開する横穴群よりむしろ山を越えた駿河湾恨Iの 江ノ浦・ 多比等の横穴群と共通するところが多いという

ことを指摘するにとどめたい。

18
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第 4節  土器について

本横穴群には、須恵器 。灰釉陶器・土師器があり、その分類についてはすでに述べたとおりである。

ここでは、郭を中心にその分類を再整理するとともに、その編年的位置についても検討 してみたい。

1 郭の整理
すでに第V章第 1節において示した邦および必蓋の分類について整理すると次の通りである。

須恵器・灰釉陶器

〔A類〕  丸底邦
かなり広い平坦面を丸底につくり、胴部との境は不明瞭となる。蓋は身受けのためのカエリを付す

るタイプとなる。

(B類〕  高台郭
Bl類 ―― 底部が高台より下に突き出すかもしくはほぼ等しくなるタイプ。いずれも高台としての

役目は果さないものといえる。蓋は口縁端部を下方に折り曲げる形状となる。

B2類―一平底に高台を付すタイプ。蓋は BI類 と同一の形状で、その分離はかなりむずかしい。

〔C類〕  平底・丸底郭
Cl類 一― 丸底または小さな平底で、半球形にちかい状況で、かなり特徴的なタイプと、底部をノ

タロ仕上げとするタイプとがある。

C2類 一― Ci類よりやや浅い形状で、その底部には明瞭な回転ヘラ削り痕を残すタイプ。

C3類 十一 大型につくる平底邦で、国縁部をかなり直立させる特徴がみられる。

C4類 一― 平底で、やや小さく厚い底部を有する郭。

〔灰釉陶器〕

高台郭であるが、灰釉の発色は不良。

土師器

〔A類〕  高台郭
Al類 ―― 須恵器 B2類の模造品で、形状その他すべての点で共通した特徴を呈する。蓋は口縁部

先端を下方に折り曲げるタイプとなる。

A2類―― 小さな底部に比較的高い高台を付する。
〔B類〕  丸底郭
Bl類 ―― 平坦化する丸底郭で、内面にラセン状暗文を施す状況が特徴的である。

B2類 ―― 胴下半部から底部にかけてヘラ削りするタイプのうちで、器高が高く半球形にちかい形

状を呈するもの。

B3類 ―― 同様にヘラ削りするタイプのうち、器高は低いが丸底となるもの。

B4類 ―― 同様にヘラ削りするタイプのうち、器高は低いが低部が丸味を残 しながらも平底化した

形状となる。

〔C類〕  平底邦
CI類 ―― 器壁が薄く、胴部外面のヨコヘラミガキ、内面の放射状暗文が特徴的で、底径と口径の

比は約 2:3前 後となる。なかには底面中央に糸切り痕を残す例もみられる。
C2類―― 器壁は厚く、やや広くつくる底部と浅い器高が特徴的となる。底部中央に糸切り痕を残

す例、底部内面に放射状暗文を残す例、さらに胴部内外面を回転ヘラミガキする例もみられる。
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C3類 十一 やや小さな底部から胴口縁部が大きくひらく形状に特徴がある。底径 と口径の比は約

1:2前 後の数値におさまるものとなる。多くは底部全面糸切り痕を残すが、なかにはヘラ切り痕も

しくはそれらを消しているものもみられる。

これら邦の分類についてその大略を一覧してみたが、それらを表示すると次の通りである。

須 恵 器・ 灰 釉 陶 器

A 類  丸  底  邦

B類  高 台 邦
類
　
類

Ｂ

　

Ｂ

ｒ

ｌ

ｌ

Ｌ

蓋にはカエリが付く

底部が高台より低 くなる

平底に高台を付す

半球形を呈する

底部に回転ヘラ削り痕を残す

大型の平底邦

小型の平底邦

師   器

須恵器 B2類の模造タイプ

底部小さく高台は大きい

内面にラセン状暗文

底部ヘラ削りで器高高い

底部ヘラ削りで器高低い

底部ヘラ削りで平底化

器壁薄く外面ヨコヘラミガキ、内面に放射状暗

文を施す

器壁厚く、広い底部に浅い器高

多くは全面糸切り痕を施す

C 類  平底・ 丸底邦

A 類  高  台  邦

類

類

類

類

ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

に

Cl

C2

C3

C4

土

類
　
類

Ａ
　
Ａ

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

B 類 丸  底

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

邦

Bl類

B2類

B3類

B4類

C 類 平  底

2 郷の組み合わせと時期

以上によって、邦の分類を整理してみたのであるが、ここでは、その編年上の位置についての若千の

検討の前提として、須恵器・土師器の組み合わせとその時間的位置の問題であるが.こ うした操作にお

いて検討の基準となし得る資料は意外に少ないようである。

まず、本横穴群の出土土器のなかそ杯の出土状況から確実にセットと成し得ると判断され得るは、横穴

という条件からしてほとんど認め得ない。それでも、39号横穴の(208)(210)が 開口部直下で一括と

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

必

Cl類

C2類

C3類
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いえるほぼ唯―の例であったが、それはともに須恵器 BI類の組み合わせであって、編年資料としての

意味はもち得ないようであった。玄室内資料については明確に一括といえる状況はほとんどみられない

が、後述するように18-1号横穴の覆土中から (136)～ (142)(144)(146)がほぼ一括で出上し
た。主な内容は須恵器 B2類と土師器 C2類であって、編年資料として一定の意味をもつものと判断し
ている。

よって、本資料の編年操作は多く近隣の資料を比較検討する方法によることになるが、ここではまず、

須恵器・ 土師器の共伴資料を中心にして列挙することからはじめてみたい。

第30表 須恵器・土師器の共伴

以上の資料整理によって、次のいくつかの事項が指摘できるようである。

① 須恵器郭 Bl類と B2類は分離できる
Bl類は本町大師山横穴群第 8号横穴・沼津市藤井原遺跡 。富士市東平遺跡。小山町上横山遺跡、

註 1       註 2      註 3       註 4

古 墳 出 土 例 で は 富 士 市 大 塚 団 地 古 墳 群 第 2号 墳・ 静 岡 市 用 宗 浅 間 坂 上 古 墳 群 第 2号 墳 に 良 好 な 資 料 が
註 5         註 6

知られる。一般的には、湖西市北昇稲川 4号窯の出土資料を標式資料とし、浜松市伊場遺跡第 4次調
註 7

亀現
、第 3群土器として「辛卯年」 (持統天皇 5年 A.D.691年 )木簡に伴ったものと理解されて

いる。

ところで、BI類に傾向として 2種のタイプがあるらしいことはすでに述べた。すなわち、底部と
胴部の境目がスムースに連続して底部が大きく高台より下方に突き出すタイプと、その境目に比較的

明瞭な稜をもって底部の突き出しが高台とほぼ等しいほどとなるタイプとである。この 2タ イプが時

期差となる可能性はかつて指摘したことがあるが、あるいは地域差と解すべきかも知れない可能性も
註 9

認められる。現在の状況では断定的な資料は見出し得ないが、島田市南原瓦窯跡出土資料の内容等か
註 10

らすれば、地域差すなわち生産窯地の相異といえる可能性は認めておいてよかろうと思う。すると、

県東部に多くなる住居llL資料における共存のあり方も首肯し得るものとなる。

】退 跡 名
須  恵  器 土 師 器

A Bl B2 Cl C2 C8 4 その礼 Al へ2 BI B2 B3 B4 Cl 2 C3 その他

対ヽ  山  町
上 横 山 遺 跡

SB01 ○ ○ 奏

SB05 ○ ○ 婉 ○ 甕

SB09 ○ ○ 奏

SB12 ○ ○ 盤

SB20 ○ ○ ○ ○ 薪 コ

沼  津  市
藤 井 原 遺 跡

H6号住居跡
○ ○ ○ 甕

富  士  市
東 平 遺 跡

第 42号住居跡
○ ○ ?

富  士  市
天 間 代 山 遺 跡

第 7号住居跡
101 ○ ○ ○ 婉 ○ ○ ○ 甕

伊 豆 長 岡町
大 師 山 横 穴 群

第 8号横穴前溝
○ ○ ○

清  水  町
伏 見 古 墳 群

第 6号墳
○ ○ ○ 手捏

静  岡  市 用宗浅間坂上古墳群
第 2号墳

○ 歌靱誨
○
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B2類は沼津市藤井原遺跡 。富士市東平遺跡 。同天間代山遺跡、古墳資料としては清水町伏見古墳
註 H       註 12       註 13

群 出 土 資 料 が あ る 。 う ち 、 富 士 市 天 間 代 山 遺 跡 第 7号 住 居 址 が き わ め て 良 好 な 資 料 で 、 土 師 器 類 も 合
註 14

めて典型的なセット資料とみなし得るものとなる。年代的には、浜松市伊場遺跡で、天平 7年 (A.D.

年)と認め得る木簡に伴出したとして 8世紀中葉に編年される郭によく類似したものとなること
註 15

が指摘されるが、 8世紀後半代といえる土器類が明瞭に分離できない現状からすれば、 8世紀後半代

という一般的理解にここでも従っておこうと思う。

② 須恵器 BI類は須恵器 Cl類,土師器 Bl・ B2類を共伴する。

須恵器 Cl類は、大師山横穴群 。小山町上横山遺跡に類例があっていずれも Bl類と共存するもの
註 16 註 17 註 18

とみることができる。土師器では Bl類 が特徴的タイプで、大師山横穴 。小山町上横山遺跡で確実に

須恵器 Bl類に伴うといえる。B2類 は類例の比較的少いタイプで、いままではその分類編年もあま

り試みられてはいないようである。ここではやや大担に分離してみたが、その検討によれば、小山町

上横山遺跡に比較的良好なセットが認められて、須恵器 Bl類 との共存が確実となった。たしかに、

ここでも、土師器 Bl類 との共存は認め得ないが、須恵器 BI類を共有することからすれば併行関係

とみなしてよいようである。

③ 須恵器 B2類は須恵器 C2・ C3類 、土師器 Al・ B3・ B4・ Cl・ C2類と共存する可能性が
つよい。

須恵器 C2類は、富士市天間代山遠跡で須恵器 B2類 との共存が確認され、島田市竹林寺遺跡でも
註 19                                   註 20

同様の指摘がなされて一般的理解となっているが、富士市東平遺跡では須恵器 Bl類 との共存が報告
註 21

されている。ここでは、須恵器 C2類は B2類と共存するとして、東平遺跡のあり方は今後の検討 と

して保留しておきたい。

須恵器 C3類は富士市天間代山遺跡、清水町伏見古墳群にあって、両例とも須恵器 B2類との共存
註 22 =主 23

が確実である。

土師器では、A10Cl・ C2類が、富士市天間代山遺跡でセットと把握されるが、問題はそれらと
B3・ B4類 との関係ということになる。まず、Al類は、須恵器 B2類の類品で比較的丁寧な手法が

目立つ。Cl類はいわゆる
｀
甲斐型、といえるタイプで、富士市東平遺跡・ 沼津市藤井原遺跡にも類例

註 25

がみられて、須恵器 B2類 と共存することも確実としてよい。

土師器 C2類については、天間代山遺跡のほか、沼津市藤井原遺跡でも須恵器 B2類と共存し、さ

らに上師器 B子類を併った例があるF宋横穴群18-1号横穴の玄室内覆土中の土師器一括でもAl類

と共存 して須恵器 B2類を伴っているので、本類の須恵器 B2類とのセット関係は認めてよいもので

あろう。

つぎに、土師器 B8・ B4類の分類であるが、必ずしも類例は豊富ではない。B3類は清水町伏見

古墳群、沼津市藤井原遺跡において須恵器 B2類との共併が確かめられるが、B4類についてはこう
註30        註31
した類例はみられない。よって、この分類が、とくに B4類の分離がどこまで普遍性を有 し得るかに

ついては今後の検討課題とする以外ないが、それでも、比較的資料にめぐまれた本資料において一応

分離して後考をまつことにしよう。それでも B4類が現状では B3類とほぼ併行関係を有する点は認

めておこうと思う。

以上によって、土師器 Al・ B3・ B4・ Cl・ C2類は、いずれも須恵器 B2類に併行するものと

認めることができることとなった。

3 編年上の位置と試案
郭の整理にもとづいてその組み合わせについて若子の検討をしてきたが、これにもとづいて作成した

こと26
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｀
編年試案、を示すと第31表のとおりである。

第31表 土器編年表

時  期 年  代
郭 そ  の  他

備  考
須 恵 器 土 師 器 須  恵  器 土 師 器

I

700

A

腺   平瓶  長頸増

A       B

A2

Ｂ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

奏

A

B

Bl Cl Bl

B2

一１

800

C2
B2
C3

３
ＡＡ
　
４

Ｂ

　

Ｂ

eCl・ C

Ⅳ 灰 釉 陶 器 C3

A2

かなり大旦に表示したもので、粗雑さはまぬがれないうえに、年代やその他の器種については明示で

きる根拠を有するものでもないが、それでも大略の傾向をみるためにあえて作成したものと解されたい。

① I期

時写Eξ告裾岳:覆[奪雰手をa写蟄冴ち環〒詈疑猛9」で後彰長[岳桂は示憲蕉憲振表:兵と二ζ
のへの変化だという。いま、本横穴群の本類をみるとツマミの形状には変化がみられないが、回径 10

clx前後のものと、13 clR前後のものに大別できるようである。すると、前者は
｀
前、期、後者は

｀
後、

期となる可能性を有することになる。

この時期の他の器種でいえば、須恵器の疎 A・ 平瓶A・ 長頸増 Bが、土師器の奏A等が一般的可能

性としては共伴があり得る。絶対年代としては、 7世紀後半とみておくことにする。

② Ⅱ期

須恵器 Bl類に代表される時期で、須恵器Cl類が併うとみなし得る。 土師器では Bl類が確実で、

これに B2類が併うものといえる。この時期をかって ｀天間代山 I類期、として把握 したことがある
註 34

が、それは関東地方の真間式 1類に比定し得るものであった。

他の器種では、須恵器の疎 B類・平瓶A類・ 長頸増Al類が、土師器の甕 A・ B類が共伴してよく

絶対年代では 8世紀前半とおさえておこう。

① Ⅲ期

須恵器 B2類に代表される時期で、須恵器 C2・ C3類が共伴する。土師器では、Al・ B3・ B4

eCl・ C2類がともなって、外のバラエティーも増大する時期といえる。｀天間代山I類期、とみて、
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関東地方の真間式 Ⅱ類期 に比定す ること とす る。

他の器種では、須恵器の蘇 B類・ 平瓶 A類・ 長頸靖 A2類 が、土師器では甕 A・ B類の共存が認め

られよ う。絶対年代では 8世紀中葉か ら後半 と してお く。

① Ⅳ期

一応Ⅳ期 と表示 してみたが、広 く平安時代の上器類を合めておいた。灰和陶器はたぶん 10世紀、土

師器では 9～ 10世紀、あるいはさらに下降す るものもあるようである。

以上によって、きわめて大雑把に編年的検討を概観 したのであるが、これによると、本横穴群出土土

器の初現は、 7世紀後半代であって、 8世紀前・ 後半が盛期 となって、 9世紀以降 10世紀前後まで何 ら

かの連続
pl■
が認め られることになる。

註 1 斎藤 忠ほか  『大師山横穴群』伊豆長岡町教育委員会 昭和51年

2 瀬名川裕市郎ほか  『礫井原遺跡発掘調査概報』第 1～ 3次 沼津市教育委員会 昭和50年～52年

3 平林将信ほか  『西富士道路遺跡群発掘調査概報』富士市教育委員会 昭和51年～53年

4 佐藤達雄ほか  『上横山遺跡発掘調査概報』月ヽ山町教育委員会 昭和56年

5 植松章八ほか  『中里大塚団地古墳』富士市教育委員会 昭和51年

6 後藤守一ほか  『吉原市の古墳』吉原市教育委員会 昭和33年

7 嶋 竹秋ほか  「北早稲川窯J■群」『湖西市埋蔵文化財調査報告』昭和50年

8 斎藤 忠ほか  『伊場遺跡第 4次発掘調査概報』浜松市教育委員会 昭和50年

9 植松章八ほか  『天間代山遺跡』富士市教育委員会 昭和52年

10 調査者平野吾郎氏の教示による。

11(前掲註 2)

12(前掲註 3)

13(前掲註 9)

14 小野真一ほか『駿河伏見古墳群』沼津考古学研究所 。静岡瓦斯株式会社 昭和 46年

15 川江秀孝ほか『伊場遺跡第 4次調査月報 5』 遠江考古学研究会 昭和46年

16 須恵器郷 G類 について、 3タ イプを指摘し得 ることはすでに述べたが、ここでとくにふれておきたいの

は特徴的な半球形を呈する第 1タ イプである。17号横穴の (103)が 定型品で、13-1号横穴の (50)(51)

も本タイプとなる。きわめて類例に乏しく、同時期の資料を大量に有する富士市東平遺跡、沼津市藤井原遺

跡にもみられないらしいが、最近の調査のなかで小山町上横山遺跡に若千の類品が発見された。いわゆる丸

底で底部にノタロを残して、□縁部はやや外に開く一般的なG類郭のなかではきわめて特異ともいうべき形

状を呈する。こうした特徴の要因が何であるかはもちろん不明瞭であるが、本横穴群と小山町上横山遺跡に

類例がみられることに注意しておきたいと思う。

17(前掲註 1)

18(前掲註 4)

19(前掲註 9)

20(前掲註10)

21(前掲註 3)

22(前掲註 9)

23(前掲註 14)

24(前掲註 9)

25(前掲註 3)
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26(前掲註 2)

27 かって、 F天関代山遺跡』において、土師器C2類を一括出土品にもかかわらず須恵器B2類から分離し

て編年を試みたことがあるが、これを誤りと認めて訂正しておきたい。

28(前掲註 9)

29(前掲註 2)

30(前掲註14)

31(前掲註 2)

32 山村 宏ほか『大沢 ,川尻古窯跡調査報告書』遠江考古学研究会 昭和41年

33 サII江秀孝「静岡県下出上の須恵器について」『静岡県考古学会シンポジューム2須恵器―古代陶質土器の

編年一』昭和54年

34(前掲註 9)

35 申野 勇・ 岡田淳子ほか『八王寺中田遺跡資料篇Ⅲ』八王寺中田遺跡調査会 昭和43年。

36(前掲註 9)

37(前掲註35)

-211-





第 5節 地質学生からみた大北横穴群について

I。 大北横穴群を中心とした沼津市南部静浦山

地の地質

1.地質の概観

2.横穴群がみられる静浦層群の層序・岩相
3.静浦山地の地質構造と大北横穴群

工.北江間の後背湿地型地形の形成にいたるま

での古環境の変遷

1.狩野川沖積平野の生いたち

2.北江間後背湿地の様子

Ⅲ.大北横穴群における横穴の掘削主軸方向と

基盤の凝灰岩にみる断裂 (割れ日)の走向

・傾斜との関係

1.大北横穴群にみる基盤凝灰岩の特徴

2 横穴の基盤凝灰岩に発達する (割れ目)断裂系の特徴

3.横穴の玄室床面にみる主要断裂の分布

と、これらが横穴の掘削に与えた影響

について

4.あ  と が き

自然と人間とのかかわりの中で、人の歴史が築かれていくとき、その背景にある自然環境は大きな意

味をもつことになる。時代が朔り、過去の人間の残 した痕跡の少ない時代ほど、自然環境はより大きく

人の歴史にかかわっていたであろうし、大北横穴群の構築も例外ではないとおもわれる。

大北横穴群の構築された静浦山地の凝灰岩の性質、凝灰岩に発達する断裂 (割れ目)系 と横穴の掘削

との関係、横穴群とかかわりのある集落をみたであろう狩野川沖積平野の末端、北江間の自然堤防、後

背湿地型地形の形成過程についてのべる。
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I・ 大 北横 穴群 を中心 と した沼津市 南部 静浦 山地 の地 質

1.地質の概観  静浦山地は伊豆半島の頸部に位置し、西に愛鷹・達磨・ 井田の愛鷹火山列、東に箱
根・湯河原・ 多賀・ 宇佐美・ 巣雲の箱根火山列、南に天城火山群などの第四紀火山をみる。本地域は主

として、これら第四紀火山の基盤をなす第二紀層から成る。 今回までに第32表 の層序列関係、第 82

図の地質図が明らかになっている。すなわち、湯ケ島層群下部層に相当する徳倉変朽安山岩層は、

変朽作用を受けない香貫山安山岩層 (湯ケ島層群上部層にあたる)に不整合に被われ、最下位とみられる。

これら海底火山噴出物からなる湯ケ島層群の上に広域に分布し、不整合で接する、静浦層群の各地層

は、礫として徳倉変朽安山岩、香貫山安山岩を合むのでこれより新しく、下田付近の白浜層群 (上部中

新～下部鮮新統)に対比される内浦火山角

礫岩層に不整合に被われること、また貫か

れることから、これより古く、時代は約 2,

000万年前の中新世中期～後期と推定され

る。これらの第二紀層を不整合におおう長

岡段丘堆積物 (更新統)は主として、箱根

火山新期軽石流よりなり、上に、三島パ ミ

スをみせる愛鷹南麓に普通にみる“愛鷹ロ

ーム層
″の中部ローム以上のローム層をの

せている。

横穴群は、これら各層の中、静浦層群の

凝灰岩と箱根新期軽石流に集中してみられ

る。以下、これらの岩相についてのべる。

2.横穴群がみられる静浦層群の序層
垂言り

静浦層群の層序模式断面は第81図のとお

りである。

(1)日守凝灰岩層  日守山西麓で上位の長
岡凝灰岩層の赤褐色砂岩がこれを被う。風

化面は黄緑色礫質を示す雑色性凝灰角礫岩

よりなる。模式地は岩崎の石切場。

(2)長岡凝灰岩層  緑泥石化作用を受け青
灰色～緑色～濃緑色を示す疑灰角礫岩およ

び凝灰岩。風化部分は茶褐色、特に砂礫粒

子間に白色のシミが目立つ。本層は岩相に

より、さらに 3分 される。一般に、南西よ

り、北東に向う程上位層が表われる。下部

層は、長岡温泉西方、戸沢部落石切場の淡

青色凝灰岩 (黄鉄鉱の微晶顕著)で代表さ

れる。中部層は、長岡温泉北日の石切場に

みられる濃緑色凝灰角礫岩で代表され、緑

色変朽安山岩礫、珪質赤褐色安山岩岩礫 (1

大北地域では、下位の大井凝灰角礫岩層、長岡凝灰岩層の大部分が江ノ浦白色凝
灰岩層となる。

第81図 静浦層群の層序模式断面図
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～ 3側)を多く合む層が上位に続き、淡黄緑褐色凝灰岩との互層へと漸移する。上部層は長岡町坪内～

珍野～口野に至る丘陵に発達する褐色～黄緑色を示す砂質凝灰岩で、サメの歯などを英在する化石帯 (ヒ

ヨク貝、ウニの棘、カキ、フジツボなどが主)がみられ、上位ほど濃緑色硬質の砂岩層と互層し、斜交

層理が発達してくる。

本層は、上位の江ノ浦白色凝灰岩層とは指交層理をなし漸移する関係にある。

層厚は長岡温泉付近のボーリング結果 75η ～775孵で石英安山岩に突き当ることから、少なくとも、

180‐ -200れ以上 800れ くらいと思われる。

(3)大井凝灰角礫岩層  暗灰色 1～ 7翻程度の安山岩質角礫を同質細粒物質で充填固化したもので、鷲

頭山・大平山北麓一帯に分布し、大井から東に向って、安山岩質角礫が同大の淡黄灰色凝灰質角礫と置換

して、岩相の変化をみる。上部は砂質部分もみられ、互層をみる。層厚は南に薄く、江ノ浦側、江間側

には存在しない。

(4)江ノ浦白色凝灰岩層  石英安山岩質白色凝灰岩で軟弱無層理の部分もあるが、よく斜交層理が発達

し、浅海堆積物であることを示している。このほか、淡黄緑色あるいは雑色性の安山岩質凝灰角礫岩の

部分、淡黄褐色無層理の泥質～砂質凝灰岩の部分もある。後者は、前二者にはさまれ、層厚35印 ほどの

レンズをなし爽在する。第81図参照。

これらは、鷲頭山、大平山、徳倉山安山岩層の基底をなし、岩株、多くの岩脈に貫かれている。走向

・傾斜はN60° ～ 40° 石凧 15° Eで NE方向に緩い傾斜を示す。

大北横穴群をはじめ、大師山、江ノ浦の横穴群は、この江ノ浦白色凝灰岩層の走向・傾斜に沿って、

ときおり狭まる硬く、薄い安山岩の火山角礫岩層をさけ、横穴の配列をみる。岩株、岩脈の貫入は、江

ノ浦白色凝灰岩層に働く展張応力により、北西～南東方向、北東～南西に走る幾組かの顕者な割れ目を

生じ、横穴を掘り進めるのをより容易にしている。

(5)鷲頭山・大平山安山岩層  鷲頭山は主に複輝石安山岩の砕塊溶岩 (BIocklava)、 大平山では同質火

山角礫岩が卓越する。また下位程無層理の火山角礫岩から成り、両輝石安山岩の溶岩を挟む傾向がある。

層厚は 210れ ほどで、安山岩は黒褐色で、 1～ 2伽の斜長石の斑晶、普通輝石、紫蘇輝石、磁鉄鉱など

を合む。

火山角礫岩は、直径 5-20c12程の火山角礫が 50%以上をしめ、凝灰質物質が間をうめている。 一部に

成型の不明瞭な横穴をみる。

(6)箱根火山新期軽石流と段丘堆積物  箱根火山新期軽石流は、 49,000± 700年 B.P。 といわれる。 箱

根の古期外輪山形成後、しばらくして流出したこの軽石流は、高温な水蒸気をともない、熱雲となって

古期外輪山の西斜面の谷を流れ下り、古い狩野川の谷を埋めつくした。のち、海水準の低下に伴って浸

食がすすみ、三島・函南の箱根火山の西麓では、 10-30れ の崖をなし露出し、伊豆長岡周辺では、北

江間の長塚・珍野・長岡地域に、いずれも南北に延びる段丘堆積物として、わずかに残っている。

箱根火山新期軽石流は、箱根西麓では、上・下部軽石層に2分され、分布は第82図のとおりである。

下部軽石層は、粒径 3～ 18伽 の新鮮で発泡のよい灰白色軽石を、同質の細かい軽石や、安山岩の小岩

片で充填し、膠結し固く締った軽石流である。南西にのびる箱根西麓の尾根には、この下部軽石層に、

函南柏谷の百穴 。赤王の横穴群をみる。これに反し、上部軽石流には横穴群をあまり見ない。上部軽石

層は、下部軽石層の谷を埋めるようにして流れた層理の発達する、粘土化のすすんだ淡黄白色の軽石層

で、最上部にオレンジ色の風化軽石の小片が層をなすのをみる。この軽石層は、人工的に乱さなければ

数 10年は壁面の崩壊をみないほど、軽石粒、砂質粒子、粘上のよくかみ合った組織をみせる。しかし、

横穴を掘るには、含水比が高 く、粘土化が非常にすすんでいること、湧水をみることが多い点、掘さく

は容易だが、保存にはむかないという難点がある。北江間長塚・珍野の段丘堆積物もこの上部軽石層か
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らなり、段丘が北にのびている点、南斜面に開日する横穴の掘さくする、立地条件を満たし得ないのか

もしれない。より高度の掘さく技術を必要とするものの、軟く、最も均質で、塊状で割れ目の少なく、

湧水をほとんど見ることなく、北江間の山裾の南斜面に大きく露出する露岩、江ノ浦白色凝灰岩層に、

大北横穴群をみるのも当然のこととおもわれる。

匠亜コローム層

日 箱根火山軽石流

圏 段丘砂礫層

□ 達磨山火山噴出物

□ 湯ケ原火山噴出物

匡 ∃ 多賀火山噴出物  1畔
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第82図 静浦洵地地質図・地質断面図
&静浦山地の地質構造と大北横穴群  本地域の第二系は地塊に分断される傾向がある。糟曲構造として、
口野～珍野間にNNE～ SSW方向の背斜軸をもつ緩かな ドーム構造、珍場にみる安山岩の岩株の貫入は、

貫かれた江ノ浦白色凝灰岩層に展張応力が働き、正断層を主とする小断層を生じた。これら2つの小断

層群の影響をさける位置に、後背湿地を見下すように、大師山の横穴群があり、大北横穴群はこれらの

小断層群のすぐ東側に集中し、江ノ浦白色凝灰岩層を穿っている。
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またこの地域には、欄ノ上一人北の東側の日守中里を南北に貫くと考えられる断層があり、これに雁行す

る南北性の小断層による破砕風化帯が、大北の東側、大嵐山と日守山の鞍部を中心にみらオ牧 茶褐色の風

化帯をみせている。大北横穴群は、この破砕風化帯の西に位置するが、先の火山岩の貫入に伴う小断層群

をさけ、東側の比較的割れ目の少ない塊状の江ノ浦白色凝灰岩の露岩に構築され、第87図の北江間の後背

湿地の広がりを経て、南江間から大北にのびる自然堤防の上に広がる集落を南東に望む位置に、横穴を

構築している。

Ⅱ.北 江間の後背湿地型地形 の形成 にいた るまでの古環境 の変遷

狩野川流域にひろがる北伊豆平野には、静浦山地に胞

かれるように、徳倉、大平、北江間の 3つの大きな後背

湿地がみられる。第 83図 。 これらの地形は、北から南

東に拡がりをみせる三島扇状地のため、北に向っていた

狩野川の流路が、北西へ転じ、静浦山地の方へ押しつけ

られ、谷口にみる自然堤防の発達に伴って生まれた。

大北横穴群の眼下には、南に、北江間の後背湿地が望

まれる。北江間の後背湿地型地形は、大北横穴群の完成

したであろう7～ 8世紀前半には、ほぼ、現在に近い状

況にあったと考えられる。  .
1.狩野川沖積平野の生いたち  北江間の後背湿地の生
いたちを考えるとき、この後背湿地の入口を塞ぎ、狩野

川に沿って発達する自然堤防止から掘さくしたボーリン

グの結果、深度 11177bで 、大男山、長岡北に広く分布す

る緑色凝灰岩の基盤に達していること、北江間小学校地

点では約 40～ 60れ で同基盤に達していることに注目した

い。つまり、第四紀洪積世の最終氷期の-80a～ -100印

と考えられている海水準低下に伴って、静浦山地を構成

し、江間周辺の山地をつくる古い時代の堆積物 。第二紀

上部中新統の緑色凝灰岩層は浸食され、100～ 40れ にも

およぶ谷が発達していたことになる。この谷を埋めたて、

北江間の地に、山麓との接線もあざやかに平坦な後背湿

地をつくり出していったのは、後の理由から、縄文早期

の海進によるものと考えられる。

北江間の後背湿地の生いたちは、北伊豆平野を形成す

る沖積層の生いたちと関連する。

狩野川に沿った各地のボーリング資料をつかい、修善

寺から狩野川沿いに沼津に向って、沖積平野を南北に我

った断面図を模式的に画くと、第 84図のようになる。

下位から順に 1.下部礫層 a 2.下 部砂層 b 3 下

部ンル ト層 C、 C′  4.上 部砂層 d 5。 上部ンル ト層
e 6 最上部泥砂礫層 f の 6つの層に分けられる。

各層の特徴は次のとおりである。また各層の堆積した古

環境の移り変わりは、珪藻化石群集の変遷からも推測で

第88図 北伊豆平野の地形図
と_NUMAZU SHUZENJI__ゝ

A:港大橋, B:御成橋, C:東京麻糸,
D:黄瀬川, E:三島市長伏, F:大場川
安久, G:蛇が橋, H:韮山小学校北,
I:韮山駅前, 」:伊豆長岡駅前, K:白
山堂, L:狩野川の募河床面
A― Kはボーリング地点,位置は第10図 に
示す。
a:下部礫層, b:下部砂層,c,c′ :下部
シルト層, d:上部砂層, e:上部シルト
層, f:最上部泥砂礫層.

第84図 】ヒ伊豆平野 (,中積層)の模式断面図

２０

Ю

。

刊

・２。
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きる。第 85図 は、北伊豆平野を構成する沖積層の代表的層序と、

同ボーリング・コア中の珪藻化石群集からみた、沖積層の堆積古環境

の変遷を示したものである。地質柱状図横の数字は“C炭素 14年代

(y.B.P.)を 示す。 (記号 B.P.は 1950年を起点とする。)

1 下部礫層 al砂礫層で大部分河成堆積物と判断される。

LIBIPrIB●●P.jffrT CxELH)ス ガ イー…………  …… 1
9,ど肪 ,7●rropB,崎 (V MARTEN8)イ シマキ ガ ィ…… ″
B″ lJPB7″ 露

“

″tyorBIs(L:scHHD'ミ ニナー ……… 10

rtD″ IT》V●ル■a(A AD▲ H8)タ チヤレガイ  ……1
P/9frav.I坊″力

"J(DuNxER)ヒ
メカニモリ …   ■4

P12rifBra rOfi″ts tcOuLD)マ メウランマ……   ,
IIttttI力
`rtvf(Po▼

YS)ア ラムン ロガ イ…  ……… 28
屈 othII I"“ f●門 (PHILIPH)ム ン oガ イ… ………  '4
≫
"rf′
,“脇 ο,IIBμ Jfr“鷹(DOHO▼▲N)ヤ カ ドツ ノガ イー2

ス
"gFt7α
(SCapp7卿 )3“う¢″,atl鯰

∈:“ΠxOサルボオー……A

2 下部砂層 bi砂層であるがシル ト・ 粘土・腐食土層をはさみ、  路摯麟娩:燃c揺猛
イ
をェチェ
=■
と

また、一部に海棲の貝殻を合む。                     (scHttTFOイ タヤガイー……2

3.下部シル ト層 C・ C′ :上下に 2分することができる。下部 C  tthfIBa pls″ ivB ωぃxER)'メノハナガイ… 1

cr,″ お 7●″F●打Se暫 :LIPH)ヒ メツキ ガ イ … … 1

は貝殻混リンル ト層、上部 C′ は貪貝化石かつ腐植土質シル ト層  無躍憩 ぱ縄雷″さ字イ1111●食
からなる。 C層にみる貝化石は、外海の影響をうける内湾の浅海  ″““

8DIF力

桜1留亀務 ァサリー づ
砂泥底棲のものからなり、 P陶物υα勿物陸カヒメカニモリ、4陶 %'‐   紹 :7瑠顎認 互1次ととェィI●■:
′″がsθクsd?クαηOS″dシオヤガイなど、現在紀伊半島以南に分布する  協辮 窯晶 イ豫∬,すガ耳r111:手
ものをふくむ。産出する貝化石は第 20表のとおりである。長岡     欲字注個体数を示すす

軸mn

北小学校地点のC層にも、南江間の南にあたる守山の麓、伊豆中  第33表 狩野川下流沖積層 Cか
央高校地点のC層からも、シオヤガイを主に、より暖かい海が、       ら産出した貝化石
この地域に拡がったことを示唆するに充分な貝化石の産出をみる。

4.上部砂層 d:浮石層をはさむ浮石質砂層。貝殻もみられないし、珪藻などの化石も検出できない。
おそらく、汽水ないし河成堆積物とおもわれる。上部砂層に集中する浮石は、浮石に合まれる造岩鉱

物の組成と、斜方輝石・ 角閃石の示す屈折率の測定値から、天城火山カワゴ平の軽石流起源であるこ

とを確認している。このことは、天城火山カワゴ平噴出の軽石流にともなう、中伊豆筏場段丘堆積物

中にみる神代杉の
望C炭素 14年代 2,830± 120年 B.P.が軽石流の流出年代を示すことから、軽石層の

二次堆積をみるまでの、時間的経過をへており、今から約 2,700～ 2,800年前、縄文後・晩期の堆積物

と考えられる。第 86図 の長岡北小学校地点の地質柱状図も、軽石を主体とする上部砂層の存在を明

らかに示している。

5 上部ンル ト層 e:珪藻化石群集から海成～汽水成層と考えられる。浮石質砂層をはさむ。狩野川
放水路取水口付近では、ほとぎ同層準と思われる砂層から、紀伊半島以南にすむヒメカニモリ、シオヤ

ガイIの浅海棲貝化石が報告されている (多 田・ 坂口 1954)。 この海成～汽水成層の上限の標高は平均
+3 clEで ある。長岡北小学校地点でも深度 5～ 6れにこの層をみる。

6 最上部泥砂礫層 :層相の変化に富む火山砂礫層、腐植上のはさみ込みが多い。北部では、三島扇
状地、黄瀬川扇状地をつくる砂礫層であるが、北江間の後背湿地では、暗灰色～暗褐色の泥層が表層

を被っている。

以上、北伊豆平地中央部での沖積層構成層の様子を中心に、これと付合する北江間の後背湿地をつく

る各層についてのべた。

つまり、下位から、下部礫層 (河成)→ 下部砂層 (汽水成～海成)→ 下部シルト層 (海成から汽水成)
→上部砂層 (非海成 ?)→ 最上部泥砂礫層 (陸成)の順に堆積し、海成シル ト層を中心に、 2つの堆積

輪廻が認められる。下部礫層は、現在のところ、沖積層の基底礫層と考える。下部砂層は、北に向って

厚くなる。下部シル ト層は、南から北へ向って急に厚さを増し、海水準上昇にともなって、北から南へ、

海の広がっていく“海進“がすすみ、やがて、全域にわたる内湾 “旧期古狩野湾"が形成されたことを

示している。その時代は、 35η付近の貝化石の
ユC炭素 14年代が、 8390± 170年 B.P.を示した。縄文

早期の海進によるものである。この内湾は、下部シル ト層上部から上部砂層にかけて、一時離水化した

ようで、再び上部シル ト層の時期に内湾 “新期古狩野湾"がつくられた。この間の変化には、海面上昇
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ボーリングコア柱状断面図ならびに珪藻化石群集

の一時的停滞または小海退が関係しているかもしれない。

新期古狩野湾のときまで、おそらく高海水面期がつづいた

と考える。この時期の海水準は北伊豆平野中央部で平均+

3紐前後であり、長岡北小学校地点にもその傾向をみ、例

外ではない。この時期は、北伊豆平野中央部での泥炭の
14c

炭素 14年代測定値が深度 7れ付近で 2,240± 75年 B.Rを示

すことを確認できたことから、縄文後期～晩期にあたる。

やがて海退がすすむにつれて、江間の谷の入□も、狩野川

の砂礫で自然堤防が形成され、北江間の後背湿地型地形が
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第86図 北江間後背湿地型地形にみるボー

リングコアの柱状断面図 (長岡北小学校)
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みられるようになった。

2.北江間の後背湿地の様子  現在の地形面に等高線を引き描いた後背湿地型地形は第 87図のとおり
であり、 9れの等高線の描く谷奥の低湿地は、弥生、古墳時代を経て 7～ 8世紀にいたるまで、よし、あ

しの繁る低湿地であったであろう。 10れ の等高線は、後背湿地の南から北東へ向けてのび、北側の山裾

に押しつけるように排水路 。江間川を形成している。 10η以下の等高線で示される、かっての低湿地は

後背湿地型地形の約 1/2をしめ、最も低い地点では標高 8.4れを示す。最上部まで粘土層の発達をみ、冠

水、湛水を繰り返していた地域とみられる。その意味では 11れ の標高をみる広がりは、深さ 3.20■ 以

浅に、砂混りの茶褐色土層の発達をみ、早くから耕土として利用された可能性がある。南江間から北に延

びる最高 13.6れ の標高をみせ、 11れ の等高線で囲まれる自然堤防には、層厚 37η 内外の砂質褐色土層を

み、北に薄くなっている。花ノ木、鳥井前、窯ノ段の遺跡をのせている。自然堤防～後背湿地中心部の

標高差は 5.2れであり、自然堤防の地域では、後背湿地の湛水状況に対応した農耕の発達が可能であった

であろうと想われる。

第87図 北江間の後背湿地型地形図
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Ш。大北横穴群 における横穴の掘削主軸方向 と、

基盤の凝灰岩 にみる断裂(割れ 目)の 走向・ 傾斜 との関係

1.大北横穴群にみる基盤凝灰岩の特徴  本来凝灰岩は、火山灰が固結して生じた火砕岩で、構成粒

子の大部分が直径4翻以下の火砕岩の総称である。大北の地の江ノ浦白色凝灰岩は、石英安山岩質・軽

石質で軟かく、きめの細かい白色凝灰岩と、やや硬化した灰色凝灰岩の 8× 4 cllく らいの大きさの団塊か

ら成り、その間隙を粒径 2～ 4翻の黄緑灰色、紫灰色、黒灰色など雑色性の凝灰岩や安山岩片が埋め、互

に膠結されたものである。

凝灰岩層には、走向N60° ～40° W、 傾斜 15° Eと 、真北から60° ～40°北西方向に延び、東側に 15°

′`、_´ す́
′~＼

く毛承毎許
‐́‐‐~~‐
‐
T‐ヽヽ、

神
意

ミ革挙くこヽマ
/

＼
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第88図  大北A群 (1～ 17号 )横穴にみる断裂分布図
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傾く層理に平行に、南斜面では右下りに、直径 5～ 15 cll、 ときには、 25× 25伽・ 50× 50師の安山岩塊

の集中した 10～ 70 clEの 薄層をみることがある。大北横穴群付近では、粒径数腕～ 1釦程度で、層厚 10～

20師 の不明瞭な安山岩の火山角礫岩層をみるのみで、大師山のように横穴の配列の決定条件にはなって

いないが、配列に、右下りという、多少の影響を与えている。

古い露頭では、大北の凝灰岩のうち、軟かい軽石質・石英安山岩質部分が脱け出し、露頭の斜面に 8

×4・ 13× 15,25× 25(clB)く らいの孔をなし、ざらざらした岩肌をみせ、風化の激しさをみる。
2横穴の基盤の凝灰岩に発達する (割れ目)断裂系の特徴  大北横穴群を穿った凝灰岩層には、多く
の “割れ目

″
断裂が走る。この (割れ目)を断裂と呼ぶこととする。この断裂のなす面の走向・ 傾斜を、

横穴の床面、一部露岩の斜面で測定し、平面図に投影したのが第 89図・ 第 90図であり、その測定値は

第 34表・第35表 。第36表 に示したとおりである。図の実線の末端には、各断裂の記号・ 番号と、断裂

のなす面の走向・傾斜を示した。 30基について記載した。

断裂のなす面の走向・傾斜を次の方法で、同時に立体的に投影した。第 91図 のように、 断裂のなす
面を円盤の平面で表現し、この上に、透明半球をかぶせたとき、円盤の中心に垂直に立てた棒の先端と、

透明半球との接点を “極"と よぶこととし、極の透明半球上の位置で、断裂面の走向・傾斜を同時に表

わすこととする。 例えば、第 91図 の×印は、断裂面の延びる方向、つまり断裂面の走向が南北 N一S

で、断裂面の傾きが水平面を基準に 45°東側へ傾 く、傾斜 45° Eであることを示し、これを、走向方向の

“南北
″
を軸に、円盤を 45°東側へ傾けた時指示する“極

″の位置で表現している。

メrイ
ツグ
ア茅
/″
″

末調査

(22号 )
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W蔚
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キ  摩
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(21～ 26号)横穴にみる断裂分布図
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第88図・ 第89図 。第90図

にみる断裂系を、同様の方法

で投影すると、単純化さイ牧 第

92図 。第 93図・ 第94図 よう

になる。結果、一般的傾向と

して、少なくとも2組の断裂

系をみる。第21表 ,第 22表 ,

第23表 の平均値参照。第 92

図のように、北西一南東方向

に共に走向をもちながら、一

方の断裂面は北東に 70°～80°

傾く断裂系を一組確認できる。

もう一組、前者と交叉する第

94図・ 第 92図 の B。 第 93図

Fのような断裂系、つまり、断

裂面の走向がN20°～30° Eで、

北東一南西方向に共に延び、

傾斜 70°～80°で、一方の断裂

面は北西に 70°～ 80°、他方の

面はこれと交叉するように南

東に 70°～80°傾く断裂系を確

認できる。しかし、共役関係

にある断裂が、どれと、どれ

か判定できない。

これら2組の断裂は、横穴

の床面、側壁の掘削にあたっ

ては、平行に、ときに交又し

て表われ、これに雁行する無

数の細かい断裂は、横穴の掘

削にあたって、ノミをどの方

向から扱っても、凝灰岩を、

断面がV型の小さなブロック

状に剰理し、側壁・床面に、

ヽ
ヽ
ヽ

＼
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ヽ
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第90図 大北 B群 (33～ 39号)横穴にみる断裂分布図

断裂に沿った 2組のV型の断面を持つ溝を、平行する波状の起伏を残す可能性がある。 したがって、壁

面 。床面の仕上げは、 V型の溝と溝との間の突出した小さな、方向性のある尾根の部分を、平坦になる

ようノミで削り取ることになり、ノミあとの流れにも少なくとも2組をみる可能性が強い。

一見硬い凝灰岩にも、第 95図 のような、 交又して組をなす断裂が、少なくとも2組存在し、これと

平行した無数の微細な断裂の存在が、ノミによる凝灰岩の剥理を可能に、横穴の掘削、構築を容易にし

ている点、注目される。

3.横穴の玄室床面にみる主要断裂の分布と、これらが横穴の掘削に与えた影響について 棋穴の掘削
は、第 88図 にその例をみるように、大きな断裂を避け、大きな断裂ど断裂の “馬の背"の形をした露
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断裂面の走向・ 傾斜 同 平 均 値

A-1
″-2
″-3
〃-4
〃-5
〃-6
〃-7
〃-8
〃-9
〃-10
〃-11
″-12
″ - 13

″-14
〃 - 15

〃二 16

〃 - 17

″ ―-18

〃-19
″ ―-20

″-21
〃 ―- 22

〃 -23
〃 ―-24

〃 ―-25

〃 ―-26

″ ―- 27

〃 -28
″ ―-29

〃 ―-30

″-31
〃 ―-32

〃 ―-33

″-34

N89
N 65

N68
N 70

N 15

N 70

N 30

N 70

N68
N 20

N58
N 28

N 42

N24
N 50

N 55

N 55

N 62

N67
N 18

N 33

N58
N 30

N30
N47
N28
N 28

N62
N 15

N 40

N15
N 15

N ll

N30

Ｗ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

(?)
80° w
80° w
80° w
80° w
(?)
82° w
81° E
80° E
78° E
84° w
67° E
75°  w
72° w
78° w
79° E
79° E
68° w
87° E
(?)
(?)
20° v
67° w
(?)
(?)
87° E

(?)
(?)
(?)
73°  w
83° w
(?)
54° w

82° W

① N44° W・ 80° E

② N44° W・ 72° W

B-1
″-2
″-3
″-4
〃-5
〃-6
〃-7
〃-8
〃-9

N28° E
N28° E
N 45° E
N 28° E
N 60° E
N 22° E

N 61° E
N 229 E

N  5° E

78° W
(?)
88° E

(?)
40° E

78° E

41° E

78° E

60° W

①  N33° E・ 65° E

② N33° E・ 69° W

第34表 大北A群め玄室にみる断裂面の走向・傾斜
Al～ 33・ Bl～ 9断裂群

簡裂面 の走 向・ 傾斜 同 平 均 値

E-1
〃-2
″-3
″-4
〃-5
〃-6
″-7
〃-8
″-9
〃-10
〃-11
〃 - 12

〃 -13
″-14
″-15
〃 -17
″-18
〃 - 19

″ ―-20

″-21
″ ―-22

″ ―…23

〃 ―- 24

″ ―…25

N 72°  W
N35° W
N34° W
N80° W
N57° W
N20° W
N45° W
N34° W
N 17°  W
N30° W
N37° W
N80° W
N30° W
N 20°  W
N20° W
N18° W
N30° W
N30° W
N18° W
N 18°  W
N10° W
N29° W
N29° W
N39° W

68° W
73°  E

77°  E

87° W
81°  E
62°  E

82° W
86°  W
68° W
72° E
82°  E
66°  W
82°  E
84°  W
82° W
68° W
72° E
72° E
60°  W
60° W
68°  W
82°  E
82°  E
71° E

N32° W。 76° E

N32° W・ 73° W
E-1,4.5を のぞく

値  N23° W

①

②

＊

F-1
″-2
″-3
″-4
〃-5
″-6
″-7
″-8

N 3° E

N 8° E

N 36°  E
N 20°  E
N18° E

N64°  E
N60°  E
N40°  E

78°  E
80° W
70°  E
68° W
82°  E
85° E
75°  E
86° W

① N31° E・ 78° W
② N31° E・・ 78° E

F-3,6,7,8グループ
をのぞく植
N12° E・ 78° W。 78° E
F-3,6,7,8グループ
をのぞく値
N50° E・ 78° W・ 78° E

第35表  大北 C群の玄室にみる断裂面の走向・傾斜
El～ 25・ Fl～ 8断裂群

断裂面の走向・ 傾斜 同 平 均 値

C-1
″-2
″-3
〃-4
〃-5
〃-6
〃-7
″-8
″-9
″-10
″-11
″- 12
″-13
″ -14

N17° W
N 5° W
N18° W
N33° W
N30° W
N22° W
N 18°  K
N 20°  K
N 10°  E
N 8° W
N 18°  W
N24° W
N 10°  W
N10° W

70° W
77° E
66° W
72° E
72° W
72° W
84° E
73° E
38° E

(?)
(?)
84° E
88° W
88° W

① N62° W・ 78° E

②  N62° W・ 78° W

D-1
″-2
″-3
〃-4
〃-5
″-6

N64° W
N67° W
N62° W
N58° W
N46° W
N72° W

78° E

72° W
72° W
77° E

77° W
89° W

① N18° W・ 71° E

② N18° W・ 76° W

第36表  大北 B群の玄室にみる断裂面の走向・傾斜
Cl-14・ Dl-6断 裂群
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断裂面が水平な場合の極の位置①

第91図
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第92図 玄室床面にみる主要断裂
の走向・傾斜投影図 (A群 1～ 17号 )

ア は S と ′

第93国 玄室床面にみる主要断裂
の走向・傾斜投影図 (C群 21～ 26号 )

F
J

第94図 玄室床面にみる主要断裂
の走向・傾斜投影図 (B群 31～ 30号 )

断裂面の走向N― S Eの場合の極の位置②

(割れ日)の面の示す走向・傾斜模式図

岩の尾根に、これを構築するという原則がみられる。 1-17号横穴

群の分布は縦の大きな断裂に規制され、凸部 “馬の背
″に横穴が

集中している。

断裂の少ない“馬の背"の尾根の露岩にも前述の断裂が走るのを

みる。尾根に構築した横穴の玄室床面で、これらの断裂系を切っ

たとき、主要な断裂は、第 96図 のように、各横穴の床面に表われ

る。床面の形、南に開口するコの字の中に、模式的に断裂を示し、

類型化したものである。巨視的にみた断裂の分布には、次の傾向

をみる。

(1)左右いずれかの側壁に平行な断裂をみる横穴 =D2型-7

基、D3-2、 E3-2、 F2-1=396%
修)側壁に沿う断裂、中央を縦貫する断裂をみる横穴 =B3-

1、 Gl-1、 G3-1=99%
G)両側壁に沿う断裂をみる横穴=C2-1、 G2-2(C2は 両側

壁に沿い奥に広がる横穴をつくるので、ここに入れる)=99%
に)中央を縦貫する断裂をみる横穴 三Dl-2、 El-2=132%

低)側壁に交叉する断裂のみをみる横穴 =A2-2、 A3-4、

Cl-2=264%
30基の調査結果である。横穴の側壁に沿って走る断裂をみる横

穴は、実に、全体の 736%、 側壁の左右いずれにみるかは、右 :

左 =9:5で 、右手に走る断裂に沿って横穴の掘削を進める傾向

がやや強い。中央に断裂をみる横穴も、末広がりに奥に広いC2

を加えて 4基をみる。このように、傾斜 70°～80° と垂直に近い断裂

面を中央。左右いずれかに配し、これを基準に横穴の掘削を進めて

いる傾向をみる。奥壁、玄室入口の面にも、一部東西方向の走向

をみせる断裂に沿ったものがみられた。

4あとがき  凝灰岩に構築する横穴群については、 1 横穴掘

削の対象となる露岩の性質を明確にし、その露岩分布、標高、横

穴群の分布や配置との関係。 2.露頭斜面の傾斜と墓前域構築の

作業量を合め、横穴の位置との関係。 3.断裂と横穴の主軸方向、

露頭斜面の最大傾斜角と横穴の開口方向。 4.露 岩の面の方位

と開口方位との関係。など明らかになる可能性の大きい問題が多

くみられた。

中‐・６　　　七
一〕
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類

型

主要断裂の分布型
a b c a  b c a b C

分
布
率
　
％2 3 1 2 3

A 田 囲 国
2S‐2
26

2q

B

ll l 剛 阿
|
12,

等

C 図 M 囚
,S‐ 1 2

lα

D p71 囲 阿
23‐2 “

ジ

　

笛

舛

郎

34
36
31/

E N N N
13‐2
17

1雫

F 照 園 憫 学

G 脚 阿 N
3  23‐ 1 I

1単

第95図 断裂 (割れ日)
の面の広がる方向と角度

降魔橘
a:1～ 17号 (A群横穴 )
b:21-1～ 26号 (C群構穴 )
0:33～ 39号 (B群横穴 )

第96図 横穴の玄室床面にみる主要断裂の分布模式図

註 1.高橋 豊 「静浦山地の地質」『静岡地学』第 7号  5-9 昭和40年
2,地質調査所 「沼津地質図幅 。同説明書」 昭和30年
3 高橋 豊・土 隆― 「東海地方の沖積海岸平野とその形成過程」『地質学論集』血 7 27-37

昭和47年
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第 6節 北伊豆の横穴について

は じ め に
1.各横穴の概要

(D 狩野川右岸地帯

鬱)狩野川左岸地帯
8)駿河湾沿岸地帯
樅)他の伊豆半島の横穴
2.分布の特色
(J 地質的分布

修)地域的分布
ほ)垂 直 分布
3.横穴群の構成単位
(J単 独 横穴
¢)2基 横穴
偲)3基 横 穴
樅)4基 横穴
6)5基 横穴

お わ り に
〇年代の問題

○集落 。身分・生業等の問題

○横穴と火葬の問題

は じ め に
北伊豆の横穴については、古くは明治35年 (1902)に、大野雲外氏が考古学雑誌に、伊豆長岡町の大

師山横穴群中の 2基「大師窟」と「鍛治窟」とを紹介し、つづいて高橋健自氏によって大正 11年 (1922)

の著書「古墳と上代文化」(文献③)に同じく大師山の 2窟、大正 14年 (1925)に は同じ著者によって

考古学雑誌第 5巻 2号に、同じ横穴が紹介され「珍場の横穴」(文献③)と して注 目を集めた。その後

も断片的調査もあったが、その頃の結果を集大成したのが、昭和 5年に刊行された「静岡県史」第 1巻

(文献⑦)である。当時としては知り得られる限りの横穴を網難している。それによれば、伊豆半島基

部で12個所の横穴または横穴群が知られていた。それらには、今日すでに湮滅したものも多い。戦後、

いち早く軽部慈思氏によって、昭和22年 (1947)に、函南町柏谷百穴横穴群のうちHl基が発堀調査さ

れた。(文献③)北伊豆横穴群の最初の学術調査であった。柏谷百穴については、その後昭和48年 (1973)

測量調査 (山内昭二)が実施され、翌増年には一部発堀調査 (山 内昭二他・文献⑫)が行われた。

その間、昭和22年には宗光寺横穴群の一部が調査され (長田実 。文献⑩)当時としては極めて珍 しい

火葬骨を納めた箱形石櫃を発見したが、三島南高等学校の火災で、すべての資料を焼失した。その後昭

和32年にこの横穴群のうち 4基が調査された。 (中川成夫他・文献①)

また昭和38年 (1963)に は三島市赤王の 4基が調査された。 (山内昭二・ 文献〇)こ れは 4基づつの
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4グループで構成される赤王横穴群のうちの 1グループであるが、その後赤王横穴群は消滅した。49年

には同じく三島市塚原の山の神の 3基が調査されているが (山内昭二・文献〇)箱根バイパス建設に伴
う調査であったから、これもすでに消滅した。

一方、駿河湾に面した沼津市江ノ浦横穴群が、昭和50年 (1975)に確認のための収1量調査が行われ

(瀬川裕市郎他・文献⑭)92基の群在が判明した。

またその前年昭和岬年には、長岡町教育委員会によって、待望の大師山横穴群の実測及び発堀調査が

実施され (斉藤忠他)幾多の基礎的資料を得た。この調査中、北江間一帯からつぎつぎと横穴群が発見
されたが、そのうち最も数が多く、複雑な様相を持つ大北横穴群が、長岡町教育会によって、昭和52年

から55年にかけて 4回 にわたり発掘調査が行われ (斉藤忠他 。文献②・④・ ②)幾多の新しい知見を加
えることができたのである。またこの調査中、新しい横穴の発見も相次ぎ、北伊豆の横穴所在地は急速

に数を増した。

昭和40年 (1965)の「静岡県埋蔵文化財包蔵地地名表」によると、当地方の横穴群の数は27個所、大

師山横穴群の報告書 (1976文献⑩)とこ記載されたものは33個所、数次にわたる今回の調査では46個所に

達した。若千確認できなかったところもあるが、ほぼ出揃ったと思うのである。実際に踏査してみると、

地名表に登載されている横穴でも、実在 しなかったり、誤認されたものもあり、遺跡名として適当を欠

くものなども判明したので、それらは適当に訂正した。

1.各横穴群の概要

叙述の便宣上、(J 狩野川右岸地帯 (三島市・函南町 。大仁町に所在する11個所)修)狩野川左岸地
帯 (清水町 。沼津市大平地区・函南町日守地区・伊豆長岡町に所在する30個所)偲)駿 河湾沿岸地帯
(沼津市 5個所)に分けて、北から南へと順次述べることにする。三島市を狩野川右岸と呼称すること

など、問題もあろうが、何より分布図と対象して理解しやすいからである。(遺跡番号は北伊豆横穴地

名表の番号である)

(1)狩野川右岸地帯

① 三島市寺門
一丁田から徳倉に至る道路の東側、箱根西麓台地の末端に位置する小丘陵の裾部に10基ばかりあ

ったという。 (文献⑦ 。文献〇)

全部湮滅したが、位置は比較的明確である。

標高60η位、比高 10窮程の箱根火山新期軽石流の層である。県史では凝灰岩としている。似てい

るがそうではない。

② 同 一丁田
同じく箱根西麓台地の一つである千枚原丘陵の西南中腹、標高 50阿 ばかりのところに、箱根火山

新期軽石流を穿って数個の穴がある。著るしく変型しているので、横穴か否か問題があったが、よ

く観察すると 1穴は羨門部に原形を留め、他の 1穴は玄室部中央に原形が残されている。もともと

あった横穴を利用して堀り拡げて、防空壕 。貯蔵庫等に利用し、さらには人間が居住 したことがあ

ったと伝えられている。向って右即ち西から番号を付せば、 1・ 2号は奥壁の一部を残して落磐し、

3号は入口部に原形を残し、 4号は中央部に一部原形を留め、 5・ 6・ 7号は奥で連結するように

変形され、 8・ 9号も同様であって、原型を留めない。

③ 同 山の神
国道 1号線箱根バイパスエ事に伴う事前調査の際に、新たに発見された 4基のうち 3基が調査さ
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れた。(文献〇)それによると、標高 150彿 の高地に、人工的と考えられる小さな谷に面して、墓

前域を共有する 3基の横穴があった。地層は不明だが、位置的にみて箱根火山新期軽石流とは考え

られず、箱根ローム層の疑いがある。そうだとすると、この地方では横穴の新例となる。付近に平

地をみることのない山奥に位置することとともに、極めて特異な横穴である。

④ 同 法師隠
大場赤王地区を南流する宮川の奥の西側丘陵の標高 50窮位の地点、南に向って開く谷の奥の斜面

に 8基開口している。地層は箱根火山新期軽石流である。 7・ 8号は前部が取られているが、他は

比較的保存が良い。いずれも玄室 。羨道の区別のないもので、平面は長方形又はフラスコ形、奥壁

はアーチ型が多い。 4号の奥行 4.lη 、奥壁巾 2.8れ、入口巾 1.11印、玄室高 1.8η、 入口高 1.l Tb、

天丼は前下り。これを最大とし、他は奥行 3.0■ 以下である。 1・ 2号は他の 6基とはやや離れ、

独立 した群を構成 している。

③ 同 赤王

大場赤王の開田院付近には、もと多数の横穴があったが、現在は消滅した。そのうちの 4基がか

つて調査され、記録を留めた。(文献⑮)それによると、 4基を単位群とする4群があったという。

調査された 4基のうち、 3基は玄室の平面形が矩形で羨道を持ち、柏谷に多くみられる形式であり、

1基は袋状の平面を持ち玄室と羨道の区分のない形式で、この地方で最も一般的な末期横穴である。

③ 同 如来
赤王横穴から約 200れ ばかり西に寄った標高 35η あまりの山腹に、箱根火山新期軽石流を穿って

2穴開口している。奥で連結する如 く加工され、長く浮浪者の住居として利用されていたらしく、

横穴としての痕跡は全く留めていないが、古老の話では横穴だったという。 2穴並列の状態からも、

もともとは横穴であったと推定して間違いあるまい。

⑦ 函南町八重窪 (図版 107)

大竹地区の国鉄東海道線 トンネルの北側丘陵の南斜面、標高80～ 90阿位の比較的高所に位置して

いる。堀整しやすい箱根火山新期軽石流の層に、組織的に築造されている。横にほぼ一線をなす如

く31基が並び、少し下って 2基が並存している。31基は、それぞれ横列する4基を単位群とするも

の 4群 16基、 2基 1群、 1基 (単独 )、 12基 1群に構成されているようであるが、12基の 1群 はさ

らに 4基 3群に分けられるように観察される。北伊豆横穴群の単位要素を分析研究のために、最も

基準的な資料を提供しそうである。今後の精査が期待される。形式は玄室と羨道の区別がなく、平

面は短形、天丼アーチ型を基準にするようである。

① 同 上沢
県史等に名称だけ記載されているこの横穴は、大場から函南駅に至る道路の北側、丘陵地にかか

ろうとする現寺岡ゴムの敷地内にあった。箱根火山新期軽石流の層に築かれたことは間違いない力＼

消滅し詳細は不明。

③ 同 柏谷百穴
北伊豆最大の横穴群で、古くから知られていた。狩野川の支流である来光川と柿沢川に爽まれた、

比較的平坦な丘陵の南に向って開けた大きな谷の斜面に、箱根火山新期軽石流の層を穿 って、膨大

な数の横穴が構築されている。昭和22年 に軽部慈思氏がHl基を調査しているが、東引ヒ400阿 、南

北 250η に至る地域に、かつては数 100あ ったといわれ、人によって約 300位あるいは約 500位と

もいわれる。少くとも300基に近い数であったろうと推定される。羨道と玄室とを区別する整った

形式も多く、軽部氏は 111基を 5型式に分類 している。そのうちの第 1類型とした、玄室床面がほ

ぼ長方形を呈し、天丼はアーチ状で、羨道を有するものが最も多い。特殊な遺構として、棺座のあ
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るもの 2基、別室を有するもの 3基が報告されている。

その後、昭和48049年の 2年間にわたり実測及び一部発堀調査が行われた。 (文献⑫)その結果、

占部関係の墓所、ないしは伊豆に導入された新技術者集団の墓所の可能性が提唱された。

⑩ 大仁町宗光寺
宗光寺部落の背後の南斜面、標高30～ 40η付近の凝灰岩層に、19基が開口し、または痕跡をとど

めている。かつては30基ほどあったという。昭和 22年に調査した際に、未開日の 1基から、火葬骨

を納めた石櫃 (箱形、凝灰岩製)が発見されたことがあった。 (文献⑩)しかしすべての資料は三

島南高校の火災時に焼失した。その後、昭和32年に 4基が中川成夫氏などにより調査されたよ文献〇)

それによると、平面形はフラスコ型または袋状を呈し、玄室と羨道との区分のないものである。こ

の横穴群には、両袖を持つものや、かつて棺座を有する横穴もあった。この横穴群で何よりも注目

されるのは、火葬骨を納めた石櫃の発見されたことであろう。火葬は仏教の風習である。この横穴の

被葬者が仏教の影響を受けたことは否定できない。すると、この横穴から南西約400η ばかりのと

ころに相対する丘陵上に、宗光寺廃寺跡に存在することを、考慮しないわけにはいかない。宗光寺

廃寺の創建は白鳳期の末頃とされ、 (文献〇)宗光寺横穴群のある時期と重複する。石櫃の盛行す
る北江間の諸横穴群とも、時間的に重複することは、頗る暗示的である。

① 同 守木
守木山田地区を西流する山田川の右岸、標高 70η位の急斜面、かなり大型の安山岩を捕獲してい

る凝灰岩の層に 5基開口している。

東から1～ 4号は並び、 5号はやや離れている。また 1・ 2号は接近して並列、 3・ 4号は少 し

下った位置に接近して並んでいる。方向も 1～ 4号がほぼE-30-S前 後で、 5号はほぼ真南を向
く。いずれも玄室と羨道の区分なく、平面は袋状。 2号のみ天丼は平面型、他はアーチ型。奥行

180～ 2 2 0 cln、 入口巾70帥前後で比較的小形である。

(2)狩野川左岸地帯

⑫ 清水町江畑
沼津市外原に近い中徳倉谷戸の丘陵、標高20η程の所に、凝灰岩類似層を穿って 2基並んで開口

していたというが、宅地造成で破壊され、現在は消滅した。

① 同 杉尺 (十二穴)
杉沢部落の西側に屹立する徳倉山 (標高256a)の急斜面をかなり登った標高 130～ 140η付近
に、 2基並んであったのを確認したが、山が荒廃しジャングル化していて、他を認めることができ

なかった。土地では12穴あると伝えているが、県地名表では18基記載されている。現認した 2基は

極めて接近し、付近に横穴をみなかったので、 2基を最少単位として群が構成されているのかも知

れない。少 くとも2基を単位とする群が一つは存在する。

極めて高所に位置するかが特徴である。三島市神の山に次いで高い。比高では山の神をはるかに

圧して、飛び抜けて高い。

② 同 弁天穴
県史に数値まで記載されていながら、久しく所在不明で、地名表からも抹殺されてしまったが、

今回の調査で確認できた。杉沢部落の東方弁天山の標高約30阿 位のところに、北東面を向いて開口

している単独横穴である。

捕獲岩を持たない良質の凝灰岩の露出した層を穿ち、唯 1基である。計側価は県史記載と一致す

るので、それを再掲する。「長さ 3η、巾羨門にて93銅、玄室中央部及奥壁にて 139η 、天丼はア
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―チ形をなし、高さ羨門にて96師、玄室中央にて 1.21れ 、奥壁にて lη。」

玄室と羨道との区別はないが、羨門より約 60m程のところに、巾 8.5η ～ 90伽位の切り込みが

あって、木製扉を使用したのではないかと疑われる。工具痕もよく残り、ツルハシ状の先の尖った

工具と、刃巾 5.0卸 位の平ノミを使用している。あるいは、切り込みは後世の加工かも知れない。

① 沼津市大平小山
字小山の星谷氏宅の屋敷神社裏の丘陵斜面、標高約 25れ位のところに、露出した凝灰岩を穿って

1基開口している。他に横穴は認められず、存在の可能性も少なく、単独横穴と考えられる。すぐ

下方のやや平坦になったところ、石室の一部が露れている。円墳である。横穴との関係は不明であ

る。県史によると小山に大なる横穴があったと伝うとあり、あるいは、これかも知れない。

① 同 松下
字松下の標高 30η付近の凝灰岩層に、 2基あったというが (文献⑦)現在は採石のズリ石に埋没

した。土地ではバクチ穴という。

⑦ 同 南蔵

字南蔵と字吉田との境界をなす尾根の東斜面、標高 30れ付近に 2基開口している。凝灰岩は良質

で保存状態もよい。ほぼ東向き。羨道と玄室の区別なく、平面は短形に近い。 2基がかなり上下差が

あるので、他に存在する可能性がまったく無いとはいえないが、土地の人々は 2基のみ明治以降よ

り開口し、他には無いと信じている。

〇 函南町日守政戸境
沼津市大平の政戸と函南町日守との境界をなして、狩野川に延びる低い丘陵の南側斜面、標高 15

～20位のところに 3基並んで開口している。いずれも玄室前半部を欠く。 3号は床が他より50clE程

低 い。

地質は火成岩の基磐に乗る凝灰岩で、径 10cln内外の角礫を合んでいる。

① 同 下ノ谷戸
大嵐山の西狽1、 標高 50η付近に、頁岩質の凝灰岩を穿って、かなり大形の横穴が単独に開日して

いる。玄室前半部を欠 くが、奥壁部で巾 220帥、玄室中央部で巾 1 80 clB、 高さ奥壁部で 1 5 5 cln、 玄

室前部で 250 clB、 天丼は前上り。主軸はほぼ東南を向く。単独横穴の一例とみられる。この下方約

20η程離れた神社裏手にも、凝灰岩にやや国の聞いた穴があるが、直ちに横穴と断定できる段階で

はない。

なお大嵐山の台の山というところに、単独横穴があるというので、 2回踏査したが、ついに発見

できなかった。

⑩ 同 中里

中里部落の東側丘陵南斜の標高40～ 50η位の凝灰岩露出層に、 5段にわたって、14基の横穴が開

口している。最上段 3、 第 2段 4、 第 3段 4基が、それぞれ小群をなしており、東方にやや下って

2基並んでいるが、破壊が甚だしい。さらに下ってかなり離れて 1基が単独に存在する。地主の話

によれば、ジャングル化した東方の斜面にも存在するというが、到底立入ることはできなかった。

第 1、 第 2の群はほぼ南向き、第 3群は西向きであるが、この相違は、いつに岩層の在り方による。

① 同 岩崎
岩崎と中里部落との境界をなして、狩野川に向って延びる小丘陵の稜線部にあり、稜線の東側

(岩崎)に 6基、西側 (根岸)に 4基開日している。戦時中、防空壕として利用されたり、石切場

になったりしたので、破壊や変形が著るしい。中里側第 4号は大型、保存も比較的良好で、奥に棺

座らしい造り付けが見られる。奥行き5 5 5 clT、 高さ最高部 2 1 0 cll。 この群の中では主墳に相当しよ
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う。奥壁上部に文字が刻まれ天明の年号がある。古老の話では天明の地震で崩壊したと伝える。一

つの尾根の両側に築造された横穴群は珍しく、現在のところここが唯―の例である。この横穴群は

中野国雄氏によって発見された。

② 伊豆長岡町女坂
大北から函南町日守へ抜ける山道を登った中腹、標高 50η あたりに 2基並列しているというが、

今回は山が荒廃して、位置が確認できなかった。すでに長岡町の文化財委員会で踏査している。      ,
④ 同 大嵐

大嵐山の南側斜面、大北横穴群から東北方へ直線距離約 25097b、 標高 50碗位のところに、凝灰岩

を穿って 4基が並んで開口している。 1号は片袖、 2号は入口に扉の痕跡があり、 3号は極めて小

形、 4号が最も大きい。(奥行 3.1の 平面形はフラスコ型 もしくは矩形。

② 同 大北東
大北横穴群と大嵐横穴群との中間の斜面にある。標高50～ 65ηの間に、凝灰岩を穿って15基が

確認された。昭和55年 に略測をした。 2基 (8号■0号)に石櫃が認められ、最下段の 4基は極めて

小規模で、ミニ横穴に移行する過程を示す横穴かも知れない。 15基の分布はかなり不規則であるこ

とは、大北と同様に割れ目の多い凝灰岩であるためであろう。

○ 同 大北
47基群在。うち41基発堀調査。石櫃 23個発見、そのうちに「若舎人」の刻銘のある石櫃あり。 ミニ

横穴などの新発見が多い。昭和52～ 55年調査。 (斉藤忠他)(文献②④②及び本報告書)        、

④ 同 大北西
大北横穴群の反対側斜面。標高 50η位の凝灰岩の露出岩層に 2基開口。うち 1基に石櫃がみられ

る。主軸は西向き。

② 同 横根沢B

大師山横穴の北方直線距離的250η、標高 60■程の地点に 2基並列して開口。奥行 220～ 260印、

入口巾80～ 90伽位の比較的小型。やや北向き。玄室と羨道の区別はない。安山岩の角礫をわずかに

捕獲 した凝灰石。

④ 同 横根沢A

横根沢 Bと 、小さな谷を隔てた下方に当り、標高約 40η位の地点に 3基開口している。

1・ 2号は近接し、 3号は 2 5 0 clvば かり西に離れている。いずれも玄室と羨道との区別はなく、

平面形は胴張りの長方形、方向は東南。

岩質は前者と同じ。

⑩ 同 大師山

千代田区大師山の南斜面、標高25～ 30ηのところに10基で 1群と構成 している。 1・ 2号は古く     '
から珍場の横穴として知られ、北伊豆横穴研究の端緒を開いたものである。 1号は大師窟と称せら

れ、袴抜式家型石棺を有し、 2号は鍛治窟といい、造付石棺を持ち、雄人である。昭和49年、静岡     ィ
県教委 。長岡町教委の共同で発堀調査し、新たに 3号～10号が知られた。そのうち 8号は造付石棺

を 2個有する大型の横穴である。この地方の横穴研究にとっては、記a碑的報告書となった。彼 献
⑩)10基を構成する単位群として、 1～ 6号をA、 7～ 10号を Bの 2群に分ける考え方と、 1・ 2

号を別として、 3群とする見方もある。北伊豆の横穴群を単位小群に分析する考え方は、この報告

書で始めて導入された。

① 同 割山
大師山の尾根を越えた西北方、標高約 50舵付近に14基の横穴がある。(図版 102)昭和54年調査 (斉
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藤忠他)、 6号横穴を発堀し、 3個の石櫃を得た。形式はいずれも玄室と羨道の区分の明確でなく、

平面は長方形またはフラスコ型を示す。 9。 10号、 13・ 14号は 2基を単位としているようであるが、

凝灰岩の性質に支配され、複雑な組合わせになるかも知れない。主軸の方向は南もしくは南西であ

る。

① 同 東洞
割山から西北へ約 80れ ばかり寄った標高 50旬位のところに、 2基並んで開日している。

他に横穴は認められず、 2基だけと思われる。

⑫ 同 子之神社
lFHB之上にある子之神社 (大国主神社)の本殿横、標高 50η位のところに、凝灰岩の斜面を穿って、

南西を向き 5基が開口している。

大半が玄室と羨道の区別のないフラスコ型か、長方形である。

〇 同 期之上B

子之神社の西方、谷一つ距てた標高 40η位の東向き斜面に、比較的良質な均質的凝灰岩を穿って、

6基の横穴が、南下がりに一列に並んで開口している。いずれも奥行き230～ 3 0 0 cln程 度。玄室と

羨道の区別なく、平面は胴張り長方形。この丘陵の南先端に円墳が 1基ある。

⑭ 同 欄之上A

狩野川放水路直上、標高 40η位のところに 4基あったというが、放水路工事で、未調査のまま消

滅した。

① 同 谷戸洞
現三養荘敷地内、源氏山丘陵の東北端、標高28～ 29η位のところに、 2基が上下に並んで残存 し

ている。かつては数基あったが、削りとられた。現存する横穴も者るしく変形し前方が削られてい

る。県地名表では 3基とあるが、もとはもっとあったという。いわゆる伊豆石という良質な凝灰岩

層である。

① 同 鏡池

谷戸洞の反対側の斜面、標高 50π付近に、僅かに露出した凝灰岩を穿って、唯 1基だけ開回して

いる。付近を観察しても、他に存在する可能性は極めて乏しく、単独横穴と考えて差支えないであ

ろう。東南を向く。玄室と羨道の区別はない。

⑫ 同 細洞
源氏山の西斜面、標高 50印付近の露出凝灰岩層に 2基開口していたものが、かつて観光道路の工

事で 1基が消滅、残存した 1基 も現在位置不明。崖崩れで埋没したと思われる。

〇 同 多聞山
源氏山東側斜面、標高 50～ 60免付近に、10数基あるというも、山が荒廃していて、現状を確認で

きない。県史の万法院山横穴がこれに当る。それによると、いずれもアーチ形という。また玄室の

中に、凝灰岩製の蓋付箱形石櫃を有する横穴があった。納められた人骨は火葬されたものではない

と記されているが、おそらく火葬骨の誤認であろう。石櫃の文献としては、これが最初である。

⑩ 同 岩鼻
源氏山丘陵の南端、最明寺の裏山に当る。

標高 50～ 60娩付近に数基存在したという。県地名表には 7基が記載されているが、現在は僅力現こ

2基が残存しているにすぎない。 1基は比較的保存状態も良いが、他は前半部が崩壊している。奥

行 300η、平面長方形、天丼 ドーム型、玄室と羨道の区別なし。

⑩ 同 花坂口
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長岡から沼津に通ずる県道から、花坂部落に至る道路を少し東に入った、標高 40η位の地点に道

路沿いに 1基開口している。入口部が削られ、空カン等の捨場になっているので、内部構造は不明。

当初から単独であったのか、他が失われたのか、にわかに断定できない。他に存在したとしても、

おかしくない地形でもあるが、単独の可能性もある。

① 同 竹の花
花坂口横穴より約 250η ばかり南、同じく県道より東へ入った道路に面して、標高 35η位の露出

した凝灰岩を穿って、 1基だけ開口している。地形的にみて、他に近接して存在するとは思えない

ので、単独横穴の一例として差支えないであろう。

(3)駿河湾沿岸地帯

○ 沼津市霊山寺
香貫山の西麓、霊山寺の墓地が凝灰岩の山裾に接するところ、標高 10η位に 4基認められるが、

いずれも入口をコンクリー トで塞いである。詳細は不引。

〇 同 江ノ浦
鷲津山の南麓、江ノ浦湾に向って大きく展開する浸蝕谷に、また小さな谷間が形成されている。

その幾つかに江ノ浦横穴は造られている。昭和 50年、沼津市教育委員会の測量調査の結果92基の横

穴を確認した。 (文献①)伊豆半島基部では、柏谷百穴につぐ規模を持つ横穴でである。A地区は
74基、 B地区 2基、C地区14基、最も下方の標高 20η付近のD地区 2基と分布している。A地区が

最も密度が高い。これらの横穴は、いずれも玄室と羨道の区分が明瞭でないととを共通とし、平面

形は大型の袋状を呈するものと、小型の長方形を至するものとに大別されるという。天丼は台形平

面とアーチ状のものとがあるようだ。横穴の分布は、かなり不規則で統一性に欠け、柏谷百穴や八

重窪などとは異なり、むしろ大北に近いことを思わせる。おそらく地質的に大北に近く、かなり地

質的条件に支配されたのではないかと想定されるが、実地踏査の際に、草木の繁茂が甚だしく、詳

細に観察できなかった。この横穴群は直ちに海に面し、その間には猫額大の平地をみるに過ぎない。

被葬者たちの集落をどこに求め、生業をいかに考えるか、今後に残された課題であろう。また、横

穴群の上方に在る 4基の古墳との関連も興味ある問題である。

⑭ 同 多比
江ノ浦の東隣りの多比部落の北に展開する谷頭にも、標高 25～ 40η位のところに、相当数の横穴

が開口している。県地名表によれば、24基 とある。貯蔵庫として利用するために、著るしく変形さ

れ、すでに原形を留めないものも多い。ここは良質の凝灰岩であるためか、かなり組織的に堀聾さ

れ、 4基を単位群として構成される傾向を示している。羨道と玄室との区別は、ここでも明瞭では

なく、平面は矩形を基本としているようだ。

⑮ 同 海豚洞
重寺の海岸に向って突出する丘陵の南側斜面、標高 2597b位 の凝灰岩層を堀選して、 5基の横穴が

開回している。東から番号を付けると、 1～ 4号はほぼ同一平面に近接 して並び、西端の 5号はや

や離れて独立している。いずれも玄室と羨道との区別の明瞭でない形式である。海岸に面して、横

穴からは展望絶佳であるが、集落と生業とをいかに考えるか、大きな問題であろう。

④ 同 三津
三津の水族館付近の県道に治った凝灰岩層に、数基の横穴が開日していた。県地名表では 5基。

県道の拡張工事で消滅した。
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(4)他の伊豆半島の横穴

〇 伊東市宇佐美離山
県史で東山横穴とし、伊東市史では宇佐美隧道東側横穴群と称したものである。県地名表では離

山とあるので、それに従った。県史では 7基、市史ではうち 6基を確認している。市史の実測図に

よると、いずれも僅かながら羨道を持ち、玄室平面は円形に近い形を呈しており、伊豆半島では他

に類のない珍しい形態である。

⑬ 河津町谷津

賀茂郡の東海岸、河津川口に海岸に面した山の中腹に数基あったが、道路工事のため破壊された

と県史にある。数年前には、いまだに 1基だけ一部が残っていた。

下田市に所在する洞穴墓は、自然洞窟を利用したもので、いわゆる横穴とは異なる。

2 分布の特色
(1)地質的分布

以上述べた横穴の占地には、二つの地質的特色がある。第 1は、三島市及び函南町箱根台地に位置す

る横穴群である。この計 9個所の横穴群は、三島市山の神を除いて、すべて「箱根火山新期軽石流」地

帯にあり、その推積層を堀選して、横穴を築造 していることである。この層は比較的軟かく加工しやす

い。そのかわり風化しやすいが、整然と並列して構築することができる。函南村柏谷百穴横穴群はその

代表である。この地層であるから、数百基が、整然と規則的に堀撃されたのであろう。同じく函南村大

竹に在る八重窪横穴群も、規模は小さいが、同様に整然と構築されている。この地方最大の柏谷百穴群

が、この地質地帯に営まれたことは、決して偶然ではなく、この地質的条件と深いかかわりあいがある

に違いない。

第 2は北伊豆横穴の特色として古くからいわれているように、いわゆる凝灰岩層を堀攀 して構築する

場合である。遺跡の数からすれば、この方が圧倒的に多い。現在37個所発見されている。 しかし、同じ

凝灰岩であっても、ところによって相当に様相が異っている。狩野川と駿河湾とに英まれた鷲津山を主

峯とする山魂は、代表的凝灰岩地帯で、かつては江ノ浦凝灰岩と一括して呼ばれていたが、場所によっ

てかなりの変化があるようである。 (第 Ⅱ章第 1節 参照)しかし安山岩を基磐とした凝灰岩地帯である

ことはかわりない。この地帯の横穴は、安山岩の露出しているところを避けて、必ず凝灰岩の露頭を選

定 して築かれている。安山岩の露出している層に、横穴群をみないのである。同じ凝灰岩であっても、

大きな安山岩を多量に捕獲している地層は、できるだけ避けるように配慮 している。要するに工作しや

すい凝灰岩の露出層を選んで横穴を築造しているのである。だが同じ凝灰岩で工作しやすい条件を満た

していても、割れ目の多い地層では、横穴は自然の割れ日に支配されて、整然と横穴を配列することが

できず、配置は相当に不規則になり、画一性を欠 くことになる。大北横穴群の場合が、その典型である。

(第 Ⅱ章第 2節参照)江ノ浦横穴群の不規則な配置も、地質構造と関連があるのではなかろうか。適当

な凝灰岩の露出層を探して横穴を堀磐しなければならない地帯では、柏谷百穴のような一個所に大規模

に集中する横穴群を構築することは不可能である。横穴群の大小には、社会的要因だけでなく、地質上

の理由に基づく自然的要因も、少なからず作用していたのではなかろうか。

北伊豆の横穴は、①箱根火山新期軽石流の構成する地層と、②凝灰岩層とに限定されて構築されると

いう、極めて大きな特色を持っている。

(2)地域的分布

分布図を一見して気付 くように、最も濃密に分布しているのは、鷲津山魂の裾部である。とくにその

東南麓に当る伊豆長岡町北江間地区に集中的に分布している。それらには 2基あるいは 4基というよう
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な小群もあるが、群在することは注目に価いしよう。その分布図の一角に、最も雄大にして古いと思わ

れる大師山横穴群の 1号 (大師窟)、 2号 (鍛 治窟)が位置 していることは、興味深い事実である。

伊豆長岡町では、いま一つ、源氏山を中心とする分布圏がある。対之上から源氏山南端には、小さな

横穴群が集中している。半島基部にみられる46個所の横穴のうち20個所が、この伊豆長岡町北江間地区

と、源氏山地区に集中し、この両地区に、石櫃に象徴される火葬の風習が、特別に発達したことは注目

に価いしよう。

しかしこれらの横穴群も、北伊豆全体からみれば、柏谷百穴や宗光寺など、田方平野の周辺に分布す

る大きな一群に包括されるであろうし、三島市北部は小さいながらも一つのグループをなし、駿河湾沿

岸は特殊な立地からこれを一つのグループとみることができる。

以上の他、伊豆半島の横穴は、東海岸に僅かに 2個所を数えるのみである。その一つは、伊東市宇佐

美留田の離山横穴群 (県史では 7基、市史では 6基確認実測)であり、いま一個所は南伊豆の河津町谷

津である。海岸に面した断涯に、道路工事の際に数基発見された。 (文献⑦)半 島の中 。南部にも凝灰

岩層は諸方に露出しているが、現在のところ確実な横穴は発見されていない。中伊豆町八幡付近にそれ

らしいものがあるというが、現在では確実に横穴とは断定できないようだ。同じ地質条件を持ちながら、

半島基部のみに集中している事実は、古墳の分布とも類似している。

だが古墳の豊富な愛鷹山麓台地には、横穴をまったくみることができない。軽石流や凝灰岩がないか

らという理由だけであろうか。箱根山麓台地でも、ローム層地帯にほとんど横穴をみないことと、軌を

―にしている。

(3)垂 直分布

標高の示すところによれば (2万 5千分の 1ま たは 3千分の 1の地図上の推定であるから、必ず しも

正確ではない)沼津市霊山寺の 10η、函南町日守の政戸境の 13～ 15れを最低と、三島市山の神を特異な

例として除外すれば、清水町杉沢の 130～ 140れ を最高地とする。狩野川に沿った沖積平野の標高が 10

～ 12旬であるから、前 2者の比高は殆んど0に近い。しかしこれは例外的で、横穴は通常 30～ 50η のや

や高めで眺望の良い場所に位置し、概ね南向きで、だが適当な露岩のない場合には、高さもまちまちに

なり、方向も原則として南向きをとりながらも、東西に大きく振れるし、時には北に近い方向をとる場

合もある。専ら凝灰石の適否に左右されているように観察される。比高は概ね 20η前後が普通である。

標高 70η の大仁町守木でも、80～ 902の 函南町八重窪にしても、比高はせいぜい30η前後である。

だが清水町杉沢 (十二穴)の場合は、急峻な徳倉山 (標高 256旬 )の南斜面 130～ 140窮 のところに

あり、はるかに見上げる高所で、奇異の念を覚える。横穴を穿つための適当な凝灰岩の露頭をここにし

か求められなかったのか、それ以外に何等かの理由があったのか、いまのところ確実なことは分らない。

三島市塚原の山の神も標高 1507bの 高所で、しかも平野から遠く入りこんだところで、比高を算定す

べき平地もない。 しかもローム層に堀選したらしく、北伊豆としては極めて特異な例外的横穴である。

少くとも水田農業を主たる生業とする人々のものではあるまい。

& 横穴群の構成単位
柏谷百穴のように数百基、大北のように数十基で構成される横穴群には、それを構成する要素として、

さらに小さなグループ (単位群)がある。すでに消滅した三島市赤王では、 4基を 1グループとした 4

群で構成されていた。(文献〇)大師山では10基の群を、 6基と 4基の単位群、または 2・ 4。 4の単

位群と考え、その場合に、最も大規模な 1・ 2号を夫婦の墓と考えている。(文献⑩)大北横穴群でも

幾つかのグループ分けができることは、本報告書で述べている通りである。(V考察 1参照)
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今回、北伊豆の横穴をつぶさに実地踏査したところ、単独あるいは 2基としか考えられない横穴が、

案外に存在したことに気付いた。この事実は、いままでほとんど見逃していた
ことではなかったかと思

う。この事実を踏まえて、横穴群を観察すると、新しい知見を得たので、以下それを述
べる。

(1)単 独横穴

1基のみが単独に存在することは、従来の横穴の概念からは考えられなかった。 1基あれば、当然他

にも存在するものとして周囲を探査するか、新たに発見できなければ、何等かの理由で他が消滅
したと

考えるのが、常識であった。当然そうした考えにもとづいて、随分注意して周囲を観察し、古老
の話を

聞いてもみたが、露岩の状況などからも、たしかに単独の横穴としか考えられないものがある。

沼津市大平の弁天穴は、県史には単独のように記載されているが、久しく所在が不明
で、地名表から

も、削除されていた。今回新たに再発見したが、たしかに単独横穴であった。他に清水町小山、函南町

日守下ノ谷戸、伊豆長岡町鏡池、同じく竹の花などは、単独横穴と認めてよいし、花坂口も
その可能性

が絶無とはいえない。みゝりに単独横穴の存在が相当数認められるならば、横穴被葬者の身分を老え
る上

に、大きな示唆を与えるものであろう。少 くとも一般庶民にまで普及した墓とは考えられま
い。

(2)2基 横穴

何等かの工作によって一部が失われて、 2基だけが残存したと思われる場合を除き、当初より2基
だ

けが独立して築造されたと考えられる場合として、伊豆長岡町女坂、大北西、東洞があり、横根沢
Bは

極めて顕者な例である。沼津市大平の南蔵もその可能性がないとはいえない。現在は埋没等
で不明であ

るが、県史、地名表や実際に当時調査した人達の話などを総合して、 2基横穴として推定されるのは、

沼津市大平の松下、伊豆長岡町の細洞などを数えることができる。同一横穴群の中にありながら、明
ら

かに他の群と離れて 2基が並列している場合は、三島市赤王の法師隠れ、清水町の杉沢、伊豆長岡町の

割山、大北東などを顕者な例としてかなり多数みられる。大師山の 1・ 2号の例に関する斉藤忠博士
の

解釈に従えば、あるいは夫婦の墓と解される。

(3)3基 横穴

この顕著な例は多くない。函南町日守の政戸境が 3基であるが、破壊されたものがあるかも知れな
い

ので、いま少し検討してみる必要がある。だが伊豆長岡町の横根沢Aの場合は、明かに 3基である。す

でに概要のところで説明したように、 1・ 2号はきわめて接近し、 3号はかなり離れている。 2基 +1

基という形である。単独横穴と 2基横穴が結合して、一群を構成したと解せられなくもない。

(4)4基 横穴

4基を 1単位群として、横穴群を構成している顕著なものは、函南町の八重窪である。函南町日守の

中里でも明かに認められるし、すでに消滅した三島市赤王では、 4基を 1群とする4グループがあった

ことは前述した通りである。沼津市の多比でも、その傾向が認められる。北伊豆では横穴群を構成す
る

単位群として 4基が最も一般的なのかも知れない。

4基のみが単独で存在するのは、伊豆長岡町北江間の大北東Bだけである。しかし、これが最も基本

的形態かも知れないのである。 4基は 2基 +2基 と考えられないであろうか。

(5)5基 横 穴

5基単独で横穴群を構成 しているのは、沼津市重寺の海豚洞、大仁町の守木である。海豚洞では
4基
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が近接 し、 1基が少し離れているために、見落されたらしく、地名表には 4基となっている。守木でも
4基が近接し、 1基がやや離れ主軸の方向も少し異る。
これらの事実から5基横穴は 4基 +1基の形態を示し、さらには 2基 +2基 +1基 と分析できるであ
ろう。

以上が伊豆半島基部の横穴の構成を分析する基本的単位になると考えられるのである。かかる見地か

ら、横穴群をいま一度見直し、検討する必要があるのではないだろうか。横穴のさまざまな問題を解 く

鍵は、大横穴群より、むしろ小群横穴にあるのかも知れない。

お わ り に
(年代の問題)

北伊豆には多数の横穴があるにもかかわらず、調査が遅れ、発生や終末を想定するには材料が不足で

あった。大師山と大北の調査によってかなり資料が集りその年代がわかり、発生と終末についても明か

になりつつある。大北横穴群の場合 7世紀中葉から後葉に、 8世紀前半に最も盛行 し、後半になっても、

新たに幾つかが造られたことが考えられる。これは伊豆地方の横穴の一般的傾向であろう。江ノ浦横穴

群の何れかの横穴から採集されたという須恵器の中に再いわゆる第皿期末と思われるものがあるから、

いまのところ、これがもっとも古いことになる。伴出須恵器は必ずしも実年代を示すものではない。少

くともそれ以前に出現したものと考えなくてはならない。いずれにしても7世紀を遡ることはないであ

ろう。遠州地方では 6世紀にすでに盛行することに比べると、著るしく遅れるが、それは古墳の出現の

遅れとも類似する。

北伊豆の横穴の型式は、柏谷百穴の一部などを除けば、大半は玄室と羨道の区分を明瞭にしない末期横

穴である。赤星直忠博士の分類に従えば概ね 13・ 14も しくは」3・ J4の うちに包括されるといってよい。

8世紀後半にかけてということになる。大仁町宗光寺横穴を調査した中川成夫氏らは (文献〇)宗光寺
横穴を、赤星氏分類の I様式 3・ 4・ 5な いし」様式 3・ 4・ 5に相当させ、出土須恵器により、 8世

紀前半として、赤星氏の年代観がやや新 しすぎるとしている。だが大北横穴群の調査によれば、 8世紀

後半には、前代に造られた横穴を利用したり、新たに築造も行われている。横穴のもっとも新しい形式

を 8世紀後半に適用した赤星氏の見解は、北伊豆においては支持できるであろう。もっとも赤星氏の年

代観は、横穴より発見される火葬骨が、奈良時代後半に相模地方に普及した風習と考えるところによる。

だが、北伊豆、とくに大北を中心とする北江間横穴における石櫃の盛行からすると、 8世紀前半にはす
でに火葬の風習が入っていたのではないかと考えられるので、その点からのみ時代をさげるのは賛成し

かねるのである。

この地方の横穴は 7世紀中葉もしくは前葉を始源とし、 8世紀前半に盛行し、引続いて後半にも使用

され、新たに掘撃も行われたが、築造はそれで終ったと思われる。しかし、追葬や墓前の祭りは 9世紀

に入っても、一部で依然として行われたものと考えられる。

(集落・ 身分・生業等の問題)

たとえば柏谷百穴のように、膨大な数の横穴群を残 した人々の集落や生活はどうであったか。おそら

く、脚大な人口を有する連合集落があったに違いない。それはどこにあったか。いかなる生業、職業、

身分の人達であったか。山内昭二氏は、亀 卜が行われた痕跡が認められたことにより、占部氏の墓地、

あるいは中央から新たに流入した新技術者の墓である可能性を提唱しているが、それだけではこの膨大

な横穴を満たすことはできない。大北のように約50基の横穴を持つ集団、あるいは10数基、さらにはそ

れ以下の横穴群を構成する集団は、どのように関連するのか。この規模の差は生活集団の大小によるも
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のか、職業、氏族などの差によるものか、さまざまな問題が提示されている。 8世紀には、すでに民衆

は律令体制に組み入れられていた。人為的行政区分として、戸 (1戸)一保 (5戸)一里 (50戸 )一郷
(500戸)と いう単位集団の積みあげ方式が適用されていた。戸にあっても、家長を戸主として、その

統率する家口を戸国として戸を編成したと推定され、戸口数 100人を越す戸もあったといわれるが (吉

田考「岩波講座『日本歴史』3」 )東国のような後進地域内一般民衆に、同じような戸主が存在 したか疑わ

しい。しかし、実際の集落が自然発生的形態をとりながらも、律令制の方向をとらざるを得なかったで

あろう。とすれば、この行攻区分は、何等かの形で横穴にも反映してくるのではないか。横穴群の大小

と深いかかわりあいがあるように思える。

そうした状況で、どのような身分の者を横穴に葬ったのであろうか。この点、本文に記されているよ

うに、大北横穴群から「若舎人」の刻銘のある石櫃が発見されたことは、極めて暗示的である。舎人と

いう身分あるいは職分を与えられる者の、地方における身分が判明するならば、横穴の被葬者の身分 も

ある程度明かになるであろう。いままでみてきたように、単独横穴の存在、 2基横穴の独立して存在す

る事実は、横穴被葬者は、地方において相当な身分を有する人達であったことを示すものに外ならない。

横穴を造営した人々の居住したと思われる集落なり住居跡は、北伊豆ではまったく知られていない。

大北横穴群の東南約 1500η程のところに、 4～ 8世紀に亘る広大な遺跡がある。狩野川の自然堤防上に

営まれた集落跡であり、大北横穴と重なる時期がある。それは同時に、大北横穴群の目前にある横穴式

石室を有する箱根山古墳群とも重なり合っている。この三者の関係が、今後追求されなければなるまい。

また横穴被葬者の生業を考える上で、江ノ浦横穴群の存在を無視することはできない。直接海岸に面

し、猫額大の平地しか持たないのであるから、原則として横穴の付近に居住したとすれば、水田農業を

主たる生業とする集団とは考え難いのである。この横穴群の直 ぐ上に 4基の古墳が存在することも、両

者の関連を考察する資料を提供するかも知れない。

(横穴と火葬の問題)

北伊豆の横穴を著るしく特徴づけるのは、大北を中心として、主として北江間地区の横穴から発見さ

れる石櫃である。これが火葬骨収納容器であることは、すでに明かであるから、この地方に早 くから火

葬の風習が、横穴被葬者に流行した。この視点から石櫃や類似施設を持たない横穴について、今後火葬

骨の有無を検出することが重要な横穴の研究になるであろう。横穴と火葬との関係を追求するには、ゴヒ

伊豆は欠くことのできない地となった。

この地方にこの風習が流入し盛行したのは、意外に早かった。この事実は、宗光寺横穴群の西南の向

いに、白鳳末期創建といわれる宗光寺廃寺の存在と無縁とは思えない。横穴と寺院跡との関係という新

たな問題が提出された。

(分布図・地名表の作製は小野と長田とが共同で行い、本文の執筆は長田が担当した。)
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第37表  北 伊 豆 横 穴 地 名 表
〔狩野川右岸〕

名 称 所 在 地 標 高 地 質 現 況
跡
図
遺
地
県

文献 備 考

1 寺  門 三島市 寺門 60m? 箱根火山
新期軽石流

消滅 11-55 ⑦ O
10基位あったという。県史
では凝灰岩

2 一 丁 田 一丁田 50m 千枚原丘陵西南中腹、すべて
変形、他に転用

な し
1～ 2基に部分的に原型が
残り、横穴と推定される

3 山 の 神 塚原新田寺屋敷 150m 消滅 11-141 ⑩ 調査済(3基 )

4 法 師 隠 赤王法師隠 50m 箱根火山
新翔脇 流

8基、いずれも前方部崩壊 な し

5 赤   王 赤王 30m? 消滅 11-138
⑦④
⑮
調査済(4基)4基のもの
4群ありと

如   来 赤王如来 35m 2基並列するも者るしく変形
後世利用

な し
古老の話より横穴利用と思

われる

八 重 窪 函南町 大竹八重窪 30～90m 33基確認、4基を単位群とし
て構成する如し

11-14 ⑦

上   沢 上 沢 消滅 な し ⑦
現地ききとり、現寺岡ゴム

エ場敷地

柏   谷 柏谷 20～30m
A～ E地区に亘り広範に分布
108基現存

12-53
①
⑦
⑦
Ｏ
3国に亘り調査、国指定史
跡・地名表 106穴

宗 光 寺 大仁町 宗光寺 659 30～40m 凝 灰 岩 19基確認 12-18 ⑩⑮ 石櫃があった

11 守   木 〃守発苫喫ぞ
)
70m 5基確認 12- 17

〔狩野川左岸〕

江   畑 清水町 徳倉谷戸 20m位 凝 灰 岩 消滅 11-16 ⑦ 2基並列していたという

杉  沢
(十二穴)

下徳倉杉沢
130～
140m

極めて高地にあり、 2基を確
認、他は不明

12-13 ⑦ 県地名表では18基

弁 天 穴 35m位
単独、他に存在したとは思わ
れない な し ⑦ 県史のみにあり

月ヽ  山 沼津市 大平小山
(星谷氏宅内)

30m
単独、前方に円墳の石室天丼
石一部露出 な し

松  下 大平松下 30m位か
2基ありというも現在埋没不
明

12-241 ⑦⑭

南   蔵 大平南蔵 30m 2基 12-241 ⑦⑫

政 戸 境 函南町 日守政戸境 15～20m 3基並んで開□ な し

下ノ谷戸 日守清水 50m
1基単独、かなり離れた下方
にやや日の開いた岩穴あるも
横欠か示明

12-44 追跡地図の範囲は誤り

中   里 日守中里 40′-50m 14基確認、うち1基はかなり
下部に単独開□

な し 他にも数基存在する模様

岩   崎 日守岩崎・根岸 25～30m 東側(岩崎)に 6基
西側 (根岸)に 4基

12-45 県地名表では「中里」

女   坂
一呈
町岡

伊
長
北江間女坂 1524

1573
50m 2基、現在山が荒廃して不明 な し

大  嵐 北江間大嵐 1587 50m 4基開ロ な し 県地名表は「宝積寺」

大 北 東
北江間大嵐 1611

1612
50´-65m 15基 (う ち小型 4基)石櫃 2基 な し

大  北
北江間男坂 1617

1618
17-43m 47基、石櫃23、 詳細本報告書 12-14

⑫④
②
昭和52～55年に亘り、発掘
調査
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大 北 西
豆
町岡

伊
長 北江間若宮 1648 50m 凝 灰 岩 2基並んで開口 な し

横根沢 B 〃 1北江間横根沢 170′ 60m 2基並んで開回 12-3 県地名表は「大師山裏」

横根沢 A 40m
3基、 1～ 2号は接近し、 3
号はやや離れてある

な し

大 師 山
北江間大師山
1709-1

25～30m 10基 12- 1
③
③
υ
④
ゐ

昭和49年度正式調査、国指
定史跡

割   山 北江間大師山
1717-1 ・ 1718

50Hl 14基、 6号には 3個の石櫃 12-2 昭和54年度測量、県地名表
は「東洞」

東   洞 北江間東洞 1724 50m 2基 12-2 昭和53年発見

子之神社 lFIIR之上子之神社横 40m 南斜面に5基並列に開□ な し

3 ナ間之上 B ナ間之上 167-1 40m前後 6基やや傾斜もって並列開□ な し

テ間之上A lFBl之上放水路上 40m位 ? 消滅 12-16 放水路工事で湮減。県地名
表では 4基

谷 戸 洞
チ間之上谷戸洞
2701(三養荘内)

27～28m 2基残存、 1基は著るしく破
損

12-18

鏡  池 嫡之上鏡池 642 50m 1基単独 な し

7 細  洞 長岡細洞 50m位か
2基のうち 1基残存したが、
現在不明、埋没か

12-34

多 聞 山 長岡多聞山 1331
50～60m
位か 現在位置不明 12-35 D

県史では「万法院横穴」とあ
り10数基、うち1基には石
績泳ぬ>

岩  鼻 長岡町岩鼻 1332 50～60m 現在 2基残存 12-37 数基ありと、県地名表では
7基

花 坂 □ 長岡堤入 1415 40m 1基のみ道路端に開口 な し

竹 の 花 長岡竹の花 1416 35m 1基のみ道路端に開回 な し

〔駿河湾沿岸〕

霊 山 寺 沼津市 上香貫東本郷 10m 凝 灰 岩
4基確認、いずれもコンクリ
ートで入口を塞ぐ

11-207 ④⑭

江 ノ 浦 江ノ浦大洞・東山 20～60m
Ｃ
木
。
草
基

ｏ

２
基
区
２
地
区
Ｂ
地
ｆ

・
Ｄ
芸

基

。
で

７４
基
索

区
１４
確

地
区
荘

Ａ
地
撃

12-251 ⑭⑬
昭和50年沼津市教委測量調
査。A地区県指定史跡

多  比 多比田坂 25～40m 破壊変形者るしく、東入国の

数基原形を留める
12-252 ⑭ 県地名表では24基

海 豚 洞 重寺海豚洞 25m 海岸に面して 5基開口 12-257 ⑭ 県地名表では「重寺」4基

三   津 三津久伏 20m位 消滅 12-270 ④⑭ 県地名表では5基

註 1 追跡番号は夫々の地域で北から南へ順次付し、分布図番号と一致させた。

2 三島市は便宜上狩野川右岸に包括した。

3 文献欄の番号は北伊豆横穴関係文献の番号を示す。

すでに涯滅したといわれている横穴もすべて実際に確かめた。

1遺跡について最小 2人 (小野・長田)は同時に立会った。場所によっては、県教委文化課の植松章八、佐藤達雄の

両氏及び渡辺康弘、久松義明の両君が参加した。

4 北伊豆横穴関係の文献は下記の通りである。番号は本文と対照させた。
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北 伊 豆 横 穴 関 係 文 献

① 大 野 延 太 郎  「伊豆横穴を観る」東京人類学雑誌 200号  明治37年

② 勝 間 田 恭 平  『伊豆鏡』 大正 4年

③ 高  橋  健  自  『古墳と上代文化』 大正12年

① 足 立 鍬 太 郎  「狩野川中流左岸地方の古墳」『静岡県史蹟名勝天然記念物調査報告』第 1昭和 1年

⑤ 清  水  吉  彦  「田方郡中郷村函南村に亘る横穴古墳群について」『静岡県史蹟名勝天然記念物調査
報告』第4 昭和 2年

⑥ 高  橋  健  自  「伊豆国田方郡北江間字珍場の横穴」考古学雑誌第 5巻 2号 昭和4年

⑦ 静   岡   県   『静岡県史』(J 昭和 5年

③ 軽  部  慈  思   「伊豆柏谷古墳群の発掘について」日本考古学論誌第 2号 昭和23年

③ 三島三高郷土研究部  「狩野川流域における横穴古墳群の研究」古代 1-2 昭和23年

⑩ 長  田    実  「伊豆半島の古代文化」国立公園候補地伊豆半島学術調査報告書『伊豆半島』静岡県
昭和26年

① 内藤 晃 。長田 実  「古墳時代の静岡県」『静岡県社会文化史』(上) 昭和29年

⑫ 小  野  真  一   『静岡県東部古代文化総覧』 昭和32年

① 三   島   市  『三島市誌』(上) 昭和33年

⑭ 沼   津   市   『沼津市誌』(下) 昭和33年

① 山  内  昭  二  「三島市大場赤王横穴墳調査報告」日本大学文理学部 (三島)研究年報第13輯 昭和40年

④ 中川成夫・岡本 勇  「伊豆宗光寺横穴群の調査」史苑第26巻 2・ 3号 昭和41年

〇 山 内 昭 二 他   『伊豆柏谷百穴』静岡県教委・函南町教委 昭和50年

④ 沼津市歴史民俗資料館   『江ノ浦横穴群 。古墳群測量調査報告書』沼津市教委 昭和50年

〇 山  内  昭  二   『初音原・寺屋敷遺跡発掘調査概報』中部地方建設局 静岡県教委・三島市教委
昭和50年

⑩ 静 岡 県 教 委   『大師山横穴群習伊豆長岡町教委 昭和51年

④ 後  藤  清  隆  「柏谷百穴出上の須恵器」駿豆考古第19号 昭和52年

② 静 岡 県 教 委  『大北横穴群 I』 (昭和52年発掘調査概報)伊豆長岡町教委 昭和53年

④     〃      『大北横穴群Ⅱ』 (昭和53年発掘調査概報)伊豆長岡町教委 昭和54年

②     〃      『大北横穴群Ⅲ』 (昭和54年発掘調査概報)伊豆長岡町教委 昭和55年
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第 Ⅵ 章 括

はじめに

大北横穴群の存在する大字北江間の地は、『倭名類衆抄』に「依馬」の郷名で記されている地域の一部

に当るものと伝えられている。この依馬郷は 7世紀から10世紀前半の頃に存在したことは明らかである

が、恐らく8世紀における郷がその母胎をなしていたものであったろう。

8世紀中葉を中心として、7世紀後半の頃から、およそ 50基にわたる横穴群を墓地とした大北横穴群の

被葬者たちも、生前居住 した村落は、この依馬郷の中にあったものとみなされるが、この地を明確に求め

ることはできない。本横穴群から 1.5脇 ぐらい離れて存する狩野川流域には、かつてこの川の放水路工

事によって発見された珍野遺跡或いは防堤工事の際検出された鳥井前遺跡や直線距離でわず 1脇ほどに

過ぎない地にある花の木遺跡などがあり、土師器の出土する集落遺跡であることも知られているが、こ

の墓地との関係は明らかでない。墓地は、 9世紀の頃は、墓祭のかすかな痕跡も指摘されるようである

が、この頃から次第に忘れられ、これら被葬者に関係した人々の村落も亦或いは消滅 し、或いはこの居

を変更したものと思われる。そして、この後はいわゆる荒墓として荒廃の一途をたどった如くである。

江戸時代には、これらの横穴群は、古墳として、または異様な岩窟として人々の目に映った。『増訂豆州

志稿』には大字北江間の大師窟横穴について

大師窟、鍛治窟 卜称スルニ窟アリテ、窟中各大ナル石棺の置ク、是 レ貴人ノ墳墓ナル可シ。

とし、同じく北江間の入定山横穴については、

近年石leIヲ 掘出ス。内二骨片、銀、管玉、石瓶等アリキ

として紹介した。また、嘉永 2年北江間村で編さんした「地誌御調売上帳」には、大北横穴群をはじめ、

この地の多くの横穴を「岩窟」として把え

1.岩窟之義名目有之者少 く多 くは無名之岩窟二御座候。寸尺之義も相知候は珈二而何れも差埋罷在庄

と相分り不申候掘貫候年代等之義は申俸も無御座相知不申候

となし、大北横穴群については 31基を数えて、次のように説明をなした。

大北  1岩窟 三拾壱

但深凡 67尺より壱丈位過半差埋寸尺相知不申候か。右之岩窟は字若宮山之内所に御座候

明治から大正にかけては、石棺を内部にもつ大師山の横穴が学界に注目され、明治35年大野雲外は「伊

豆国横穴を観る」と題して『東京人類学会雑誌』(200号 )に紹介し、その後この横穴は「珍場の横穴」

として学界に周知された。しかし大北横穴群はなお世人の視点から遠ざけられてきたのであり、まして

学界においては全く未知な存在でもあった。

この大北横穴群がようやく注目されはじめたのは、大師山横穴群の調査の行われた昭和唱年頃からで

あり、これには町の文化財専門委員でもある小野弘氏の努力も銘記されなければならない。

このようにして、ようやくこの存在が知られたが、しかも岩山の採掘は、この近くまで及んでおり、

民有地である本地域が将来どのような危機に遭遇するか予測の許さぬものもあった。

幸いにして、町当局の文化財行政の熱意は、地主伊奈昌孝氏の好意と地元の人の協力と相まって、県及

び文化庁の援助のもとに、その全面的な調査を遂行することになったのである。調査は昭和52年から同55年
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にⅣ次にわたって行われたが、その結果約20の火葬石櫃や「若舎人」銘の石櫃の検出をはじめ、同一の

横穴群において、土葬から火葬の採用された経過を知る上にも横穴研究の上に画期的な成果をもたらし

たのであった。ながい間人々を遠ざけ、山丘の革叢雑木の中に埋没していた横穴群は、ここに学界に貴

重な資料を提供 し、文化財として保存され活用されることになった。

私は総括のペンを執るに当り、大北横穴群の遠い過去の歴史的背景に思いを馳すとともに、永 く荒廃

のまま埋もれていた遺跡が、多くの人々の善意によって顕彰されたことを喜び、これらの関係の人々に

感謝の言葉をささげたいと思う。

工 要  約                 =

大北横穴群の第 I次からⅣ次にわたる調査の成果について、まず簡単に要約すると次のようである。

と 横穴の形態と群構成
横穴は、調査 したもの 44基、開口等によって確認されたが、危険なため調査を行わなかったもの 6基、

総じて 50基ほどより成っている。

これらの形態と群構成とをまとめると、次のようである。

① 横穴は、いずれも、玄室と墓前域からなる形状で、羨道を有 しないタイプであった。この形態は、北
伊豆地方一般に共通するものであるが、柏谷・ 大竹・宗光寺等には、わずかに羨道部を設ける例がみ

られるようである。

② 玄室の平面形は、 3種に別けられたが、これには、墓前域の形状 4種を結合できるものであり、こ
うした編年操作は、玄室はフラスコ形から長方形へ、墓前域は台形から長方形への基本変化を認め得     .
た。最も注目されたのは方形区画墓前域と呼称 した形状で、その特徴となる構造とともに、本横穴群

の各期を通じて設置された事実も確認された。

③ 群構成については、A・ BoC3群 が、さらに単位群からなる構成が明らかとなった。すなわち大
別すると 1・ 2・ 3号を中心とするA群、 32号を中心とするB群、21～ 31号のC群に分けられ、そ

れらはさらにいくつかの単位群に細分される。

A群は割り抜き石棺を有する 2号、本横穴群中最大規模の 3号を最上段とし、11-1号のように開
口部が 16× 25銅、奥行き 33例 という超小型横穴までバラエティに富んでいる。

B群は 32号最上段とする40号までのグループで、本横穴群中の最下段のグループである。32号は本

横穴群中第 2の規模を有 し、その整形は最も丁寧である。

C群は規模の大小は比較的すくない。特筆すべきことは、この群中の調査横穴12基より合計 10の石

櫃が検出されていることである。特に24号横穴内の石櫃には正面に「若舎人」の文字が刻まれている。

また26号横穴では、玄室外の墓前域左側に石櫃がすえられている。なお、A群は 9単位群、B群は 8

単位群、C群は 7単位群となって、 1単位群は 2～ 3基からなっていた。この単位群は数単位群がグ
ループとなって、小群をつくっていたoA群は 2小群、B群は 3小群、C群は 3小群に構成できた。     オ

この小群を推定するうえで、通路・階段等が重要な役割をもつようであった。

④ 階段 。通路についても、とくにA群で多く注意された。うち、通路では、 1～ 3号横穴や 7～ 9号
横穴の前端部分を墓前域から分離して認定してみた。こうした階段・通路のあり方は、本横穴群の特

徴の一つといいうるものであった。
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2石  櫃

大北横穴群の特色は、火葬石櫃が身だけでも 20例ほどの多数が発見され、しかも、これに各形態のある

ことである。恐 らくこの数は、この複雑な形態と相まって、日本の一遺跡から発見されたものとしては

最大といってよかろう。これらについて、次のような点が要約される。

① 石櫃はいずれも骨を直接納めた骨櫃であり、方形箱型で方孔が上面にうがたれている、いわば定型と

もいうべきもの (若舎人銘石櫃等)の ほかに、孔がきわめて小さく、円孔のものもある。

② 孔が横にうがたれている横口式というべきものもあり、この場合の孔は方孔が多いが、円孔のもの

もあり、しかもきわめて小さい。これも、家型・厨子形等各種の形態がある。

③ これらの小孔のものには栓がさしこまれているものがあり、納入された骨は幼児のものでなく大人

のもので、粉にした一部のみのものとも考えられる。

④ 定型ともいうべき石櫃から、小孔のうがたれを竪口式、さらに横回式のものと推移していたように

も思われる。

3 ミニ横穴及び床面に割りこまれた小孔

本横穴群には、超小型でありながらも、横穴の形態をもったものが、 5箇所在している。中には蓋で

閉鎖されたものもある。また床面の奥壁の隅に小さい孔のうがたれたものもある。

これらの存在は、本横穴群を特色づけるものでもあるが、これらも必ずしも幼児の火葬骨を納入 した

ものでなく、大人のそれを粉にしてこの一部を納めたものとも考えられる。そしてこの時期は竪口式小

孔の石櫃の発達から、さらに簡略された最終的のものであり、 8世紀後半の頃のものとも考えられる。

4土  器
今回の調査で出土 した土器は須恵器、土師器の厖大な量に達したが、これらを通じてみると次のよう

な成果が見られる。

① 土器は 7世紀後葉から8世紀が主体で、それは 3時期に区分された。この時期細分の基準はもちろ

ん須恵器であった。

② とくに、土師器郭類が比較的量も多く、 3種に別け得た。うち、いわゆる在地型と呼んだタイプが、

甲斐型としたタイプと一定の併行関係を有 していたを切らかにできた。

5 ノ ミ 痕
なお、Ⅳ次にわたる調査においては、特に横穴にみられるノミ痕についても、こまかし翻 察を示 した。

① 横穴にみられるノミ痕は① V字状②平行ノミ③打ち込みの 3種を基本型と認識できる。これ らは同

種の工具の使用法の変化である。

②  l基の横穴を掘撃する際の使用工具の種類は比較的す くなく、 1～ 3種程度である。

③ 横穴掘聾の基本的な工具は、刃に対して直角に柄のついた鍬・ ツルハシ状のものと推定される。

④ 作業工程として①整地②荒掘り③整形④細部加工の 4段階を考えることができる。本横穴群の場合

荒掘りの段階で使用されているものが多い。

③ 同様の掘竪方法を持つ横穴は伊豆長岡町内の各横穴群、沼津市江ノ浦・ 多比横穴群などに広がって

いる。日守中里 。日守岩崎等大平山北側及び柏谷 。大竹等狩野川右岸の横穴群とは様相を異にする。

6 地学上からの考察

今回の調査では、地学上からの考察もなしたが、その結果は次のように要約される。
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① 横穴群は、静浦層群の疑灰岩と箱根新期軽石流に集中してみられる。
② 大北横穴群は、上記静浦層群のうち江ノ浦白色疑灰岩層を掘穿する。
③ 横穴群の前面南方には北江間低湿地が拡がっているが、 2240± 75年 B.P.のころから、以降になっ
て谷の入国に自然堤防が形成され、後背湿地形がみられるようになったという。問題はこの江間低地

における集落の成立であるが、それは、古墳時代前期以降のなることは確実である。南江間では珍野

遺跡が低地に突き出した小舌状台地上に縄文晩期から弥生時代を経て古墳時代に至る集落を形成して

いるが、少なくとも本横穴群の前面をなす北江間においては弥生遺跡の痕跡はみられないといえよう。

④ 本横穴群の占地のうえでは、その岩層にあらわれた断裂 (ク ラック)と の関係も大きな意味をもつ
ようであり、こうした傾向を明らかにするために各断裂の計測を試みた。その結果、多くの横穴では     い
傾斜 70° ～ 80° と垂直にちかい断裂面を玄室の中央 。左右いずれかに配し、これを基準に掘穿を進め

たものであろうことが吻らかとなった。

7 北伊豆の横穴
なお、本横穴群調査の一環として、北伊豆横穴群の全面的な再踏査を実施 した。その成果の要約は、

次のようである。

① 46に およぶ横穴群を登録 したが、それは昭和 40年の『県地名表』 27箇所、昭和 51年の F大師山
横穴群』 38箇所を大きく上廻わるものとなった。

② とくに、本調査においては、久 しく不明とされて放置されてきた横穴群を再踏査するなかで、横穴
群名、所在地とその基数を、現況で可能な限りといえる正確さで把握 したといえる。本地名表をもっ      '
て、北伊豆横穴群調査の決定版として、長 く斯界に貢献し得るものと信ずる。

③ 併せて、各横穴群の掘穿された岩質を明らかにしたことは、一般に北伊豆横穴群のすべてが凝灰岩     ・
地帯のみと理解されることが多かった状況のなかで、横穴群の位置づけにも関わる重要な意味をもつ

ものといえよう。

Ⅲ  2、 3の 問 題

以上、この成果のいくつかを要約したが、そのほか、それぞれの横穴の前庭部に溝があり、これは横

穴間の岩脈の調整によって巧みに傾斜面に雨水を流す施設をもなしていることや、参道ともいうべき通

路も考えられるなど、多くの重要な点も指摘される。これらをもう一度整理すれば、次のようにもなる。

① およそ 50基の横穴は7～ 8世紀の時期のもので、それぞれ支群、単位群に分けられ、被葬者の地位
や家族群、時期の変遷・被葬者の村落 。社会的、経済的背景などの研究に資料を提供する。

② 割抜き石棺を有する大規模なもの、石櫃を有するもの、火葬骨を真接納めたと考えられる超ミニ横
穴まで変化に富み、葬制の研究に重要な資料を提供する。

③ 「若舎人」という人物銘のある石櫃が発見され、被葬者とその背景を知る古代の墓の稀有な例となっ
ていること。

④ 蔵骨器である石櫃が 20例以上発見され、石櫃資料として最もまとまっていること。            ヤ

⑤ 石櫃の形式は多種多様であり、一人分の火葬骨を納める通常のものから小型のものまで、火葬の方
法のバラエティを知ることができる。

しかし、なお、これらに関連して、 2、 3の問題を考察しよう。

1 大北横穴群における土葬んヽら火葬への転移の問題
本横穴群においては、割り抜きの棺身を認える 2号横穴をはじめとし、遺骸を安置したとみなされる
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土葬墓のものが、およそ 20数基ほどあるとともに、火葬骨を納めたとみなされる石櫃のある横穴も指摘

され、一方、 ミニ横穴というべき火葬骨納入の超小型横穴 5基ある。しかも、火葬石櫃のものも、同一

横穴で複数で発見され、夫婦或いは家族墓としての横穴の形態を把えることができる。一方石櫃の小孔

のうがたれたものや ミニ横穴は次第に簡略化 した傾向の中の所産であることも知られる。

一横穴群において、このように土葬から火葬への採用の変化を示す顕者なものは、本横穴群のみといっ

てよかろう。しかも、これは、これを墓地として経営する村落の葬法風習の変化でもあり、社会環境の変

革でもあった。

この村落に火葬が採用されるのはいつであったろうか。少なくとも本横穴にみられる最も早い火葬採

用の例は、定型の石櫃のものである。この時期は、 8世紀の前半ことに初頭の頃であったと言えよう。

日本における火葬の採用をもって、文武天皇四年 (700)の道昭が晴矢とすることには問題があると

しても、少なくともこの頃から急速に流行 したことは考えられるであろう。

とかく、中央から遠い東国の火葬採用の時期をもってかなり遅れたものと解釈され勝ちであるが、伊

豆国における採用は 8世紀の初頭であり、中頃をピークとして土葬から火葬への変化を示 し、しかも次

第に簡略化した墓に推移していったものと考えられる。

東国の火葬採用とその発展の時期の問題の考察に、本大北横穴群は欠くことのできぬ資料であろう。

2 火葬骨納入の方法の多様さ

葬制史上の重要な問題は、本横穴群において、火葬石櫃としても通常の型式のものでなく、小孔のう

がたれた竪口式・横口式の各形式のものが発見され、併せて、 ミニ横穴や床面割り込みの小孔の発見さ

れたことである。

これらには、夫婦合葬とみなされるものもあり、そのすべてが乳幼児のものとは見なされ難い。もし

大人の火葬骨とすると、粉にし、その一部のみ納入したということになる。他の余剰のものは、分骨と

考えられない以上、散骨によったともみなされる。

石櫃に火葬骨の全体を納骨することから、さらにその一部のみ納入となり、やがて粉にして小孔に納め

る葬法に変化 し、他を散骨の方法によって処理 したとする風習が、東国の一角に 8世紀の中頃を中心と

して流行 したとすると、古代葬制の上で重要な問題ともなるのである。もっとも、これが、この地域のみ

の特殊なものか、広 く行なわれていたものかは、今後の資料にまたなければならないが、新 しく関心を寄

せなければならぬものであろう。

3「若舎人」銘石櫃の問題
24号横穴床面に、ほぼ定位置で存した定型石櫃の正面に「若舎人」の三字が刻まれていたことは、大

きな課題ともいえるが、古代のこの種の石櫃に銘の刻された唯―の資料であるととも
'こ

、「若舎人」とい

う被葬者をめぐる研究上の重要な資料でもあった。

舎人は言うまでもなく、 7・ 8世紀の頃地方の名門の出身の子弟の中から選ばれて、天皇・皇太子の

側近に位えた身分のものであり、朝延では下級官史であったとしても、帰郷後はそれぞれの地域社会に

おいて、かつての宮中の出仕者として誇り高い地位をもち、社会の信望も厚かったに違いない。地方に

おける「若舎人」関係の名は、『万葉集』防人の歌の中に、茨城郡若舎人部広足の名が見えるが、舎人の

名を記した考古学上の資料も少ない。平城宮木簡の中には、「大舎人」の名の例 (『平城木簡』 1-78、

昭和45年 )が報告されているが、宮城県桃垂郡矢本町赤井字星場からも「舎人」のへら書きの上器が発

見されている (三宅宗議「矢本町赤井字星場出上のヘラ書き土器」『石巻地方の歴史と民俗』昭和48年

及び『矢本町史』昭和48年 )。 このように、地方においても舎人関係の資料は少ない。
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若舎人も、この舎人に関連したものと考えられる。しかも、被葬者として「若舎人」の名のあらわれて

いるのは最初の事例であろう。若舎人そのものについては、古代史上なお考察の問題が残されていると

しても、少なくともこの地における火葬採用の早い時期に、「若舎人」という舎人に関係したとみなされ

る人物が、この地における土葬から火葬に移行しはじめた頃に、この遺跡で火葬にされ、土葬による時

期からの長い伝統をもった横穴に埋葬された事実が認められるのである。或いは、「若舎人」を家族の

一員にもった家系の人々は、この祖先から子孫へとこの墓地の経営の有力な一環をになっていたかも知

れないのである。

4 大北横穴群を含む北江間横穴群の位置
ここで北江間横穴群とは、さきに調査された大師山横穴群、新たに発見された割山横穴群、及び、大

北横穴群と大北東横穴群等を中心とする、北江間地域横穴群の総称である。これが、10横穴群 101基を

数え得ることは、すでに詳しく述べたが、ここではその時間的関係をはじめとする位置づけがいかに考

えられるであろうかについてふれたい。

まず、時間的な問題からみると、調査によって時期の確認できたのは、大師山・割山 。大北の 3横穴

群で、うち大師山 。大北については、ほぼその大部を調査 したが、割山ではわずか 1基を発掘したにすぎ

ない。それによると、もっとも早い例は、大師山横穴群 8号横穴にみられた 7世紀中葉で、ついで大北

横穴群 17・ 24号横穴等から出上した 7世紀後葉の上器ということになる。ただし、両横穴群とも、そ

の主体となる時期は 8世紀といえることは明らかで、ともに圧倒的な出土量を有 した。また、割山横穴

群は 8世紀に合め得るものであった。

いま、広 く北伊豆地方横穴群にそれを求めても、やはり時期の確認できている例はごく少ないようで

ある。函南町柏谷、大仁町宗光寺、沼津市江ノ浦の各横穴群の出土資料によると、確実なところは 7世

紀中葉といえる。たしかに、柏谷および江ノ浦横穴群の各採収資料として報告されたもののなかには、

7世紀前葉までさかのぼり得る例が含まれているが、信憑性に問題の残る資料を根拠に北伊豆地方横穴

群の出発年代を決めることは避けておこうと思う。すると、本北江間横穴群における大師山横穴群は、

柏谷・宗光寺横穴群等とともに 7世紀中葉ごろにその始期を求めることができ、 7世紀後葉から8世紀
にかけて、隆盛期を迎えることになり、こうした過程で本大北横穴群の形成もみられたのであった。

つぎに、横穴群の地位についてふれておこう。本北江間横穴群は、10横穴群 101基 であることはすで

に述べたが、うちもっとも有力なものは、大北横穴群 47基で、ついで、大北本横穴群 15基、割山横穴

群 14基、大師山横穴群 10基 ということになる。

いま、第37表「北伊豆横穴地名表」によると、 10基前後以上の基数が確認された横穴群は以外に少

ない。三島市赤王、函南町八重窪・柏谷・中里、大仁町宗光寺、清水町松沢、沼津市江ノ浦・ 多比等の

各横穴群にすぎない。こうした、現在確認し得る横穴の基数からしても、本北江間横穴群が、北伊豆地

方横穴群のなかで、もっとも有力なものの一つであることは認めてよいものであろう。

さらに、横穴群の内容についてであるが、その比較検討のためには資料がきわめて不十分といわざる

を得ない。それでもヽたとえば、横穴の形状については、本大北横穴群では、羨道の付設しない玄室と

墓前域のみからなる、いわゆる退化形態のみであることが明らかになったが、同様の傾向は、江ノ浦横

穴群においても確認されている。また、さきに調査した大師山横穴群でも、ただ一基に羨道を有するタ

イプとなし得る例が確認されているが、柏谷や、宗光寺横穴群ではかなリー般的な形状とみてよいよう

である。こうした、横穴群のあり方が、いかなる地域性として把握 し得るであろうかは今後の課題であ

るが、さきに述べた「若舎人」銘石櫃の存在とも関連 して、本北江間横穴群が、伊豆地方横穴群のなかで

も特徴ある横穴群を形成していることは確かである。
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付 割山横穴群の発掘調査

1. はじめに

割山横穴群は、大師山横穴群の北方直線距離で約 1肋 に位置する。地籍としては伊豆長岡町北江間字

大師山及び珍場洞にまたがっている。

大北横穴群の第Ⅱ次調査の際の周辺横穴踏査において、石櫃が存在することが確認されたため、大北

横穴群の関連調査として昭和54年 12月 10日 ～12月 22日 に実施された。調査は伊豆長岡町教育委員会が調

査主体となり、大北横穴群調査団のメンバーがこれにあたった。

従来、珍場東洞横穴群、大師山西横穴群等の名称で仮称されてきていたが、横穴群の背後の山が地元

で ｀割山
″
と呼ばれていることから、今回の調査において割山横穴群と呼称することとした。

今回の調査は、分布の状況及び横穴群の性格を把握することを主目的として、総基数 14基を確認、こ

れらの位置関係図を作成するとともに、石櫃を持つ 6号横穴の発掘調査を実施 した。

Z 横穴群の概要
標高40～ 50η あまりで、舌状に張 り出した丘陵の西側斜面に南北に連らなって開口している。現状で

14基を確認し、南側より 1号～ 14号の番号を付 した。レベルとしては 1号が最も低く14号が最も高 くて

両者の差は1097bである。配置からみると、 1～ 2、 3～ 4、 5～ 10、 11～ 14の グループに大別できる。

さらに 5～ 10は 5～ 8、 9～ 10、 11～ 14は 11～ 12、 13～ 14の 2グループに細分が可能である。

第97図 割山横穴群横穴配置図

Ｈ

ｌ
ｌ
ｌｌ
＝
＝
ヽ
‐
‐
キ
‐

お縫

ゴ

―-249-―



Ｂ．
＼

＼

一

+

+
ヽ

第98図 割山横穴群 6号横穴実測図

-250-



第99図 割山横穴群 6号横穴出土土器実測図
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第38表 割山横穴群横穴一覧

開口部とし、玄室長 3.25η とした。巾は奥壁で 1.7η 中央部が最大で 1.92η 開口部で 1.28ηを測る。右

奥壁が深くまた右側壁が中央部で膨らみ、不規則なプランを持つ。断面形は丸味を帯びた台形で、奥壁

では丸味が強いが開口部では陵をしっかりもった台形となっている。

玄室床面の整形は剥落と摩耗が多く観察困難であるが、他の面に比 して比較的ていねいであるといっ

てよいであろう。右奥には70× 60 clR深 さ約 8 cllの方形の凹み部分が認められる。石櫃をすえるための加

工と理解できる。左側開回部付近にも、わずかではあるが同様の凹みの痕跡が認められる。また左側壁

にそって巾25 cln深 さ約 5釦 の排水溝が認められる。この排水溝は奥から左側壁にそって約 2.2紐延 び、

墓道中央に連ながっている。

封鎖施設 :開口部付近に若子の礫が認められたが黒褐色土上にのっており、当初のものとは認められ

ない。この礫群中に石櫃が 2検出されている。

墓前域 :長さ 1,4阿 巾 1.3η ほどの方形で、左壁から中央部は中 1.lη の墓道となっており、右側壁

に沿って約20 caの テラスを有するのみである。

墓道は全長 2.Oη で、奥壁より2.75η のところまで延びている。玄室床面と墓道との段差は約 10 ctvで

ある。

2基のグループでまとめられる点は興味深い。しか

し各横穴の位置関係を考えるとまだ埋没している可

能性は強い。

最も大きなものは 4号横穴で、玄室長 6.4η 奥壁

巾2.8η高さ2.3婉 、最 も/卜 さなものは 5号横穴怠

開田部が若千削り取られこわされてはいるが、現状

で開口部巾 0,8η 奥行 0.9碗 。大小、バラエティに

富んだ横穴群である。

3。 6号横穴

調査前の状況 :前面に石垣が積まれ、石切場への

ノト路が通っている。そのレベルは開口部より高いが、

開田部付近で縦に穴が掘られ、横穴内にもぐりこめ

るようになっていた。床面上約 20 cπ の流入上が認め

られ、石櫃はその上にあり、あきらかに当初の状態

ではないことがわかる。

玄室 :開 口部付近が剥落 して失われているため切

確には決しがたいが、中の最も狭ばまる点をもって
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4.6号 横穴の遺物
今回の調査において、石櫃 3・ 須恵器邦 1及び破片若千を検出している。また過去の踏査において須

恵器大甕破片を表採している。

石 櫃

玄室内より1(割山 1号石櫃)、 開口部礫群より2(割山 2号石櫃、割山 3号石櫃)検出されている。

玄室内検出のものは、流入上である褐色土上面にのって全体を露出させており、後世の撹乱をうけたと

思われる。また開口部礫群中より検出されたもののうち中央部に位置するもの (割 山 2号石櫃)は 、小

型方孔家形のもので 1/2に割れ、方孔部にも褐色上がつまっていた。また左側の割山 3号石櫃は大型方孔

箱形で、と号石櫃の蓋と考えられる。

① 割山 1号石櫃
割山横穴群 6号横穴 玄室内出土 (表採)
大型方孔箱形   〔身〕
縦 47.4× 横 45.2側 のほぼ正方形で、わずかに縦長となり、高さ28.5釦 を測る。底部の背面側を大き

く欠失し、割り込み部の縁部をほとんど失っているが、全体的には保存良好である。

形状としては、各面ともほぼ同様な垂直性と平坦性をもって、整形のうえでは差違らしいものは観ら

れない。

割り込み部は、縦 20.4× 横 19,2銅 、深さ 17.5印 で、一応大型方孔に合める。その周縁には、中数 cπ

前後を測る蓋受けが縁部として設けられていた痕跡が明瞭であった。

ノミ痕は、正面 。右側面のみに良好な残存で、他の各面では風化が激しい。ともに、斜にはしるノミ     '
痕を残す使用法で、やや粗雑なウロコ状痕が明瞭である。その両面を比較すると、正面がよりていねい

に調整されて、側面との差違が認められた。正面を比定し得た所以である。                 t
② 割山 2号石櫃
割山横穴群 6号横穴 開口部出土
小型方孔家形

縦 445例 × 横 39.7 clxのほぼ長方形プランで、高さ 30.2伽 を測る。石質軟質で、大きく破砕 している

が、接合により復元 し得た。それでもヾ上面の正面側には大きな欠失が目立つ。

全体の形状は、寄せ棟式の頂部を平坦にしたタイプで、いわゅる斜棟にあたる周辺傾斜面が比較的大

きくつくられる。頂部の平坦面はその中央部をやや高くして胴張り的につ くる状況で、正面観はややカ

マボコ形にちかづく。

この寄せ棟の短辺側を正面として、その中央部やや上よりに横口式の割り込み部を穿 っている。縦

15.1× 横 13.l c12× 深さ18.5師で、内部では袋状に大きく膨んでやや下向きとなる。この部分における

ノミ痕は良好で、細いノミ痕が良好に残る。

全体のノミ痕は、風化によりほとんど観察できないが、それでも、かなりていねいに調整されたもの     
ツ

であることはうかがい得る。

③ 割山 3号石櫃
割山横六群 6号横穴 開口部出土
大型方孔箱形   〔蓋〕
35.4X40.3 clBの 長方形プランで、高さ 20.O c12を 測る。粒子の細い岩質で、やや黄灰色を呈 し、比較

的軟質で、隅の一部を欠失 している。

形状は、長方体の上面 4辺を大きく面とりしたタイプで、その頂部は20× 25卸ほどの平坦面となるが、

咆呪は剥落と風化によりかなり荒れている。下面の割り込み部は、24.0× 27.0帥 で深さは 5.6c12と きわ
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めて浅 く、そのため、屋根部がきわめて厚いという特徴が指摘できる。また、上面の面とり部の外縁部

には、巾 1.5～ 2.O cll前後の減じ削り込みがみられて、側壁との連結をはかっている。

岩質軟弱で風化が激しいため、ノミ痕は観察できない。

なお、本例は、岩質、規模、形状等からして、 1号石櫃とセットになることはあり得ない。

土器類

須恵器邦身が墓前域中央床面直上の黒色土 中より検出されている。口径 13.4 cll、 器高 4 4 clp、 底部

はヘラ切りののちヘラナデが加えられ丸底の様相を呈 している。青灰色を呈 し、胎土・焼成とも良好で

ある。

大北横穴群13-1号横穴・ 17号横穴等に類例があり、鋼 V期後半に位置づけられるものと思われ、

8世紀後半の絶対年代を与えてよいと思われる。

その他に須恵器大甕破片等が若千採集されているが、器形・時期を明確にする資料とはならない。

5。 まとめ

14基の横穴を確認し、内 1基の発掘調査を実施 した。調査の結果をまとめてみると次の様である。

1.2～ 3基を 1単位とした 6の グループに分けることができる。 2基をひとつの単位とすることは興

味あるところである。

2.大型の横穴から全長 lη に満たない小型横穴までバラエティに富み、また石櫃を持つ横穴の存在等

土葬から火葬への変化をうかがわせる。

′   3.6号 横穴の須恵器郭より、8C後半の時期を与えることができる。他に石櫃の存在等を考えあわせ

ると大師山横穴群よりおくれ、大北横穴群とほぼ同時期に営まれたものであろう。

,    4.左 側壁に沿って排水溝を持っており、北江間の横穴群では類例のないものである。遠江の横穴群中
にはこのような排水溝を持った横穴が散見されるが、伊豆での類例としては沼津市江ノ浦横穴群A―

8号にあるのみである。
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付 載 2 大北東横穴群の測量調査

大北東横穴群は、北江間大嵐 1611・ 1612に所在する。大北横穴群 。大師山横穴群と共に既に江戸時

代よりその存在が知られていたが、昭和 51年、大北横穴群の発掘調査に先立って行なわれた周辺横穴

群踏査の際、標高 60 Tb付近を中心に 15基の横穴が開口しているのを確認した。伊豆長岡町では、大北

横穴群の発掘調査に伴せて、現状での保存状態を確認するため、本横穴群の測量調査を実施することと

し、昭和 55年 8月 末から9月 頭初に業者に委託して全体測量を実施した。 また大北横穴群第Ⅳ次調

査の際に、本横穴群のそれぞれの横穴について略測し、現況写真撮影を行なった。(図版 106)

その際、横穴番号は、先の踏査時に付 した番号を保持 し、実測図は平面全測図を 1/1oo、 個々の横穴

を 1/20に て略測 し、後日両図を合成 し、現況図 (第 100図)を作製した。

さてここで、本横穴群の構造について簡単に述べてみよう。

本横穴群は、大北横穴群の一つ東側の谷戸の奥端に近い西側斜面に占地 し、高位の 1・ 2・ 3・ 4号

横穴が標高 65続前後、低位の 12・ 13・ 14・ 15号 横穴が標高 50 Tb前 後に計 15基が開口しており、

第 100国 大北東横穴群現況平面図
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東西約 30旬 、南北約 25η の範囲に、 3支群を形

成している。

横穴群全域には、笹や低雑木が密生 し、当時の

地形をほぼ残 しているものと言えるが、この地は、

かつて伊豆石の石切場として使用されたことがあ

り、本横穴群の最も北側の高位置に占地すると号

横穴は、その墓前域及び玄室の前端を採石によっ

て破壊されていた。

本横穴群は、横穴が占地する微地形と横穴の規

模を考慮し、 3つの支群に分けることができよう。

横穴の規模については第39表に示した。

まず第一の支群は、高位置に占地する 1・ 2・

3・ 4号横穴の 4基で構成され、北側グループを

形づ くる比較的同一規模の横穴で、標高 65η前

後に並んで東面して開口する。中でも 3号横穴開

田部左袖にはミニ横穴が付随する状況が観られた。

第 2の支群は、 5・ 6・ 10・ 11号横穴の 4基

で構成され、本横穴群の西側グループを形づくり、

標高 53れ から60れ にかけて南東に面 して開口す

る。上位に位置する 5・ 6号横穴に比べ、下位に

位置する 10。 11号横穴は、その規模が小型であ

る点が注目されよう。また 10号横穴玄室内には

石櫃が存在 しているのが認められた。

第 3の支群は、 7・ 8・ 9。 12・ 13・ 14015

号横穴で構成され、第一支群下方の小さな谷地形

で一括できる。標高は 49印 から56η を測り、東

面し開口する。また 8号横穴の墓前域に石櫃が認

められたことは注目されよう。これは、第 101図

図版 106に示したが、51 cll× 48mの方形をなし、

厚さ23 clEを測った。その中央に径 15師 の円孔を有

する石櫃で、円孔中には火葬骨が全 く認められな

かった。この石櫃は墓前域表土上に観られ、明ら

かに後世の撹乱が加えられたものと判断できた。

この支群も先の第二支群と同様、その上位に 7・

8号横穴といった比較的大型の横穴を配し、下位

に 9012・ 13・ 14。 15号横穴はそれに対し小

型であるという特徴を認め得た。

以上のように本横穴群はさらに とないし2基づ

つの単位群に分かれるようであり、例えば、第 3

支群では、大型の 7・ 8号横穴のA単位群、小型

である9号横穴のB単位群、さらに小型の 12・

0          20cm

―
第 101図  8号横穴墓前域出土石櫃実測図

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

(136)

2.98

240

190

.284

308

2.20

145

0,78

(094)

1.28

120

(0.74)

0,96

098

1.58

1.08

140

0.80

094

120

1.33

0.80

104

142

078

090

2.00

135

(1.06)

1.50

080

124

126

1.00

0.74

096

064

082

115

072
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13,14■ 15号横点のC単1位群に分かれるようである。こうした横穴群のヽ構造|は、乱江間横1穴群を概観
した時はぼ普通的に指摘でき、また石槽やミユー機i太―といった百隣りの大北機穴群.と む関連する要紳 認|

あられたことは|、 今後、伊豆の機穴群を考える上で重要なモ‐メントを提供できたと―信ずるものである。

遺物は全く―認められず、本横穴群り造営時期は確定できないが.横穴群の構盛や、
「
石積、章鶏 鶏 .、

大北横穴群とそ|の内容が類似するこ―とから、ことでは、大北綾穴癬とほぼ筒時鋭|を想定して―おくことと

し―Ⅲ今後の課題として落きたと、

O
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本町ならびに周辺地域は、埋蔵文化財の包蔵地として貴重な遺跡の存在が確認されてい

ますが、この尊い先人の残した文化財を永くいつまでも後世の人々に残すことが、現在の

我々に課せられた責務であると思います。

このたび昭和52年 より4か年に亘って発掘調査研究された伊豆長岡町北江間の大北横穴

群の調査報告書が刊行されることになり、誠に喜ばしい限りであります。

特にこの発掘調査は、膚を裂く冬期から炎熱の夏期と数次に亘る長期の難作業であり、

また報告書の刊行は、膨大な資料をもとに研究検討を重ねた編集作業であり、この労苦は

たいへんなものでありました。これは、調査団長である斎藤博士と菖1団長の長田実先生の

熱心なご指導と県教育委員会文化課の職員各位のご努力によるものと深く感謝を申し上げ

る次第です。なかでも第 二次を担当された山下晃先生、第Ⅱ次以降第Ⅳ次まで担当された

植松章八、佐藤達雄の両先生、調査補助員の学生の皆様、本当にご苦労さまでした。おか

げをもちまして多くの成果を挙げ調査を無事終了することができました。

また、つねに理解を示してくれた地主の伊奈昌孝氏、終始あたたかいご協力を下さった

地元関係者の皆様には、心より感謝の意を表するものであります。

ここに、刊行をみた本報告書が本町および周辺地域の古代史を知り郷土を育む好資料と

して、皆様方のご参考になれば幸甚に存じます。

筆を掴くにあたり、私は「若舎人」銘の石櫃の発見された昭和53年 8月 の際、その終了

の慰霊式に臨んで、団長斎藤忠博士が詠ぜられた次の和歌が、参列者にきわめて印象的な

ものをあたえたことを記し添えたいと思います。

若舎人  魂 安 か れ と
我 等 み る

手 を 合 わ す れ ば

ひ ぐ ら しの な く

昭和 56年 3月

伊豆長岡町教育委員会

教育長 中  野   勇



大 北 横 穴 群

昭和 56年 3月 30日

編 集  大 北 横 穴 群 調 査 団

発  行   伊豆長岡町教育委員会

印  用J  静岡市豊田三丁目5番 30号

株式会社  三    創
TEL (0542)82-4031






